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  謙遜なるキリストにならえ


  ピリピ二・一～十三


  ここには何ともいえぬ丁寧な勧めがたくさんある。聖霊は熱心に丁寧に勧めたもう。今朝まず特別に六節より八節までのキリストを味わいたい。聖霊はキリストをここに示したもうので、どうぞお互いに各自霊眼を開いてキリストを見たいものである。願わくぱ聖霊我らにキリストを示したまわんことを。この祈祷を心から献げる時に、今ここでキリストを示したもうことを信ずる。


  ここに無言の説教がある。「彼は神の形にていたまいしが」……最初から天地創造以前より彼は神と共にいましたもうた。ヨハネ伝一章にあるように、彼は万物の造り主である。コロサイ書一章にあるように彼によらずして造られた物は一つもない。実に尊いお方である。私どもは度々間違った考えをして、父なる神といえば実に高いお方であるが、主イエスといえば何となく低いように思うことがある。主が下って私どもに近づきたもうたから主を軽く見るような向きがあるが、我らに近づきたもうたからそのご身分が低くなりたもうたのではない。どうぞ神なる造物主、また生命の主なるお方として主を見たい。生命の主……私どもはもちろん、草木に至るまで生きているのはキリストによって生きているのである。キリストを取り去ってしまえば生命というものはどこにもない。私どもは自分の生命は何にも代えられないことを知っているが、その生命の主、いかに尊いお方であろう。この神なるイエスを明らかに見たい。


  「彼は神の形にていたまいしが、神と等しくあることを固く保たんとは思わず、かえっておのれを虚うし」。初め神の形にていましたもう時には、私どもの目は実に高いところにあるが、主はその次には、その高いところより断崖絶壁を飛び下りたもうた。これは非常のことである。貴人が乞食になるというよりも非常のこと、人が虫になるというよりも非常のことである。今神が、全知全能の神が、造り主、栄光の主なる神が、おのれを虚うし、おのれを空にし、すなわち自分は何にもないもの、どこにも取り柄のないものとなりたもうた。詩篇二二篇は主イエスの言葉の預言であるが、その中に「我は虫にして人にあらず」という言葉がある。これは驚くべきことではないか。この中に「私は仕様のない者です」という人があるが、「自分は虫けら同然である」とまで思う者はあるまい。実にこれは驚くべきことである。


  「僕の形をとりて人のごとくなれり」。主は、ご自分を全く空にして僕となりたもうた。真に心の中より虚しく空にならねば僕となることはできない。この原語は奴隷で、僕よりもなお低い身分を指す。奴隷といえば金で買われて主人に使われ、主人の思うままになる者である。実になさけない者である。その主人より去ることはどうしてもできぬ。主イエスはその奴隷となりたもうたのである。第一には神の奴隷となりたもうた。元来は自由なる神の子であるが、ご自分を空にして奴隷となりたもうた。そしてまた人のようになりたもうた。何のためかなれば、次には人の奴隷となるためであった。天において神に使われる奴隷であることもできたが、神の旨は主を天にて使うことではなかった。この地上、堕落せるこの地上にて奔走して仕えしめんがためであった。「人のごとくなれり」。神なる主が人となりたもうたことは何たることであろう。卑しき我らと同じものとなり、女の腹より生まれ、私どもと同じように五尺の体に縮まり、不自由な身体となりたもうたのである。これ我らの奴隷となるためであった。


  「すでに人の様にて現われ、おのれを低くし」。人となりたもうたにしても、あるいは王侯貴人の家に生まれ、あるいは金満家の所に生まれたもうても、主イエスにとっては低すぎるほどであったが、人の中にても最も低い所に生まれたもうた。しかして「死に至るまで従い」。主イエス・キリストの御目的はただ従うことであった。ただ神の命令に従いさえすればよかった。自分の身分がいかに零落しようが、ただ従いたもうた。彼は苦しい場合もあったろうが、いかなる場合にもただ従いたもうた。ゲッセマネにおいて血の汗を流したもうた時にも、主イエスのご従順を見る。肉体を持ちたもうたイエスとして、あの苦痛には耐えきれなかったゆえ、「御旨ならば、この杯を我より取り去りたまえ」と祈りたもうた。けれどもその中にも「されどみ旨のままを成したまえ」と祈りたもうた。神に従わないこととては一つもなかった。


  そして「十字架の死をさえ受けたまえり」。死ぬのにも首を斬られて一時に死んでしまうとか、石に打たれて死ぬのでなく、死の中でも一番つらい十字架の死をさえ受けたもうたのである。兄弟姉妹、どうぞこのイエスを見たい。ここにキリストのご謙遜の七つの階段がある。（一）栄光の神の形を棄て、（二）おのれを虚うし、（三）僕の形をとり、（四）人となり、（五）おのれを低くし、（六）死に至るまで従い、（七）十字架の死をさえ受くるに至れり。どうです。ずっと上にある栄光の主が、ずっと下って十字架、恐ろしい十字架を受けたもうた。どうぞこの主イエスを見たいものである。


  神は「へりくだる者を恵む」と約束したもうた。自ら高ぶる者は低くされるが、自らへりくだる者は高くされる。イエスはかくまでに自分を低くしたもうたが、果たして神は彼を大いに高めたもうた。「このゆえに」。しかり、このゆえにである。「このゆえに神は甚しく彼を高めてもろもろの名にまさる名をこれに与えたまえり」。ここに高められる原因がある。「このゆえに」。どうぞこの語を聖霊によって味わっていただきたい。ただ耳で聞くだけでなく、真に心に味わっていただきたい。おお、イエスを真に認めよ。


  さてこのイエスを聖霊が我らに示したもう御目的がある。「汝らキリスト・イエスの意をもて意とすべし」。すなわち今度は私どものことになる。私ども各自いかん。神の前に私どもの心はどういう風であるか。このこころとは心ではなく、思いである。神は我らの思いを知りたもう。我らはいかなることを思っているか、信者であるゆえ、その真底叩いて見れば、自分は何もならぬ者であると知ってはいるが、真底ばかりでなくその思いが高ぶっていてはならぬ。ここに「おのおのへりくだりたる心をもって互いに人をおのれにまされりとせよ」とある。なるほど偉い人なら自分よりまされりと思うが、あの人は自分より劣っている、この人ならば自分の方がまさっていると思うことはないか。ことに注意すべきは信仰上の高慢である。自分は熱心であるのに、彼は冷淡である。自分はよく働くのに、彼は働かない。こんな思いはないか。人はどこかで自分を高くしたく思いやすいものである。何か自分の得意なところを捕えて、そこで頭を上げている。その時に低くなれぬのである（中略）。


  主イエスのご成功、すなわち贖いの業を全く成就され、父なる神に喜ばれたもうたその秘密は、ご自分を隠したもうたことにある。神より甦らされたもうまでは、ただおのれを低くしたもうた。下り坂ばかりであった。高き神の位にいたもうべきお方が、いつもご自分を低くしたもうた。たびたび意気地ないように見えることもあったが、ただおのれを低くし、またおのれを隠したもうた。十字架の上にもやはりおのれを隠したもうた。神の子なるご自分を隠したもうた。どうぞ私どもも、恵まれたおのれ、潔められたおのれ、聖書の知識のあるおのれ、よく働くおのれ、このおのれは潔められない前の悲しいおのれでなく、潔められた自分であっても、この潔い自分さえも隠したいものである。これが主イエスの心である。


  「恐れおののきておのが救いを全うせよ」。信仰がいかに厚くても霊的高慢になればいけない。多くの伝道者がこれでやられた。だから恐れおののいて自分の救いを全うしなければならぬ。神があなたの心の中に働いていたもうことを認めなさい。神はぼんやりしていたまわず、いつでも働いていたもうゆえ、これを認めて聖霊に従うぺきである。私も度々経験があるが、悪魔がしきりに「お前はよく働く」などと言って来る時、聖霊は「サタンよ、退け」と撃退したもう。


  聖霊を受けた者の中にも、聖霊の声に聴き従う者と聴き従わない者とがある。何とぞ我ら恐れおののいて霊の声に聴き従いたい。キリストは持てる物をなくしてへりくだりたもうたが、私どもは初めから何もない者である。その何もない者を神が用いたもうのである。


  謙遜になれるのは愛による。ヘリくだらないのは愛がない証拠で、高慢なのは「私は愛がありません」という看板をかけているのと同じである。コリント前書十三章にあるように、愛は非礼を行わず、また高ぶらぬものである。


  この伝道館は他の教会の者より注意されている。他教会より全く離れて独立しているゆえ、反対者から注意して見られている。私どもは霊的高慢にならぬよう大いに注意せねばならぬ。


  



  神との同心


  ヨハネ第一書一・三～七


  今日はこの同心ということについて共に味わいたい。ここにヨハネはこの書を書いた目的を示している。自分は父およびその子イエスと同心である、一つ心である、一体である、もはや離ればなれでないということを自分で経験的に味わったから、あなたがたをも同心にならせようというのが、その目的である。そしてその同心になった結果、円満な喜楽を得させたいというのである。これはまた、信者一般に向かっての神様の御心である。たしかに今、私ども各自に対する神様の聖旨である。


  同心とは真に一つになることで、あの人の顔を覚えているとか、名を知っているとか、時々交際するとか、そういう表面上のことではなく、真に心から一致し、同じ心になることである。夫婦はうわべからは辛苦銀難を共にする者であるが、もし心が同心にならないのなら実に苦しいもので、これほど苦しいことはない。夫婦でも、また同宿している者でも、明暮共に住んでいる者が同心でないならば、実に不愉快である。これほど私どもの喜楽を打ち消すものはない。けれどもこれは人と人とのことであるが、神様と私どもと同心であるとないとは私どもの生命に関することである。初めに人間はエデンの園においては神と同心で、神は人に語り、また人は神様に話し、実に楽しかったものであるが、罪が人の中に入ってから人は神様から離れた。神と人とは離れたのである。なぜか？心が離ればなれになったからである。うわべからいってもエデンの園を放逐されたから離れたのであるが、よし神様が我慢してエデンの園の中にそのまま置いて下さったところで、心が同心でないならば少しも愉快ではない。エデンの園にいても非常に苦しかったに相違ない。


  私ども信者が神様と同心になることは実に肝要なことである。未信者と信者との区別はつまりそこである。一方は神様から全く離れている者、他方は神様から恩恵を受けている者である。けれども、同じ信者の中にも二種類ある。もちろん信者の中であれば、その真底は神と一致しているのであろうが、大部分が神と同心ではない。気が合わない。そこが潔められた信者と未だ潔められていない信者の違うところである。潔められた者は、神様の大好きなものは大好きで、神様の大嫌いなことは大嫌いであるが、潔められない前は、神様の嫌いな物を大切にして持っている。すなわち汚れた肉欲や、いろいろ世に属する願望を持っている。信者は誰でも正しい歩みをしようと思っているが、まず第一、神様と気が合わねばならぬ。そうでないと、行きたくもないところに無理について行く実に苦しい生涯である。かえって神より離れているよりも苦しいかも知れぬ。もし幾分でもそんな風に感じている人は、そこに一つ治療を要する。そして神と同心にならねばならぬ。


  ヨハネは言う、「我らが彼より聞きて、また汝らに告ぐるおとずれはこれなり。すなわち神は光にして少しの暗き所なし。もし神と交わりありと言いて暗きうちを歩まば、我ら偽りて真理を行わざるなり」（一・五～六）。どうしても神と同心になるべきである。光と一致しなくてはならぬ。暗きにおってはならない。私どもに少しの暗きところでもあれば、それは神と一致しておらぬのである。私どもが暗きところに出るならば、同心であると言っても偽りである。ではどうしたら良いか。暗きから出て来て光に来ることである。暗いところでは罪はわからないが、光に照らされれば罪を罪としていかに小さいものでもはっきりとわかる。もちろんそれを示されることは辛いことである。けれども罪を示されてキリストのところに来れば、血によって潔められ、そして神と一致することができるのである。光の中を歩むべきである。横道を通って歩んではならない。


  ではその光とは何か。二章を見ればわかる。「光にありと言いてその兄弟を憎む者は、今もなお暗きにあるなり。その兄弟を愛する者は、光におりてつまづきそのうちになし。その兄弟を憎む者は暗きにあり、暗きうちを歩みて己が行くところを知らず。これ暗きはその目をくらましたればなり」（二・九～十一）。ここに光は愛となって来ている。言葉は何と言おうが、その行為が果たして愛の中にあるや否やである。兄弟を憎んでいるなら暗き中におり、愛しているならば光の中にいるのである。これは各自経験してわかると思う。神はいつも光であられ、また愛でいましたもう。私どもが愛の中にいるならば神と一致している。兄弟を愛しているならば神と同心になるのである。私ども各自一人一人の有様は違っているから、私はここで言い尽くすことはできぬが、お互いに神様の前で聖霊に探られて、どこが神の光から離れているか、どこに暗きがあるかを考えたい。エノクは神と共に歩いた。明けても暮れても神の御声に従った。私どもはどうか。十字架を負って従う間は良いが、少しでも弛みが来ては駄目である。果たして愛の中にいるかどうか反省したい。


  ヨシュア記十四章十節以下を見ると、そこにカレブの話がある。カレブはヨシュアと共に信仰の厚い人であった。他の人々が神を疑っても、六十万人中ただこの二人だけは信仰して進んだのである。そのカレブがヘブロンを占領しに行く時の話である。ヘブロンとは同心という意味である。その地を取りに行こうとする時に、彼はヨシュアのもとに行って願い出た、「私は今日八十五歳で肉の力は何にもならぬが、神の力によって出て行くことができる。向うにある土地はヘブロンである。この約束の土地をいただきたい」。ところが、そこにはアナキ人という強い人種がいる。このアナキ人は首の長い人種であった。首の長いのは高慢をあらわす。その人種が向うにいるが、それを攻め取らねばならぬ。しかしカレブは言った、「されぱかの日エホバの語りたまいしこの山を我に与えよ。汝もかの日聞きたるごとく、かしこにはアナキ人おり、その町々は大にして堅固なり。さりながらエホバ我と共にいまして、我ついにエホバの宣いしごとく彼らを追い払うことを得んと」（十二節）。そこでヨシュアは許して祝福を祈って別れたが、カレプは進み行きその地を占領した。神と同心にいる土地を占領したのである。そこに非常な教えがある。神と同心なる生涯を妨げる者はアナキ人、すなわち高慢である。長首である。もちろん種々の妨げるものがある。世の物、世につける愛、その他いろいろある。けれども最も妨げるものは高慢である。真底において神と離れており、何もかもみな献げたが何だか神と自分の間にどうも真の一致がないというようならば、それはアナキ人すなわち高慢があるからである。ガラテヤ書六章三節に「汝らはナッシング（何もない者）であるのにサムシシグ（何かあるもの）であると思うのは欺いているのである」と書いてある。


  この高慢は色々のものにつくもので、ある人には信仰に高慢がつき、ある人にはよく働くという所にも高慢がある。ある人にはまた悔い改めの中にも、大いに罪を作って悔い改めたという所に高慢がついていることがある。アナキ人は実に深い所に入っている。どうぞそれを神様に見い出してもらいたい。そしてそれを取り去ることは自分の力でできるかというと、できない。ではどうすれば良いかというと、カレプにならうことである。エホバ共にいますという信仰をもって進むことである。またここには書いてないが、カレブという名は「犬」という意味である。彼はそういう名を一生つけていた人である。いかにへりくだっていたかがわかる。自分は全く取り柄のない汚れた者であるとへりくだっていたことをそれによって知ることができる。聖書には犬と豚とは汚れた者として記してある。マルコ伝七章のスロ・フェニキヤの女は、「私は犬です。けれども犬も主人の膳より落ちる屑を捨いますから」と言って恵みを求めた。カレブもそれであった。自分も犬になっていて、そしてエホバがこんな卑しい者と共にいまして、アナキ人を滅ぼして下さると信じたのである。そのためにアナキ人を撃つことができたのである。


  また、あるところにはカレブを全き服従の人として記してある。カレブは信仰の人であり、また服従の人であり、また謙遜の人であった。全くへりくだって、全く信仰し、全く服従する。その人が神と一致することができるのである。父および子と同心となることができるのである。私どもが良いから、価値があるから、同心となることができるというわけではない。あたかも華族と平民とは結婚することができないように、どうしてこの実に汚れたる罪人と聖き神とが一致することができよう。どうしてもできないけれども、全くへりくだって信ずる者は同心となることができるのである。なぜかというに、要するに主が私どものために死んだ下さったからである。その結果としていかなる人もそれができるようになったのである。「我は罪人の長なり」と言ったパウロも神と同心であった。


  ローマ書六章十三節に「肢体を罪に献げず、おのれを神に献げよ」とある。この献ぐるとは英語では少し意味が違っていて、イールドとは引っ張ればそれに負けるという意味である。すなわち引く方に負けることをいう。自由のある人を一方よりは罪、一方よりは神様が引きたもう時、聖霊は神にイールドせよと教えたもうのである。これをする人が神と一致する。多くの人が神と一致せられぬのは、ヤコブのように角力をとっているからである。熱心に祈っているけれども、祈っているそのことが実は負けずに角力をとっているので、それで一致ができぬのである。全く任せ、従い、負けてしまえば、一致することができるのである。神の喜びたもう時に喜び、悲しみたもう時に悲しむとは、実に大いなる特権ではないか。ある人は「これはあまりに高すぎる」と思い、「そんなことは我々人間にはとてもできぬ、一方は神であるから」と言うが、それは不信仰の言葉である。ヨハネは元罪深い漁夫であったが、このことを自ら経験してここに証明しているのである。多くの人はこの点に思い違いしている。神様と同心になるのは自分が潔く美わしくなってからと思っているが、これは大きな間違いで、それなら前に言った通り少しもできない。けれども今、今からその状態のままで信仰によってできるのである。神様に全く任せ、神様の方で引いていたもうゆえ、それにイールドさえすればできるのである。その結果として潔く美しくなるのである。どうか私どもはこの点に思い違いしないように。こうしておのれを神に献げ、謙遜と信仰と服従とをもってこの恵みを経験したいものである。


  



  献身とペンテコステ


  マラキ三・十六


  これはちょうど今日ここに集っている我らの上に成就することと信ずる。エホバを畏るる者がただ神に服従し、神の栄光を表わさんことを願って来たり、あるいは祈り、あるいは願い、あるいは語る時に、神はかかる集会に心を奪われ、耳を傾けて聞きたもうのである。「それ主の目は義人の上にとどまり、その耳は彼らの祈りに傾く」（ペテロ前三・十二）。どうぞ目を挙げて、我らを見つめ我らの言葉に耳を傾けたもう主を見上げよ。この「われ設くる日」とは主イエスの救いが完成し、聖霊が下りたもうたその日である。その時に我らを宝としたもうのである。世の人が蝶よ花よと愛するごとく、神は我らを愛し尊びたもう。もはや天地すべてのものにも代えられない。そして父がその従順にしてよく仕える子を憐れむごとく憐れみたもうのである。ゆえに今日信ぜよ。さればそれについて妨げとなるものあらぱ、神はだんだん深くその御業を起こしたもうのであろう。今この章においてそれを見よう。


  マラキ三・八～十。神はずい分ひどいことを言いたもう。「ひと神の物を盗むことをせんや。されど汝らは我が物を盗めり。汝らはまた、『何において汝の物を盗みしや』と言えり」。盗みとは何もうわべで法律上罪の名のつくようなことでないから多くの人が自ら欺いているが、神はこれを責めたもうのである。泥棒は神の祝福を受けることはできぬ。かかる人の祈祷はかえって呪われる。今日信者または伝道者の上に未信者よりもかえって多くの懲らしめの下っているのは、この盗人が多いからである。では何を盗んだかというに、献げ物をである。神に献ぐべき物を献げない、それが盗みである。ローマ書十二・一は神の命令である。「されば兄弟よ、われ神のもろもろの慈悲によりて汝らに勧む。おのが身を神の悦びたもう潔き活ける供え物として献げよ。これ当然の祭なり」。これは格別に伝道者のみに言われたことではない。主イエスの血にて買われた者は、その身も魂も神に献ぐるは当然のことである。「身も魂も献げます」とは多くの人が軽く言うことであるが、果たして事実であろうか、私は恐れる。日頃の「身も魂も献げます」との祈祷が、今日は赤裸にされて呪われるかも知れぬ。私は一方には非常に喜び、一方には非常に恐れている。どうぞ神の前に正直に出でよ。


  なぜ身を神に献ぐべきかと言えば、コリント前六・二〇を見よ。すなわちキリストがおのが血を差し出して買い上げたもうたから、我らは贖い主（神）のものである。ゆえにその十九節のように、我らの身体は我らの勝手になるものではない。また十五節を見れば、「キリストの肢体」であると記してある。ちょうど私のこの手がわがものであり、わが霊の肢体として道具であるように、「汝らはキリストの肢体なり」とある。されば我らはキリストのものである。所有権はすでにかの御方にある。ゆえにこの身を献ぐべきは当然である。ある人がかつて「献身は返身であると言った方が適当である」と言ったが、真にそうである。我らの身体は主に返上すべきものである。これは理屈のようであるが、その愛の方面より見よ。キリストがこの卑しき者をも贖い、そしてその身体の一部分（僕とか婢とか言うのではなく）となして下さるとは何という尊い御考えであろうか。我らはそれを思う時に恵みに感じ、喜び勇んで献身することができる。すでに身体を献げたら持ち物を伴うのは当然である。持ち物についても多くの欺いた献げ方がある。一部分を献げて役目がすんだと思っている者が多い。我らは我らの財産も何もかもすべての所有をすべて持ち出し、ただ聖旨のままに使いたまえと正直に出ているか。どうぞ今、厳粛に省みよ。そうでなくて、もし偽りがあれば呪われる。使徒行伝五章を見れば、アナニヤはその妻と共にバルナバらの良い模範を真似して自分の産業を売り、使徒らのもとに持って来た。しかし、神はその幾分を自分のために隠していることを知りたもうた。ペテロの中におられた聖霊はこれを看破して、「アナニヤよ、何ゆえ汝の心サタンに満ち、聖霊に対し偽りて、地所の価の幾分を隠したるぞ」と言いたもうた。ペンテコステの恐ろしいことを見よ。一方にては聖霊に満たされ、一方にてはサタンに満たされている。ペンテコステはこのいずれかなので、実に厳粛なことである。呑気な集会に出ているのとは違う。ここは恐ろしい場所である。厳粛に自分を省みよ。


  しかし、主を見上げることは幸福なことである。神の標準はかの金満家に告げたもうたようである。「汝なお一つを欠く。行きて汝の持てる物をことごとく売りて、貧しき者に施せ。さらば宝を天に得ん。かつ来たりて我に従え」（マルコ十・二一）。我らはここまで行っているか。かのルツが、その姑が彼女に「去れ」と促した時に、「汝を捨て汝を離れて帰ることを我に促すことなかれ。我は汝の行くところに行き、汝の宿るところに宿らん。汝の民はわが民、汝の神はわが神なり」と言って固く心を定めて動かなかったのもここである。「主イエスよ。汝の前にいかなる十字架あるも我は離れず。たといゲッセマネにもカルバリにも汝の行きたもう所に我を伴いたまえ」との熱心をもって今日出で来たらぱ、このマラキ三・十が我らの上に成就するのである。これは神を試験することである。「我を試みわが天の窓を開きて容るべきところなきまでに恵みを汝らに注ぐや否やを見るべし」とある。今日試験して見よ。全き献身をもて主に来たり見よ。必ず大いなることが起こってくるに相違ない。もちろん、我らは献身をもって聖霊を買うことはできるものでない。しかし、献身は我らのなすべきことである。我らはそれを全うする時に、神は意外な働きをなし、もはや容れることのできないほどに恵みを与えたもうのである。


  



  聖霊に満たされた人の半面


  マタイ十二・十五～二〇


  ここは私が聖霊に満たされんために祈っていた時、神が非常な力をもって与えたもうて以来、度々よく思い返すところである。昨日も思い起こし、今日もまた思い起こした。誰でも聖霊に満たされることについて話をすると、すぐさま使徒行伝二章にあるにわかに天より迅風のごとき大いなる響きのあったことや、焔のごときものや、方言を語り出したこと、盛んな働きをなすこと等ばかりを思い起こす。これは誰でも願う、また確かに聖霊に満たされたならばその通りになるが、しかしそれは半面である。聖霊に満たされた者は誰でも彼でも、いついかなるところでも、かかる有様にのみいるのではない。なお他に別の半面がある。すなわち、ただ今読んだところである。


  ここはキリストが聖霊に満たされたもうた時の有様を示している。かのキリストが洗礼を受けたもうた時には、聖霊は鳩のごとき形でその上にとどまったと記している。これはキリストのペンテコステである。その時には迅風もなく、焔のごときもなく、獅子のごとき聖霊は下らなかった。多くの人は聖霊が鳩のような御方であることを忘れている。我らは主イエスのペンテコステの結果によって学びたい。なるほど主はすべての病人を癒したもうたが、「我を人にあらわすなかれ」と言いたもうた。これは我らを非常に探る言ではないか。「我を人にあらわすなかれ」。できるなれば少しでも自分を人にあらわしたく思うことはないか。もし諸君がかかる動機よりこの恵みを得んとしても、それは全く駄目である。聖霊に満たされた者は、決して自分を人にあらわすようなことはしない。十九節を見れば、「彼は争わず、叫ばず、その声を大路にて聞く者なからん」とある。これは聖霊に満たされた結果である。いつも滔々と説教をし、またいつも路傍において大音声張り上げて活発に説教するというのではない。もちろんこのようなこともあろうが、彼は「争わず、叫ばず」である。諸君には競争心すなわち人より少しでも上に立とうという考えはないか。格別に自分と同等の地位の者、あるいは共に働いている人にいかなる態度を取っているか。自ら省みよ。人が誉められる時に嬉しく思うか。また、人が他人の悪口を言って君を誉めたらどう思うか。悪魔がこのような嘘を持って来る時に、競争心のある者は嬉しく思う。聖霊はその競争心に加勢するために与えられない。かえってそれを焼き尽くすためである。また「叫ばず」。霊に酔うた者が酒に酔うた者のように叫ぶのは確かに事実である。しかし、それは神の栄光のためである。人はとかく自分をあらわし、また自分の教会を盛んにせんと努め、またこのような成功あったと叫び回る。これは聖霊に満たされた人にあるべきことではない。「その声を大路にて聞く者なからん」。偽善者は街に立って自分の前にラッパを鳴らす（マタイ六・二）。多くの人は肉の元気で盛んに伝道し、そして自ら聖霊に満たされていると思っていることがあるが、これをもって試験して見るが良い。偽聖霊ではなかろうか。私はこの言によって深く探られ、自分の真に塵芥なることを悟り、全くひれ伏した。


  さて、かかる人は十八節を見よ。「見よ、わが選びたる我が僕。わが心の悦ぶ我が愛する者。我わが霊をこれに与えん」。神はへりくだる者に目をとめて、「我が愛する者よ」と呼びたもう。これはへりくだった諸君のためである。神は諸君のことを言いたもう。おお、「我が愛する者。我わが霊をこれに与えん」。ゆえに信ぜよ。これ神の言葉である。自分を高くする願いなく、ただ神の栄光をあらわすことを願う諸君に我が霊を与えんと断言したもう。ゆえに必ず与えられる。その結果として、すでに述べたような柔和謙遜な人となり、一方においては「彼異邦人に道を示すべし」。すなわち伝道する。そして別節に「道をして勝ち遂げしむる」とあるが、これは非常な力ではないか。これはなかなか難しいことである。ことに日本人は藁に火をつけたように一時燃え上がらせることはできるが、勝ち遂げしむるというところまではいかない。「傷める葦を折ることなく、煙れる亜麻を消すことなし」。ただでさえ弱き葦のような心に傷がついている。実にもろい。取り扱い方に少し注意が足らなければ、たちまち折れてしまう。けれども、聖霊に満たされた人はそんな弱い心も柔和と同情をもって取り扱ってこれを折らない。弱い者は弱い者のように取り扱う。これは聖霊に満たされたことの一つの証拠である。またもう一つは「煙れる亜麻を消すことなし」。イザヤ書の方は「ほの暗き灯火を消すことなく」とある（イザヤ四二・三）。まさに消えかかっている灯心である。このような信者がたくさんいる。もはや光明があるかないかわからない。煙のみ出ている。しかし、やはり火があるから煙が出ているのである。このような者を取り扱うことはまことに難しい。聖霊に満たされない人はこれを消すことがたびたびである。熱心に巡回して伝道しているようであるが、実は教会を荒している者がある。しかし、聖霊に満たされた者はこれを大切に取り扱い、まず油を注ぐ。こうして道をして勝ち遂げしめるのである。諸君、どうぞ今日神に祈り求めてこのような者となられよ。これは聖霊に満たされた半面である。


  



  神癒の恵み


  ヨハネ第三書二節


  聖書はここに使徒ヨハネを通して神の聖心を示していたもう。病める兄弟姉妹よ、みなさんは病気の癒されんことを願っておられるであろう。これは神の聖心と一致することで、幸いなことである。今日は第一、病気とはいかなるものか、第二、病気に対して神の御旨は何か、第三、神が我らの病気のために何をなしたまいしや、第四、我らはいかにせば癒さるるを得るやということにつき、要点をかいつまんでお話しようと思う。


  第一、病気とはいかなるものか。一口に言えば罪の結果である。これは悪魔より来るもので決して神の恵みではない。申命記二八・十五、二一、二二、二七、三六、六〇、六一。すなわち、病気は神の律法を破った結果として来る神の呪いである。これは悪魔より来るものである。ヨブが病気になったのは神がこれを与えたもうたのではなくて、これを許したもうたのである。


  我らは以上のことを知ったならば、病気になった時にはへりくだってその原因を調べ、悲しんで懺悔すべきはずである。ところが病気にかかっても懺悔せず、神の恵みであると欺かれている多くの者があるが、これは実に大きな心得違いである。ある人はヨハネ伝九章の盲人のところを引用して「病気は神の栄光のためである」と言う者があるが、これは特別の場合で、たとえ神の栄光であっても、その人が病気で悩んでいることが御旨でなく、その人の癒されることにより栄光をあらわしたもうことが御旨である。また、ある人は「パウロにも刺があったではないか」と言う。私も長い間このことについて欺かれていたが、これは我ら自らをパウロと同じ者とすることによって来る間違いである。彼はその書に記しているように、特別に黙示と顕現とを受けたので誇ることがないように与えられた刺であった。私どもの中にパウロのような黙示と顕現を受けた者があろうか。


  第二、病気に対しての神の御旨は何か。神は悪い者の亡びることを願いたまわず、むしろその罪を離れて生きることを願うと宣言された。詩百二一・三を見られよ。これは神の人間に対する態度である。あなたに多くの罪があっても、そのすべてを赦して癒したもうは神の御旨である。先のヨハネの書においてもそのことが明らかである。願わくはこのかたじけない神の御旨を認められんことを。「汝らは価をもて買われたる者なり。さらばその身をもて神の栄光をあらわせ」（コリント前六・二〇）。心だけは誠であり、また信仰善くも、始終病床にいるならば、なるほど心では神の栄光をあらわすことができるであろうが、身においては少しも神の栄光があらわれない。ある人は「宗教は霊魂ばかりのものであり、肉体のことを言えば天理教じみていると」言うが、それは大きな誤りである。愛なる神の御旨はただ霊魂を救うだけでなく、肉体の病をも癒したもう。それでこそ完全な救いと言うことができるのである。


  第三、では神は我らのために何事をなしたもうたか。マタイ八・十六～十七を見られよ。イエス・キリストは我らの罪を負いたもうたのみならず、我らの病を負いたもうたのである。このことを熟慮する時、実にもったいないと感ずる。あなたは今病に犯されておられるか。それがあるいは遺伝の病、あるいは熱病、肺病、その他何であろうと、イエス・キリストはその病を負いたもうたのである。彼は呪いより来るその多くの病をさえ負いたもうたのである。彼のむち打たれたのは何人のためであろうか。ローマのむち打つ刑罰はそのむちのあたる所の肉は破れ、そのため死ぬ人さえあるので、そのむち打つ数が定められていたのである。けれども、キリストはそのむちで打たれ、肉は砕かれ、血は流れたのである。これは何のためであろうか。これは実に我らの病のためである。「汝らは彼の傷によりて癒されたり」（ペテロ前二・二四）。十字架がもし魂を贖うのみならば（これはもちろん土台であるが）、片輪の救いである。ガラテヤ三・十三。かの木にかかって呪われたイエスを見られよ。何のために捨てられ、蛇のように取り扱われたもうたのであろうか。我らの病のためである。申命記に見られるその呪いがイエス・キリストの上に下った。病める兄弟姉妹よ、十字架を仰ぎ見られよ。あなたのためにイエスはその苦しみを受けたもうた。我らの霊魂と肉体の強く健康であることは御旨であり、かつ神はこれを実行したもうお方である。この贖いは我らの肉体の上にまで及ぶことを知る時、贖いの深みを悟り、その完全さに驚くのである。


  第四、では我らはどのようにすれば癒されることができようか。すなわち、次に考えることは我らのなすべき条件である。ヤコブ書五・十四、十六。神はねんごろに教会に尋ねなさる。そして仰せられる、「病める者あるか。その人、教会の長老たちを招け」と。医者を走り迎えよとは記してない。長老とは伝道者のことである。その人が信仰をもって祈る祈祷は病める者を救う。主は彼を起こしたもう。しかし、そこに病める者のなすべき条件がある。すなわち、第一は罪を認めることである。病の癒しは罪の赦しと同じことである。その罪を認め、病の贖い主を医者として頼り、信じて祈る時に、主は起こしたもうのである。赦罪と神癒は並行するものである。人はわがままなもので、その罪を隠していながら病気の癒しだけを求める。これは偶像信者だけでなく、キリスト信者の中にも随分多くある。罪があるならばそれを言い表わして出られよ。その時に神はそのすべての罪を赦し、その病を癒したもう。もちろん、自分の気付いている罪はことごとく悔い改め、なお自分に罪があるかどうかを探ってもらうことである。神は探る光を照らし、必ず思い出させたもうであろう。その時にすぐ悔い改めねばならぬ（詩一三九・二三、二四）。


  第二になお神とあなたとの間が和合せず、どこかわがままで不従順の点があれば、それを悔い改めねばならぬ。神がその愛する者を懲らしめたもうのは、その心得違いを直さんがためである。病は神の第二の声とも言う。神はまず第一の声、すなわち聖霊により聖言をもって静かに語りたもうが、それに聞き従わないなら、悪魔の彼を打つことを許したもう。ゆえに病める時には静まって神の聖声を聞くべきである。ある人には献身せよ、ある人にはその一つの偶像を捨てよ、ある人にはその志を改めよなど、各自の急所を突いて示したもうであろう。そのような時にその声に従うことをされよ。そうすれば神は癒したもう。


  第三に神癒を求める動機である。これはあなたが苦しいからではなく、神の栄光のためでなくてはならぬ。癒された者になりたいのは、あなたがわがままに飛びまわることのできるためではなくて、神のために働き、その栄光をあらわさんがためでなくてはならぬ。もしそうでないと偶像信者と変わるところがない。


  第四に神に頼むという以上、医師にも薬にも頼らないことである*。二心ではならぬ。もし医師にかかる時、二人の医師の手に頼るならば、薬が衝突しどんなことが起こるかわからない。神に頼るも同様で、神以外のものを全く捨て去り、一心に神に求めなければならぬ。何も医師の薬が悪いというのではない。むろんこれは罪ではない。これは自然法で一つの神の恩恵であろう。研究を積んだ結果、神の与えたもうた材料を用いて癒すのは良いことであろう。しかし神の癒しは自然以上である。自然法によれば未信者でも動物でも癒える。しかし、ここに自然以上の働きがある。すなわち信ずる者に、医薬の力によらないでキリストの贖いの働き、その血潮の能力によって、聖霊が肉体に働き、その不思議な働きの結果、どんな病も癒されるということである。人の医者や薬は完全なものでなく、しばしば間違いが起こる。しかし、神の癒しは完全である。あなたは神の全能を信じられるか。そうならば他のものを要しないはずではあるまいか。


  
    *この教えは適用を誤ると命を落とすことになりかねませんので、読者はよくよく気をつけて下さい。神癒の恵みを受ける重要な条件の一つは信仰です。そして、神癒の信仰の根拠は神の生ける御言葉（レーマ）です。神があなたに癒しの御言葉（レーマ）を語られ、あなたがそのレーマを受け入れる時、あなたは初めて神癒の信仰を持つことができ、その信仰に基づいて神癒を受けることができるようになります。言い換えると、癒しの約束（レーマ）を主からいただかない限り、あなたは決して神癒の信仰を持つことはできません。多くの人は主からレーマを受けていないにも関わらず「自分には神癒の信仰がある」と思い込んで医師や薬を拒否し、悲惨な結果を身に招いています。中には死んでしまった人たちもいます。大事なのは病気になった時、主に祈って主から御言葉（レーマ）をいただくことです。主はある人には「私があなたの病を癒します」と語られるかもしれませんし、あるいは「私は医師や薬を通して間接的にあなたを癒します」と語られるかもしれません。あるいは、パウロのように「私の恵みはあなたに対して十分です。私の力は弱さの内に現されます」と語られるかもしれません。主からのレーマを求め、次に主から受けたレーマを信じ、それに基づいて行動することが信者のなすべき分です。


    この後に肋膜炎から癒された著者の証しが出てきますが、(１)主に癒しを祈り求める、(２)主から癒しの約束（レーマ）を受ける、(３)主の約束を信じる、(４)癒しを経験する、という順序で癒しが成就されています。「祈り」、「御言葉（レーマ）」、「信仰」、「経験」という順序は、神癒に限らず他のクリスチャン経験にもあてはまります。経験は信仰に基づき、信仰は主の御言葉（レーマ）に基づき、主の生ける御言葉は祈り、主との交わりを通して与えられます。（編集者注）
  


  第五に信仰である。以上の四つの条件を果たさぱ、必ず引き受けたもう。神の手は誤ることはない。大丈夫である。ゆえに我らはそれを信ずべきである。ただ幾度も幾度も叫び祈っても何の益もない。信じなければならない。我らの罪の赦しを得たのも信仰によってである。病の癒しも同様である。キリストは我らの病のために呪われたもうた。おお信ぜよ、その時に神は癒したもう。


  私はヨハネ伝五章にあるベテスダの池の記事を読み、深く恵みに感ずることである。そこに多くの病人が集っていた。時に天使が下ってその水を動かしたのであるが、その時に一番先にその池に飛び込んだ者のみ誰でも癒されたので、彼らはそれを待っていた。そこへイエス・キリストが来たりたもうたのである。多くの病める者の中に、特別に哀れな三十八年病みわずろうた人が一人いた。キリストはその者に向かって「癒えんことを願うか」と問いたもうた。「おお、健康に完全にしてもらいたいか」。その時その哀れな病める者は答えた。「主よ、私はこの様にして長い間ここにおります。しかし水の動いた時に飛び入らんとしますが、私にはそれができず、私を助けて池に入れる人もありません。私は哀れな者です」と。その時に主は何と仰せたもうたか。「起きよ、床を取りあげて歩め」と。かくてその病人はすぐさま起き上り、病はただちに癒え、床を取りあげて歩いたのである。その池は律法である。律法によらんとすれば、自分より勝る者が先に恵みにあずかるのである。しかし、恵み主なる主イエスはあちらから来られて、今あなた達に「癒されることを願うか」とのたもう。願わくばこのイエスを信ぜられよ。


  



  重荷の交換


  （一）我らの重荷


  我らがこの世を渡るにあたり、何人と言えども精神上に、また肉体に多くの重荷がある。しかるにその重荷の始末に困り果て、あるいは思い煩いに沈み、失望に陥り、または疾病を起こし、ついに正道を踏み外し、自殺を企てる者すらある。読者の中にこのような重荷に悩んでいる兄弟あるいは姉妹はあるまいか。あなたの重荷を下ろす道がある。あなたの苦労を癒したもう主イエスは愛をもってあなたを招き、「すべて労したる者また重荷を負える者は我に来たれ。我なんじを休ません」と言いたもう。罪があればもちろん悔い改め、十字架に頼り、我意のままをなさんとせず、聖意に任せられよ。「何事をも思い煩うな。ただ事ごとに祈りをなし、願いをなし、感謝して汝らの求めを神に告げよ。さらばすべて人の思いにすぐる神の平安は、汝らの心と思いとをキリスト・イエスによりて守らん」（ピリピ四・六、七）。これは重荷と平安との交換である。「汝の荷をエホバにゆだねよ。さらば汝を支えたまわん」（詩五五・二二）。ハレルヤ。


  （二）神の重荷


  我らの重荷を神に持ち来たり、これを取り去られることは幸いなことであるが、我らが神の重荷を幾分でも取り去ることのできるとは何たる特権であろう。すでに罪の重荷を取り去られ安息を得た者に対しては、主は「わがくびきを負いて我に学べ。さらば魂にやすみを得ん。わがくびきは易く、わが荷は軽ければなり」と言いたもう（マタイ十一・二九、三〇）。信者の多数は自分の重荷の取り去られることのみを考え、神の重荷につき無頓着なのは悲しむべきことである。今、次に神の重荷のいかなるものかを見よう。


  (１)滅ぶる罪人。「我いかで悪人の死を好まんや。むしろ彼がその道を離れて生きんことを好まざらんや」とは主エホバの御旨である（エゼキエル十八・二三）。世界中で毎日十万の人が死につつあると聞くが、その大多数、ほとんど全部は救われていない。ひとり子を犠牲にしてまで世の人を救いたく思われる慈悲の父がこの有様を見たもうて、昼夜いかばかり悩みたもうであろう。父の重荷を見るに忍びず天の宝座を辞してこの世に下りたもうた主イエスは、あまねく国を回り、人々が牧者なき羊のように悩みまた流離しているのを見て、あわれみたもうた（マタイ九・三六）。このあわれみとは人の悩みをわが悩みとして憂うことである。願わくば聖霊我らの目を開いて父の重荷、主イエスの重荷を見せたまえ。


  (２)伝道者の欠乏。人々は各々おのれを満足させるのに忙がしく、神の重荷を顧る暇がないが、罪人の悩みを見て重荷に耐えないイエスの嘆声を聞かれよ。「収穫（救わるべき人）は多く、働き人（伝道者）は少なし。このゆえに収穫の主に、働き人をその収穫場に遣わしたまわんことを求めよ」（マタイ九・三七～三八）。神よ、願わくぱ伝道者を起こしたまえ。召しを受けた者は、どんな地位も事業も財産も快楽も全く投げ捨ててあなたに従うことを得させたまえ。「我またエホバの声を聞く。曰く、われ誰を遣わさん。誰か我らのために行くべきかと。そのとき我言いけるは、我ここにあり、我を遣わしたまえ」（イザヤ六・八）。アーメン。


  (３)小羊及び羊の牧養。主イエスがこの世を去りたもう前、三度までもくり返してペテロに遺言し依頼したもうたことは信者を養うことであった。「わが小羊を養え、わが羊を飼え、わが羊を養え」（ヨハネ二一・十五～十七）。これあたかも母が死に臨み、その子の行く末を案じてやまず、くり返しくり返しその子の将来を家人に依頼する様と同じである。今も主イエスはその民を肩に支え、胸に銘じて祈っていたもう（出エジプト二八・十二、二九）。それなのに、今日の牧者が往々にしておのれを養って羊を飼わず、牧場を踏み荒し、飲み水を汚し、弱い者を強くせず、病む者を癒さず、傷つける者をあわれまず、失せたる者を尋ねずにいるのは、どんなに主に重荷をかけていることであろう（エゼキエル二四・一、四、十九）。兄弟姉妹よ、イエスを愛されているか。それならば彼の小羊、羊をいたわり、彼の御胸を休められよ。


  (４)潔められない信者。主の我らを召したもうたのは、我らの救いのためだけでなく、我らを通して他の人を救い、これによって聖名の栄光をあらわさんがためである。だからこそ主は我らに向かい、「汝らは世の光なり、地の塩なり」と言いたもうた。しかるに、ある信者はガラテヤ人のように律法のくびきにつながれておのれの行いに頼り、恵みの自由を失っている。聖霊はこのような者のために再び愛の苦しみをしておられる（ガラテヤ四・十九）。また、ある者はコリント人のようになお肉につき、世と協議し、嫉妬、紛争、その他種々の痛ましい罪と汚れとを持ち、御栄光を汚している。このような人のために、主は大きな艱難と苦痛とをもって多くの血を流していたもうのである（コリント後書二・四）。信者が全く潔められ、聖にして傷なき栄光なる花嫁とならなければ、キリストの死は徒労となるであろう（エペソ五・二六、二七）。信者も潔められなければ主の前に立つことは不可能である（へブル十二・七、十四）。そのままでは新郎である主が迎えに来たりたもうことができない。おお、三一の神の重荷を思い、彼を安んじ奉りたい。


  



  ペンテコステの日における神の声


  「すべて主の御名を呼び頼む者は救われん。イスラエルの人々よ、これらの言を聞け。ナザレのイエスは、汝らの知るごとく、神かれによりて汝らのうちに行いたまいし力ある業と不思議としるしとをもて、汝らに証したまえる人なり。汝ら不法の人の手をもてはりつけにして殺せり。されど神は死の苦しみを解きてこれを甦らせたまえり。我らは皆その証人なり。イエスは神の右に挙げられ、約束の聖霊を父より受けて、汝らの見聞きするこのものを注ぎたまいしなり」（使徒二・二一～二四、三二～三三）。


  これはペンテコステの日に聖霊の言わしめたもうところである。イエスはすべての人類を救わんがために現れたもうた神の子で、彼は不思議な能力をもって多くの人を救いたもうた。しかし、神は仰せられる。「汝ら不法の人の手をもてはりつけにして殺せり」と。この点については多くの説明はいらぬ。確かに私の罪、あなたの罪のために、肉を裂き、血を流したもうたのである。おお兄弟姉妹よ、今心の目を開かれよ。彼はただ我らが犯した罪のためのみではない。なるほど、犯した罪だけでも数えれば数の知れないほどだが、それのみではない。「汝らは」とある。「汝らは」とは何を指すか。その人の年ではない、行いではない、本人だ。性来の主人公である黒い一物である。我らの愚昧な心より見るも、イエスは聖潔き救い主なるを知り得るに、ローマやユダヤの人々はどうして彼を十字架に釘付けたか、実にあきれるばかりである。しかし、彼を十字架に釘付けた者は人間の心中にあって主に敵するもの、主と両立できないもの、彼を殺すか殺されるかいずれにしても主に反対する一物が彼らの内にあったからである。これはただユダヤ人のみならず、我らの腹中にもある。ただ彼らは我らの代表者になっただけで、一つの穴の狐である。おお、性来の我らを調べよ。自らの姿を悟ったならば、蛇蝮の末とは我である。あなた達は神に敵する分子があるのを感じないか。どんなに外形を飾っても事実そのものは実在するのである。もし潔められないならユダのようである。ユダは信者であるが神の声を受け付けないで遂に主を敵の手に渡し、その結果滅んだ。使徒行伝五章を見れば、アナニヤはバルナバと共に献身したが、隠し事があったため、その結果は呪われて殺された。死の状態は異なるけれども、その根本は同じことである。そのような人は天国に入ることはできない。「汝ら不法の人の手をもてはりつけにして殺せり……」「わが民はともすれば我に離れんとする心あり」（ホセア十一・七）。あなたは外形はともかく、心の中にともすれば神より離れんとする心なきか。それは悪魔の植え付けたものである。それを持っているならば、いかにしても神の栄光をあらわすことができぬのみならず、おのが救いを全うすることもできない。神は我らが殺した所のイエスを甦らせ、そのイエスを立て、我らの救い主として天に昇らせ、神の右に座せしめたもうた。そのイエスは我らの罪を訴えたもうたか。そうではない。道理より言えば我らはイエスに訴えらるべき者であるが、彼は罪人である神の敵を愛したもうのである。彼は神の右に挙げられ、約束の霊を父より受けて、我らの腹中にあって神に敵する分子を全く焼き尽くさんとしたもうのである。おお兄弟姉妹よ、真心より祈られよ。主よどうぞ潔めたまえ。このままではいけぬ。あの黒い一物を焼き尽くしてしまわねばいけない。おお主よ、どうぞ今焼き尽くしたまえ。


  「彼は父より受けて、汝らの見聞きするこのものを注ぎたまいしなり」。しかし、彼の贖いの功績によって聖霊は下っている。これまで献身せずに神の物を盗んでいたのを深く悟り、今主の前に一切を差し出して聖霊を受けよ。あなたの功績で受けるのではない。我らは何の価値もない者である。ただキリストの功績によって受けることができるのである。おお神よ、どうぞ私に聖霊を注ぎたまえ。雪よりも白くなしたまえ。どうぞ病める心を癒したまえ。神の御用を務むることができぬ弱い兄弟姉妹よ、どうぞ祈って聖霊を受けなさい。卑怯なペテロが大胆に証しをしたのも聖霊である。おお聖霊を受けよ。その秘密はただ主を見上げることにある。イエスは今もなお生きて父の右に座したもうのも聖霊を与えるためである。おお愛する兄弟姉妹よ、今その主を見上げて信じ聖霊を受けよ。


  



  イエスの印


  ガラテヤ六・十四～十七


  パウロはここに儀式的割礼の無益なるを説き、彼自身はイエスの印を帯びていることを示した。我らもこのイエスの印を要することである。印の原語直訳には焼き印とある。


  「印肉」で押したものや墨で書いたものは、水がかかるかあるいは摩擦すれば消滅することもあるであろうが、焼き印は何事に会っても消滅することがない。我らは果たしてこのイエスの焼き印を受け、聖霊の火で実際おのれが焼き落とされ、その跡が何人にも判然と見得るようになっているであろうか。血潮のある所にのみ火は来たる。多くの人はただ焼き尽くしたまえと祈るけれども、血がなければ火は来ることができぬ。言いかえれば死のない所に真の生命は来ないのである。イエスの印を押されることは、古きものは全く死んですべてが新たになり、その所に新生命が入り来たり、すなわち血潮によって殺され聖霊によって生かされることを言うのである。我らはイエスの印を帯びているであろうか。やがて人類が二種に分かたれる時が来るであろう。悪魔の子と神の子と各々その印がある（黙示録十三・十六、十七、十四・一）。我らが受けた印は何であろう。果たしてイエスの印であろうか。イエスの印とはつまり十字架の押されてあることである。パウロはこのガラテヤ書に十字架ということを度々記している。


  第一、我（二・二〇）。これは幾度か見聞きした言葉であるが、実際各自の経験となっているであろうか。ユダヤ人が割礼で欺かれているように、今の信者も聖別会に出席したり、聖潔の説教を聞いたり、恵みの座に出て祈ったことなどで欺かれている者が多い。その傷を浅く癒されて平安を思っているが、種々の場合におのれが出て、ある時は倣漫、ある時は不従順となって表われ、献身したと言ってもそれが実際できておらぬ人がいる。諸君のおのれは果たして十字架に釘付けられ、息の根が絶たれ、葬られ、もはやキリストが諸君の内に生きていたもうであろうか。主はかつてサマリヤを通過しようとしたもうた時、サマリヤ人はそのユダヤ人であるためこれを拒んだ。時に弟子らは大いに怒り――キリストのために怒ったのである。エリヤの神に求めて天火を呼び下しこの町を焼き尽くさんと言った時、主は何と答えたもうたか。「汝の心いかなるかを自ら知らざるなり」（ルカ九・五五）と言われた。サマリヤ人を咎めることをやめよ。恐ろしいのは汝のおのれである。愛なく憐みの心なく、人の罪を赦さないその冷酷な心である。我ら自ら高ぶり、人を咎めながらなお十字架に釘付けられたと言い得るであろうか。あるいはまた貪りがないであろうか。おのれとは欲の塊である。神のためでなくおのれのために業を営みつつある者は、なおおのれに仕えているのである。


  第二、肉（五・二四）。自分では潔められたいと思うけれど、神の前に深く調べる時、まだ肉情肉欲の奴隷となっていないであろうか。肉とは体のことではない。身体は神より与えられた聖霊の宮であるが、この肉とは悪魔が投げ込んだ罪の塊である。この肉と聖霊とはいつも衝突して決して一致することができない（十七）。そして肉の結果は顕著である（十九～二一）。我らの日々の生活にこのようなものがないであろうか。肉の反対の結果もまた明らかである（二二～二三）。潔められた者は必ずこの実を結んでいるものである。その分量はともかく、質において我らは果たしてこの実を結んでいるであろうか。ローマ十三・十一～十三においてパウロは警戒している。今もし義の太陽が出て、すべてのこと赤裸にあらわれるならば、我ら果たして恥じることは少しもないであろうか。


  第三、世（六・十四）。これは世との死別である。我ら果たして世と死別し、世と我との間に十字架を置いたであろうか。世は巧みに我らの間隙より入らんとしている。もしあるいは賞められ、あるいは罵られる時、我らの心が動かされるならば、これ世に所を得られている証拠である。我らが世を見る時に世は死物のように、世が我らを見る時に我らは世に対して死物のようになっているであろうか。まだ世を羨み、世のものを愛する心があるのではあるまいか。世は媚びって来ないか。我らもし世に対して死物ならば、世は我らを見捨て去るであろう。ある人は言った、「世を動かす人は世に動かされぬ人である」。真にそのようである。そして世に死ねる者のみがよく世に動かされることがないのである。かつてある人が世に死ぬことを了解できずに苦しんでいた。一伝道者が彼に言うには、「近頃眠った君の知人の墓場に行き、あらゆる言葉を尽くし、虚偽まじりでも良いから彼を賞めて見られよ」。彼は行ってそのようにして帰った。伝道者がまた彼に言うには、「請う。再び行き、今度はあらゆる言葉を用いて彼を罵られよ」。すなわち彼は勧められたようにして帰った。今回はどうであったかと問うと、彼は答えて、「依然なんの答もなかった。それは彼は死んでいるから」。伝道者が彼に言うには、「正しくその通りである。君がおのれを十字架に渡し、世と死別し、イエスと一致するならば、世が君を賞めても罵っても、また順境にあっても逆境に立っても、どのような場合も、何事にも動かされることがないであろう」。このようにして彼は初めて了解したと言うことである。我ら自ら省みて果たしてどうであろうか。


  以上がイエスの印であって、消極的に言えばおのれが殺され、肉情肉欲が死に、世が我らのために十字架に釘付けられ、それらのものが焼かれて落ちることである。また積極的にはおのれが死んだ跡にキリストが入りたまい（キリスト我にありて生くるなり）、肉とその情と欲とが死んで聖霊によって歩き、美しい実を結び、また世に死んでローマ六・十一にあるように神に向かって生きるものとなるのである。そこに三位一体の神が我らに臨みたもうことを見る。


  すでにおのれが死に、肉が死に、世に死んで、キリストのために生きる生涯は幸いである。このような人は「どこへ行くにも常にイエスの死を身に負う」者である。すなわち、どこへ行くにもキリストと共に十字架を取り、自分は死地を踏み、他人に生命の領分を歩かしむるのである。すなわち、自分は一番損な恥ずかしい地位に立って他人を楽な地位に置き、このようにして十字架を負って主に従い、それによってイエスが今も生きて働いていたもうことをあらわすのである（コリント後四・十）。兄姉よ、主は速やかに来たりたもう。あるいは今週のうちにも我らは主の前に立たねばならないかも知れぬ。しかし、我らは果たして用意ができているであろうか。イエスの印のない者は主の婚姻の席に入ることはできない。愛する兄弟よ、我らの印はどうであろう。しばらく黙祷のうちに自ら省みよう。


  



  約束の地への進入と占領


  ヨシュア一・二、三


  イスラエルの民はエジプトのくびきより救い出されて紅海を渡ったが、なお神は彼らの先祖に千年前より約束したもうた地に彼らを導きたもうた。そのように救いは二重である。第一は出ること、第二は入ることである。イスラエルの民は第一の恵みを受けた後も、カナンに入るまでは実にあわれな状態であった。神は奇跡をもって彼らを恵み、導きたもうたが、彼らは広大な恵みに背き、大きな罪を犯した。大きな罪とは、第一、怨言、第二、偶像、第三、姦淫である。もしキリスト信徒と称うる者の中にこれらの恐るべき罪があるならば、それは荒野の生涯である。しかし神は、「起ちて、このヨルダンを渡り、我がイスラエルの子孫に与うる地に行け」（二）と命じたもう。外形より見れば、自分で罪を犯すまいと思っても犯し、自分でヨルダンを渡ろうとしても駄目である。このヨルダンはいたって激流で、ある宣教師はかってこの川を渡った時、水は踵までしかなかったが馬は倒され、かろうじて自分だけ渡ったということである。いわんやヨシュアの渡った時は、水が最も氾濫していた時のことで、強いて渡ろうとすれば死なねばならないのは明らかなことであった。しかし、神は渡って行けと命じたもうた。あなたは自分で潔い生涯を送ろうと煩悶しても、とても不可能なことである。しかし神は、「われ潔ければ汝も潔くあるべし」と命じたもうた。しかし幸いにも、この川はイエスの血で満たされていた。イスラエルの民がこの川を渡るにあたり、契約の箱をかついでいる祭司の足が水際に浸ると同時に、はるか遠くまで水はかれてしまった。我らも今、神の命令に従ってこの川に入るならば死ぬのである。しかし、死ぬのは魂でなく古い人である。ハレルヤ。おお、今あなたの前にはイエスの血の満てるヨルダンの川が流れている。神はこの川に入り、聖によれる自由の生涯に入れよと命じたもう。まだ潔められず、古い人のために苦しんでいる人がおられるか。今信仰もてこの川に投じられよ。そうすれば神はあなたを潔め、聖霊をもて満たしたもうのである。あなたは神の中に入り、神あなたの中にいます幸いな生活に入ることができる。第二は前にあるように、神は進んで「汝らが足の裏にて踏む所は我これをことごとく汝らに与う」と仰せたもうた。これは約束の地を占領することである。入ることと占領することとは違う。潔めを受けることと霊に満たされることとは違う。潔めは聖い生涯のイロハにしか過ぎない。我らはなお進んで恵みの深みに入らねばならぬ。


  ここで第一に記憶すべきことは、潔められた人に敵のあることである。ヨルダンを渡らぬ前もパロや種々の敵があったが、潔められた人の敵は内なる古い人でなく悪魔である。彼は巧みに暗黒の権威をもって格別人々の弱点に襲い来る。なお記憶すべきことに、あなたに大将のあることである。イスラエルの民は荒野を旅している間、雲の柱、火の柱に導かれたが、カナンに入ってから有形の柱は見えなくなった。しかし、神は彼らの大将としてヨシュアに現われたもうた。「ヨシュア、エリコのあたりにありける時、目を挙げて見しに、一人の人剣を手に抜き持ちておのれに向かいて立ち居ければ、ヨシュアすなわちそのもとに行きてこれに言う、『汝は我らを助くるか、はた我らの敵を助くるか』。かれ言いけるは、『否、我はエホバの軍旅の将として今来たれり』と。ヨシュア地にひれ伏して拝し、『我が主何を僕に告げんとしたもうや』とこれに言えり」（ヨシュア五・十三、十四）。ヨシュアはエホバの軍旅の将が剣を抜き持ちて立ちたもうを見、履を脱いでひれ伏し、「私は何の力もありません。あなたが大将となり助けたまわぱお供をします」と全く自らを低くして従うた。それより彼は至る所で勝利を得た。


  願わくぱ、あなたの中に事実軍旅の将のいましたもうことを記憶して頂きたい。六章にはエリコの勝利が記されている。エリコは旅順のように石垣をもって堅く固められていた。今のように鋭利な武器はなく、外形より見れば到底陥落せしめる望みはなかった。しかるに彼は神の命令に従い、信仰をもって民と共にこの町を七回廻り、七回目に祭司はラッパを吹き鳴らし、民は大声をあげて神を讃美した時、さしも堅固な石垣もことごとく崩れて大きな勝利を得た。これは一見馬鹿げたように見える。しかし彼は見える所によらず、ただ神を信じた。勝利の秘訣は信仰と讃美である。


  七章には失敗がある。イスラエルはアイを攻めに行った。アイはエリコとは違い実に小さな城であったが、なぜか彼らは容易に失敗した。実にこれは不思議である。ここにおいて大将ヨシュアは衣を裂き、灰をかぶり、地にひれ伏し、「私はどのようになろうとも、ただ神の聖名を汚されるのを見るに忍びない」と嘆いた。その時、神は彼に「あなたがたの中に呪わるべきものあり」と示し、「それを取り除けば勝利が与えられる」と告げたもうた。彼は翌朝早く起き出て支派支派に従い一々調べたところ、ザブデの家族の中よりアカンを見い出した。アカンはエリコを攻めた時、分捕り物の中からバビロンの美しい衣服一枚に銀二百シケル、重量五十シケルの金の棒を盗み、おのが天幕の中に埋め隠していたことを自白したのである。彼は遂に民に石で打ち殺された。かくアカンが殺された後、イスラエルはたやすくアイを攻略することができたのである。神は不義と共にいたもうことはできない。今日でも度々潔められたと証しする人々の中に案外な失敗がある。失敗するのはなぜか。ああ、陣営の中に呪わるべきアカンがいるからである。どうぞ神の光によって各自隠れた生涯を調べられよ。我らの目はこの世にいるうちはバビロンの衣も見える。我らは絶えず目を覚ましておらねばならぬ。


  次に十八章三節に、「ヨシュア、イスラエルの人々に言いけるは、汝らは汝らの先祖の神エホバの汝らに与えたまいし地を取りに行くことをいつまで怠りおるや」とある。イスラエル十二支族はカナンに入って後、その二支族半は川の外の土地を得、九支族半は各自の土地を占領すべきはずであったのに、川の内にある九支族半は占領を怠っていた。今日も占領を怠っている信者は少なくない。彼らは聖霊を受けてもその後神の栄光をあらわさず、品性においても卑劣な所あるため人をつまずかせ、なお愛においても不足を感ずるのはなぜか。彼らはなお進んで占領すべきところを占領しないからである。神の御心は、「汝らをして愛に根ざし、愛を基とし、すべての聖徒と共にキリストの愛の広さ、長さ、高さ、深さのいかばかりなるかを悟り、その測り知るべからざる愛を知ることを得しめ、すべて神に満てるものを汝らに満たしたまわん」ことである（エペソ三・十八、十九）。神は、「よろしく霊に満たさるべし」（エペソ五・十八）と命じたもう。言いかえれば、我らがキリストになり、キリストの品性がわが生涯に現われることである。もしそうでなければ潔めは益にならない。イザヤ六十・十八、十九に、「強暴のこと再び汝の地に聞こえず。損ないと破れとは再び汝の境に聞こえず。汝その石垣を救いととなえ、その門を誉れととなえん。昼は日ふたたび汝の光とならず、月もまた輝きて汝を照らさず。エホバ永遠に汝の光となり、汝の神は汝の栄えとなりたまわん」とある。エホバが光となりたまえば、日や月の必要はない。しかし、あなたは潔められた後、暖かく感ずることはないか。実際に潔められているならば、弱き者も強くなりうる。もしそうでないならば、我らになお欠けた所があることによる。我らが聖霊を受けることは、ただに生命と平安を与えられるのみならず、霊によって歩み、他人にも力と慰めを与えるためである。神はこの目的のために聖霊を与えたもう。ストーカー氏は聖別会において度々、「我らが聖霊を受けるは生涯を楽しくするためでなく、キリストのために苦しみ十字架を負うために与えられるのだ」と言うた。我らは受くるのみならず、進んでその霊を働かせ、人々にもその恵みを分かたねばならない。私の切なる願いは愛する兄弟姉妹が真に満たされ、占領されることである。


  それがために要すべきことは、第一へりくだること、すなわち神の前にパウロのように、我は何事をなすにも足らぬ空しき無きがごときものなることを自覚することである。第二はパウロのようにどこへ行くにもイエスの死を身に負い、自ら損して人を益せしめることである。死が我に働くことにより、生命が人に働くことになるのである。第三はあなたの内にある全能者を信ずることである。あなたはどれほど弱くてもよろしい。あなたの内にある全能なる大将を信じられよ。堅く信じて立ちあがられよ。第四は従うことである。もちろんこれには十字架が伴うが、聖旨のままに従うことである。犠牲の精神をもって従われよ。


  聖霊に満たさるるは、人に分け与えんがためである。人に与えれば与えるほど満たされる。ある人は与えられてもなお貧って人に分け与うるを惜しむ。しかし箴言には、「ほどこし散らしてかえって増すものあり。与うべきを惜しみてかえって貧しきに至る者あり。施しを好む者は肥え、人を潤す者はまた潤いを受く」（十一・二四、二五）とある。さらば我らはただ与えらるるのみならず、進んで人に分け与える者となりたい。


  



  神の河


  今日は聖霊はいかなるものかをエゼキエル四七・三～八によって味わいたく思う。三節にある水は聖霊を表すものである。これは神の宮の聖所すなわち宝座の下より出る水、すなわち聖霊の型である。我らのため主イエスはすべての呪いを負い去り、我らのため全き贖いをし、悪魔を打ち敗り、勝利をもって父のみもとに上り、父の右に座して我らのため祈りたもう。その功により、父の宝座の下よりこの河すなわち聖霊が下っている。これは天より下る河である。「その人東に進み、手に測り縄を持ちて一千キュピトを測り、我に水を渡らしむるに、水くるぶしにまで及ぶ」（三）。格別「及ぶ」と言う字に注意されよ。くるぶしは足の裏が浸す所で、その意味は歩みである。聖霊の水は我らの歩みにまで及ぶ。人間は頭より始めるが、神が霊をもって働きたもう時は歩みより始め、心にまで及ぶ。神は御心の時、人を目がけてはっきり十字架に釘付け、ことごとく分捕り、おのれの所有として潔めたもうのである。その結果足にまで及ぶ。潔むる力は第一に足すなわち歩みである。聖別会で大いに満たされたと証ししても、外に出ればまた冷えるのはなぜか。水が足に及んでおらぬからである。「我が霊を汝らの内に置き、汝らをして我が律法に歩ましめ、我が律法を守りてこれを行わしむべし」（エゼキエル三六・二七）。聖霊の力は行わしめる力である。神の律法を守らしめる力である。律法は一言にして言えば、神を愛し人を愛することである。歩みは自ら歩むのだと思うは間違いである。これ神と人との共同事業である。演劇の馬は人間がその型の中に入り、その人間の動く通りになる。このように我らが献身すれば神のものである。神はその内より歩み出したもうのである。「神の宮と偶像と何の一致かあらん。我らは活ける神の宮なり。すなわち神の言いたまいしがごとし。曰く、『われ彼らの内に住み、また歩まん。われ彼らの神となり、彼らわが民とならん』と」（コリント後六・十六）。我らは神と共に歩むのである。もちろん献身が実際であって服従していれば、神はいつも歩み出したもうのである。「伝えられし教えの範に心より従いて」（ローマ六・十七）。心より従うのはもはや不従順の分子は取り去られたからである。


  「彼また一千を測り我を渡らしむるに水膝にまで及ぶ」（四）。膝は祈りである。聖霊はあなたに祈る力を与えたもうのである。真に力ある祈りの人とするは聖霊の業である。祈祷ほど難かしいものはない。祈祷の中にも暗闇の力は働き、種々な物を持って来る。その暗闇の力を打ち敗り、神の全能の力を現わすその祈祷の力は人間にはないが、幸いに水は膝まで及ぶのである。「聖霊もまた我らの弱きを助けたもう。我らはいかに祈るべきかを知らざれども、御霊自ら言い難き嘆きをもて執り成したもう」（ローマ八・二六）。我が祈祷は弱いが、キリストは我らのために執り成したもう。これにより、その祈りは父のもとに達し、神は万物を与えると仰せられる。我らは祈りについてもがいて秘密を得ぬことがしばしばある。しかし、一番先に信じ、そして聖霊が働きたもうとき全く従うことはその秘密である。私ども人と雑談する時に不意に祈りたくなることがあるが、これは聖霊が我らの心を引いて他人のため、また悪魔の働く時、祈らせんとしたもうのである。これはある時はかすかに、ある時は強く来るが、その時ただちに従うのがすなわち秘密である。潔められれぱこのようにすることができる。ローマ七・十九のようではない。また潔められて後、御栄光の現われないのは、一は不信仰、一は不従順である。信じて従うならば何時でも勝利である。


  「しかしてまた一千を測り我を渡らしむるに水腰にまで及ぶ」（四）。腰は力のあるところである。潔められぬ間は、ヤコブがヤポクの渡しで神に抵抗したように、神に対して突っ張ることがある。神は彼の腰を打ち砕きたまい、彼は人間として角力を取ることができぬようになったが、聖霊に満たされて神の腰を得たのである。あなたらは力のないことを感ぜられるか。「水腰にまで及ぶ」。これを我がものと信ぜられよ。聖霊は格別われら弱き者を選びたもうたので、弱いほど神の力が現れるのである。イザヤ四一・十四～十六を見れば、山をも細やかにする力をやるとある。あまりに大袈裟のようだがこれは事実である。我らの力は神の言、聖霊の力である。これによってサタンの山をも細やかにすることができる。「水腰にまで及ぶ」。これによって戦えば、必ず敵を打ち破ることができるのである。


  「彼また一千を測るに、はや我が渡るあたわざる河となり、水高くして泳ぐほどの水となり、徒渉すべからざる河となりぬ」（五）。我らが信じてただ従うならば、河は段々深くなる。あなたの河は足、膝、腰のみではない。幾層倍深いか知れないほどの河となりうる。パウロはある時には「疫病のごとし」また「狂気せり」と言われたが、その基は「キリストの愛、我を励ませり」と言うにあった。我らがただ信じて従わぱ、聖霊は大河のようになって流れるであろう。これは神の御計画である。我らは何もわからなくてもただ押し流されて行くならば、その結果、「われ帰るに、河の岸のこなたかなたにはなはだ多くの樹々生い立てるあり。彼われに言う、この水東の境に流れ行き、アラバに落ち下りて海に入る。これ海に入ればその水すなわち癒ゆ」（七、八）。この海とは民のことである。水は至るところ癒すのである。そうしてその中に多くの生き物、多くの魚が交わり、また食い尽くせぬほどの義の実を結び、「その樹は枯れず、その実は絶えず」、いつでも実を結び、すべての物が満ちている。神は格別に示して、「人の子よ、汝これを認めたるや」とのたもう。ヨハネ七・三八、「我を信ずる者は、その腹より活ける水、河のごとく流れ出づべし」。おお、人の子よ認めたるや。その河は上より入るのみならず、腹より流れ出るのである。初めは受け、後には与えるのである。アプラハムの信仰が衰えた時、神は彼に空の星を見せ、「信ずるならば汝らの子孫はかくなる」と仰せられた。


  人の子よ、なんじ認むるや。頭だけではいけぬ。心より神を信ずるならば、その腹より生ける水、河のように流れ出るようになる。今日信仰をもってこれを受けたい。


  



  十字架上よりの聖声


  第一、ルカ二三・三四、「イエス言いたもう、『父よ、彼らを赦したまえ。そのなすところを知らざればなり』」。これは彼が十字架の上に釘付けられ、肉は裂け、血は流れつつあるその中よりの声である。いかに彼は罪人を愛したもうことか（ヨハネ十三・一）。あたかも愛で満たされた袋に針が刺さったように、その一番初めにほとばしり出たのは罪人に対する執り成しの祈りであった。人間の袋には汚らわしい罪悪が充満し、平素は偽善で覆っているが、何か刺し通せば、ただちに罪がほとばしり出て罵言となり、嘲笑となり、遂には呪言となる。ところがイエスはこれに反して、おのれに茨の冠をかぶらせ、おのれを十字架に釘付けたその敵のために弁護しておられる。我らはこの大いなる寛容、驚くべき愛の執り成しによりかくあるを得るのである。かのステパノはこの主を知った人であった（使徒七・六〇）。この主を知った人のみこの祈りをすることができる。


  第二、ヨハネ十九・二六、二七、「イエスその母とその愛する弟子との近く立てるを見て、母に言いたもう『女よ、見よ、汝の子なり』。また弟子に言いたもう『見よ、汝の母なり』。この時より、その弟子彼女をおのが家に受けたり」。実際の十字架は絵と異なり、他よりあまり高くなく、少し離れている。マリヤとヨハネは最も主を愛するゆえ、その傍まで来ておった。この時のマリヤ（ルカ二・三四）とヨハネ（ヨハネ十三・二三）の心衷はどうであったであろう。イエスはその両人のために苦痛を忘れて一方にマリヤの名を呼び、一方にはヨハネの名を呼び、それを合わせて、「見よ、汝の母なり、見よ、汝の子なり」とのたもうた。真の兄弟姉妹の慰籍はここから出る。人情をいかに尽くすも人間の同情では十分届かないけれども、主が真中にいまして、主の同情が両人の心腹に溶け込み、主が結びたもうた時に、真正の愛、真正の同情が来るのである。これは親子、夫婦、朋友、兄弟、またおのれに責任ある魂に対しても同様である。おお、主は血に染んだ聖手をもって握りながら、「頼む、この魂を愛してくれ」と今もなお我らの心に訴えていたもう。


  第三、ルカ二三・四三、「イエス言いたもう『われ誠に汝に告ぐ、今日なんじは我と共にパラダイスに在るべし』」。先には頑固な魂に向かう愛であったが、これは砕けた魂に向かう愛である。この盗人は天地いれざる罪人であったが、彼はイエスにすがった（四一、十二）。彼はこの世は正しいイエスを十字架に釘付ける恐ろしい世であるが、今に勝利を得る時の来るのを信じておった。しかして彼はあまりのおのれの罪の深さに、「救いたまえ」と言い得ず、かの富める人がラザロを見て叫び、「その指の先を水に浸し、わが舌を涼しめたまえ」と言ったように、「たとえ地獄に行くとも、我を憶えて水を一滴にても与えたまえ」と祈った。実に謙遜な祈りである。イエスはその砕けた心に明日と言わず、今誠に地獄で水一滴でなくパラダイスに在るべしと仰せられた。


  第四、マタイ二七・四六、「イエス大声に叫びて『エリ、エリ、レマ、サバクタ二』と言いたもう。わが神、わが神、なんぞ我を見棄てたまいしとの意なり」。これはイエスの苦痛の極みである。ある人はこれを攻撃して「イエスの化けの皮がはがれたではないか」と言うが、これはイエスが人の側としてなめたもうた苦痛の結果で、すなわち彼の人性を表している。彼は我らと同情同感の人であった。かかる御方ゆえ贖いをなすことができたのである。マタイ二六・三六～四四、へブル五・七は、人間の側よりイエスを写し出している。だからこそ苦しむ者、悲しむ者、悩む者に同情できるのである。彼が唯一の生命の綱として頼みたもうた父なる神の慰籍は無惨にも切り離されて、父なる神の聖顔は覆われてしまった。だからかく叫び出したもうたのである。死の苦しみとは神より離れたことである。しかしこの生命の源より離れ、死の陰の谷に投げ込まれたもうた時、贖いが成就したのである。また父なる神の側より考えるならば、この叫びを聴きたもうた時の苦しみはいかばかりぞ。これみな人類の罪のためである。ただしこれによって宮の幕は二つに裂け、今は罪深き我らも「アア父よ」と呼ぶことができるのである。


  第五、ヨハネ十九・二八、「この後イエスよろずのこと終わりたるを知りて――聖書の全うされんために――『われ渇く』と言いたもう」。この渇きはもちろん我らの罪の結果である。罪を犯した時は、我らの経験として渇きが来る。ことにその報いが来る時はいかに恐ろしく渇くことか。この時イエスは肉体的にもことごとく血が出たことゆえ渇きたもうたのだが、なお一歩進んで霊的な渇きはいかほどであったであろうか。すなわち、彼の渇きは砕けた魂であった。これは十字架の叫びである。キリストの切なる渇きを潤すには、悔い改めて信ずる他ない。イザヤ五三・十一、「彼はおのが魂の煩労を見て心たらわん」（これは「彼は産みの苦しみをしているものを見て」と訳す）。キリストは十字架の上で産みの苦しみをなしたもうた。その生まれた子を見て、彼は満足したもうたのである（詩五一・十七）。なお進んで我らが魂を救い導き、彼に来たらしむる時、渇ける魂は潤されたもうのである。


  第六、ヨハネ十九・三〇、「イエスその葡萄酒を受けてのち言いたもう『事終りぬ』。遂に頭をたれて霊を渡したもう」。これは主の満足である。彼は贖いを全うしてかくのたもうた。人間は「どうせねばならぬ、こうせねばならぬ」と言うが、しかし信仰をもって十字架を見上げる時、「事終りぬ」である。我らの業を付加してはならない。ただ信じて安んずることである（へブル四・三、十）。我らはただ感謝して受くべきである。


  第七、ルカ二三・四六、「イエス大声に呼ばわりて言いたもう『父よ、わが霊を御手にゆだぬ』。かく言いて息絶えたもう」。これは大勝利である。我らの最後もかくありたい。彼は父より委ねられた事をことごとく成就なしたもうた。しかして、しかも大声にかく叫びたもうた。人間が死ぬ瞬間には決して大声は出るものではない。しかるにイエスは大声あげて父なる神のもとに飛んで行きたもうた。ステパノの最後もかくあった（使徒七・六九）。我らもかく立派に死にたいものである。


  



  今はすなわち末の世


  ヨハネ第一書二・十八


  末の世とは将来でなく今の時代である。使徒ヨハネが「今はすなわち末の世なり」と言ってからすでに千八百余年を経たが、今日はもはや末期に最も近い時である。願わくぱ聖霊我らの目を明らかにして時を知らしめ、悪魔の業と我らの罪とを看破せしめ、神の御業を悟らしめたまわんことを。


  末世のしるし(一)―悪魔の業


  (１)、キリストの敵。ヨハネ第一書二・十八、二二を見よ。新神学者またはキリストを単に理想の人物として向上すると唱える輩はキリストの敵で、今やかかる人々が多い。今はすなわち末の世である。


  (２)、道を離れる人（テモテ前四・一）。今の教会の状態を見れば、実に戦慄するばかりである。いかに多くの牧師、信者が信仰の道より離れていることであろう。今はすなわち末の世である。


  (３)、再臨の教理を拒むこと（ペテロ後三・三、四）。今や再臨を説く者は、多くの伝道者、信者より、迷信家、極端者と嘲られている。ああ、肉につき世につける彼らは、世の末期の来ることを好まず、主の再臨したもうことを望まない。あたかもノアの時代の人々の通りである。今はすなわち末の世である。


  (４)、人々の愛するもの（テモテ後三・一～七）。この「苦しき時」とは危険な時という意味である。実にこの言は一宇一句鏡である。自らの姿はどうか、自ら省みたい。悪魔は巧みに人を虜にしている。我らの中に、古き人すなわちおのれを持ち、悪魔の奴隷になっている者はないか。今はすなわち末の世、目を覚ますべき時である。


  (５)、戦争、飢饉、疫病、地震（マタイ二四・三、七）。これは現在我らが目に見、耳に聞いている通りである。今やもはや末期に近づいている。


  (６)、迫害（マタイ二四・九）。幾万の信者はすでに迫害のために殺されたが、近頃はアルメニヤ、支那の迫害においても幾千の信徒が殺された。今は実に末の世である。


  以上は末の世における悪魔の働きである。なお他にも時のしるしは多くあることであろう。


  「斥候よ、夜は何の時ぞ。斥候よ、夜は何の時ぞ。斥候答えて言う、朝来たり、夜また来たる」（イザヤ二一・十一、十二）。主の聖き民のためには栄光の朝来たり、世につける人のためには艱難の夜来たる。「汝ら時を知るゆえに、いよいよしかなすべし。今は眠りより覚むべき時なり。夜ふけて日近づきぬ。されば我ら暗黒の業をすてて光の鎧を着るべし」（ローマ十三・十一、十二）。


  末世のしるし(二)―神の御業


  この末の世に悪魔は恐るべき働きをしているが、神は決して拱手傍観していたまわぬ。神はこの末の世において悪魔の業に幾層倍勝りたる大いなる御業をなしつついたもう。


  (１)、キリストの第一降臨（ペテロ前一・二〇）。世は末となり、人の罪の刑罰がまさに来たらんとした時、主は御座より飛び下りて我らの贖いとなりたもうた。


  (２)、聖霊の降臨（使徒二・十七～二〇）。今は末の世でこの約束通り聖霊がすべての人に注がれる時である。イエスの血と彼の祷告の功績により、聖霊は今すでに大雨のように注がれている。ウェールスにおいて近頃大リバイバルがあったが、ただウェールスばかりではない。今我が国にも、ここにいる我らの上にも下っていたもう。我らとしては何の功績も要しない。ただ自己の全く頼むに足らざることと、必要なのはただ聖霊のみであることを認めて、一切を主に任せ従い、祈り求め、信ずればよろしい。「血あり、火（聖霊）あり、煙（神の臨在）あるべし」。今ここに血と火と煙は下っていたもう。


  聖霊は罪（犯罪及び原罪）を我らに悟らせていたもう。聖霊は悪魔の計略と論を砕きたもう（コリント後十・五）。聖霊はイエスと天の栄光を黙示していたもう。聖霊は我らを罪の赦しと全き潔めに導いていたもう。おお、聖霊に全く従い、罪を認め、その身を全く神に献げ、潔むる泉に投ぜよ。聖霊は我らの内に住み、深く細やかに我らの心霊に働きかけ、聖潔を成就し、栄光より栄光に進ませ、イエスの形に変わらせたもう。かくて汚れなく咎なく主の御前に立つことを得させたもう。ハレルヤ、彼はイエスに満てるものを我らに満たしたもう。おお、満たされよ。聖霊は卑しき我らを化して栄光の器となし、預言せしめたもう。何と驚くべきことではないか。預言者とは神の口となって神の旨を語り、また未来のことを告げるためである。「汝の子も預言すべし」。ハレルヤ。


  再臨の切迫


  「われ速やかに至らん……われ速やかに至らん……しかり、われ速やかに至らん」（黙示二二・七、十二、二〇）との御声はいよいよ近く、ますます大きくなりつつある。我らのために所を備えんとして昇天したもうた主は、再び来られてこの地上に待ちわびている新婦を御自身のもとに迎えたもう。今にも主来たりたまわぱ、眠っている聖徒は全世界の各地より甦り来たり、生き残っている我らは瞬く間に栄光の体に化せられ、共に空中に携え上げられ、小羊の婚姻にあずかることができる。今の少しの苦しみは後に現わるべき栄光とは比べものにならない。ああ、イエスは我らの栄光の望みである。主イエスよ、来たりたまえ。しかし御注意なさい。「もし潔からずぱ、主を見ることあたわず」（へプル十二・十四）。かの時には親子だろうが、親友同志だろうが、容赦なく離れ分かたれる。聖き者は栄光の中に取り上げられ、汚れある者は大艱難の中に残される。おお、あなたの用意はできているかどうか。しかし我らはただ自らを潔くするばかりでなく、主の前に道を備え、各自その使命を全うして御前に立つべきである。我らはこの世を去る時、主イエスのように、「我なんじの栄光を世に現し、汝の我に委ねし所の行いは我これを成せり」と主に申し上げることができる者となりたい。主より託された魂はことごとく救い、かつ全うして、共に御前に出たい。おお、主よ、我を助けて死に至るまでも忠信ならしめたまえ。良きサマリヤ人なる主は悪魔に傷つけられた魂を我らのもとに携え来たり、「この人を介抱せよ。費もし増さば、我が帰りくる時に償わん」と言いたもう（ルカ十・三五）。


  



  義と愛との接吻


  「あわれみと真実と共にあい、義と平和と互いに接吻せり」（詩八五・十）。


  元来、義と愛とは性質の反するものである。義はどこまでも不義を咎め、曲がっているのを見過ごせぬ性質のものである。神はこのような性質を持っておられる。ゆえに神は必ず不義を罰したもうけれども、愛は義と反対で、たとえ罪はどんなに深くても問わない。少しもそこに理屈が入らない。ただ向こうの者のためになれば良いと謀るのが愛の性質である。この反対の性質を有する義と愛の接吻が、すなわち我らの救いの根拠である。


  さて、この義と愛との接吻を味わう前に、まず神の義を知らねばならない。神は義しい聖い御方である。詩五〇・六に記されている通り、天は神の義を表している。古人も「人の心は天が知る」と言った。テモテ後書四・八、ローマ一・十八には、人に対する不義、神に対する不虔に対して神の怒りは天より現れるとある。ローマ二・五を見れば、罪に対して怒るのは神の性質であることを知る。


  私は旧約聖書を読んで神の義を恐ろしく感ずる。ことに出エジプト十九、二一章には「必ず殺さるべし」との聖言が幾度も記されている。本当に真面目にこれを読む時、それが自分の身にあてはまって来る。この律法に照らされる時、我らは死すべき者である。キリストの十字架なくしてここを読むなら、決して読み過ごすことはできないであろう。


  また、レビ記には神の聖であることが記されている。「われ聖ければ汝らもきよくすべし」。聖という言葉は八十七回出ている。神はまるで透き通る玉のような御身で、少しの塵が附着しただけでも汚れたと言うような御方である。またレビ記には特別に人間の汚れた有様があるが、「罪と汚れ」という文字が百九十四回記されている。またこの書には、「必ず殺されるべし」との言葉が多くある。我ら真面目に考えるなら、とてもこの聖い義なる神の前に立つことはできない。ゆえにパウロは死罪に当たる罪と申している。それなら、この殺す怒りの剣は我らの上に落ちたであろうか。否、この剣はイエスの上に落ちて来た。イザヤ五十三・六を見られよ。十字架は神の義と愛の表現である。すなわち、罪の結果はこのようなものであることを表わしたものである。ここに主は我らのために呪われたもうた（ガラテヤ三・十三）。十字架の刑は肉を裂き、血を流し、実に恐ろしいことはもちろんであるが、十字架の刑を受ける者は主のみでなく、ペテロもあり、なお他にも多くあるであろう。しかし、その苦しみに至っては主イエスのような苦しみを受けた者は一人もない。なぜであるか。ペテロやパウロやステパノの死の様は悲惨であるが、彼らにはその苦しみに打ち勝つ神の助けがあった。しかし、我が主イエスが十字架に懸かりたもうた時には、ただ人より苦しめられたのみでなく、全く神より棄てられたもうて少しの慰めも助けも与えられなかった。照る日も暗くなりて彼を照らさず、彼の上に下り来るものはただ義なる神の怒りと呪いと罰とのみであった。彼をして「我が神、我が神、なんぞ我を捨てたもうや」と叫ばしめたその苦しみはいかばかりであったろうか。この呪いの下に彼はその生命を失いたもうた。死の味とはこれである（へブル二・九）。道理より言えばこの義の怒りの呪いは我ら罪人の上に来るべきであるのに、神はその生みたもうたひとり子の上にこの呪いを下したもうた（ヨハネ三・十六）。ああ、神はいかばかり我ら罪人を愛したもうことであろうか。また主イエス・キリストは我を愛し、我がためにおのれを捨てたもうた（ガラテヤ二・二〇）。我に代わって苦い苦い杯を飲み干したもうた。十字架の上に誠に神の義と神の愛は接吻したのである。それゆえに神は詩篇第二篇十一節で「畏れをもてエホバに仕え、おののきをもて喜べ」と仰せたもう。おののきと喜びは両立しないようであるが、キリストの十字架を味わった人は自然にこうなる。どんな強胆な人もおののき、またどんな弱い人も喜び躍ることができる。


  そうであれば、我ら神の義を知った者は全く罪を悔い改め、汚れを棄てるべきである。また神の愛を知ったなら、我が罪はどんなに重くても、すでにいかなる失敗があっても、事情がどうであっても、堅く信仰に立ってただ感謝讃美する。また神の御約束をそのまま信じて、祝福を大胆に受けることができる。ひとり子さえ惜しまず与えたもうた愛の神が、我らに与うるに何を惜しみたもうことがあろうか（ローマ八・三二）。そこで我が心中にも我が生涯にも義と愛とが接吻する。真正の自由と平和、喜楽はここにあるのである。


  終わりに、我らは人に対しても神のこの態度を取らねばならない。堅く正義を持ち、不義に対してはあくまで強硬の態度で悔い改めに導き、また聖潔に至らしめねばならぬ。しかし、人の魂に向かっては、その罪の有無に関せずただ愛し、ただ温かく扱わねばならぬ。


  



  肋膜炎より癒された証し


  （肋膜炎の癒しに感謝する感謝会での証し）


  私はいかに感謝して良いかわかりません。神の恵みはあまりに多くてどれからお話して良いやらわかりません。このたび受けた恵みを到底言い尽くすことはできませんが、一口に申し上げれば「神は愛なり」ということであります。私はここにその要点を手帳に記しています。


  （一）愛の鞭


  私は明治二十六年脳病より癒され、以来今年は足掛け十三年目で、その間弱いながらも大した病にかからず御用を勤めてまいりました。ある兄弟たちは私のことを「柳に風折れなしだ」と申しましたくらいに、主より支えられて来ましたのに、今度は大患に犯され、自分でもあきれてなぜかと自ら省みましたわけです。しかし、これは全く神の愛の鞭でありました。私がこの鞭を受けるや否や、神はあなた方初め多くの兄弟姉妹をして私のために祈らしめたまいましたから、私は真に温かな愛を感じました。兄弟姉妹が私のために祈っていて下さるということを聞くことほど嬉しいことはありませんでした。ある方は私の知らない間に度々断食して私のために祈って下さいましたことを後で聞き、涙の中に感謝いたしました。ああ、神はどんなに私を愛したもうことか。かく兄弟らをして私のために祈らしめ、その祈りに答えて今日あらしめたまいました（霊的教訓を受けたことは後ほど申し上げます）。


  （二）胸痛より癒さる


  私は六月十六日発病の初めより胸が痛みまして、ある日のごときはどうしても起き上がることができませんでした。妻の助けを得て無理やり起き上がろうとすれば、胸はナイフでさながらえぐられるようで、顔も唇も色を失い、直接倒れるという状態でありました。その時キルポン兄とホイトニー兄がヤコブ書五章十四節に従い、主の名によって油を注いで祈って下さいました。讃むべきかな、主はその胸痛を癒したまいまして、翌朝私は起き上がり立つことができました。この時までは朝起き上がることの有難味を悟りませんでしたが、もし主の手が離れるならば、私は伏したまま起きることもできないものです。朝起き上がることを得るのは実に恵みであることを味わい、これによってへりくだることを教えられ、神の恵みに感じました。


  （三）病中の大慰楽


  その後胸痛は去りましたが、熱は去りませんで随分苦しみました。また肩、背、腰等、所々に痛みを覚えました。しかしその中で忘れることのできませんのは、聖書と祈祷が慰めとなったことであります。毎日午前も午後も夜も家内に聖書を読んでもらっては祈りましたが、主は実におもむろに私に語り、慰め励ましたまいました。ですからその間は苦痛を忘れていました。実にエホバは我が避所また悩める時のいと近き助けなることを経験いたしました。


  （四）祈ることと養生法とを教えらる


  七月一日、主にある医師諏訪兄は私を訪ねて下さったついでに、私の全身を精密に診察されました。私はこれによって初めて自分の大患を知り、肋膜炎で左胸部に一升ほどの水があり、これがために圧迫されて心臓は二指ほど右に移され、左肺は三分の一くらいしか働かず、実に大患であることを知り、この時より明白に確実な祈りを捧げるに至りました。その時までは私は箱根へ旅行するつもりで準備していましたが、諏訪兄の御話によれば「目下旅行どころではない。自宅で起きて動くことさえますます胸部の水を増すから、最も安静にせよ」とのことで、自分の愚かなことと主の御懇なることを悟りました。諏訪兄は神癒を信じられるゆえ治療も投薬もせず、ただ私と共に祈って下さいました。


  （五）試練と勝利


  七月三日、主にある医師大沢兄が訪問診察され、中々の重症なるを説き、「速やかに器械治療を受け、胸部の水（大沢兄は一升あまりと言われました）を取り去らねば必ず肺尖カタルとなり、次に肺結核となる」と申されました。同医師が去られた後、私は一人で静かに主と相談いたしました。その時主イエスは実にねんごろに私を教え励まし、「我が一切を引き受けている。ただ信ぜよ。人の力に依り頼むでない」と言いたまいました。これによって私の信仰は一層堅くされました。私はこのたび堅く信じて動かず、主の癒しを受けるに至りましたのは、ひとえに聖霊が私の信仰を中より支えて下さったからであります。その夜私は妻と共に祈り、確かに主は我が祈りを聴きたもうたと信じ、翌日はめっきり快方に向かわんと期していましたが、意外にも翌日は以前よりも悪くなりました。これは主の貴い御旨より来た信仰の試みでありました。またその日に限り種々の誘惑がまいりました。ある人は申しました。「滞った悪水を出して除くのは常識だ。それは神癒の信仰と衝突しない」と。しかしこの時私の唯一の願いは我が苦痛を全く取り去られることでなく、いかなる道を取っても一切の栄えが神に帰せんことでありました。かく願いしは神の恵みです。この夜は苦痛の絶頂で、背と肩の後と腰とが痛み、胸は苦しく、寝ていることができませんで非常に悶え苦しみましたが、今夜はぜひ明確な勝利を与えられんことを願い、ヤポクの渡しのヤコプのように神の前に心を注ぎ出して終夜祈りました。種々な聖言を思い出しましたが、なかなか勝利を得ません。暁に至り主は明らかに私の前に立ち「われはエホバにして汝を癒す者なり」と言いたまいました（出エジプト十五・二六）。特に「われは汝を」と力を入れ、「われイエスが汝笹尾を癒す」と言いたもうように感じました。その時にはただありがとうございますとお受けし、心中に平安を得ました。その朝中田兄弟と共に祈りました時、実に大勝利でただ感謝讃美となりました。この日より熱は引き始め、また水は医師も驚かされるほどの速力をもって便通の方へ取り去られました。夜も前と異なって眠ることができるようになりました。ああ、癒し主の聖名はほむべきかな、その恩恵は深いかな、御業は妙なるかな（詩百三・一～五）。


  （六）静養と神の賜物


  葉山で静養する道は開かれましたが、医師は私の旅行はなお早きに過ぎ危険だと申されました。しかし主は、「行け、われが連れて行く、恐れるな」と言いたまいますから、決心して出立しましたが、初めは人力車及び汽車の動揺のために胸苦しく感じました。しかし主の御声を信じ、時々刻々主を見上げて進み、そのうちにいつの間にか苦しみを忘れ、葉山に到着後もさほど疲れず、何の障りもありませんでした。主は葉山において矢島兄姉により一方ならぬ愛を現わしたまいました。また多くの兄姉より実に懇切な御訪問や手紙を受け、また豊かに滋養物、金その他の物を贈られました。これについて私は常にコリント後書八・九の聖書を思い、何物も受ける価値なき私が受ける賜物の一つ一つが、みな主イエスの御犠牲より出で、兄姉らの献げ物より来たことを味わい、実にもったいなくありがたく感じ、兄姉らのために豊かな祝福を祈りました。かくて主は私をも静かに持ち望ましめ、御約束のように驚くべく静めたまいました。


  （七）霊的教訓


  これはあまりに多くて話し尽くすことはできませんが、ここにその数点を申し上げましょう。


  (１)、私は人を教えて自らを教えない点がありましたから、神が私を打ちたもうたのは当然です。「なんじ我を離るる時は、何事もなしあたわざれぱなり」（ヨハネ十五・五）との聖言を十分知りながら、実際ある場合には私の魂が主より離れていることがありました（聖霊を憂えしめるか、あるいはこれと言う罪はなくてもへりくだりと祈祷と信仰の欠乏により）。それでも多忙に紛れ、そのまま先から先へと御用を勤めていましたから、主はこのたび目にものを見せて、「汝われを離れては何事をもなしあたわず、どうだ悟ったか」と教えたまいました。


  (２)、信者の中で私が一番小さい者であることが分かりました。パウロがエペソ三・八に、我は聖徒の中の最微者よりも小さき者だと申した意味がよく分かりました。


  (３)、私は幾年来、主との絶えない交通ということについて聞き、また求めていましたが、聖霊が教えたまいますには、「交通そのものに目を向けて気を配るには及ばない。常に主に目を向けて、ただ信任して進め。主の方からは決して交通を絶ちたまわない。また、聖霊の働きはあなたをして父及びその子イエス・キリストの交際に入れしめ、かつこれを継続せしむるにある。それゆえ、ただ嬰児のように信ぜよ。エノクが三百年神と共に歩んだ秘訣はただ信仰であった（へブル十一・五）」。


  (４)、お恥ずかしいことですが、私は時々自分の欠点を見て、「自分が主の花嫁の中に入っているか、あるいはいないか、これでは主の御前に立つことが難しい」などの疑いと恐怖で心を曇らされたことがありました。しかし聖霊はこの度この不信仰の疑念を全く拭い去りたまいまして、「主と私とはもはや二つではない、一体一霊である。神の合わせたもうた者を人は離すことができない。切っても切れない仲である」と確信しました。ことにイザヤ六十二・四の「配偶」（英訳、嫁がせしめらる）の聖言により確信を得、「汝の日は再び入らず、汝の月は隠ることなかるべし。そはエホバ永遠に汝の光となり、汝の悲しみの日終るべければなり」（イザヤ六〇・二〇）との意味がわかりました。


  (５)、私の働きがとかく機械的になる憂がありました。働きに使役されるは奴隷である。主に使役されるは自由である。時々刻々一事一物日々主に使われて働くべきことを教えられました。


  (６)、私の肉体は感情によれば、なお強い働きの役に立たないようです。しかし、我が真正の体力は筋肉的の元気でなく、我が内に働く主の甦りの力であることを信じ（ローマ八・十一）、進んで働いています。どうか私がただこの力により終わりまで忠実に仕え、使命を全うしうるようお祈り下さい。


  



  キリストの勝利と分捕り物


  「強きもの武具をよろいておのが屋敷を守るときは、その持ち物安全なり。されどさらに強きもの来たりてこれに勝つときは、頼みとする武具をことごとく奪いて、分捕り物を分かたん」（ルカ十一・二一～二二）。


  二一節の強きものとは悪魔を指す。世にどんな英雄豪傑があっても、悪魔は彼らよりもはるかに強くかつ賢い者である。彼は六千年来万民や帝王の上に立ち、空中の諸権を握っている。彼の鎧は暗黒とその力である。彼の武器は世の物すなわち目に美しい物、肉に楽しい物、及び名利等である。真理に似て非なるもの、すなわち新神学、異端説、空言な哲学等もまた彼の武器である。彼はこの武器によってアダムとエバを始め古今万国の人を襲撃し、驚くべき勝利を得た。そして彼の手には恐るべき鉄鎖また鞭がある。これはすなわち、


  罪悪と疾病


  である。こうして彼はこの世と人間の心とを占領してその邸宅としている時、人間の魂と体とは全く彼の所有となり、誰もこれを彼の手より奪い得る者なく、彼はその所有安全であると思っていた。ああ、今もいかに多くの魂が悪魔の毒手に堅く握られ、罪悪の鉄鎖に束縛され、いかに多くの身体が疾病という桎梏に入れられてうめきつつあることであろうか。未信者はもちろん信者でもまだ潔められず、なお古き人を心中に持つ者、及びその身に諸種の疾病ある者はみな悪魔の捕慮である。


  我ら人類がこの悲しむべき状態に陥ったのは、もとより悪魔が猛悪かつ狡猾であるからとは言うものの、責任はやはり我らにある。自由意志ある我らが神にところを得させないで、わが身心において悪魔にところを得させたからここに至ったのである。しかし、我らはどうしても敵の手から自己を救い出し、罪と病より自己を解き放つことはできない。「ああ、われ悩める人なるかな。この死の体より我を救わん者は誰ぞ」と叫び、まさに失望に沈まんとしたが、


  敵より強き者すなわちキリスト


  は我を救うために天より駆けつけたもうた。彼はまず我らの責任を自ら御身に負いたまい、神に対しては我らに代わって義しい刑罰を受けたまい、罪をも病をも贖いたもうた。


  「木の上に懸かりて、みずから我らの罪をおのが身に負いたまえり」（ペテロ前二・二四）。


  「自ら我らの患いを受け、我らの病を負う」（マタイ八・十七）。


  加えてわが強き者であるキリストは十字架の上においてわが強敵悪魔を全く打ち破りたもうた。「これは死の力を持つもの、すなわち悪魔を死によりて滅ぼし、かつ死の恐れによりて生涯、奴隷となりし者どもを解き放ちたまわんためなり」（へブル二・十四、十五）。


  「また政事を執る者と権威ある者（悪魔とその部下）を滅ぼし、彼らを罪人に示し、キリストによって勝ち誇れり」。実に十字架は


  不思義なる勝利


  であった。人間は座禅や修養や鍛錬やその他何ものによっても悪魔に勝つことができなかったのであるが、主は我らのために勝利を得たもうた。これは理論や感情ではとても味わうことはできないが、ヘリくだって十字架に頼る者にはわかる。これは神の奥義の知恵であって、世の知者学者も悟ることができないが、神はその霊でこれを我らに供したもうた。


  「勇士が奪いたる獲物をいかで取り返し、強暴者がかすめたる虜をいかで救い出すことを得んや。されどエホバかく言いたもう。曰く、勇士がかすめたる虜も取り返され、強暴者が奪いたる獲物も救い出さるべし。そはわれ汝を攻むるものを攻めて汝の子らを救うべければなり。しかしてよろずの民はわがエホバにして汝を救う者、汝を贖う者、ヤコブの全能者なることを知るべし」（イザヤ四九・二四～二六）。ハレルヤ。この勝利の大将、この完全な贖者、この全能なるイエス・キリストは、


  今われらに近づき


  「汝らのうち苦しむ者あるか、誰か病める者あるか」と問いたもう（ヤコブ五・十三～十四）。昔ベテスダ（恵みの家との意）の池辺には病者、盲人、あしなえまた衰えた者など多く伏して水の動くのを待っていたが、その一人は三十八年病める者であった。イエスは彼が伏しているのを見て、その病の久しいことを知り、


  「なんじ癒えんことを願うか」


  とのありがい御言をかけたもうた。今も同じ主は悩めるあなたにかく言いたもう。かの病める者答えて「主よ、水の動くとき、我を池に入るる者なし」と申したが、今もこのような感を抱いている者が多くある。我とわが願う恵みとの間に距離があって、我に歩む力がなく、「我を池に入るる者なし」とはあなたの感ではないか。「イエス言いたもう『起きよ、床を取り上げて歩め』。この人ただちに癒え、床を取りあげて歩めり」（ヨハネ五・二～九）。生けるベテスタなるイエスは自ら近づき、すぐさま全き癒しを与えたもうた。このイエスは今われらの真中に立ちいたもうて、信ずる者を全く潔め、全く癒したもう。悩める者よ、そのままイエスに来られよ。あなたの犯した罪、もしくは原罪、もしくは病を言い表し、その身を全く神に献げ、いかようにも聖旨に服従する決心をもってイエスに信頼されよ。そうすればキリストの勝利は今あなたの勝利となり、あなたの身も魂も残る生涯もキリストのものとなり、神の栄光を現すことができる。


  



  主の御切願


  ヨハネ伝十七・十五～二四


  御承知の通り、この章は主イエスが死にたもう前夜、弟子たちを長々と懇切に教え、慰め、戒めた後、彼らのためまた我らのために神前に伏してその御心の切なる願いを注ぎたもうた時の祈りである。普通の人が祈りいる部屋に入り、あるいはその声を聞いても実に厳そかな感がするが、ここは祭司の長イエスが至聖所で我々のために祈りたもう所で、我らはその御声を聞くことができるのである。なんと厳粛なまた幸福なことではないか。十七章以下において主の祈りの四つの要点を見る。


  （第一）「彼らを守りて、悪に陥らすなかれ」（十五節）


  この世は神の敵で、罪悪と腐敗とに満ちている。しかし主は我らをこの世より取り去りたまえと祈らず、我らが泥中の蓮のように世にありながら少しも世に汚されないことを願いたもう。この世は種々の誘惑物をもって我らを悪に引き入れようとする。世を友とするは神に敵すること、姦淫罪であると神は厳しく戒めたもうが、昔より今に至るまで教会の通弊は俗化である。我らが世に属する間はどうしても自由がない。子供が「壷の中から手が出ない」と泣いている。母が「どうやって入れたのか」と尋ねると、子供は「入れる時にはすぐに入ったけれども、出すことができない」と言う。「それは壷の中の物を握っているからだ。その物を放せば手は出る」と言い聞かしても、子供は泣いて放なさない。だから手が出ない。この子のような信者がたくさんある。世に属する物、放すべき物を放さないでいて、自由を得ることができないと嘆いている。おお、世と肉につける一切の物を心より手放せよ。「我の世のものならぬごとく、彼らも世のものならず」（十六節）。標準はここに明らかである。主はこの世にいながら全くこの世と離れていたもうた。この世は肉欲を満たす物、目に美わしい物、宗教界の名誉、その他あらゆるものをもって主を誘うたが、主はこれらを全く退け、ただ神の旨に従い、十字架の生涯に満足したもうた。「この世の君きたるゆえなり。彼は我に対して何の権もなし」とは主の一生涯の証しであった。我らは召されて主と結合した者であるから、主のように世より離れているべきである。今も主はこれがために祈りたもう。兄弟姉妹よ、あなたが世に属する間は主イエスの御胸の重荷となっているのである。


  （第二）「真理にて彼らを潔め分かちたまえ」（十七節）


  主は我らが外部の世より聖別されるのでなく、内心の罪と汚れとより全く潔められんことを祈っていたもう。多くの信者の内になお古き人がある。高慢がある。不従順がある。貧欲がある。放逸がある。不潔がある。薄情がある。主はこれがために苦しんで祈っていたもう。そして、「真理すなわち神の言をもって潔めたまえ。われ彼らのために自己を潔む（原語は献ぐとの意）」と言っておられる（十七、十九節）。我らの潔められるのは神の言によるのである。ただし、その言に力あるわけはその後にキリストの献身犠牲があるからである。もしこれなくぱ聖書の言葉も論語や孟子の言と同じものとなる。


  民数記十九・九を見ると、汚れを潔める水ということがある。この水を作るには、まず完全無欠な赤雄牛を神の前で屠り、その全体を焼いて灰とし、その灰を蓄えておき、これをもって灰水を作った。この灰水が汚れを潔める水となったのである。これは我らを潔める聖言の型である。完全無欠、柔和で忍び深い主イエスは聖き御身をもって我らのために屠られ、霊火をもって焼かれたもうた。今われらが聴く福音の聖言はイエスの死を含む灰水である。我らの隠れた罪と心中の汚れを知りたもう神は、我らを呪う代わりに畏れ多くもこの灰水をもって我らを潔めんとの思し召しである。「その子イエス・キリストの血、すべての罪より我らを潔む」（ヨハネ一書一・七）。ああ、感謝すべきかな。全き潔めは我らが平和自由満足を得、おのが小さい心の注文を満たされるためというよりも、むしろ主イエスの御切願である。これがために主は生命を捨てたもうた。愛する者よ、今明らかに自分の罪を言い表して主の血に投じ、全き潔めを受けて主イエスを慰め奉れ。満足させ奉れ。


  （第三）「みな一つとならんため」（二一節）


  第一は世より聖別され守られんこと、第二は罪の性質より潔められんことを祈りたもうたが、主は進んで我らが全く父および子と一致し、またすべての信者と愛によって一つにならんことを祈りたもうた。これがために我らが完全な愛をもって満たされんことを主は求めたもうたのである。いかなる事情や理屈があるにせよ、不和分離は神の御憂苦、またすべての聖徒の悲痛である。今私が一々この点あの点と言わずとも、あなたが神と一致していないところ、また兄弟姉妹と一つになっていない点を聖霊はあなたに示していたもうことを信ずる。あなたは種々に故障を申し立てることもできよう。しかし、我らが罪人であった時、主が御身分を落として我らに近づき、自ら罪人の地位に立ち、ただ愛されて我らと一つとなり、これによって我らを贖い出したもうたことを深く思われよ。あなたの故障は消えるはずである。あなたは主を頭とし、すべての信者と一身同体になっているであろうか。（外形の連絡はともかく、心において、愛においても）。エペソ三・十八には測るべからざるキリストの愛を「すべての聖徒と共に」知るべしと示してある。世と一致し、有名無実な教会の会員と一致するのではなく、血に贖われた神の子らと一つになるのである。我ら少数の者がたとえ首尾よく再臨の主の前に出るとも、「かの兄弟は堕落しました。かの姉妹は駄目であります。我らのみが潔くてここにおります」と申し上げるなら、主は必ず御失望されるであろう。聖潔を信ずる者がことによると他の信者を軽視し、彼らと分離し、ただ自分らのみを聖しとし、高くする危険がある。これはすなわちパリサイ人である。我らも自ら慎しむべきである。ルカ十五章の放蕩息子の兄は、潔められない信者の型である。父は放蕩息子の罪を咎めないで彼を歓迎し、はるかに離れている彼にすがりついて接吻し、彼のために祝宴を開いた。しかるに兄は帰り来て戸口に立ったまま怒って入らず、父を咎め、弟を責め、自分の功を述べて不平を鳴らした。なぜであるか。彼が日頃性質において父と一致せず、また愛によって弟と連なっていなかったからである。元来われらは父及びその子イエスキリストと同心であるはずである（ヨハネ一書一・三）。これは二二節にある栄光、すなわち聖霊を受け、聖霊に満たされることによってかくなるのである。聖霊による他に一つになる道はない。信じ従う者に主は、この栄光の霊、一致の霊を与えたもう。おお信ぜよ。


  （第四）「汝の我に賜いたる人々の我がおるところに我と共におり、
 汝の我に賜いたる我が栄光を見んことを」（二四節）


  親が楽しいところに行って美しい物を見る時、すぐさまわが子もそこにいてその物を見ることを願うのである。主の御心もその通りである。彼は御自分の楽しみのために天に行きたもうのではなく、我らのために所を備えに行きたもうのである。彼は我らがそこに行き、主と共にその栄光を受けることを待ちわびていたもう。そして彼は再び来られて我らを迎えたもうのである。これがために主は日夜祈り、かつ全力を尽くしていたもうのである。これがために主は日夜祈り、かつ全力を尽くしていたもうのに、もし我らが何かに妨げられて主の前に行かなかったならば、我らの不幸はもちろんであるが、主の御失望、御悲嘆はいかばかりであろうか。おお、思い見よ。我らこれまで主を失望せしめ、嘆かしめてもはや足れり。このうえ彼を失望せしめないように。


  そうすれば我らは（一）罪の世より聖別され、かつ守られ、（二）内心の潔めを受け、（三）愛の聖霊によって一つとされ、（四）再臨の時、主と共に栄光を受けて主の喜びに入るべきはずである。


  



  救い主のしるし


  「今日ダビデの町にて汝らのために救い主うまれたまえり。これ主キリストなり。汝ら布にて包まれ、馬槽に臥しおるみどりごを見ん。これそのしるしなり」（ルカ二・十一～十二）。


  めでたいクリスマスが来て御前に喜ぶが、この際われらはいっそう深くわが救い主を知りたく思う。我らの救い主の特色は主たるキリストなることと、彼がみどりごとなりたまいしことと、彼が布に包まれ臥させられたことである。


  主たるキリスト


  主とはエホバを指す語であって、イエスは永遠より永遠にいます御方である。彼は太初より神と共にいまし、神であり（ヨハネ一・一）
 　万物の造物主かつ保存者（コロサイ一・十六、十七）
 　聖者、義者（使徒三・十四）
 　生命の主（使徒三・十五）
 　栄えの主（第一コリント二・八）
 　真理の本体（ヨハネ十四・六）
 　知恵の源泉（マタイ一・十九）
 でありたもう。実に彼は尊貴をきわめ、栄光限りなき御方である。それなのに、なぜその栄光の宝座を捨て、汚れたこの世に下リたもうたか。それは他でもなく、我ら罪人の苦難が御目に止まり、我らの叫び声が御耳に入り、かつ地獄の危険が我らに迫って来たことを見たもうたからである。「誰一人おのが兄弟を贖うことあたわず。これがために贖い代を神にささげ、これをとこしえに生きながらえしめて朽ちざらしむことあたわず。霊魂を贖うには価遠くして、このことをとこしえに捨て置かざるを得ざれぱなり」（詩四九・七～九）。「エホバは人なきを見、仲立ちなきをあやしみたまえり」（イザヤ五九・十六）。「われ見てたすくる者なく、ささうる者なきをあやしめり」（イザヤ六三・五）。ああ、しかり、我らは煩悶と苦痛と後悔と恥と悲嘆と失望のうちにこの世を終え、来世は永遠の滅亡に陥るより他に道がなかったのである。慈愛の主はこの状態を見てその宝座に安んじいたもうことができない。天国の美も彼を楽しませるに足らず、天使の音楽も彼を慰めることができなかった。我らに向かう彼の愛は御自分を忘れさせ、彼はついに「神と等しくあることを固く保たんとは思わず、かえっておのれを空うし、僕の形をとりて人のごとくなり」たもうた（ピリピ二・六～七）。彼は天使を遣わすことをなさらず、御自身が下りて我らのもとに来たりたもうたのである。木戸孝允公が病気危篤の際、陛下が御見舞においで遊ばされたことは実に畏れ多いことで、藤原鎌足以来例のない人臣の光栄としているが、主たるキリストが我らのために下りたもうたことはこれよりもはるかに畏れ多く、かたじけないことである。


  みどりごなるイエス


  人間の考えによれば、主がたちまちこの世の王たる権威をもって現れ、悪魔を罰し、人間を救いたもうように思われるが、神の御考えはこれと異なり、イエスは貧民の婦人の胎より自力なきみどりごとなって生まれたもうた。「彼は主の前に芽のごとく、乾きたる土より出ずる樹株のごとく育ちたり。我らが見るべき麗しき姿なく、美しき形はなく、我らが慕うべき見ばえなし」（イザヤ五三・二）。彼は最微最下最弱の点より出立したまい、すべてのことにおいて我らと等しくこの世の試惑に会いたもうた。かくてこそ彼は上より教え導く聖賢ではなく、下より持ち上げ助ける救い主である。彼は我らの真の同情者である。「おのれみずから弱きにまとわるれぱ、また愚かなる迷える者を憐れむことを得るなり」（へブル五・二）。これによって彼は人間の真の代表者として身代わりに立ちたもうことができたのである（ローマ八・三）。


  布と馬槽


  昔ソロモン王が世界無比の壮麗な神殿を建て上げた時、「見よ、天も諸々の天の天も汝を容るるに足らず。まして我が建てたるこの家をや」（列王上八・二七）と申したが、我らの主キリストは御殿は愚か、普通の座敷にさえ迎えられたもうことができないで、畏れ多くも彼は布に包まれ、槽に臥させられたもうた。これは主に対する人間の態度と主の忍耐の御生涯を示している。「狐は穴あり、空の鳥はねぐらあり。されど人の子は枕する所なし」（マタイ八・二〇）。「われは虫にして人にあらず。世にそしられ、民に卑しめらる」（詩二二・六）。彼はついに門の外に捨てられ（へブル十三・十二）、十字架に釘付けられたもうた。我らのためにかくまでも忍びたもう御愛はいかばかりであろうか。


  愛の広さ・長さ・深さ・高さ（エペソ三・十九）


  愛の広さ――主の愛はすべての時代、一切の国民、あらゆる階級にまで及ぶからこそ、今異邦人なる卑しき我にも届くのである。


  愛の長さ――主の愛は永遠より永遠まで続く長い愛である。「われ限りなき愛をもて汝を愛せり。ゆえにわれ絶えず汝を恵むなり」（エレミヤ三一・三）。感謝にたえない。


  愛の深さ――いと高き宝座より下って、いと低きところに堕落しいたる我にまで来たり、生命をも与えたもう愛の深さよ。


  愛の高さ――糞土よりも汚れたこの罪人を上げて御自分と共に天の栄光の座に着かしめたもうとはいと高き愛である。


  



  みな新らし


  「かつて肉によりてキリストを知りしが、今より後はかくのごとく知ることをせじ。人もしキリストにあらば新たに造られたる者なり。古きはすでに過ぎ去り、見よ、新しくなりたり」（コリント後五・十六、十七）。


  昔アテネの人々は、ただ新らしいことを告げ、あるいは聞くことにのみその日を送っていたが（使徒十七・二一）、これは肉欲より出た初物食いである。我らはこのような意味においてではなく、霊において真にみな新しき恵みを味わうことができる。ただしその秘訣は、


  霊によってキリストを知り


  キリストにあることである。多くの信者は肉によってキリストを知るのみであるから、真にみな新しくなることができずに、やはり多くの古い残り物を持っている。肉によってキリストを知るとは、物質的に神の恵みを味わい知ることと、ただ頭において理想的にキリストを描き、また感情によって恵みを経験することを指すのである。これは一種の偶像信者である。生けるキリストは人間の想像や感情で造り出すものではなく、我らが全くへりくだり、打ち倒れ、静まって神を待ち望む時、聖霊によってわが霊に黙示される御方である（ガラテヤ一・十六）。このようにキリストを知り、キリストにある者は、一切がみな新しくなるのである。


  （一）新生（ヨハネ三・三、ヨハネ第一書五・一）。感謝すべき奇跡である。かくてこの内なる人は日々新たになる（コリント後四・十六）。そしてこの新生においてはいっそう新たになる。


  （二）新しい生ける道（へブル十・十九）。目をあげて見ると、神と我らとの間にあった隔ての幕は、イエスの御体の裂かれたことによって取り除かれ、彼の血によって我らのために新しい生ける道が開かれた。全て献身をもって服従し、信仰をもってイエスにすがる者は、至聖所に入り、神と共に住まうことができる。


  （三）聖霊によって新たにされる（テトス三・五）。これは新生の恵みと異なる第三の恵みである。信者でもなお古い性質を持つため、同じく古い罪を繰り返している者の多いゆえ、神は我らに聖霊すなわち火のバプテスマを与えたもうのである。これによって我らは根本的に全く新しい人となる。新年になっても元日早々古い人がのそのそ這い出し、古い忌まわしい思いや言葉や行為を繰り返すようでは黙目である。至聖所は開かれ、新しい道があっても、古い人は入ることができない。仮に入った所で、聖と愛の神と一致和合して住むことはできない。兄弟姉妹よ、あなたは真に聖霊によって新たにされたか。人間の新決心も新方針も無益であるが、聖霊がわが内に入り来たもう時、驚くべき変化が来るのである。


  （四）新しい生命に歩む（ローマ六・四）。我らはキリストと共に死に、また彼と共に甦らされた者である。すなわち罪と世に対しては死んだ者、神に対してのみ生ける者である。だから前の生涯の続きのようなものは少しもないはずである。前にはただ自分と自分の愛する者のために生きたが、今は神のためまた人のため生きる者である。これは実に新しい、美しく、楽しい生涯である。


  （五）新しい戒め（ヨハネ十三・三四）。旧約の律法は実に我を責めるがごとく、束縛するがごとくであった。律法の下に我は常に我が罪を嘆き、神の怒りを恐れていた。そして少しもその律法を実行する力がなく、ますます神と生命と光とから遠ざかるのみであった。しかし十字架の主がその言うべからざる愛を示し、「われ汝らを愛するごとく汝ら互いに相愛すべし」との戒めを与えられた時、私は覚えず感奮興起し、喜んで主の御命令に従い、主の愛したもう子供のためにはどんな犠牲をもする心となった。ヨハネは「主の戒めは難しからず」と申している（ヨハネ第一書五・三）。パウロは自分の生涯の秘訣を示して、「キリストの愛われを励ませり」と言った（コリント後五・十四）。これは我らの新動機である。


  （六）新しい奉仕（ローマ七・六）。心に進まないことでも叱責を恐れて義務的に働くことは実に苦しいことである。主はそのような働きを我らに求めたまわない。我らは儀文の古さによらず、霊の新しさによって仕えるのである。父なる神および御子イエスと同心となって（ヨハネ第一書五・三）御用を勤めるのは、奴隷でなく自主である。ここに全き自由と喜びがある。


  （七）新たなる力（イザヤ四十・三一）。「エホバを待ち望む者は新たなる力を得ん。また鷲のごとく翼を張りて上らん。走れども疲れず、歩めどもうまざるべし」。この甦りの聖力によって、来たらんとする馳場を走ろう。


  （八）いよいよ新たになる（コロサイ三・十）。ただ一度新たになるのみでなく、我らは信仰によって主を見上げる時、栄えに栄えいや増して遂に主と同じ形に変わるのである（コリント後三・十八）。


  （九）新天新地（ペテロ後三・十三）。今の天地の廃れる時が来る。しかし我らは新しい地を望み待っている。これを望む我らは汚れなく傷なきよう備えるべきである。


  （十）新しい歌（詩四十・三）。エホバは新しい歌をわが口に入れたもうた。天に行っても我らはこれを歌う。これはモーゼの歌、小羊の歌である（黙示十五・三）。


  



  真正の聖潔


  「我そこにて汝らに会い、汝と語るべし。そこにて我イスラエルの人々に会わん。幕屋はわが栄光によりて聖くなるべし」（出エジプト二九・四二、四三）。


  私が今度の集会に聖霊の御臨在を願うために神の前に祈っていた時、神はこの言葉をもって答えたもうた。我らの最大の願いは決して天下の名士を招くことでもなく、また大説教者から話を聞くことでもない。聖霊の御臨在である。私はこの聖言を与えられたことを非常に感謝している。


  我らが切に求めるものはエホバで、全力込めてなすべきことはエホバの声に聞き従うことである。「我そこにて汝らに会い、汝と語るべし」。おお、ここはエホバと我らとが対面する所である。私が今皆様に向かって話をしているよりも、神がここにおいて我らと語りたもうことはなお確実な事実である。


  「幕屋はわが栄光にて聖くなるべし」。エホバがあなたの全身に臨みたもうた時、あなたは潔められるのである。信者となっても神の御顔が見えず神の御声を聞くことができないことは、実にあわれなことである。神と交通が切れて悪魔が自分の中にいることは、一番あわれなことではないか。他にいかなるあわれなことがあるとしても、これほどあわれなことはない。


  さてここに表われた三つの要点は、第一会う、第二語る、第三潔くなる、この三つである。


  「会う」とは実にありがたいことである。神は神と語ることができないで嘆いている者に対して「我そこにて汝らに会う」と仰せたもう。他の場所ではない、そこで（燔祭の壇で）汝らに会うと仰せたもうのである。燔祭の壇とは神の幕屋の門口にある朝夕どんな日でも羊を殺して燔祭とする所で、羊とはあなたの知っている屠られたもうた神の小羊である。神はそこで我らに語ると仰せたもう。同様の言葉が出エジプト二五・二一、二二にも記されている。「そこにわれ汝に会い、贖罪所の上より、律法の箱の上なる二つのケルピムの間よりして、我イスラエルの人々のために我が汝に命ぜんとする諸々のことを汝に語らん」。これは神がイスラエルに与えたもうた神の幕屋の一番奥に設けられた至聖所で、箱の上とは贖罪所を指すもので、恵みの座と同一の物である。原語では同一の文字を使用している。ここは祭司の長だけが血を携えて年に一度入る所で、他の者は何人もここに入ることはできない。このように言えばわかるであろう。ここは主イエスが天に昇り、父の前で贖いをなし、その仲保をなしたもう所である。そこにて、ああそこである。ここでなければ神に面会することはできない。ここに来るならば神と面と面とを合わせて面会することができる。何というもったいないことであろう。何と幸福なことではないか。


  しかし、神と面会することは幸福であると共にまた恐ろしいことである。人間でも汚れた風では貴人の前に出てその人と語ることのできぬように、神の前に汚れたままで出て神と語ることはできない。多くの信者は横着であるから礼拝に出ても神に面会しない。であるから、いつまでも同じ所にいて汚れている。第一に、我ら神の前に出る時に、自分の賎しい汚れたことを知るのである。かのイザヤは実に立派な人で王の前に出て預言するほど貴い人であったけれども、神に面会したことがなかったので、いったん神に面会して「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな」との天使の賛美の声を聞いた時、その御前に打ち倒れて、「わざわいなるかな、われ亡びん」と言った。この経験を持つ人でなければ決して聖いとはいえない。エレミヤ十七・六、十を見よ。「心はすべての物よりも偽る者にしてはなはだ悪し。誰かこれを知るを得んや」とある。人の心は巧みに欺くけれども、神は腹の中までも見抜く御方で、高ぶり、汚れ、偽善、恨みとねたみを持っているその心が神の前に出ている。今、我らは神の前に出ていることを知りたい。


  へブル四・十三には、「また造られたる物に一つとして神の前に現れぬはなし。よろずの物は我らが係われる神の目の前に裸にてあらわるるなり」と記されているが、諸君の姿はどうであろうか。蝮のような心はないであろうか。石のような心、同情の薄い憎い心が神の前に現れていまいか。しかし、神は諸君を滅ぼすために罪を摘出するのではない。隅から隅まで探ってもらわれよ。あなたの姿がどんなに汚なくても大丈夫である。光の下に明らかに自分の罪を感じられよ。その時、神の声はあなたに聞こえるのである。「そこにて汝と語るべし」。光に照らされる時に神の声が聞こえる。あの三人の使徒が山上で倒れた時、神は彼らに語りたもうた。あのパウロが光に照らされて倒れた時に、神はこれに語りたもうた。神があなたに語りたもうのは、あなたを愛してその苦痛から、くびきから救出するために語りたもうのである。


  ローマ十二・二には、「されば兄弟よ、われ神のもろもろの慈悲によりて汝らに勧む。おのが身を神の悦びたもう潔き活ける供え物として献げよ。これ霊の祭なり。またこの世にならうな。神の御意の善にして悦ぶべく、かつ全きことをわきまえ知らんために、心を変えて新たにせよ」とある。


  おお、兄弟よ、姉妹よ。全く神に献身せよ。諸君は今日まで献身ということについて度々聞いておったであろうけれども、今もその実があがっているか。すべての所有をみな神に献げているであろうか。はたして世の人のような点はないか。コリント後書五・十五を見よ。我らは神を離れて生涯を送るべき者ではない。神のために生涯を送るべき者である。キリストが死にたもうたのはこのためである。あなたの生涯はこの通りか。そうでなければ、神は今まったく献げよと仰せたもう。多くの人は上よりの能力を求めているが、上よりの能力は全く神に自分を献げる者にのみ来る。おお、あなたの今の有様はどうであろうか。出エジプト二九・三七の終りには「すべて壇にさわる者は聖くなるべし」とある。十字架は聖める力を持っている。しかし、さわる者が聖くなるのである。壇より離れている者は聖くなることはできない。自分で何か握っている者は決して聖まることはできないのである。全く献身されよ。これはさわることである。この献げ物とする物は完全なものでなければならなかった。この完全とは決してすばらしいという意ではない。すべてを捧げる意味で、真正の燔祭とはこのようなものである。献身した人こそ全く潔められる人である。おお、全く献げられよ。もう一つの神の声はただ信ぜよという声である。この新約の声はさわると同じく信仰をもってイエスにすがることである。信ずる時に、すがる時に潔められる。かのユダヤ人は「何をすれば神の業となるか」と言ったが、イエスはこれに対して「神の遣わしたる者を信ずるはその業なり」と答えたもうた。「これわが愛子なり。汝らこれに聴くべし」。そうである。イエスを信ぜよ。「幕屋はわが栄光によりて聖くなるべし」。


  真正の聖潔は神の栄光がわが内に来ることである。多くの人は聖潔について人間的な考えを持っている。人間は汚れを洗っても決して潔くなるものでない。汚れが取り去られて神の性質が満ちわたるので聖くなるのである。かの電気灯のガラスの中に白金あるいは炭素があるが、電気が流れなければ輝かない。これと同様に、人間の心の中に神の聖霊が来る時に、神の聖なる光に満たされるのである。そこで初めて自由な聖なる者となる。かの皇居建築の際に多くの大工等は皇居の中に入るのを許されたけれども、今日は入ることはできない。これを造る時には聖なる物でなかったが、陛下の御臨居が皇居をして犯すべからざる物にしたのである。皇居の値打ちは決して建築物の材料によるものではなくて、その中に住む者の臨在によるものである。我らの内に聖なる三位一体の神がお入り下さる時に我らは聖とされるのである。自分の恐ろしい有様をあらわし、神の前に倒れる時に、神はイエスの血潮とイエスの聖をもってあなたのうちに臨んで下さるのである。「我そこにて汝らに会い、汝と語るべし。幕屋はわが栄光によりて聖くなるべし」。


  



  約束の地における勝利と占領


  「かくエホバ、イスラエルに与えんとしてその先祖たちに誓いたまいし地をことごとく与えたまいければ、彼らこれを得てそこに住めり。エホバすべてその先祖たちに誓いたまいしごとく、四方において彼らに安息を賜えり。そのすべての敵のうちに一人もこれにあたることを得る者なかりき。エホバ彼らの敵をことごとくその手に渡したまえり。エホバがイスラエルの家に語りたまいし善きことは一つだに欠けずしてことごとくみな来たりぬ」（ヨシュア二一・四三～四五）。


  これは聖霊をもって満たされたことである。ここで注意すべきは、地はことごとくイスラエルの民に与えられたことで、四四節で四方において「安息を賜えり」とあるがこれは真正の安息である。その次は同節の「そのすべての敵のうちに一人もこれにあたることを得る者なかりき」で、これは完全な勝利を指している。また四五節においては「善きことは一つだに欠けずして」とある。これは潔められた者に与えられる特権で、今日の潔められた者の受くべき聖霊の盈満である。すなわち、約束の地の占領は決して言葉で言い表わすことのできぬところであるから、聖霊によって味わうより他に仕方がない。私の語る所はほんのその一端であるから、そのつもりで聞かれたい。


  第一、完全な勝利を得るには順序がある。三章には聖霊を受けること、すなわちヨルダンを横切ることが記されている。その後種々な戦いがあるから、カナンの地を山にたとえるならば、聖潔は山のふもとに達したことである。潔められた者は山に登らねばならないから、潔められた者の生涯は戦いの生涯、深みに進む生涯である。このカナンを全く占領する生涯においても、消極的の方面と積極的の方面とがある。消極的には深い死を要することであって、死といっても古い人のことではない。これを木にたとえるならば、木の根が切られてもなお枝が枯れるには日光も空気も時間も要するように、古い人の死んだ後にもその所有物を葬むる必要があるのである。積極的にはイエスの形に化することで、今日はその生涯に入る道程を申し上げよう。


  五・十三節以下に「ヨシュア、エリコのほとりにありける時、一人の人剣を手に抜き持ちて……汝は我らを助くるか……我はエホバの軍旅の将として今来たれるなり……汝の履を足より脱ぎ去れ。汝が立ちおる所は聖きなり……」。この出来事はエリコの近辺であったことで、これは敵を眼前に控えた時に起きたことであることを記憶せよ。この大敵は決して人間の能力では破ることのできないもので、聖潔を受けた生涯は以前の生涯よりも悪魔との衝突の多い生涯である。潔められない生涯よりも衝突が密接であって、確かに激しい戦いがある。我らカナンに入る時は確かに戦って取るので、決して棚から牡丹餅式の生涯ではない。神は戦わせてこの地を占領させるのである。けれども、これは古い人との戦いではない。悪魔との衝突で、この衝突は家庭の中にもあろうし、また自分一人の身を処置する時にも起ころう。かえって前の生涯よりも衝突が強い。神はヨシュアにこのことを示したもうた。「エホバの軍旅の将、ヨシュアに言いけるは、汝の履を足より脱ぎ去れ。汝が立ちおる所は聖きなり」。これヨシュアに対する大教訓であった。モーセは死に、ヨシュアはどうしても信仰でなければいけないことを知った。信じて進むのはすなわちヨシュアである。


  ヨシュアとモーセとを比較する時、非常な差違がある。モーセは律法を命じたが、ヨシュアは信仰の人である。神はこのヨシュアに対して「約束の地を占領するのは汝ではない。我である。エホバの軍旅の将である。履ぬげ、履ぬげ」と仰せたもうた。履を脱ぐとは僕の態度を取ることで、これ潔められた者に対する神の声である。「潔められた我なら何かができる」と思うなら、実に大いなる心得違いである。けれどもあなたはいつの間にか履いていないか。我は信仰があるとか、偉いとかいう心はないか。エリコの城を落とすのはエホバである。履を脱げ。聖霊に満された生涯は奴隷の生涯である。エリコの城はこのような人の所有に帰するのである。大砲一つ打たず、エリコに信仰をもって進んだ。見れば見るほど困難の度を増す。けれどもイスラエルの人は最後の日に讃美の突貫を試みた。堅固なエリコもこの突貫によって落城したのである。この勝利こそ聖霊に満された者の所有物である。次に七章にはアイの失敗があるが、これは勝利の後の大失敗で、潔められた者もこの失敗を犯すことがある。潔められた者は潔められぬ者よりも大失敗をすることがある。アイはエリコよりも小さい所だから失敗するはずはないのだが、イスラエルの民は敵を悔って全軍をもって戦わず、わずか二、三千人で戦いを始めたから大恥辱を受けた。これは実に情ないことで、カナンに来るまでこのような失敗は演じなかった。アマレク人との戦いでは負けそうになったけれども、モーセの祈りによって勝利を得た。けれども、今このアイの敗北のために神の名は侮られた。しかし、この原因はどこにあろうか。一つは敵を侮ったことであった。この実例はたくさんある。たとえば聖霊に満たされさた人は人の前に立って説教する時、へりくだって聖霊によって歩んでいる。が、家に帰って失敗することがある。これは集会の時のみ敵の勢力を警戒して、家庭にある悪魔の勢力を警戒しないからである。家庭だからといって決して悪魔の努力の弱いはずはなく、かえってエリコの敵の勢力よりも強い。だから祈りの精神はいつも必要である。けれども八・二には伏兵（祈り）があったから大勝利を博した。祈りとは決して儀式ではない。また何分何時間という機械的なものでもなく、信仰によって神を握っていなければならない。神と悪魔を知らないのは確かに失敗の大原因である。次はアカンである。アカンはエリコの呪われた物を隠した人であるが、今日もアカンがいる。彼は悪魔の誘惑を握る人である。潔められた人にも誘惑が来る。かのアブラハムが凱旋した時、ソドムの王が早速彼を迎えて贈り物をしたけれども、彼は断然これを退けた。悪魔はどうにかしてこれを握らせようとする。もしこれを握るなら、その人はアカンである。これによって神の全軍が破れた。これは潔められてから世につく物を握り、これを隠している人である。軍旅の将はこのような者と共に出て行きたまわない。けれどもそのアカンを引き出して石で打ち殺すならば、エホバの軍旅の将はもう一度共に行きたもうのである。


  次に十二章二四節以下にある三十一王の征伐である。三十一王とは古い人ではない。古い人の附属物で、その人の性質と習慣に付け入って働く悪魔の遺物である。例えば、ある人は非常に自分の義を主張する。他人より自分は非常に規律が正しいとか、他人と比較して種々の自分の長所を誇る癖を持っている。これは新しい光が来なければ決して取り去られるものではない。またある人は将来に対して無責任だ。このような人は放蕩などをした人に多い。またある人は万事に抜け目なく何事にもきちんとしているが、他の人を見てかの人はずるいという風に自分を勝った者とする。私には自ら重んずる風があった。「俺が抜けたらいけない」という風に思って、とても人が自分より勝ることを解することができなかった。けれども自ら無き者であることを知り、それを表して取り去られた。


  このようなことは各自異なる性質であらわれるが、実に罪の深みがある。どうしてもキリストの光に打たれて殺されるまでなくならない。この中に出過ぎ王、引っ込み王、理屈王、すね王、種々の癖がある。これはどうしても征伐してもらう必要がある。またある人は他人に対して親切だが世話を焼き過ぎる。また一方には人を世話することを嫌う者があるがこちらもいけない。その他、風采、力量を誇る王があるかも知れない。真正に隅から隅まで生まれつきの物は取り去られねば駄目である。これは決して自分の力量で押さえつけられるものではない。今日へりくだって殺されてしまわれよ。


  私は潔められてからこの王を見い出して、なお古い人が残っているのかと非常に苦しみ、再び古い人の殺し直しをせねばならぬかと思ったが、聖霊はこれは三十一王であることを示したもうた。であるから「イエスキリストの血すべての罪より我を潔む」とは単に潔まる時のみでない。十八章三節には「汝らはいつまで怠りおるや」とある。彼らは与えられた土地を占領しなかった。潔められた者の中にも大いに戦いまた祈り、それは一生懸命に戦う人があるが、進んで占領しないからいつまでも貧乏な姿でいる人がある。今日潔めの仲間が引き立たないのはこの理由であろう。決して彼はヨルダンを横切らないわけではない。怠りの罪を犯しているから、占領することをしないのである。神はなぜぐずついているのかと言われる。マタイ十一・十二の「励みて」は「乱暴を許す」との意である。どうも日本の信者はおとなしくて困る。進んで神の与えた地位を握り取る必要がある。聖別会の時ばかりでなく、平常において励まなければいけない。大いに奮闘する必要がある。ヨシュア十八・十九、二一にはベニヤミン人が占領した土地の名が記されているが、このように我らは約束の地を占領しなければいけない。エペソ一・二二、二三には「よろずの物をその足の下に従わせ、彼をよろずの物の上に頭として教会に与えたまえり。この教会は彼の体にして、よろずの物をもてよろずの物に満たしたもう者の満つる所なり」とあるが、ここを見ると信者に与えられたのはキリストである。おお、これは実に驚くべき賜物である。天にいたもうイエスである。その次に「頭として教会に与えたまえり」とある。古い人や三十一王が取り去られただけでは頭なしの教会であるが、頭としてキリストを賜うたとは実に驚くべきことではないか。呪わるべき我がために十字架にかかって、神と我との間の隔ての中垣を砕かれたイエスと我が一つとなるのである。頭とは決して親玉という意味ではなく命の関係を持つことを指すもので、頭の命で体が生き、体の血で頭が生きるのである。おお、ハレルヤ。


  コロサイ一・十八も同じくキリストを頭として記している。ここには死の中より生まれたキリスト、父なる神がすべての徳をもって満たしたもうたキリストとしてあらわされている。またコロサイ二・三には「知恵のたくわえはすべてキリストにあり」とある。おお、キリストはこのような御方である。徳に満ち足りた御方である。それだけではない。このキリストが外でない内にいますことは何とありがたいことではないか。よろずの物をもてよろずの物に満たしたもう者が我らに満つとは何と幸福なことではないか。あなたは種々の点において欠乏を感じているが、働きについて「ここがいけない、あそこがいけない」と思っておられるか。このキリストを受け入れられよ。ここに一人の富む人があって乞食の女を自分の妻としてめとるならば、その時からその乞食はその人の妻となり、その夫は妻の所有となる。かの放蕩息子が帰って来た時、彼の兄は父に向かって不足を言ったが、父は「我が物は汝の所有なり」と言った。我らが全く神に献身する時、神は我が物となりたもうのである。おお、感謝して受けられよ。今度の集会で度々引照されたが、エペソ三・十七に「信仰によりてキリストを汝らの心に住まわせ」とある。もちろんキリストは天におられるが、我が内にもいましたもうのである。かのヨハネ七・三八を見られよ。「我を信ずる者は、その腹より生ける水、川となりて流れ出づべし」はキリストの叫びである。このキリストを我が物とする時、キリストの物はわが所有となる。ちょうど一升ますの中に大洋が満ちたようである。おお、感謝せよ。またキリストは愛である。エペソ三・十八、十九を見られよ。クリスマスから私の祈りは「私を愛に満ちたものとして下さい」ということであったが、愛は与える河である。この河をわがものとして与えることは幸福なことである。またこの愛は命を捨てる愛である。カルバリー山において命を捨てるこの愛は、信ずることによってわが所有となる。またこれによって忠信な者となるのである。


  



  後いかん


  「愛する者よ、我らいま神の子たり。後いかん、いまだ現われず。その現われたもう時われらこれに似ることを知る。我らその真のさまを見るべければなり」（ヨハネ第一書三・二）。


  我らは今日この厳粛な時に際し、目前にあるこの世の物より目を転じ、ひそかに将来のことを考えたい。「後いかん」。おお、今日ともかくも「後いかん」。「人はみな草のごとく、その光栄はみな草の花のごとし。草は枯れ、花は落つ」（ペテロ前書一・二四）。前に我らの魂は罪と咎の中に死に、世にあって神なく望みなき者であった（エペソ二・十二）。「かかる者の後いかん」と問わぱ、もちろん肉体の死ぬことと死んで後審判を受けることあるのみである（へブル九・二七）。今これを思うと、私は身の毛も立つほど恐ろしく危ない者であった。今もなお罪を持ち、世につき、肉によって歩む者は実に危ない。死は事実となって今我らの眼前にある。兄弟よ、姉妹よ、後いかん？


  罪の結果として来た死は人間にとって実に恐ろしいものであるが、我らの主イエスキリストはその十字架の死をもって我らにまた勝利を与えたもう。へブル二・九、十四、十五を見られよ。


  「死の苦しみを受けし……イエスを見たり。これ神の恵みによりて万民のために死を味わいたまわんとてなり。子らは共に血肉をそなえれば、主もまた同じくこれをそなえたまいしなり。これは死の力を持つもの、すなわち悪魔を死によりて滅ぼし、かつ死の恐れによりて生涯、奴隷となりし者どもを解き放ちたまわんためなり」。


  ここに三つのことを見る。


  第一。主は我らに代わり苦しみ、恐ろしい死の杯をすでに飲み干したもうた。ああ、彼は死の苦しみを受けたもうた。苦悩にも種々あるが、主は我らのために罪の結果、神の呪い、悪魔の奥の手である死の苦しみをなめたもうたのである。


  第二。死の権威を持つ者すなわち悪魔を滅ぼすのに、主はその全能力を用いたまわずに御自身の死をもってこの強敵を倒したもうた。ちょうどダビデがゴリアテを殺すのにゴリアテの刀を用いた通りである。大きい魚を釣るのに小さい魚を用いる。しかしその小さい魚の中に針があり、大きな魚を殺すのである。悪魔は大きな魚のように、主イエスは小さい魚のようである。主は我らと同じ弱い肉体を取りこの世に現れたもうたから、死の権威を持つ悪魔は例の通り主に飛びつき食い殺したが、主イエスの中には神性があった。これは悪魔にとって恐ろしい針であって、これによって悪魔と死の権威は破られてしまったのである。


  第三。死を恐れて生涯つながれていた我らを解き放ちたもうた。前には罪の結果として死は我らの王となり、どうしても我らは死の配下より逃れることはできなかった。悪魔はこの死を振りまわして我らを恐喝するから、我らは生涯死の恐れに憑かれていたが、我らの主イエスはこの恐れより我らを解放したもうた。テモテ後一・十を見られよ。「キリストは死を廃し」とある。ハレルヤ、死は廃せられてもはやないのである。しかしこの通りやはり死ぬではないか。さよう、しかしそれは全く異なった意味の死である。黙示十四・十三を見られよ。「『主にありて死ぬる死人は幸いなり』。御霊も言いたもう『しかり。彼らはその労役を止めて休まん。その業これに従うなり』」とある。主にある者の死は安息するのである。報賞を受けるために行くのである。おお、いかに甘く楽しいことよ。それであるから「眠りにつく」と書いてある（使徒七・六〇）。パウロは言った「我が願いは世を去りてキリストと共におらんことなり。これ遙かに勝るなり」と（ピリピ一・二三）。そうである。この伊中兄弟は今最も勝ることを受けておられるのである。幸福ではないか。かの楽園の栄えと楽しみの中に主と共にいて、また誰も苦労も心配もない。主にある我らに対して「後いかん」と問う者あらぱ、我らは少しも恐れず大きな喜びで答えることができる。


  なお主はこれだけでなく、進んで我らのために死より甦って今も生きていたもう。我らを愛して我らのために死にたもうた主は、我らの復活の頭となって甦り（コリント前十五・二〇）、我らのために天に昇り、今や所を備えていたもう。「後いかん」。やがて間もなく、ああしかり、主は再び来たりたもう。必ず遅くない（へブル十・三七）。「後いかん、いまだ現われず。その現わたもう時われらこれに似ることを知る。我らその真のさまを見るべければなり」（ヨハネ第一書三・二）。主自ら天より下られるその時、伊中兄も、その他の眠った聖徒も、我らに先立って行った愛する者も、みな甦って来る。こうして生き残った我らはまたたく間に神に似た栄光の体に化せられ、甦った彼らと共に雲に携えられ、空中においてなつかしい我が主に会い、こうして我らはいつまでも主と共にいることができる。おお、輝ける望み、悲しみを去らせる慰めである。死に勝つ大勝利である（テサロニケ前五・十三～十八、コリント前十五・五二）。終わりにヨハネ九・四を見られよ。「後いかん」。「夜来たらん。その時は誰も働くことあたわず」。今この恩恵の時、救いの日に、我らは全力をあげて御用を勤め、各々使命を果たしたいものである。


  



  我らの望み


  「我はたえず望みをいだきて、いやますます汝をほめたたえん」（詩七一・十四）。


  望みは神より出で、失望は悪魔より来る。望みはこの世の生涯において我らに生命と力とを与え、失望は我らを弱らせ、沈ませ、死なしめる。兄弟姉妹よ、あなたは今日望みをもって進んでおられるか。あるいは失望の中に沈み込んでおられるか。あなたは神に所を得させておられるか。あるいは悪魔に所を得させておられるか。しかし、悪魔も時々、


  偽りの望み


  をもって我らを欺くことがある。この世と肉とに属する望みをもって得意気な者は必ず失望に終わる。世界のあらゆる栄華を極め快楽を尽くしたソロモン王も、「われ身をめぐらし日の下にわが労してなしたるもろもろの働きのために望みを失えり」と言っている（伝道二・二〇）。救い主に対して肉的な望みを抱いていた弟子たちは失望に陥った（ルカ二四・二一）。しかし肉とその情と欲とを十字架に釘づけ、この世に属する望みを全く捨てた我らは神によって


  生ける望み


  を与えられた者である。「讃むべきかな。イエス・キリストの死人のうちより甦りたまえることにより、我らを新たに生まれしめて生ける望みを抱かせ」（ペテロ前一・三）。我らのために全き贖いを成しとげ、敵を滅ぼし、死に勝ち、甦って永遠に生きたもうキリストの上に建てた我が望みを、何者も打ち壊すことはできない。「この望みは我らの魂の錨のごとく安全にして動かず、かつ幕の内に入る」（へプル六・十九）。主イエス以外の物に望みを置いて失望せる者よ。今はただ生ける主のみを見上げよ。「ああ我が魂よ、汝なんぞうなだるるや。何ぞ我がうちに思い乱るるや。なんじ神によりて望みをいだけ」（詩四三・五）。ああ然り、「我はたえず望みをいだきて、いやますます汝をほめたたえん」。


  なおここに必要なことは、我らが


  信仰の望み


  を堅く維持することである。我らは愚かにもたびたび自分や、人や、事情や、悪魔の働きを見て失望せんとする。しかし、我らの信仰の父なるアブラハムは決してかかることをしなかった。彼が年老いて子がいないために嘆いている時、神は彼に子を与え、その子より多くの国民の生まれて来ることを約束したもうた。この約束を与えられた後十余年間を経てもなお子は生まれず、アブラハムはもはや百歳に近く、妻サラは早くより毎月のこと止まっており、子を生むという一事については死人も同様全く望みのない身体であったが、「彼は望むべくもあらぬ時になお望みて信じたり。これ『汝のすえはかくのごとくなるべし』と言いたまいしに従いて、多くの国人の父とならんためなりき」（ローマ四・十八）。兄弟姉妹よ、あなたとあなたの同労者がいかに弱く、卑しく、愚かであっても、また事情がいかに困難でも、決して失望するに及ばない。神があなたに与えたもうた約束の上に堅く立たれよ。主はあなたを召し、あなたを選び、あなたによって救いの力、あるいは潔めの力、あるいは神癒の力を現わさんとしていたもうが、悪魔は極力これを防害し、あなたを失望させ、神より離れさせ、御栄えを現さないようにしているのである。兄弟よ、神の約束を成就させるのはあなたの力ではない。「万軍のエホバのたもう、これは権勢によらず、能力によらず、我が霊によるなり」（ゼカリヤ四・六）。おお、全知全能の神、十字架の力、聖霊の御働きを信じ、望むべくもあらぬ時にも望んで大胆に進み働き、神をあがめられよ。次に我ら


  愛の望み


  を持ちたく願う。これは望みの秘訣である。多くの人々の失望は愛の欠乏より起きる。「愛はおおよそこと望むなり」（コリント前十三・七）。あなたの愛する者が大病にかかれば、危篤に臨んでもなお一条の望みをもって全快を願うではないか。しかし、愛なくぱすぐに見切って望みを捨てる。おお、我らの要するものは神に向かう、また魂に向かう、いっそう深い愛である。そうすれば我らはいっそうの望みをもって励み進むに至るであろう。終わりに最も幸福なのは


  再臨の望み


  である。「幸いなる望み、すなわち大いなる神、我らの救い主イエス・キリストの栄光の現れを待つべきを我らに教えたもう」（テトス二・十三）。ハレルヤ。なつかしい我が主イエスは間もなく再び来て我らを迎え、栄光の御国に入れたもう。その時、先立ち行った我らの愛する聖徒は甦り来る。その時、我らも栄光の形に化せられ、共に天に昇るのである。その時、十字架は代わって冠となる。それより限りなく主と共に住むことができるのである。「この望みを身の杖とし、道に進みゆかん。あいまみえるまで」（救いの歌五四番の譜）。


  



  顔覆いのない生涯


  「されど彼らの心鈍くなれり。キリストにより顔覆いの廃るべきを悟らねば、今日に至るまで旧約を読む時、その顔覆いなお残れり。今日に至るまでモーセの書を読む時、顔覆いは彼らの心の上に置かれたり。されど主に帰する時、その顔覆いは取り除かるぺし。主はすなわち御霊なり。主の御霊ある所には自由あり。我らはみな顔覆いなくして、鏡に映るごとく主の栄えを見、栄光より栄光に進み、主たる御霊によりて主と同じ形に化するなり」（コリント後三・十四～十七）。


  最初に顔覆いある生涯につき、終わりに顔覆いなき生涯につき味わいたい。


  （一）顔覆いある生涯


  ユダヤ人は異邦人と異なって真の神を知り、また聖書を読んでいたが、十四節のように彼らには顔覆いがあった。今日信者の中にもこのようなことが度々ある。兄姉よ、あなたはどうであるか。神を信じキリストを信じているものの、何だか神と我が魂との間に薄絹一枚の隔てがあって、明らかに聖顔と聖栄を拝することができず、主との交通が自由でないことを感じていないであろうか。また他の兄弟姉妹は不信者に対しても、直接に魂が相触れ相交わって全く一致するに至らない。ことにある人とあなたとの間には大きな隔たりがあるようなことはないか。このように顔覆いのある生涯は神より遠ざかり、人より離れて孤立するあわれな生涯である。


  なお顔覆いのある原因は、第一に十四節にあるように頑固さである。もし我が心中に砕けない所があり、神の御旨、主の聖声と知りながら従わない点があるなら、もちろん顔覆いがあるはずである。次は不信仰である。理屈は良くわかっているから自分でももがき、また人を議していながらどうしても満足がない、安息がない、自由がない、力がない、また愛が欠乏している。そのままでいるなら信者という名あるのみで、昔のイスラエルのように荒野に屍をさらすに至るのである。


  （二）いかにすればこの顔覆いが除かれるか


  十四節、「キリストにより顔覆いの廃るべき」。十六節「されど主に帰する時、その顔覆いは取り除かるぺし」。人力ではどうしてもこの顔覆いを除くことができない。しかしキリストが我らのために十字架に釘づけられ肉を裂き血を流して死にたもうた時、エルサレムの宮の至聖所の前の幕が上より下まで裂けた（マタイ二七・五一）。これは十字架の功によって神と人との間の隔てが取り除かれたことを示しているのである。我らの心が自己や人や世の事物より離れてこの主に帰す時、たちまち顔覆いが除かれ、神と我と一致結合することができるのである（へブル十・十九）。私は信者になって後も顔覆いを持っていたが、十字架の主を黙示された時、たちまち我が心は潔められ、顔覆いは取り去られた。私はその恵みを忘れることはできない。以来主を愛し人を愛する者となった。神の御旨と知ったら一も二もなく喜んで従う者とされた。「我キリストと共に十字架につけられたり。もはや我生くるにあらず、キリスト我が内にありて生くるなり。今われ肉体にありて生くるは、我を愛して我がためにおのが身を捨てたまいし神の子を信ずるによりて生くるなり」（ガラテヤ二・二〇）。おお兄姉よ、顔覆いをかぶり自由も満足も安息も愛も力もなきことを感ずる者よ、十字架に来たれよ。ただこの愛の主のみを見上げよ。生命を捨てるほどあなたを愛したもう彼を信ぜよ。いかなる困難があるにしても、十字架の血の功と聖霊の力でたくさんではないか。全き献身ができないとか、服従ができないのは、あなたがまだ真に主の愛を信じないからである。愛の主を見られれば喜んで一切を献げ、またどのようにもどこまでも彼に従うことができる。おお、全く心身を開放して主を迎え入れられよ。聖霊は十字架を通して来たりたもう。ハレルヤ、彼によって我らは


  （三）顔覆いなき生涯


  に入る。主の御霊ある所には自由あり（十七節）。神に対しても大胆に口を開くことができる。また真正の同情と心交があり、安息と喜楽と力とがある。「我らはみな顔覆いなくして、鏡に映るごとく主の栄えを見」。顔覆いを除かれた我らは鏡として地上に生きているのである。十字架の主、甦りの主、昇天祷告の主は、御自身の姿をこの鏡に写し込みたもう。かつこの鏡によって御自身を世人に現したもうのである。おお、我らがこの鏡を曇らすことなく、また主と我との間に何物も置かなければ、いつでも明らかに主を拝し得るのである。かつ覚えず知らずの間にも主を人に示しているのである（コリント後四・六、十）。加えるに「栄光より栄光に進み、主たる御霊によりて主と同じ形に化するなり」。聖霊は卑しい我が品性を片端から漸次変じて、高潔完美な主の御品性と同化せしめたもうのである。さすれば我らは喜んで時々刻々事々に聖霊に所を得させ、主の御跡を踏んで進もう。


  



  聖霊の大挙伝道


  （一）


  責任の自覚。主イエスはその弟子らに向かい、「汝ら行きて、諸々の国人を弟子となし、父と子と聖霊との名によりてバプテスマを施し、わが汝らに命ぜしすべてのことを守るべきを教えよ」（マタイ二八・十九）と命じ置き、昇天したもうた。全世界の尊い魂の責任は弟子らの双肩にかかっていた。彼らが忠実に証しし救いの光を照らすや否やは、すなわち万人の救われるか否かを決することとなった。おお、恐ろしい大責任ではないか。我らのこの国における責任もその通りである。「我もし福音を宣べ伝えずぱわざわいなり」。我らはもちろん義務的に奉仕するのではなく、感恩と愛憐のあまり喜んで伝道する者である。しかし我らの記憶すべきは、自己の無能なことである。


  人間の元気も、権勢も、知識も、弁才も、金も、方法も、魂を救うことができない。暗いこの世の夜半に憂いの旅路をたどる我が友に我は自ら供うべき物を持たず（ルカ十一・五）。煩悶、苦痛、悲哀、失望の叫びは左右前後より聞こえる。また、この世は凄まじい勢力で罪悪と滅亡の淵に魂を引き込みつつある。それなのに人間は誰一人彼らを救うことができない。


  主の約束に「聖霊なんじらの上に臨むとき、汝ら力を受けん･･････地の果てにまで我が証人とならん」（使徒一・八）とある。すなわち、弟子らを通して働きたもう聖霊の伝道である。これは必ず勝利成功する伝道である。弟子たちは無くてはならない物のただ一つ、この聖霊のバプテスマについて悟り、すべてを捨てて十日の間心を合わせて祈り続け、待ち望んでいた。我らもこの種の準備が必要である。汚れある心と力なき身をもって出て聖名を唱え伝道することほど大きな心得違いはない。これはただ主の名を辱かしめ、かつ人々を害してまわるのみである。おお、聖霊を受けよ。全く潔められ、上よりの能力をもって満たされよ。おお、祈れよ。


  ペンテコステの経験。「激しき風の吹きたるごとき響き、にわかに天より起こりて、その座する所の家に満ち、また火のごときもの舌のように現れ、分かれて各人の上にとどまる。彼らみな聖霊に満たされ、御霊の宣べしむるままに異邦の言にて語りはじむ」（使徒二・四）。ハレルヤ。これは我らの功によらず、ただ十字架の功と、栄光を受けて神の右に祷告したもう主イエスの祈りの力によるのである。全き服従をもって主を信ずる者は誰でもペンテコステの経験を得る。聖霊はすなわち天来の風である。また炎である。彼は我らを風とし炎としたもう（へブル一・七）。この炎はあらゆる汚れを焼き尽くしまた潔めるのみならず、永遠の愛となって我が心中に燃え上る炎である。「いともはげしき炎なり。愛は大水も消すことあたわず、洪水も溺らすことあたわず」（雅歌八・六、七）。先日聖書学院でバックストン兄は厳かに「聖言の人たれ、祈りの人たれ、愛の人たれ、能力の人たれ」と励まされたが、我らをしてかかる人とならしめるものはただ聖霊のバプテスマのみである。兄弟姉妹よ、あなたはこの経験をすでに得、今も保っておられるや。


  （二）


  大将の親征。聖霊に満たされた者は大将となるのであろうか。否、その人は奴隷となって、あくまで大将イエスに服従するのである。「ヨシュア、目を挙げて見しに、一人の人剣を手に抜き持ちておのれにに向かいて立ち居ければ、ヨシュアすなわちそのもとに行きて言う、『汝は我らを助くるか、はた我らの敵を助くるか』。彼言いけるは『否、我はエホバの軍旅の将として今来たれるなり』と。ヨシュア地にひれ伏して拝し、『我が主なにを僕に告げんとしたもうや』とこれに言えり。エホバの軍旅の将ヨシュアに言いけるは、『汝の履を足より脱ぎされ（奴隷となれ）。汝が立ちおる所は聖きなり』と。ヨシュアしかなしぬ」（ヨシュア五・十三～十五）。勝利の秘密はここにある。「万軍のエホバのたもう。これは権勢によらず、能力によらず、我が霊によるなり」（ゼカリヤ四・六）。我らとしては全きへりくだり、全き信頼、全き服従あるのみである。


  我らの武装。武装せずに戦いに臨む者はあるまい。全世界どころか空中の諸権まで握っている悪魔の軍勢と衝突する大戦争に参加する我らは、ぜひ神の完全な武具をもって装われねばならぬ。それならば各自その装いを調べよう。我は誠の帯を結んでいるか、義の胸当てを着けているか、福音の備えの靴、信仰の盾（これはことさら肝要である）、救いの兜、聖霊の剣、いずれも堅く我が心身に着ているか（エペソ六・十一～十七）。


  神軍の士気。我が国の武士は日本魂をもって特色とし、君のため国のためならばいつでも死ぬ覚悟をしているが、我らはキリストの愛あるをもって特徴とするのである。「キリストの愛われらを励ませり」（コリント後五・十四）。尊貴無上な御身をもって我がために死に、我を救いたもうた主の御恩を思う時、また彼の御胸の重荷を思う時、主が彼らの救済を我らに託したもうたことを記憶する時、我らもパウロのように「我わが走るべき道のりと、主イエスより受けし務め、すなわち神の恵みの福音を証しすることとを果たさんためには、もとより生命をも重んぜざるなり」（使徒二〇・二四）と叫ぶに至るのである。


  用意の爆烈弾。悪魔の堅城鉄壁を紛砕し、我が同胞の魂を罪より救う力、すなわち心の傷める者を癒し、囚人を解き、盲人の目を開き、押さえられた者を放ち得るものは、ただ十字架の福音のみである。ペンテコステの日に三千人を救った説教は、深遠な哲学や文学の演説でなくて、聖書的な単純な福音すなわちイエスの死と甦りと聖霊、悔い改めと信仰とを朴訥に説いたのみであった（使徒二章）。この聖言によって人々は心刺され、叫んで救いを求めるに至った。実に「十字架の言は亡ぶる者には愚かなれど、救わるる我らには神の力（原語爆烈弾）なり」、（コリント前一・十八）。ウエールスのリバイバルにおいて人々を砕き、溶かし、泣かしめ、励まし、救いつつある一つのものは、カルバリ山の歌である。種々な学説や異端により麻のように乱れた人心に向かう時、我らはへりくだって聖霊を我が力と頼むと同時に、いっそう確固たる信仰をもって十字架と甦りとを伝えるべきである。


  （三）


  我らの巨砲。歩兵が敵陣に突撃するには砲兵の援助を要する。我らが聖霊の剣すなわち神の言を取って悪魔軍に突撃するにも、祈祷という間接射撃によって砲弾がどしどし敵陣中に落下爆裂することを要する（エペソ六・十七、十八）。ペンテコステの聖霊は祈祷の霊である。「われシオンの義あさ日の輝きのごとくにいで、エルサレムの救い燃ゆるたいまつのごとくになるまではシオンのために黙さず、エルサレムのために休まざるべし」（イザヤ六二・一）。俗化と異端と不信仰の中に埋没している教会の中から、また未信者の中から、召し出されるべき主の民がある。おお、我ら力を尽くしてこの民のために祈るべきである。「正しき人の祈りは働きて大いなる力あり」（ヤコブ五・十六）。聖霊は我らが祈るのを待って働きたもう。「香の煙、御使いの手より聖徒たちの祈りと共に神の前に上れり。御使い（キリスト）その香炉を取り、これに祭壇の火を盛りて地に投げたれば、あまたの雷と声と稲妻と、また地震起これり」（黙示八・四、五）。


  接戦奮闘。これはただ説教者が説教するのみでなく、聖霊に満たされた信者が各々その持ち場に立ち（士師七・二一）、曲がれる邪悪なこの世にあって、主の証しと潔い行いをもって光を照らすことである。「末の世に至りて、我が霊をすべての人に注がん。汝らの息子、娘は預言し、汝らの若者は幻を見、汝らの老人は夢を見るべし。その世に至りて、わが僕、はしために我が霊を注がん。彼らは預言すべし」（使徒二・十七、十八）。ハレルヤ。聖霊を受けた兄姉よ、家庭にも、学校にも、店頭にも、工場にも、道中にも、個人の間に伝道して、大いに接戦奮闘されよ。


  主の勝利と捕虜。「英雄よ、汝その剣、その栄え、その威を腰に帯ぶべし。なんじ真理と柔和と正しきとのために威をたくましくし、勝ちを得て乗り進め。汝の右の手、汝に畏るべきことを教えん。汝の矢は鋭くして主の敵の胸を貫き、もろもろの民は汝の下に倒る」（詩四五・三～五）。しかり、主の勝利である。彼は我らのうちにいます聖霊の能力により、我らの求むるところ思うところよりもさらに優ることを行い得る御方である。父なる神は主イエスに大いなる分捕物を得させんと約したもうた（イザヤ五三・十二）。救われる者（使徒二・四七）、癒される者（使徒三・十六）、地所や家屋を売って伝道費にあてる者（使徒四・三四、三五）、潔められる者（使徒十五・九）等、続々起こった。


  地上の天国。「彼らは使徒たちの教えを受け（謙遜、従順、進歩）、交わりをなし（愛）、パンを裂き（主を慕う）、祈り（信頼）をなすことをひたすらつとむ。信者はみな共に居りて諸々の物を共にし、日々心を一つにしてたゆみなく宮に居り、家にてパンを裂き、喜びと真心とをもて食事をなし、神を賛美してすべての民に喜ぱる」（使徒二・四二～四七）。何と美しい有様であろう。これが神の子の真相である。これがすなわち聖霊の大挙伝道の結果である。ハレルヤ。


  （四）時のしるし


  世の末期のしるしとして主の告げたもうは、「民は民に、国は国に逆らいて起たん。かつ大いなる地震あり、所々に疫病・飢饉あらん。恐るべきことと天よりの大いなるしるしとあらん。地にては国々の民悩み、海と波との鳴りとどろくによりてうろたえ、人々おそれ、かつ世界に来たらんとすることを思いて気を失わん。これ天の万象ふるい動けばなり」（ルカ二一・十、十一、二五）。これらのことは今や我らが現在見聞きしつつあることである。神は今まで長く忍びたもうたが、この奸悪な世を一掃したもうべき時となった。これらの天変地異はある意味において神の審判の始めであるが、また他方においては「汝ら目を覚まし悔い改めよ、この邪悪な世より救い出されよ」との大警告である。


  驚くべき予告。今より十余年前、中国内地伝道会社総理故ハドソン・テーラー氏が上海において説教中、次の言を発せられたことを当時の筆記発行者がこの頃思い出し再び新聞にのせた。その言葉に、「兄弟よ、私はこの頃深く悟るところがあります。これは主の御示しと信じます。来たる十年間に世界の歴史中で最も惨酷な一つの戦争が起こりましょう。この戦争の一方はロシヤでその相手は東洋の一国でありましょう。その時、キリスト教国の一般の意見はロシヤに反対しましょう。この戦争のある頃、欧州西部のキリスト教会において未曽有のリバイバルが起こり、その火は延びて全世界に及び、多くの者を導いて義に帰せしめましょう。そして我が兄弟よ、私がなお感じていますことは、聖霊傾注の後すぐさま主は天から来たりたまいましょう」。


  一般人情の状態。二、三年前と比較して、この頃は大いなる変化を見る。まさにウェールスやノルウェーやエジプトやインド等で大リバイバルが起こっているのみならず、わが国においても人々は実に飢え渇いて真面目に神の道を聞き、魂の救いを求めている。世の末期が近づきつつある。今は実に聖霊が全世界に向かって、また個人個人の心中に大挙伝道をなしたもう時である。浮世の波風に吹き荒され、名利の夢は破れ失せ、いたく聖霊に撃たれて己が罪を悟り、苦痛の煩悶と失望のうちに「われ救われんために何をなすべきか」（使徒十六・三〇）と叫びつつある魂はどこにも満ちている。


  後の雨（ヤコプ五・七）。農夫は前の雨によって種を蒔き、後の雨によって刈り入れをする。神は教会を創立するために前の雨としてペンテコステの日に聖霊を下したもうたが、今はこの末の日にその変わりない愛をもって万人に福音を聞かせ、全世界の中より召し出さるべき教会すなわちキリストの体またキリストの花嫁たるべき者を集め、小羊の婚姻に備えさせるために後の雨として盆を覆すような聖霊を下したまいつつある（黙示十九・七、八）。おお、今は信者がただちに目を覚まし、すべての汚れを棄て、潔き光ある衣を着、主以外の物を愛していた姦淫罪を全く悔い改め、主イエスのみを慕いつつ、また主の御用に励みつつ、彼を待ち望むべき時である。「今は恩恵の時なり、今は救いの日なり」。しかしこの恩恵の時、救いの日は間もなく終わることであろう。これは異邦人の数満ちるに至る時までである（ローマ十一・二五）。あなたの導く魂はその最後の数を満たすかも知れぬ。


  神と共に働く者（コリント後六・一）。世人の救いと花嫁の準備とのために、父なる神はすでにひとり子さえも犠牲に供し、キリストは今や天の中、地の上のすべての権を働かせ、聖霊は地上にいまして我らの求むる所、思う所よりもさらに勝ったことをなさろうとしていたもうが、神はその救いの霊力を現すにあたり、その器を求めたもうのである。主はこのために天使を選ばずに、贖われた罪人を選びたもうのである。喜んですべてを捨て、全くその心身を献げる人を待ちたもうのである。「我ひとりの人の国のために石垣を築き、我が前にあたりてその崩れ口に立ち、我をしてこれを滅ぼさしめざるべき者を彼らの中に尋ぬれども得ざるなり」（エゼキエル二二・三〇）。これは自己中心な信者らに対する神の御嘆声である。おお、主の同情者、神の同労者となろうとして自ら進み出る者は誰であろう。兄弟よ、姉妹よ、あなたは今日愛なる主を思い、「誠に王わが主いかなる所にいますとも、生き死に共に僕もまたそこにおるべし」（サムエル後十五・二一）。「主よ、我を潔め、我を用いたまえ」と祈られよ。おお、主と共に祈り、主と共に労し、主と共に悲しみ、主と共に苦しみ、主と共に喜び、主と共に栄光を受けることができるとは、何たる大きな特権であろう。


  



  復活の能力


  ピリピ三・九、十一。ここに甦りの力が三段に現れている。


  （一）九節、義とする力


  不義なる我らが義とされるのは甦りの能力によるのである（ローマ四・二五）。しかし、我らは甦りを味わう前にまず死を味わわねばならない。死がなければ甦りがない。そして死には深浅があって、甦りはその死の様に正比例するのである。死が浅ければ甦りもまた低く、死が深ければ甦りもまた高い。あたかも木が根を下ろすことの深ければ深いほど上に成長することのいよいよ大なるがごとくである。これは自然界の定めであって、また心霊界の法則である。


  我らは前に神から離れておのが道に迷い出で、罪と咎に死んだ者、憎まれ呪われ捨てらるべき者であったのに、神はこのような我らさえも愛し、罪も咎もないキリストを下し、「我らすべての者の不義を彼の上に置きたまい」（イザヤ五三・六）て彼を罰したもうた。そして神は彼の死を見て我らの死と見倣したもう（コリント後五・十四）。これが神の勘定法である。このゆえに我らの罪と咎とは雲霧のように消えて跡なく（イザヤ四五・二二）、東と西と絶対に遠いように我らより罪を遠ざけたもう（詩一○三・十二）。我らのすべての罪は海の底に投げ沈められたのである（ミカ七・十九）。太平洋には富士山の高さより深い所があって、その深さを知ることができないという。けれども主はさらに深いところに我らの罪を葬り去りたもうたのである。かくて我らに残されたのは神のあわれみと恩恵とがあるのみである（詩一○三・十二）。こうして我らの罪が殺したこのイエスを神は甦らせたもうたのである。我らの信ずる主は死と悪魔とに打ち勝ちて甦り、今も天に生きています勝利者なる救い主である。我らはこの主の甦りによって神の義をまとい、父の前に出ることができるのである。我らの罪の汚衣は十字架のイエスに着せられ、かくしてイエスの義は我らに着せられたのである（コリント後五・二一）。


  （二）十節、肉体のキリストと彼の甦りの力を知ること


  これはさらに新しい経験である。物を水中に投ずればまたたくまに外部は湿らされるが、すぐさまその中まで水が浸み込むものではない。このように赦罪称義は瞬間のことであるが、甦りのイエスが内住し、その能力を知ることはその後に来ることで、これすなわち第二の恵みである。主は今ここにもいます。されど主がなお君の外にいますがゆえに、君はこのイエスを迎え入れて内に住ましめ、その能力に満たされねばならぬ。神はこれを望みたもう。ただ外部より感化を与えたもうのみならず、内住して神にふさわしからざるものを焼き尽くすために火のバプテスマを与えたもうのである。すなわち古い人が撲滅され、キリストがわが内に王となりたもうのである（ガラテヤ二・二〇）。この内住の生けるキリストとその甦りの能力を知るのである。我らは心と体にこの甦りの能力を経験したであろうか。この能力はまず古い人を焼き尽くしてすべてを新たにするのである（テトス三・五）。古きは全く去ってキリストのような新しい品性を得るのはただこの能力によるのみであって、これは我らを変貌せしむる能力である（ローマ十二・二英訳）。ある人は死んだおのれを表すことがあるが、死んだ者は葬られねばならぬ。


  つぎにこの甦りの能力は我らの肉体にも超自然の働きを及ぼしたもうのである（ローマ八・十一）。処女マリヤの胎にイエスを造りたもうた驚くべき能力ある同じ聖霊は、今わが内に働きたもうのである。また死よりキリストを甦らせた能力は不思議な能力であるが、その同じ能力は我らの卑しきこの肉体の上にも加えられるのである（エペソ一・十九、二〇）。かく我らの霊肉共に超自然の能力を受くるは何のためであろうか。他なし、「その死の様に従いて彼の苦しみにあずからん」がためである。


  「われは弱いゆえに強めたまえ。そしてただ汝のためにその能力を用いさせ、汝の御用を全うせんためにはいかようなりとも苦しませたまえ。汝は恵みと能力とを与えたまえば、われは喜んで働き、かつ苦しまん」とはわが祈りである。我らが真に神に奉仕するには、コリント後書一・九のように死より甦らせる神を頼む他はないのである。


  （三）十一節、主再臨の日の甦りに達すること


  「死したる者の中よりの甦り」（英改訳）。死人はみな等しく甦るのであるが、これはそれと異なり、その中から特に選ばれて甦ることである。これキリストの再臨の時、その花嫁なる聖徒のみがまず甦らせられ、空中に推挙されることである。「得んがため」とは「達する」または「進み入る」との意であって、放任しておいても甦るということではない。そこに届こうとして全力を尽くし、そのためにはすべての物を糞土のように思い、まっすぐに進み入る様を言うのである。信者は誰もがこの方向に向かって進んでいるが、届かぬ者が多いであろう。救われた者がみな花嫁になるというわけではない。ただピリピ三・十三のパウロのようにすべてを捨てて主のみを愛し、小羊の行く所どこなりとも従う者こそ花嫁なのである。我らもし彼と共に死なぱ、また彼と共に生くることを得るのである。願わくば我らこの一事を務めんことを（ピリピ三・十三）。


  



  聖潔とその成就


  「されば愛する者よ、我らかかる約束を得たれば、肉と霊との汚れより全く己を潔め、神を畏れてその聖潔を成就すべし」（コリント後六・十一～七・一）。


  この言の中に二段ある。すなわち聖潔とその成就である。


  第一、「肉と霊との汚れより全く己を潔め」


  肉の汚れとはガラテヤ五・十九、二一、ローマ十三・十三のようなもので、信者の中にもこの肉の汚れのあることがある。霊の汚れとはガラテヤ五・二〇にあるもの及び倣慢、薄情、怨恨、不平等を言う。聖なる神の前にこれらの中の一つなりとも存する時はそれが汚れである。しかるにこれらの肉の汚れや霊の汚れを多く持っている信者がある。神はこのような者に対して「肉と霊との汚れより全く己を潔めよ」と命じたもうのである。そしてなお今一つ大きな汚れがある（ローマ八・六「肉の思い」）。これ肉欲の塊り、神と正反対のものであって、この汚れのある所に死がある。このような汚れを有する者は現世においても神の民のために備えられた聖き大路を歩むことができないのである（イザヤ三五・八、黙示二一・二七）。


  汚れを全く去って自己を潔くした有様についてはコリント後七・十、十一に示されている。コリントの教会は以前汚れで満ちていたのであるが、パウロが鋭い言をもって彼らを責めた結果として、彼らは神に従う大きな憂いを抱いたのである。神に従う憂いある者とは、第一、「勉励」、注意深い者を言う。いわゆる無頓着ではない。良からぬことに関してはごく小さいこと、また幾年前のことにも注意するに至る。「自訴」、自ら掃除する意味である。家屋に大清潔法を施行するようなものである。隅から隅まで掃除し、あらん限りの不潔を表わして訴え出で、裸になって神の前に出る。これこそ本物である。ある人はただ罪の結果を悲しみ、罪そのものを悲しまない。人の前に現われたもののみを悲しみ言い表わし、そして人に見られぬことは放任しておくのはまだ本物ではない。「忿怒」、悲しむ人は怒る人である。悪魔と罪に向かって忿怒が止まないようになる。「畏怖」、神を畏れて罪を捨てることである。「盲者蛇に怖じず」と言うように、先に暗黒の中にあった時には罪を恐れなかったが、今は神を畏れてこれを蛇蝎のように嫌うに至るのである。「恋慕」、聖潔と恩恵を慕う熱情。「熱心」、どんな困難が横たわるとも、救いを全うし聖潔を成就するためには全力を注ぎ出す熱心。「罪を責める心」、おのれの罪は言うまでもなく、他人の罪を責めることである。前には罪を責めずに人を責めたが、今はその人を愛し救わんためにその人の罪に対しては強硬の態度を取るに至るのである。コリントの人にはこれらのことがあってそれによって自ら潔きことを表わしたのである。


  我らをして再び罪を責め、これを悲しむことについて学ばしめよ。かつて山陽鉄道列車中で盗賊のために殺害された士官がいたが、その盗賊の捕縛された後、かの士官の未亡人は「わが子の成長の後、せめて父の仇を覚えさせたい」と思ってかの囚人の写真を求めたということである。復讐はもとより主の御旨にかなわない。しかし我らはこの未亡人のようにわが夫なるイエスを殺した大敵である罪を責め、これを憎むことが切であろうか。ゼカリヤ十二・十一以下はイスラエルに将来起こる大きな悲嘆である。十三・一に「その日、罪と汚れを潔める一つの泉開くべし」とあり、我らのためにも潔めの泉の開かれるのは、罪を責め、それを真に悲しむ時である。聖潔の教理について合点しても、真に神を畏れ己が罪を悲しむにあらざれぱ、その潔めの泉はその人に届かないのであろう。ヨエル二・二八に聖潔に満たされる預言があるが、それは十三節にある衷心より起きる真正の悲嘆のあった結果に他ならぬ。聖霊は裂かれた心に下り、血潮は砕かれた魂に来るのである。おお兄姉よ、自己の罪を深く悲しみ、聖潔の泉に投ぜられよ。


  第二、「神を畏れてその聖潔を成就すべし」


  潔められることは一瞬であるが、成就することは漸次である。そして各自の心がけ次第でその要する時日に長短の差がある。潔められる者は多くあるが、成就する人の誠に少ないことは実に悲しむべきまた警戒すべきことである。


  ヨシュア記を見ると、神の御旨はすべてのイスラエルの支族がカナンに入ることであったが、ルベン、ガド、マナセの半支族はヨルダンの北方に落ち着いたのである。彼らは妻子をそこに残しておいてカナンに入り、神の民と共に戦ったが、後に帰って来た。後日、この二支族が度々異邦人に攻められて、ある時は全く敵の手に陥って始終イスラエル全部の厄介物となり、いつも騒動の原因となった。


  ある人は一度戦いに加入して約束のカナンを踏んだが、逆戻りして荒野に落ち着いた。今日このような者が多いのである。熱心に伝道し、盛んに働く時は他の者と同じく働き、聖潔までも巧みに説くが、その家庭に帰ればすでにカナンを辞し去って荒野に落ち着いている有様である。またある者はカナンに入ったが、進んで占領すべき所を占領しないから、少しも進歩しないのである。我らが潔められたりと証しすれば、人が我らに期待するところ多く、また要求するところの大きなことを忘れてはならない。もしも我らが少しも進歩しないとすれば、かえって神の栄光を現わさないのであるから、大いに戒心せねばならない。


  成就に二面ある。すなわち死の深所に入ることと、キリストの姿に変化することである。古い人の死は瞬間的であって漸次的ではない。ただし根の切られた樹もその後しばらくの間は枝葉の青いように、潔められて古い人が死んでもその枝である性状、性癖、習慣において依然たることがある。我らは全く枯れ、どこにも死が届かなければならない。死の届いた所にこそキリストの生命は入り来るのである。死がなければ甦りもなく、従って新しい生命が存しない。我らは生来の善美の性質にも死なねばならぬ。これは神の栄光を表わすものではない。これにも死んでこそ初めてキリストの生命が入り来たって聖霊の実を結ぶことを得るのである。


  キリストの再臨の時、その御前に立ち得る者は、単に潔められたというだけでなく、また聖潔を成就した者であらねばならない。古い人の遺物を少しでも持っていてはならない。我らはなお深く責任をもって、我らが果たしてこのままでキリストの花嫁にふさわしいかどうか反省したい。


  さて聖潔を成就する道の第一は神を畏れることである。多くの人の進歩せぬのは神を畏れぬからである。多くの人の進歩せぬのは、神への畏れなくして不真面目だからである。敬虔の念なく、ずるく構えて小事を放任して置きながら、これを大胆というのは誤っている。真正の大胆は神に向かう全き服従と信従とより出るのである。だから我らが気付いた罪はこれを深く悲しみ、どんな小さいことであっても血潮を受けて新たにされるまでは止まぬという精神がなくてはならない。多くの人の言行には表裏があるが、神を畏れる人には表裏は許されないのである。ピリピ二・十二を見られよ。この畏れは奴隷的な恐れではなくて、孝子がその親に対し、あるいはきわめて敬愛する人に対するように、少しのことにも注意深く、その感情の損なわれることを恐れる誠の愛の結果として来る恐れである。我らはすでにおのが罪によって主イエスを十字架に釘づけたのである。罪はもうこれで充分である。そうすればこのうえ主を痛め奉ることのないようにと望むの念切であるから、小事にも注意深く敬虔な歩みをなすに至るであろう。


  その第二は聖霊に信頼することである。コリント後書三・十六～十八。われはどんなに醜い有様であってもそのまま心を主に帰し、ただ主を仰ぎ見ていれば、聖霊はわが内に働いて主の形に変わらしめたもうのである。品性すでに変化すれば、言行の変化するのは当然である。


  その第三は、神の言に立つことである。ヨシュア一・三、踏むだけ与えられるのである。多くの人は神の中に満てるものに満たされることについて、あまりに粗漏である。我らは一々おのが欠乏を訴え、神の約束に立ち、一々信仰をもって確実に握るべきである。


  



  末世の警告


  「されど汝これを知れ、末世に苦しき時きたらん」（テモテ後三・一）。


  我らは主の聖言により、現今世界の各地に起これる天変地異、社会いたる所に氾濫する罪悪、福音の普及、偽預言者の輩出、聖霊の傾注等により、今は末世の末世、異邦人時代の最末期で、主イエス御再臨の非常に切迫した時代であると信ずる者である。神はこの時代に生存している信徒の必要とするものを知りたもうがゆえに、種々の教訓と警告を与えたもうことを我らは感謝している次第である。これはどうにかして我らの心を堅くし、再臨の栄光の前に立たしめんとの御愛心によるものである。ここでペテロ後書三章に示された二、三の警告を学びたいと思う。


  第一、嘲る者が出て来るを知るべきこと（ペテロ後三・三）


  末世の今は聖霊著しく世界の到るところに御働きになり、悪魔の陣地を攻撃なさり、聖霊戦史のページを増加したもうがゆえに、悪魔も全力を尽くして応戦するのである。たとえば彼は咆哮する獅子のように神の子供を恐喝しに来たり、また温和な平和の天使のように誘惑してくるから油断ができない。ことに警戒せねばならぬことは、彼の最巧手段をもって嘲る者を多く起こしてくることである。不真面目の霊を注ぎかけ、敬虔の念を失わせ、理性と感情を混乱させ、聖書を批評させて信仰を突き崩そうと試み、キリストを論難して懐疑に陥らせ、十字架を無視し、復活を軽視する。なお進んで再臨を否定し、彼を待ち望む者を無知迷信の徒と罵倒する。かの嘲る者は主の約束を云々し、「その臨むことどこにあるか、すべてのこと開闢の始めと変わることはない。かの昔時、弟子たちが彼の来ること今、明日のように信じたのに、千八百有余年後の今日もまだなお来ないではないか。このような事柄を待ち望むことは二十世紀クリスチャンの本領ではない。我らはこのような迷信を捨て、自らを修め、社会の改善に尽くすべきである」と説きまわり、信念の堅くない者をおのれの同類とし、おのが欲に従って行く同行者とするのである。おお、主にあって愛する者よ、今は暗黒の勢いも強い時であるから、絶えず覚めて慎み、心の腰に帯して、このような誘惑に対する備えをしなければならない。


  第二、愛より出る主の忍耐を知るべきこと（ペテロ後三・八）


  主が「われ速やかに到らん」（黙示二二・二〇）と言いたもうてより十数世紀を経過したが、いまだ再臨したまわないのはかの嘲る者の口実のように空しいことであろうか。また使徒ヨハネの虚談であろうか。否、そうではない。これは全く滅びる罪人を愛し、一人でも衆人を悔い改めに至らせようとの愛より出る主の御忍耐によることである。しかし主はやがて盗人の夜来るように人々の思いもよらない時に突然来たりたもうのであるから、我らは称義、被聖の順序を経て絶えず聖霊に満たされ、汚れなく傷なき者となり、主の御前に完全になろうと努め、また主の御心に同情を表わして罪人を救いに導くことに全力を尽くし、光の子として歩いて主の栄光を輝かすことに働かねばならない。


  第三、恵みに成長してイエス・キリストをますます知るべきこと（ペテロ後三・十八）


  我らは神の恵みによりイエスを神の子として知り、わが救い主として知るようになったが、これで決して満足してはならぬ。ますます知らねばならないのである。これは神の御警告であると共にまた命令であるから務めねばならぬ。我らがますます深く主を知ることは、霊性の進歩と比例するものである。主イエスが羊のために生命を捨てたもうたのはつまり父なる神を深く知った結果である（ヨハネ十・十五）。キリストを深く知ることができれば、彼の名のために受けるそしり、苦難は世の名誉や貨財よりどれほど尊いものであるかを悟り、喜びに満たされるのである。そうして進んで彼のためにまた彼の愛する者のために生命も差し出すようになるのである。


  使徒ペテロは三年半キリストと共にいたが肉であったから、彼は真の意味において彼を知ることができなかったので、祭司の長の庭で実状を白状したのであった。肉によってキリストを知り、その名について働いていても、聖霊によってキリストを知っていないならば、かの日、彼の御前に立つ時、「われかって汝を知らず、悪をなす者よ、われを離れ去れ」と宣告されるであろう。だから我らは精勧一番、このことを務めねばならない。


  わがため主は、十字架の苦をさえ忍べり、みいつくしみ知れるわれは、おのれを捨て従わん。（救いの歌第二〇番）


  



  隆盛な霊魂と健やかな肉体


  「愛する者よ、我なんじが霊魂の栄ゆるごとく汝すべての事に栄え、かつ健やかならんことを祈る」（ヨハネ三書二）。


  神が最初エデンの園において御自身の形に人間を造りたもうた時は、人間は霊肉共に実に健全幸福な者であった。神より見たもうても「はなはだ善かりき」とある（創世一・三一）。


  しかし悲しいことに、人間は罪を犯して神より離れたのである。すべての善い賜物と全き賜物はみな上より、諸々の光明の光より下るのであるから、神より離れた結果として人間はたちまち霊的に死んだのである（創世二・十七）。すなわちその中心に真正の光も、喜びも、平和も、力も、望みも、生命もなくなってしまったのである。聖書によると、病気の原因は四種に分かれている。


  第一、犯罪、第二、おのれの義、第三、恵みの乱用、第四、神の栄光のため。


  第一、犯罪


  病気が犯罪の結果であることは明らかである。申命記二八・五八～六七を見ると、「汝もしこの書に記したるこの律法のすべての言を守りて行わず、汝の神エホバという栄えある畏るべき名を畏れずぱ、エホバ汝の禍と汝の子孫の禍を烈しくしたまわん。その禍は大いにして久しく……もろもろの病ともろもろの災いを汝の滅ぶるまでエホバ汝に下したまわん……汝は安寧を得ず、また汝の足のうらを休むる所を得じ。そこにてエホバ汝をして心おののき、目くらみ、精神乱れしめたまわん。汝の命は細き糸に懸かるがごとく汝に見ゆ。汝は夜昼となく恐れをいだき、汝の命おぽつかなしと思わん。なんじ心におそるる所により、また目に見る所によりて朝においては言わん、『ああ夕ならば善からん』と、また夕においては言わん、『ああ朝ならば善からん』と」。


  これは病人の有様をよく描き出している。私もかって大病にかかり神から離れていた時に、丁度この通りに感じたのである。罪は我らを実に哀れな者とするのである。


  第二、おのれの義


  これはヨブのような場合に見る所である。御存知の通り、彼は足の裏より頂まで腫物を生じ、その朋友は彼を見知りがたきほどとなった。三人の朋友は、ヨブが何か罪を犯したからこのような病にかかったものと一途に思い込み、しきりに彼を責め、彼が反省改悔せんことを勧めたのであった。しかしそれは彼らの誤りで、ヨブには何の犯罪もなかったのである。ヨブが自ら見ておのれを正義とし、神と人との前に砕けないことが神の打ちたもうた点なのである（ヨブ二・一、三四・五、六）。


  おのれを義とすることは古い人の一つの特色である。ヨプは立派に義とされた人であったが、潔められていなかったのである。しかし、彼が神より光を受けたその時、彼は自己の賎しいことを悟り、手を口に当て塵灰の中にひれ伏して贖いに頼り、かつ自己を苦しめた友を赦してこれがために祈った。その時、神は彼を癒し、前の倍の祝福を与えたもうたのである。


  第三、恵みの乱用


  コリント前書十一・二八～三〇を見ると、コリントの信者は豊かに恵まれたのに乗じて、肉に所を得させ、聖餐をも乱用するに至ったため、「このゆえに汝らの中に弱き者、病の者、また眠りたる者多し」と言われている。我らは格別この点について自ら省みたい。とにかく身体の弱い者もまた省みられたい。自由を得る機として肉に従ってはいないであろうか。


  第四、神の栄光のため


  これはヨハネ伝九・一～三のような特別の場合である。これからもわかるように、盲目またその他病気になっていることが聖旨ではなく、癒されて栄光の現れることが聖旨である。


  以上の聖言によって我らは各々おのが姿を知り、へりくだりたい。そして今、我らの霊肉のために主が成就したもうた完全な贖いを見上げたい。


  「彼は自ら我らの患いを受け、我らの病を負う」（マタイ八・十七対照）。「しかるに我ら思えらく、彼は責められ、神に打たれ、苦しめらるるなりと。彼は我らの咎のために傷つけられ、我らの不義のために砕かれ、自ら懲らしめを受けて我らに平安をあとう。その撃たれし傷によりて我らは癒されたり」（イザヤ五三・四～五）。


  我らの罪だけでもたくさんなのに、さらに我らの病までも負いたもうた主の御苦しみはいかばかりであったであろうか。実に畏れ多く、かたじない次第である。この完全な贖いを成して眠りたもうたわが大牧者は、我ら羊どもに生命を与え、かつ豊かならしめたもうのである（ヨハネ十・十）。


  おお、豊かな生命！これは我らの望む所である。病人や弱い人の生命は豊かではない。それで主は我らの霊魂が栄え、しかもすべてのことにおいて栄え（やっとのことで信仰を維持しているようではなく）、かつ身体が健やかならんことを願い、これがためにすでに十分の備えをなしたもうのである。


  我らは果たしてこの完全な恵みにあずかり、霊肉ともに健全であるであろうか。ある人は信者でありながら、ただ一部分の恵みのみを受けているのである。私の友人が四谷の学習院の側を通行した時、ある貧しい老人が荷物を背負いながらよちよち歩いているのを見た。その時、通りがかりの車夫が空車を引いて帰る所であったが、これを見た車夫はただちに「老父さん、重そうだね、どこに行くのか」と尋ねた。老人はどことか答えたが、車夫は「おれはその方へ行くのだ、乗せてやろう、さあ乗りなさい」と申したところ、老人は中々遠慮していた。車夫は無理に老人を乗せたところ、老人はビロードの上に座ることを遠慮して、足を置くところに座ったのである。車夫は困り、「老父さん、それじゃ根棒が重くて困る」と言って、強いて腰をかけさせたのであったが、老人はさも気の毒に、後ろへもたれもせず、「ヘーヘー」と言いながら乗って行ったそうである。信者の中にもこの種の人がいて、あまり何もかも神様の御厄介になってはならぬと考え、思い切って完全な霊肉の恵みを受けないのである。神様はこの種の信者を運ぶのに根棒が重くて困っていたもうのである。おお、我らはいずれにしても主の御厄介になるのである。一つとして自分でやり得る点は無いのであるから、愚かな遠慮は止めようではない


  「汝の目はうるわしき様なる王を見、遠く広き国を見るべし。かしこに住める者のうち、われ病めりと言う者なし。かしこにおる民の咎は赦されん」（イザヤ三十三・十七、二四）。うるわしき王なるイエスを見、その広き聖国を見、そこに住む者の中には「われ病めり」と言う者なく、しかもかしこにおる民の咎は赦されるのである。これはヤコブ書五章の約束と同じである。


  「されど我が名をおそるる汝らには義の日いでて昇らん。その翼にはいやす力をそなえん。汝らは牢より出でし子牛のごとく躍らん」（マラキ四・二）。


  生命に満ちた霊肉はこの通りである。ハレルヤ。病いある者、弱い者、罪あることを悟った者よ、今へりくだって全く神に打ち任せて祈れ。そしてあなたの霊肉の完全な贖い主を信ぜよ。「愛する者よ、我なんじが霊魂の栄ゆるごとく汝すべての事に栄え、かつ健やかならんことを祈る」。


  



  神と共に歩むこと


  「エノク、メトセラを生みし後、三百年神と共に歩み、男子女子を生めり。エノク神と共に歩みしが、神彼を取りたまいければ、おらずなりき」（創世五・二二、二四）。


  御承知のように、この章は人間が生まれては死に、生まれては死んだ記録であるが、その中にあって暗夜の一星のように、エノクのみが死なず神のもとに昇ったことを見るのである。そして次章には、ノアの時の洪水のことが記されている。この洪水は世の末期に来たるべき全世界の大艱難の型で、エノクはその前の主再臨の時、空中に携挙される聖徒の型、ノアとその家族は艱難の時代に生き残る信者の型である。


  神がエノクを取りたもうたのは、彼が常に神と共に歩んでいたからである。このように再臨の時、空中に携え挙げられる者は、神と共にいる聖徒に限るのである。神と共に歩むこと、おお、いかばかりの幸福であろうか。神は我らの心、また口のみでなく、足をも見たもうのである（レビ十一・四）。肉と霊、闇と光、義と不義を明らかに区別して歩む者を聖しと呼びたもうのである。生きて甲斐ある生涯はすなわち神と共に歩む生涯である。


  我らが神と共に歩むことは神の本願である。エデンの園において神は人と共に住み、共に歩みたもうた。人が堕落して遠く神から離れた時も、なお主イエスは我らのいるこの世に下り、自ら近づき、共に歩みたもうた（ルカ二四・十五）。さらに主は今や進んで聖霊をもって我ら各自の心の中に住み、かつ共に歩まんと言いたもうのである（コリント後六・十六）。されば我らがもし主と共に歩まぬなら、ただ我らが祝福を失うばかりでなく、また主に大なる失望を与えるのである。では我らはどうすれば主と共に歩みうるのであろうか。それには、


  第一、まず主を知り、主と一致すること


  「二人もし相会せずぱ（英訳、相一致せずぱ）いかで共に歩かんや」（アモス三・三）。


  主が御伝道中、肉体の病を癒したもう間は、至るところ人々は群集し、ある時は数万の人々が互いに踏み合うほどであった。しかし主が十字架を説き、霊的に深いことを語り出したもうた時、「ここにおいて、弟子たちのうち多くの者帰り去りて、またイエスと共に歩まざりき」とある（ヨハネ六・六六）。彼らは肉によってイエスを知ったが、いまだ霊によってイエスを知らなかったのである。主は天のこと、霊のこと、永遠のことを思っておられるのに、我らがいたずらに地のこと、肉のこと、この世の目前のことを思っているなら、どうして主と相一致することができようか。共に歩むことのできぬのは当然である。あなたはあなたの中にあって主に逆らう性質、すなわち肉の心を十字架に渡して殺してもらうべきである。そしてあなたの全霊、全生、全身を開放して主を受け入れよ。


  第二、一歩一歩信仰によって歩むこと


  我らはおのが熱心や功徳によって主と共に歩むのではなく、自己の功なく、力なく、頼むに足らぬことを自覚して、ひたすら主に依り頼み、見える所はよしいかにあろうとも、一歩一歩主を信任して歩むのである。エノクが三百年神と共に歩んだ秘訣も、また死なずに移された秘訣もここにあったのである（へブル十一・五、六）。これはいかに卑しい者にもできるのである。


  今福音唱歌の四八番を歌いたい。


  エノクのごとくにわれをも上に
 うつさせたもうまで日々主と歩まん
 一あし、一あしイエスと共に
 日々に日々にわれは歩まん


  第三、へりくだって神と共に歩むこと


  我らが自己の真相を知り、かつ神を知る時、自然にへりくだるようになる。いと高く至上なる神は、へりくだる者と共に住みたもうのである（イザヤ五七・十五）。


  「人よ、エホバの汝に求めたもうことは、ただ正義を行い、あわれみを愛し、へりくだりて汝の神と共に歩むことならずや」（ミカ六・八）。


  パウロが主と共に歩んだのも、彼が常に罪人の頭なること（テモテ前一・十五）を記憶して恩に感じ、かつ彼が弱くて取るに足らざる者（英訳、無き者）なることを知って切に主に従ったからである。（コリント後十二・九、十一）。主イエスもへりくだって自らを空しくし（マタイ十一・十九）、一歩一歩ただ主によって語り、かつ歩みたもうた（ヨハネ五・十九）。つまり、我らが常に幼子の心をもって主と共に歩むことである。


  第四、光の中を歩むこと


  「もし神と交わりありと言いて暗きうちを歩まば、我ら偽りて真理を行わざるなり。もし神の光のうちにいますごとく光のうちを歩まば、我ら互いに交わりを得」（ヨハネ第一書一・六、七）。これは明らかなことである。我らに暗い所はないであろうか。


  第五、愛によって歩むこと


  「キリストの汝らを愛し、我らのためにおのれを香ばしき香りの献物とし犠牲として、神に献げたまいしごとく、愛のうちを歩め」（エペソ五・二）。これは我らの特権である。神より受けたわが性質は自然にかく傾くのである。主は限りない愛をもって我らを愛し、常に我らを恵んで下さることを憶えて、常にその愛に励まされ、神のため、魂のために尽くすのである。かくする時に主と我との結合がいよいよ深くなり、どうしても離れぬようになり（ヨハネ第一書四・十六、十七）、喜んで十字架を負うことができるのである。これは実に幸福な生涯である（以下略）。


  



  品性の配当


  「キリストは子として神の家を忠実につかさどりたまえり。我らもし確信と望みの誇りとを終わりまで堅く保たぱ、神の家なり。もし初めの確信を終わりまで堅く保たば、我らはキリストにあずかる者となるなり」（へブル三・六、十四）。


  ここで「あずかる者」とは配当を受ける者という意味で、父なる神が我らに与えたもうたキリストの品性の配当を受ける者となることを指すのである。キリストは無限の御方であるから、我らは永遠にこのキリストをわがものとして受け取ることができる。我らの受ける恵みはただ罪の赦しまた潔めだけではなく、キリストの品性を我が所有とすることができるのである。我らは罪の性質よりは潔められても、なお取り去るべき残り物がある。潔められたからといって、決してそれでキリストの形ができたのではない。それゆえ、潔められた後でもある煩悶があることがある。しかし信仰によってこれも除かれるのである。このゆえに我らとしては光の前に決して自らを隠さず、ありのままに表すべきである。


  古い人の残り物には種々ある。ある人は自分の義を主張し、ある人は自分の意見を突張り、ある人は自分の長所を誇る。またある人は寛容の欠乏であるが、これは取り去られるべきものである。出エジプト記二五・二六、二七に幕屋の詳しい説明があるが、これはキリストの品性を表したものである。すなわち、キリストと一体なる我らの受くべき分である。


  同二六章に板のことがあるが、この板について学ぶべきことがある。第一、この木はねむの木である。この木は荒野に生ずる刺のある木で、よく人間の品性を表している。これは我らの古い有様である。この木は根から切られた。これは称義を指すのである。また皮をむかれた。これは古い人を除かれることを指すのである。木は皮をむかずにおけば腐るが、信者もいつまでも古い人を取らずにおくと腐れてしまう。またこの木は割られた。神われらを情と肉から裂きたもうのである。神は聖言と逆境をもって裂く道具となしたもうのである。丸太のままでは家に使用することはできない。また切られても干される必要がある。神は聖言の光と逆境によってこれを枯らしたもう。枯れても削られる必要がある。他人に自分の欠点を指摘される時は鉋と思え。


  この板にはほぞがある。信者にはこのほぞの必要がある。あの姉妹は、この兄弟は、と毛嫌いするのはほぞがないからである。賜物相異なる者が互いに一致するのは、このほぞによるのである。


  その次に、この板には金が着せられた。これは実に感謝すべきことである。金とは神の性質である。聖霊は我らにこの性質を分与したもうのである。またここに五本横木があるが、一本の横木は端まで通っている。これはキリストを指す。キリスト御自身全世界の結びとなりたもう。これは何たる幸福なことであろうか。


  以上は幕屋の外側であるが、次に覆いについて味わいたい。この覆いは最上部はまみの皮、次は山羊の皮を赤染にしたもので、第三は真白、第四は綾錦ともいうべき美麗な織物である。これもキリストの品性と我らの受くべき品性を指すのである。この頂上の表面がまみの皮であることは我らの注意すべきことである。キリスト信者は決して外形は美しくはない。パウロもキリストも同じことであった。とても周囲の人に愛矯をふりまくようにはならないのである。また無責任でいつも跳ねて歩く生活ではないのである。外形は必ず損われて見る影もなくなるが、しかしこの下には血染の衣がある。どこもかしこもキリストの血に染められた心である。


  その次は純白である。これは神の義を指す。思う所、言う所、行う所、一点の汚れもない、傷もない神の義である。その下は美しい裏錦である。この表面には、白、青、紫、紅等の色でケルビムが織り出されたが、白は神の義、青は潔さ、紫は王、紅は人性を指す。我らには天的性質の他に人性がある。他人に対する同情がある。またケルピムのような天使の品性もある。かかる美わしい性質を聖霊は我らのうちに造りたもうのである。人間は中をまみにして表を錦にする。これは探られる言葉である。愛のあるように、天に属すように、正直であるように、人から思われたい。これは我らの有様である。そうして心の中の卑しい所を包むのである。けれども聖霊の光に照らされてこの身の卑しい有様を見るなら、中は美しくありたくなる。ここにおいて真正の満足と慰籍がある。またこの幕屋の聖所には金の燭台がある。それは外部より、世より来る光ではない。聖霊の光である。また至聖所には隠れたマナ、金の香炉、契約の箱がある。また上から来る人間の用いない光（シェキナ）がある。また契約の箱の上には恵みの座があって、高い神が身を低くして我らに語りたもう所である。ここで何人も神との親しい交通に入ることができる。かくして我らはキリストと共に囲いの外に行き、定まった住家のない時でもキリストと共に多くの人の光となり、生命となり、キリストと共に十字架に釘付けられる生涯に入り、遂にキリストと共に天の配当を受ける限りない栄光に入ることができるのである。


  



  二重の罪悪


  「罪人よ、手を浄めよ、二心の者よ、心を潔くせよ」（ヤコブ四・八）。


  これは実に恐ろしい言葉である。ヤコブはずいぶん烈しい言を言っている。それでもこれは意地の悪いあてこすりのような言葉ではない。ヤコブ四・五にある妬むばかりの愛をもって語りたもう聖霊の愛より出た鋭い言葉であるから、恐れずに受け入れよ。


  第一、罪人よ、手を清くせよ。これは犯した罪を放って置くことを戒めたものである。そもそもこのヤコブ書は、すでに救われた信者に向かって送られたものである。けれども、神は信者の中にもかくのごとき者があるのを見たもうので、かく語りたもうのである。


  次に二心の者。これは潔められていない信者に向かって言われた言葉である。神様の言葉は実際問題である。神は手と心を見たもう。頭ではないのである。我らが毎日何を愛しているか、その心を見たもう。「二心の者よ、汝の心を潔くせよ」。これは神の厳かな聖言である。


  第一に、我らのうちに罪を犯してそのままになっている者はないか。罪の赦しが明確であるか。神が手を御覧になる時、その手が人を傷つけて血を流している未信者のような所があるならば、手は清くないのである。信者の中の手の清くない者は闇の中を歩く者である。主イエスは我らを暗きから離れさせ、サタンの様から離れさせるために来たりたもうた。しかし、罪を犯してそのままにしていれば暗いのである。エペソ書五章を見よ。そこに闇の中を歩まないように書いてある。おお、兄弟よ、我らが犯したもろもろの罪がことごとく神と人との前に持ち出され、そこに血潮が注がれているであろうか。ある時、私はある兄弟に何も知らずにこの言葉を話したところ、その兄弟は人の金を流用していたので涙をもって悔い改めた。また一つは悔い改めの実を結ばないことである。バブテスマのヨハネがパリサイ人を叱りとばしたように、たとえ殊勝らしくバプテスマを受けても神を欺くことは到底できない。神は悔い改めの実のない者を受け入れることはできない。悔い改めの実を結ぶ魂のみが神に歓迎されるのである。もう一つは神を恐れないことである。誰もみな罪の刑罰を恐れる。また、それを持ち出せばどうなるかと結果を恐れる。罪は悪いと思うが、神を恐れない。刑罰でなく、結果ではなく、ただ神を恐れよ。我らが神を恐れる時、結果も刑罰も当然である。十字上架の盗人を見よ。


  それから言い表わすことである。神を恐れる恐れと悔い改めの実があるなら、言い表わすはずである。多くの人は内密に祈る。しかし、その実があるならば、関係ある人に言い表わさねばならないのである。そうでないとやはり闇の中を歩いているのである。このことについて幾度となく実例を見ている。ある兄姉はこの夏の休暇に他の人が遊ぶ間に聖書を学ぶために修養会に来た。この人は身分も学問もあり、人を教える地位にある令嬢であったが、何となくはっきりしない、どうしても心に勝利がない。言い表わさない恥ずかしい罪悪があったが、最後に聖霊に追い詰められて言い表わし、声をあげて泣いた。その時に真の勝利が来たのである。随分苦悶したが、闇より光に来るなら、イエスはそこに待っておられる。血潮はそこに流れている。暗きを離れない罪人に血潮は働くことはできない。神の全能もそこに働かない。苦痛ではあるが一瞬である。遂に勝利である。私はまた一人の姉妹を知っているが、この人は言い表わさなかったために取り返しのつかないことをしたのである。その姉妹はそのとき実はその罪から離れていたが、ただその罪を言い表わさなかった。言い表わそうかと思ったが、関係者が「今それを言い表わすならば大変だ」と言って止めたため、とうとう言い表わさず、そのまま他の所に嫁いだのであった。夫は非常に愛してくれるが、自分はどこか心に暗いものがあって十分夫を愛することができない。そのために夫を苦しめて苦しめて、夫は遂に病気になって死んでしまった。今その婦人は非常に悲んでいるが、いた仕方ない。自分の罪のために夫を殺した。嫁ぐ前に言い表わしていればそれを救うことができたのに、取り返しのつかないことをしたのである。苦しいけれども、神は我らを闇から離れさせて我らに勝利を得させるために、このことを話したもうのである。コリント後書七章十一節を見よ。コリント人は非常な罪を犯していたのであるが、勝利を得た後はこのような有様である。このような態度をもって罪の掃除をすべきである。罪人よ、汝の手を清くせよ。


  次に二心の者よ、その心を潔くせよ。二つの心の者、すなわち一方では神の子供に相異ない。キリストを信じまた神を愛しているが、一方は未信者同様である。神を愛するが、また世をも愛する。これは姦淫の罪である。我らの甦った新しい人は姦淫を犯したくない。しかし別に悪魔がアダムの堕落時に投げ込んだ一物、すなわちおのれというものの性質があるために、またしても不貞にも姦淫して世と馴れ染み、肉について神に逆らうのである。一つの泉から甘い水と苦い水と一緒に出るはずはない。二つあるからである。おお、今神は「二心の者よ」と叫んでおられる。このままでどうしてわが愛する夫、主イエスの前に立つことができようか。どうか神の前に調べられよ。また一方では神を愛し、一方では世を愛し、神よりの誉れを求め、また人より栄えを願う。おお、二心の者よ、その心を潔くせよ。


  「わが民はともすれば我に離れんとする心あり」（ホセア十・七）。しかり、始終神より離れようとする傾向がある。一方では神に仕えようとするが、他にともすれば世に仕えようとする。それが二心である。つまり敵である。神に敵し、わが魂に対して敵する。この敵がこのように存在する限り、すべての罪がここから出て来るのである。主イエスを殺したのもこの罪である。この罪が人から出てキリストを十字架に釘殺したのである。しかし、この十字架はあたかも罪に電気をつけたようなものである。十字架の光によって見れば、すべてのことが明らかに見えるのである。ルカ伝二・三五を見よ。「これは多くの人の心の思いの現れんためなり」。これはキリストが十字架にかかりたもう預言であるが、実にそうである。これによって多くの人の心が暴露されるのである。これまで外部を飾っていたが、今心の中が現れる。十字架に来る時、真の光を受けて実際の姿が見えて来るのである。私もこの十字架に来た時、「ただもう恐れ入りました」と言う他なかったのである。御承知のようにイエスを殺した者は種々の人々であったが、いかなる種類の人、またいかなる罪がイエスを十字架に釘付けたかを考えるなら、さらに我が姿がわかる。


  第一にイエスを殺したのはユダヤ人である。その中に祭司の長、学者らもいた。その罪の一つは徹慢である。自ら高くする心である。もう一つは自ら義とする心である。それは我らにもないであろうか。光が来てもこれを拒み、光を憎み、闇を愛し、神の言を信じない。人の言を信じてもイエスの言を信じない。またイエスが殺されたもうたのは実に嫉妬のためである。これはピラトも知っていた。とかく自ら高くし自ら義とする心より嫉む。誰かが讃められ用いられると喜ばぬ。この心がイエスを殺した。この光の下で自らを探りたい。祭司、学者、ユダヤ人のうちにあったこの罪が、やはりわがうちにもある。これを認めたい。


  次にイエスを殺したのはユダである。彼ゆえにキリストは殺されたもうたのである。これは金を愛することである。外から見ると信者は世の人よりも欲を離れたようであるが、心の中に実際少しも貧欲はないであろうか。ユダはこの罪がイエスを殺すとは思っていなかったので、後で彼は驚いた。しかし、キリストの目には早くからこれが見えていた。それゆえキリストは幾度か彼の良心に語りたもうたのに、彼はそれを言い表わさない。また悔い改めない。これがユダの罪である。その結果、ユダ自身も驚くほどのことができた。貧り！そこにサタンが入り込む罪が生じ、聖霊の宿りたもう所がなくなるのである。


  もう一人はピラトである。彼はイエスに罪が無いことを知っていたが、自分の地位や名誉を失うことを恐れた。優柔不断の罪がイエスを十字架に釘付けた。ピラトの一言でイエスは救われることができたのである。この時イエスは彼の手の中にあったが、彼は遂に十字架に釘付けた。茨の冠をかぶらせたのは当時のユダヤ人、乱暴人であるが、我らは果たして彼に何をかぶらせているであろうか。我らは金の冠を差し上げるべきなのに、やはり茨をかぶらせてはいないであろうか。


  イエスを十字架につけたもう一つのものはローマ兵の雷同である。不真面目で、軽卒で、不注意な、このような心をもってイエスを十字架にかける。十字架の下にあってもイエスの苦しみを思わず、イエスの衣を分けている。イエスの苦しみから離れて「ただ自分が恵みを受けて満足しさえすればそれでよい」という、イエスの苦しみを思わないこの心が主を苦しめるのである。ああ、この十字架の下でわが罪を見ると、実に耐えられないのである。


  ゼカリヤ書十二・十に、「彼らはその刺したりし我を仰ぎ見、一人子のために泣くごとくこれがために泣き、長子のために悲しむがごとくこれがために痛く悲しまん」とある。我らの刺したイエスを仰ぎ見るとき、そこに起きる悲しみは言いようがないのである。おお、イエスよ、わが罪があなたを殺し、あなたを刺しました。しかし十字架の上より聞こえる答は、「父よ、彼らを赦したまえ」という声である。我らが槍をもってイエスを貫いた時、返って来たのは愛であった。我らは滅ぼされるべきであるが、この血が贖いとなった。「これは汝のために裂かれるわが体なり……汝のために流す新約の血なり」。この血によって恐ろしい罪人の頭が罪の赦しを受ける。この汚れた心がただ潔められる。それで潔めるために主は宿営の外に出て苦しみを受けたもうたのである。何といっても畏れ多い。兄姉よ、この大きな愛の前にもはや文句はない。十字架に来れば何も言うことはないのである。私はおのれを献げるのに苦しんでいた時、十字架を見た。主イエスが私のために御自身を犠牲にしてその栄光を棄て、苦難を忍んでその生命を捨てたもうた。これがわかった時、喜んで服従することができたのである。おお、兄姉らよ、叱られるのではない。「難しいことをせよ」と言われるのではない。ありのまま裸体になって全き服従をするのである。すべてを献げることである。邪魔になるものは一切捨てる。世と肉につく物いっさいを捨て、身と魂を主に献げるのである。やもめのレプタのように献げる。そこに十字架の上より火が下るのである。


  



  再臨と切迫


  「いましばらくせば、来るべき者きたらん。遅からじ」（へプル十・三七）。


  千九百年前我らのために降臨したもうた主イエスは、もう一度天より下りたもうのである。主がこの世を去りたもう前、弟子たちをねんごろに慰め励まして言いたもうには、「われ汝らのために所を備えに行く。もし行きて汝らのために所を備えば、また来たりて汝らを我がもとに迎えん。わがおるところに汝らもおらんためなり」（ヨハネ十四・二～三）。先に主は我らのために御生命をさえ損いたまい、今は父の前にあって絶えず全力をあげて我らのために祈りたまい、かくて再び我らのため自ら来たりて御自身の御住所に迎え入れたもうとは。ああ、主はいかばかり我らを愛し、我らのために尽力したもうことであろうか。我らにとっては主イエスほど慕わしい者は他になく、彼の御再臨ほど楽しいことは他にないのである。誠に彼は我らの望み（テモテ前一・一）、すなわち栄光の望み（コロサイ一・二七）である。「我らの国籍は天にあり、我らは主イエス・キリストの救い主としてそのところより来たりたもうを待つ」（ピリピ三・二〇）。我らの望む所の真正の幸福と光栄とは主の再臨にある（テトス二・十三）。しかし、この再臨は準備のできた者のためには無上の幸福であるが、準備のできていない者のためには実に無比の災過である。


  無上の幸福とは何か


  （一）、主再臨の時、我らの弱く重い卑しいこの体も栄化されて、神の形に似るのである（ヨハネの第一書三・二）。主にあって死んだ者は甦り、その時生き残っている我らはエノクやエリヤのように死なないで天に昇るのである（テサロニケ前四・十六、十七）。弟子らの見る間に主イエスが挙げられて雲の中に入りたもうたように、我らのこの足この体が地を離れて空中に携え挙げられるのである。これは虚言のようであるが真実である。ハレルヤ。その時我らは有形的に悪魔と世と死とに打ち勝ち、永遠に朽ちず死なざるものを着、凱歌を歌って昇るのである（コリント前十五・五一～五五）。


  （二）、その時、死別した愛する者とまた相まみえることができるのである（テサロニケ前四・十六、十八）。アダムにも、イザヤにも、パウロにも、ウェスレーにも、面会することができるのである。しかし何より嬉しいのは、目のあたり主イエスを拝することである。「我を贖う者は生く。後の日に彼必ず地の上に立たん。我がこの皮この身の朽ち果てん後、われ肉を離れて神を見ん。我みずから彼を見たてまつらん。我が目彼を見んに知らぬ者のごとくならじ。わが心これを望みて焦がる」（ヨブ記十九・二五、二七）。我らはかくてマリヤのように懐かしい主イエスの足に抱きついて喜ぼうではないか。主は我らを抱き上げて接吻したもうであろう。聖く楽しい結婚式は父なる神の御前で千万の天使の参列する御殿で挙行されるであろう（黙示十九章）。


  （三）、その時、我らは無限の財産を受け嗣ぐようになるのである。「讃むべきかな、我らの主イエス・キリストの父なる神･･････我らを新たに生まれしめて生ける望みを抱かせ、我らのために天に貯えある、朽ちず汚れず萎まざる嗣業を継がしめたまえり」（ペテロ前一・三、四）。これは幾千年来我らのために神が貯え、あるいは建築したもうた財産である。世の王侯貴族の財産もこれに比してはただ糞土のみである。かく主はその忠実な僕、十字架を負って終りまで忍んだ者のために義の冠、栄光の冠、生命の冠を備えて待ちたもうのである。主再び現れたまわん時、未曽有の盛大な戴冠式が行われるのである（テモテ後四・八）。そして我らは主と共に栄光の中に現れるのである（コロサイ三・四）。何と驚くべき輝ける望みではないか。神よ、願わくは我らの目を明らかにし、永遠を目指して暮させたまえ。


  無比の災過とは何か


  主にわかに来たりたもう時、主に会う備えある者は天に取られ、備えなき者は地に残されるのである（マタイ二四・三九、四一）。「そのとき大いなる艱難あらん。世の初めより今に至るまでかかる艱難はなく、また後にもなからん」（マタイ二四・二一）。災害に災害重なり来たり、人々は苦痛悲叫し、全地に身を置く所なきを感ずるに至るのである（黙示六・十五～十七）。ああ、恐るべき日はかくてこの世に来るのである。


  再臨の切迫


  「いましばらくせば、来るべき者きたらん。遅からじ」。真面目に神の言を受け入れず、おのれの欲に従って歩んでいる人は、主の再臨のことなど冷笑し去り、あるいはこれを否定するが、聖書は早くよりこれを預言している（ペテロ後三・三、四）。しかし、「愛する者よ、汝らこの一事を忘るな。主の御前には一日は千年のごとく、千年は一日のごとし。主その約束を果たすに遅きは、ある人の遅しと思うがごときにあらず、ただ一人の滅ぶるをも望みたまわず、すべての人の悔い改めに至らんことを望みて我らを永く忍びたもうなり」（ペテロ後三・八、九）。親の心、子知らず。慈愛に満ちた父なる神は、罪人の救いに熱中したもうて年月の過ぎるのも忘れ、千年も一日のように感じたもうのである。おお、人よ、いつまで神を苦しめるや。いつまで主をして待たしめるや。「されど主の日の来ること、盗人の夜来るごとくならん」。今や我らの眼前に世の末期のしるしは歴然として現れ来たりつつある。戦争、飢饉、疾病、地震、迫害、不法満ち、人情冷却し、また福音は万国に宣べ伝えられつつあるのである（マタイ二四・七～十四）。人知の発展と交通機関の驚くべき進歩も世の末期のしるしの一つである（ダニエル十二・四）。また、ユダヤ人は地の諸方より本国に帰国しつつあるのである。


  主は近し、あなたの準備はいかん


  「もし潔からずぱ、主を見ることあたわず」（へブル十二・十四）。「もし人、主を愛せずぱ呪わるべし。我らの主きたりたもう」（コリント前書十六・二二）。


  



  後のものと前のもの


  「兄弟よ、われはすでに捉えたりと思わず、ただこの一事を務む。すなわち後のものを忘れ、前のものに向かいて励み、目当てを指して進み、神のキリスト・イエスによりて上に召したもう召しにかかわる褒美を得んとてこれを追い求む」（ピリピ三・十三、十四）。


  兄弟姉妹にはこの年末に際し、多くの感謝があり、また懺悔があり、渇望があるであろう。されば真面目に心の準備を神に願い、来たるべき新年を栄光の年としていただこう。この聖言は最近私の心に響いた神の聖声であるから、御一緒に学ぼう。


  第一、「後のものを忘れ」


  多くの人が前に進み得ないのは、後にあるものに絡まれているためである。これから来るものに二種類ある。


  （一）、罪である。すなわち世につき、肉についてることであって、前進することができないのは悲しむべき当然のことである。来年も同じように神の栄光を汚すしかない。おお、君をつないでいるのは何か。もし地と肉につくものなら、断然捨てられよ。


  （二）、過去の善行である。多数の人はこれにつながれ、絡まれている。自己の義を誇り、人に讃められたこと、他人に親切を尽くしたことを心にとめて喜んでいる。それでどうしても前に進むことができない。パウロはすべての物を糞土のように捨てて、かく前進することを得たのである。今日の心霊界のかく停滞している一大原因は、人々が過去の経験に絡まれて、後のものに恋々としているためである。願わくは、目を前にある新しいものに転ぜられよ。


  第二、「前のものに向かいて励み」


  すなわち、キリスト・イエスを知ることである。これは金銀珠玉よりも優るもので、真の光に照らされる時、これ以外のものは皆糞土に過ぎない。あなたはこのキリストを知っておられるか。聖霊に満たされるとはすなわち、このキリストを知ることである。キリストを知り、聖霊の酒に酔わされる時、すなわち真正の自由と喜楽とを得ることができるのである。このキリストを知るということを細別すると、


  （一）、キリストを得ることである（ピリピ三・九）。この「得る」という文字は英語のWinで、愛をもって奪うという意味である。キリストが我らのために生命を捨てたもうたその愛に、まず我らが奪われてキリストに従う者となり、次に我らの方よりキリスト御自身を奪うのである。元来愛は相互的なもので、両方の心が奪い合わなければ成立しない。ゆえに我らの心をまず奪われた主は、我らの小さい愛にその心を奪われたもうのである。雅歌四・九に、「わが妹、わが花嫁よ、汝はわが心を奪えり。汝はただ一目をもてまた首玉の一つをもてわが心を奪えり」。また同六・十二には、「思わず知らずわが心われをしてわが貴き民の車の中にあらしむ」と歌われている。ただ一目により、また我らの首玉すなわち服従によって、心奪われたもうのである。また雅歌に「民の車」とあるのは軍隊の意で、主は彼のために戦う彼の戦士のいる所に、知らず知らず引き付けられたもうのである。


  （二）、神の義を持つことである。他人を裁くことは信者一般の流行病である。自己の義を誇ることは古い人の特色であるように、人を裁いて自己を義とすることは人間の本性である。これがあるゆえに人は聖霊に満たされ得ないのである。我らは自己の義ではなく、ただ信じて与えられる神の義、キリストによって来る義を持って、彼の中にあるべきである。


  （三）、彼とその甦りの力を知ることである（ピリピ三・十）。恵みや経験を得ても、それは彼を知ったことではない。直接彼ご自身を知ることが大切である。次に必要なのは甦りの力を知ることである。私が今年特別恵みに感じるのは、この甦りの力である。昨年の病気以来、呼吸も以前とは違って十分ではなく、霊魂も弱さを感じて度々御足下に倒れて御憐憫を乞い、その都度立ち上らされたのはすなわちこの力による。私が今日あるのは事実キリストの力によるが、これははなはだ小さな分量に過ぎず、来年はさらにさらに多く、広く、彼の甦りの力を知りたいと願っている。


  （四）、彼の苦しみにあずかることである。我らが甦りの力を受けるのは、決して安逸を貪るためではなく、キリストの苦しみにあずかるためなのである。我らが身体の神癒を求めるのは、この世を面白く暮らしたいからではなく、我らの最上の目的はむしろ殉教者となることである。来たる年はさらに大いなる苦難を主にあって味わいたいものである。我らが受けつつあるものは、いまだ本当の苦難とは言えない。主は神なることを捨ててこの世に来たり、三十三年間枕する所なく、人の僕となって食事する暇もなく、悲しみの人となって遂に十字架にさえ上げられたもうた。このことを思うと、何となく我らの奉仕はその主に届いていないように感じられる。されば来年はいっそう進んで彼に近付き、彼の苦しみすなわち死の有様にあって仕えたいものである。もちろん、必ずしも迫害は必要ではないが、彼の心をもって心としていれば、彼のように倒れることができよう。


  （五）、死人の中より甦ることを得んためである。人間はどんな者でも必ず一度は甦るべきであるが、特に死人の中より甦る者の仲間に入ることが肝要である。これは実にパウロの唯一の望みまた願いであったが、だれでもこの仲間に入り得るのではなく、取り残される連中もいるのである。栄光をもって主が来たりたもう時に新婦として迎え取られる者は、真実キリストの苦しみにあずかった者のみで、信者がみな花嫁ではない。ただ一切万事を捨ててキリストと全く一つになった人のみ、「彼と共に苦しまぱ、彼と共に王となるべし」。種々の口実を設けて主の苦しみにあずからない者はみな落第生である。決して油断をして、いい加減な悪魔の騙しを食ってはならない。パウロでさえこのことを追い求めて一生懸命に走ったのである。幸福なことに、「キリストはこれを得させんとて我を捉えたまえり」。主は我らを捉えて御自身の速力に従って走らせ、我らの後髪を引く舳綱を絶ち切り、後より押しあるいは前より引きたもう。であれば、我らどうして進まずにおられよう。ハレルヤ！


  



  聖書元日


  今日は聖書中の元日の主な五つについて学ぼう。


  第一、創世八・十三。「六百一年の一月の一日に水地に涸れたり。ノアすなわち方舟の蓋を除きて見しに、見よ、土の面は乾きてありぬ」。恐るべきかの大刑罰をわずかに逃れ得たノアの一族も、なおしばらくは恐怖の中に閉ざされていたが、ひとたび大胆に蓋を除いて外を見ると、審判の冬ははやすでに過ぎ去って恩恵の春は来たり、ちょうど雅歌二・一～十一節そのままの光景であった。願わくは我らも速かに不信仰の蓋を除いて恩恵の主御自身を見よう。


  第二、エズラ七・九。「すなわち正月の一日にバビロンを出で立ち」。七十年間異邦に捕囚となっていたイスラエルの民衆も、この正月の元日にはエズラに導かれて敵国を出立したが、我らの中にはバビロンなるこの世に客となっている者がないであろうか。もしもあるならば真のエズラなる主イエスに引かれて、今日そこより逃げ出すべきである。


  第三、エズラ十・十七。「正月の一日に至りてようやく異邦の婦人を娶りし人々をことごとく調べ終れり」。ようやく外部の汚れより離れてエルサレムに帰来したイスラエルの民は、さらに異邦の婦女を娶って多くの雑種児を持つに至り、はなはだしきは祭司の族中にすらそのことが行われていた。これを見たエズラは驚き悲しんで、神に叫び、早速手を下してこの大いなる日まで大清潔法を断行したのである。さればすでにバビロンより移し返された我らの中に、また身も霊も全く神に献げているという者の中に、その果実として雑種児を生みつつある者はいないか。今日まさに大清潔法を断行すべき時である。


  第四、出エジプト四〇・十七。「第二年の正月に至りてその元日に幕屋建ちぬ」。昔、御自身臨在したもうべく至望所を幕屋に備えたもうた主は、今貴き血をもって卑しき我らを贖い、これを聖別して、御自身の新しい宮なる我らの中に住まわんとしたもうのである。しかしもし小さい一点一画でも明け渡さない所及び血と油の注がれない所が我らの中にあれば、主は栄光をもって臨み住みたもうことが不可能である。諸君の中に今栄光の主は御臨在したもうや。そうでなければこの日、聖き生ける礼物としてその身を全く神に献げよう。


  第五、エゼキエル二九・十七。「ここに二十七年の一月一日にエホバの言われにのぞみて言う」。先刻、祈祷の中にエリヤのことを持ち出した人がいたが、いかに壮烈でも地震や大風を見聞して得るものはない。かえって必要なのは静かな細い神様の聖声である。リバイバルという大騒ぎを求めるのでなく、静かに細いエホバの聖言を聞こうと待ち望むのである。お正月が来たからといっていわゆる年始の巧言を聞いて何になろう。今は各自に与えられる新しい使命の聖声を聞くべきである。


  



  わが愛にとどまれ


  「父の我を愛したまいしごとく、我も汝らを愛したり。わが愛にとどまれ」（ヨハネ十五・九）。


  私は今日皆様と共にこの聖言を味わいたい。私は今日はもう潔めのことは語らない。どのようしてこの恵みを保つことができるか、いかにしてこの恵みを成就することができるかを語ることにする。


  ここに主イエスはねんごろに御自身の経験を語りたもうて、愛にとどまる秘訣を教えたもうた。すなわち恵みを持ち続ける秘訣は、人に対して正当な態度を持ち続けることである、戒めを守ることであると教えたもうた。皆様、どうかここに書いてある父なる神のキリストに対する愛を信仰をもって見上げてもらいたい。誰がいかなる人に対して、いかなる愛を持っていても、神がキリストを愛するほどの愛を持っている人はいない。父がキリストを愛するような潔く、高く、深い愛を持っている者はない。かのヤコプがヨセフを愛したような愛である。


  神はすべての人を愛したもうが、主イエスに対してはこのような愛を持ちたもうがゆえに、父なる神はキリストに御自身の満ち足れる徳を満たし、万物と聖霊を限りなく与えたもうた。種々の方面から父なる神の愛がキリストに注がれている。これは誰でも信ずることのできる事実であって、想像でも空想でもないのである。主イエスはこの父なる神と同性、同量の愛をもって我らを愛したもうのである。「父の我を愛したまいしごとく、我も汝らを愛したり」。これで十分である。これより他に人間の要求はない。人間の愛でも我らには非常に慰めになる。「世の中でこの人と一緒ならば他に誰もいらない」というように慰めを得る。我らが度々罪を犯して暗くなるのは、かくまでも我らを愛したもう主イエスを見失うからである。そんな時は必ず世の物を慕っているから、我らは常にすべての物より目を転じてイエスに向かう態度を持ちたい。実に喜ぶべきことは、このキリストの愛は決して我らの値打ちにも何にもよらないことである。今我らはいかなる物を愛していても、キリストの我らに対する愛は決して変わらない。であるからには感謝して信仰によりこの愛を受け入れ、この愛に飛び込むことができるのである。ここにいる一人一人がこの愛に満たされることができる。


  我らは集会の時イエスの愛に感謝するが、主は常にその愛にとどまることを要求していたもう。「とどまる」とは愛に住居して常にこの中に入っていることである。多くの人は聖別会の後に失敗するが、これはイエスの秘訣を知らないからである。イエスが父の愛にとどまられたのは、父の戒めを守っておられたからである。子供は親に愛されるが、子供の中にはただ親の愛を受けるばかりの子供がいる。こういう子は自分の都合の良い時だけ親を慕うのである。けれども親の愛にとどまっている子は自分の都合を思わないで孝行をする。ここで初めて親子とも満足するのである。


  主イエスの御生涯もちょうどこのようであった。ヨハネ伝十章十五節に、「父の我を知り、我の父を知るがごとし。我は羊のために命を捨つ」とあるが、ここで主イエスは父なる神の心を知りたもうて、その御旨に従いたもうたことを明らかに見ることができる。主イエスは父なる神と交わりたもうた時、父の重荷を知りたもうたゆえ、生命を捨てる決心をしたもうたのである。そこで父なる神は、それではお前行けと命じたもうた。であるから、彼の地上の生涯はこの精神をもって一貫している。主イエスは生涯、父なる神に「恵みたまえ」とは申されなかった。主イエスの生涯を忙しくしたのは、父なる神の聖旨であった。皆様はこの世を送るのに神の御旨をのみ行っておられるであろうか。時には聖旨以外に種々のことをすることはないか。


  詩篇四十篇八節に、「わが神よ、われは聖意に従うことを楽しむ。汝の法はわが心の内にあり」とあるが、神の法が心の内にある時、聖旨に従うことは苦しくないのである。自然の性向として御旨に従う、これ恵みの結果である。けれども古い人が残っている時は、従うことが楽しくない。もし諸君の中に聖霊の声に従うことができないものがあるならば、今日取り去られよ。


  ヨハネ伝四章三二～三四節を見ると、イエスは食事を忘れるほど忠実に父の聖旨を行いたもうたが、この時あらたに父なる神の愛がイエスに注がれたことがわかる。この時イエスの心の中に言いようのない御馳走があったから、体までも生かされるという秘密を持ちたもうたのである。我らがイエスの戒めを守り御心を行う時、主イエスの愛から離れないばかりでなく、神の愛の深さ、高さ、長さ、広さを知ることができる。我らは悔い改める時に神の愛を知るが、これは浅瀬に座って受ける愛である。これから各自ここを離れてあるいは洗濯を、あるいは訪問をする時、または人知れず苦労する時、またあるいは講壇に立つ時、この愛の御馳走を神より受けることができる。けれども主イエスの十字架は実に苦しいものであった。多くの人はこの十字架の苦しさを忘れるために失敗するのである。また多くの人は新約では律法は消滅したものと思っているが、新約においても決して律法は消滅していない。コリント前書九章二一節によれば、我らはキリストの律法の下にある者である。これを忘れるから多くの人はキリストから離れ落ちるのである。けれども新約の律法は旧約の律法とは全く違う。「汝ら互いに相愛すべし」という律法であって決して儀文の律法ではなく、キリストが我らを愛したように人を愛することである。眼中に事業を置くのではない。魂のみを眼中に置くのである。けれどもこの律法を守ることは事実苦しいことである。


  へプル書五章八節を見ると、キリストも父なる神の律法を守ることによって従順を学びたもうた。かのゲッセマネの園でキリストが神に服従することを躊躇して苦しんで祈りたもうたのは、キリストもかねて従う覚悟はしておられたのであるが、我らと同じ肉体を持ちたもうたキリストはこれを受けかねて、「父よ、この杯をわれより離ちたまえ」と祈りたもうたのである。キリストがかつて学び得なかった従順をここで学んで従いたもうた時、父なる神は自ら天より飛んで下りたいほどだったので、天使を送って力を与えたもうたのである。いざ従う時と心で決心する時とは実際違う。


  キリストの秘訣は従うことであった。キリストは我慢して自分で行ったのではなく、父の御旨に従いたもうたのである。キリストはさながら蝋が火に溶けるように御旨に従いたもうたから、また父はキリストに御自分の愛をあらわしたもうた。どうぞ皆様この秘訣を味わっていただきたい。


  ピリピ二章八節を見ると、キリストの従順は死に至るまでの従順で、我慢できるまでではない。死に至るまで従うのである。キリストは父なる神の恵みに感じておられたから、神が眼中に明白に見えていた。であるから、イエスは御自身を低くして死に至るまで従いたもうたのである。キリストが下ってくださらなかったら我らは救われることはできなかったが、事実今救われていることは誠に感謝すべきことである。父なる神の命令を死に至るまで守って下さったこのイエスの謙遜と従順とが、我らを救ったのである。このことを思って恵みに溶かされ、お互いに死に至るまで従いたいものである。


  



  天よりの動員令


  大戦争。日露戦争が開始された時、多数の日本人は血湧き骨振るい、父母、妻子、事業、財産をも捨て、勇然奮起、動員令に応じて身を軍隊に投じた。彼らは敵の強大なこと、かの無法の侵略とわが国家の危険とこれが開闢以来の大戦争であることと、陛下の御命令の畏むべきこととを悟ったからである。目覚めよ。今われらの前に迫る大敵はその根拠を天の所に置き、この世の暗きと政と権威とをつかさどり（エペソ六・十二）、巧みに愚民を惑わし、万民を罪悪の淵に投じ、永遠の滅亡に陥らせようとして実に大胆猛烈に侵略している。神とその僕らはこの敵と戦ってすでに六千年を費したが、戦争はいよいよ激しくなるばかりである。心なき者はいざ知らず、我らはこの際太平無事を謳歌していることができようか。


  魂の苦叫。新聞の三面記事に、家庭の内情に、個人の心中について観察し傾聴するならば、敵の手中に陥り、罪悪の訪問に浮沈する魂の苦叫は、昼夜絶え間なく至る所に聞こえ渡っている。おお、この憂き世にあって神なく望みない者の哀れさよ（エペソ二・十二）。思い見よ、今日も幾多の男女が煩悶の中に、苦痛の中に、悲嘆の中に、失望の中に、暗黒の中に、迷霧の中に、彷徨しつつ、倒れつつ、沈みつつ、死につつあるかを！「渡りて我らを助けよ」（使徒十六・九）とは誠に彼らの苦叫の真意である。


  神の嘆声。「主エホバかく言う。おのれを養う所のイスラエルの牧者は禍なるかな。牧者は群れを養うべき者ならずや。汝らその弱き者を強くせず、その病める者を癒さず、その傷つける者を包まず、散らされたる者を引き返らず、失せたる者を尋ねず、手荒に厳しくこれを治む。これは牧者なきによりて散り失せ、野のもろもろの獣の餌となりて散り失するなり。わが羊はもろもろの山々に、もろもろの高丘に迷う。わが羊全地の表に散りおれどこれを探す者なく、尋ぬる者なし」（エゼキエル三四・二～六）。


  「また群衆を見て、その飼う者なき羊のごとく悩み、かつ倒るるをいたく憐れみ、遂に弟子たちに言いたもう『刈り入れは多く、働き人は少なし』」（マタイ九・三六、三七）。「われ誰を遣わさん。誰か我らのために往くべきか」（イザヤ六・八）。「われ渇く」（ヨハネ十九・二八）。「誰かベツレヘムの門にある井戸の水を我に飲ましめんか」（サムエル後二三・十五）。


  わが集会。兄弟よ、姉妹よ、不信者は仕方ないが、贖われた我らは、身も魂も最早わがものでなく神のものである（コリント前六・九、十、二〇）。わが生くるはキリストのため（ピリピ一・二一）。主の御用を勤むるより他に用なき体である。しかるに我らは長らく神にも魂にも同情を有せず、ただおのがことのみを思って利欲、功名、快楽の奴隷となり、この身も時間をも所有をもおのがために使役していたとは何たる心得違いであろうか。読者の中にも今なおかかる兄姉があるならば、今日、目を覚まされよ。おお、おのれを捨てよ。これを十字架に釘付けて死なしめよ。汝の身を神に献げよ（ローマ十二・一）。全き服従をもって、「主よ我に何を行わせようとしたもうや」と祈られよ。主の御心の重荷と魂の苦悩とを解して、「主よ、我ここにあり。我を遣わしたまえ」（イザヤ六・九）と申し上げる者は実に幸いである。「主は我らのために生命を捨てたまえり。これによりて愛ということを知りたり。我らもまた兄弟のために生命を捨つべきなり」（第一ヨハネ三・十六）。


  動員令。「全世界を巡りてすべての造られしものに福音を宣べ伝えよ」（マルコ十六・十五）。福音のラッパと灯火（聖霊）をつけた空壷とをもって敵陣に進み入れよ（士師七・十六、十七）。「起きて汝の足にて立て。われ汝に現れしは、汝を立ててその見しことと我が汝に現れて示さんとする事との役者また証し人たらしめんためなり。我なんじをこの民及び異邦人より救わん。また汝を彼らに遣わし、その目を開きて暗きより光に、サタンの権威より神に立ち返らせ、我に対する信仰によりて罪の赦しと潔められたる者のうちの嗣業とを得しめん」（使徒二六・十六～十八）。この命令の下にパウロは決然として起ち上がり、余生を主の軍隊に投じ、遂にローマにおいて名誉の戦死をしたのである。その遺言に、「汝キリスト・イエスのよき兵卒として我と共に苦しみを忍べ。兵卒を務むる者は生活のためにまとわるる事なし。これ募れる者を喜ばせんとすればなり」（テモテ後二・三、四）とある。


  世の末期。主の御言通り（マタイ二四・七～十四）世の末期の兆候は歴然として今の世に現れて来た。もはやこの社会も永続きすることはできない。「汝らこの末の世にありてなお宝を貯えたり」（ヤコブ五・三）。「我らは時を知れり。今は眠りより覚むべき時なり」（ローマ十三・十一）。おお、主イエスを知るの大光栄を思い、永遠の国と天の宝とを心に留められよ。そうすればこの世と肉に属するものは糞土のように喜んでこれを捨てることができるであろう。


  



  時を知れ


  「斥候よ、夜は何の時ぞ。斥候よ、夜は何の時ぞ」（イザヤ二一・十、十一）。「夜ふけて日近づきぬ」（ローマ十三・十二）。すなわち義の太陽である主イエスが、やがて地上に再臨し、義の光を放ち、背ける者を罰し、キリスト敵対者や偽預言者らを滅ぼし、サタンを底なき穴につなぎ、千年王国の礎を備えたもう。しかしその前に曙の明星として、目覚めている潔められた聖徒に御自身を現したもう。これがいわゆる空中再臨なのである。ゆえに目下の時を知ることは大切である。


  今は恵みの時なり（コリント後六・二）


  ある聖書学者は世界人類の歴史を時代別にして研究している。たとえば、無邪気の時代、良心の時代、律法の時代というように区別し、そして今の時代を恵みの時代であると言うのである。主イエスの十字架はすなわち律法の時代の分割線である。この時代は誠に幸福な時代で、世界中どこの人でもただ罪を全く悔い改めて主イエスの贖いに頼れば救われ、神の子とされ、聖霊の賜物すら受けることができるのであるから、実に大いなる恵みである。しかしながら、この恵みの時は際限なく続くのではない。今はこの時代の最末期で、世界開闢以来いまだかってなかったほどの大艱難の時がはなはだ接近しているのである。そしてこの恵みの時代の幕は、前述の主イエスの空中再臨という拍子木によって引かれるのである。


  主イエスの空中再臨はテサロニケ前書五章十三節以下とその他に明記されている事実で、世々の永眠している聖徒は復活し、また全く潔められて生き残っている者は瞬時にその肉体が霊化され、共に雲に携挙され、空中で主に会い、喜楽を共にする幸福な時である。これを小羊の婚姻の宴というのである。我らはこの宴に是非ともあずからねばならない。このとき地上では種々の大きな艱難が続発するから、取り残された信者は非常な艱難に遭遇し、多くの信者は迫害のために殺される。何という禍の時ではあるまいか。


  その後、主は聖徒を引き連れて地上に顕現するのである。けれども憐れみに富む主はこのことを知りたもうがゆえに、どうにかしてその民を一人でも多くこの艱難から救出しようとして、「汝らみづからを心せよ。恐らくは飲食に耽り、世の煩いにまとわれて心鈍り、思いがけぬ時、かの日罠のごとく来たらん。これはあまねく地の面に住めるすべての人に臨むべきなり。この起こるべき事をのがれ、人の子の前に立ち得るよう、常に祈りつつ目を覚ましおれ」（ルカ二十一・三四～三五）と警告したもうのである。であるから、


  今は眠りより覚むべき時なり（ローマ十三・十一）


  お互いに経験しているように、我ら朽ち果てる肉体を着ている者は実は言いようのないほど弱い者である。ある人はペテロやその他の弟子らが主と共にゲッセマネの園で祈った時、暗黒の権力に抵抗し得ないでたちまち昏睡したことを笑うのであるが、それはむしろ暗黒の権力と衝突したことが無いからで、悪魔の加減を知らないからである。また彼は六千年来の経験と非常な熱心をもって巧みに世と肉の快味娯楽を好餌として来るから、多数の人が脆くも彼の術中に陥り、信仰は冷却し、活動は止み、やがて堕落するのである。それならばこの際我らはいかにすべきか。精励一番、死力を出して悪魔の姦計を退け、信仰の馳場を勇往邁進すべきか。それ言うべくして、行いうることではない。「わが欲する所の善はこれをなさず、かえって欲せぬ所の悪はこれをなすなり。ああ、われ悩める人なるかな。この死の体より我を救わん者は誰ぞ」とは我らある者の絶叫ではあるまいか。そこで我らはいよいよ煩悶苦慮すべきであろうか、また失望落胆すべきか。否！否！否！


  今はエホバを求むべき時なり（ホセア十・十二）


  これ機に合う聖霊の勧誘奨励である。我らこの聖言を聞く時、非常に勇気と希望が起こり、あたかも暗夜に難破し漂泊している船が灯台の光を見たような心地がする。だからもはや自己の無力さを見て失望し、また敵の強力さを考えて憂慮することなく、愛と力とに富む主御自身を求めれば良いのである。すなわち、全き認罪と献身をし、全き潔めを受け、主の御宝血を唯一の条件とし信仰をもってペンテコステの聖霊とその力に満たされることをただひたすら求むべきである。


  主は御昇天の際、聖霊によってかの力なき不忠実な弟子らに命令したもうた。「エルサレムを離れずして、我より聞きし父の約束を待て。汝らは日ならずして聖霊にてバプテスマを施されん。聖霊なんじらの上に臨むとき、汝ら力を受けん。……我が証人とならん」（使徒一・四、八）。主は真実である。御自身の約束を違えることができない。果たせるかな、弟子たちはペンテコステの日にこのことを成就されたのである。我らも彼らのようにへりくだり、主の御前に静まり、熱心にこのことを求めるならば、彼らと同様の力に満たされることは間違いないことで、「さらば聖霊の賜物を受けん。この約束は汝らと汝らの子らと、すべての遠き者すなわち主なる我らの神の召したもう者とにつくなり」（使徒二・三九）と証明されている。だから我らは時を知る。今は眠りより覚め、主を求め、彼の再臨を待ち望む時である。


  



  後の雨


  「このゆえに我らエホバを知るべし。切に知ることを求むべし。エホバはあしたの光のごとく必ず現われいで、雨のごとく我らにのぞみ、後の雨のごとく地をうるおしたもう」（ホセア六・三）。


  これは収穫の時の雨で、主イエスの再臨の前に来たるべき聖霊の大傾注を意味している。先の雨とはペンテコステの時にあった聖霊の大降臨であるが、この後の雨より遙かに少ない。


  皆様、後の雨の降る時は果たしていつであろうか。ああ、それは今である。目を上げて全世界に働き始めたもうた聖霊の大いなる聖業を見よ。ウエールス、ノルウェー、マダガスカル、インド、アメリカ、また暗黒のロシア等で聖霊の大傾注は始まり、多数の霊魂は主に帰りつつある。今や世界中の少なくとも十四ヶ所においてリバイバルは起きている。日本ではどうかと言うと、ああ讃むべきかな、聖霊は今や日本においても各地で奇しき聖業を始めたもうた。しかしこのように聖霊が働き出したもうたゆえ、悪魔はそれを妨げるために思い切った大きなことを始めた。この後も我らの思いもよらないような大事件を始めると思う。だが神はいつも悪魔の働きよりも大いなる働きをなしたもうのである。「今はエホバの働きたもう時なり」。しかり、人間ではない。神御自身の働きたもう時である。「起きて汝の頭を上げよ」。この句は罪を持つ人には恐ろしい言葉で少しも有り難くはない。けれども罪赦され、主の再臨を待ち望んでいる我らには何とも言えぬ喜びの音信である。また万物も「起きて汝の頭を上げよ」と未信者にも信者にも主の再臨の近づいたことを示し、「準備せよ」と叫んでいる。私自身、近来の経験でもそのように感じている。聖霊は罪について、責任について真面目に考えさせたもうて、そのために祈らなければならないようにしておいでなさる。皆様も定めてそのように感じておられることと思う。これは黙示録十九章七節のように、我らに新婦の準備をなさせ、やがておいでなさる新郎なるキリストの前に恐れなく立たせるためである。おお、何と大いなる神の愛であろう。


  ペンテコステの弟子たちは実に幸福であったが、現在の世に生まれた我らの幸福にはとても及ばないのである。しかし、この大きな恩恵に浴するか否かは我らの態度いかんによって決定するのである。例えばここで茶碗が下を向いているならば、どんなに大雨があってもそれには少しも入らない。このように我らも主以外のものに心を向け、下を向き、あるいは他を向いているならば、周囲の人がどれほど満たされても、我らは何の得る所もないのである。「切に知ることを求むべし」。ある人は「後の雨の降る時なら、祈らずともやはり聖霊は降るから良いではないか」と言う。おお、それは悪魔の声である。聖霊は「後の雨の時に雨を与え」（ゼカリヤ十・一）と叫んでいたもう。神は大いなることをなしたもう前に、必ず人をして祈らせたもうのである。インドのリバイバルでも聖霊は幼い小児らに祈らせたもうた。小児らが集まって祈祷会を始めた時、その祈祷会は十七時間より二十時間に及んだということである。このように聖霊は我らにも祈りを要求しておいでなさるから、我らは何事を捨てても祈りたい。しかし、求めるのは必要を感じ、責任を感じるからである。多くの人が求めないのは必要と感じていないからである。それであるからまず自分の有様を知り、必要を感じなければならない。


  皆様、我らは今過去の聖潔の経験を捨て、神の前におのれの有様を深く知りたいものである。ハガイ書二章十二節より十四節は神と祭司との問答である。


  神「人がその衣服の裾で聖なる肉を運んで行き、その裾がもし、パンまたはあつもの、または酒、または油にさわったなら、それらは聖なるものとなるか」


  祭司「いいえ」


  神「死体にさわって汚れた人が、これらの一つにさわったなら、それは汚れるか」


  祭司「はい」


  このとき神は、「我が前にこの民もかくのごとく、またこの国もかくのごとし。またその手の一切のわざもかくのごとく、彼らがその所に献ぐるものも汚れたるものなり」（ハガイ二・十四）と仰せられたが、私はこれによって深く探られたのである。聖なる肉は十字架の主を示しているのであって、裾すなわち我らがそれを包んでいる時、我らは聖くなるのである。しかし、聖くされた我らが他の者にさわっても、その者を聖くすることはできない。その人が自分で直接主にさわらなければ駄目である。これと同様に聖潔の教理は聖いが、人を聖める力はない。説教は聖い裾である。しかし、説教は我らを聖めない。ただそれを通して主にさわることによって聖められるのである。また聖別会も恵みの座も我らを聖めるに足りない。そこにいます主にさわった者のみ聖められるのである。かつ我らが聖なる主に接触している間のみ聖いのである。救いに二方面あるように聖潔にも二方面ある。すなわち、救いを得るには十字架のイエスを見上げて罪赦され、甦りのイエスを信じて義とされることが必要であるように、聖潔を得るには古い人を取り去られ、進んでイエスをわが聖、わが愛として着ることが必要である。過去の経験を当てにしている人々よ、現在イエスに接触し、彼を着ておられるか。諸君の心の中はイエスによって満たされているか。主との接触を失ったらもはや聖くはないのである。


  今一つは、屍にさわった人がさわるならば、何物でも汚れたものとなることである。これは非常に厳粛なことである。直接自分が罪を犯さなくても、汚れた人にさわる時、我は汚れるということである。例えば、我らが肉につく人と親密に交際すれば、断然罪を責める態度を取らなければ、我らは何の罪を犯さなくても汚れるのである。今、主の前に深く探られよ。


  今一つは、問題は違うけれど我らの責任である。この末の世に神が求めておられるのは聖霊に満たされてこの世に光を照らす人、主より託された使命を果たす人である。主はこれを天使に命ずることはできないので、「あなたがたが聖霊を受けて使命を果たすべきだ。あなたがただ、あなたがただ」と仰せたもう。我ら主の御前に立って、主より「あなたの家族の魂はどうか、親族のこの魂はどうか、あなたに託したかの人を伴って来たか、誰某はどこにいるか」と尋ねられる時、我らはどのような答をなし得ようか。


  ルカ伝十一章五節より八節までを見よ。この夜半の飢えた旅人は我らが日々接している世人、すなわち望みなく慰めなき人々である。我ら自分の力で彼らを満足させえないことを知ったなら、真の友であるイエスに行き、「ひたすら」求めるべきである。そうすれば主は起きて、我らの求めに従い我らに聖霊を与え、かつ満たしたもうのである。


  おお、求めよ、ひたすら求めよ、尋ねよ、叩けよ。


  



  身体の福音


  神は恵み深く、慈愛に富みたまえば、彼のすべての子供を愛したもう。彼は主イエス・キリストによって我らのために全霊全生全身に関する全き贖いをなしたもうた。だから霊魂におけると同様、我らの身体の一小分子に至るまでみなその贖いの中にある。あたかもこれ昔時イスラエル民族をエジプトより救い出したもうた時、モーセがパロに「我らの子女も家蓄も我らと共に行くべし。一蹄も後に残すべからず」（出エジプト十・二六）と告げたような全き贖いである。讃美すべきかな、神は真実に御自身の声に聴き従い信頼する者にはあやしまれるほどの完全な救いを備えたもうた。ハレルヤ。


  では身体に関する福音とは何であろうか。今、これを三方面に区別してその恩恵を紹介しよう。


  （一）肉体の聖潔（コリント後七・一）


  「されぱ愛する者よ、我らかかる約束を得たれば、肉と霊との汚れより全くおのれを潔め、神を畏れてその潔きを成就すべし」。これは肉体に関する道徳的救済である。始祖アダムが堕落して以来、我ら人類の肉体には神の附与したまわざる、自力をもってしては節制し難い一種の不規則な欲望がある。ことに多数の人々は、酒、煙草、亜片、モルヒネ、その他すべて身を汚し元気を消殺する嗜欲があり、これらの奴隷となって苦悶している。しかし、身体の福音はこれらの人力をもってしては禁制し難い嗜欲に終局をもたらし、全く潔め去らせるとの朗報である。すなわち主イエスの血と聖霊の御力に信頼すれば、これらの嗜欲に全く打ち勝つことができるのみならず、その身体は正義の器となり、また聖霊の宮にふさわしい者となり、聖い神と琴瑟のような調和を保ってインマヌエルの生涯を送ることができるのである。


  （二）肉体の癒し（マタイ八・十六）


  「夕べになりて、人々、悪鬼に憑かれたる者を多くみもとに連れ来たりたれば、イエス言にて霊を追い出し、病める者をことごとく癒したまえり」。


  主イエスは我らの身体を道徳的及び霊的に自由にしようと、哀れにも病魔のために苦悩している人々に癒しの福音を聞かせたもう。主の癒しは霊魂の救いと区別すべきものではない。主は常に両方面を兼ねて働きたもうた。その主は昨日も今日も永遠に変わりたまわぬが、今日どのような順序で人々を癒したもうかというと、まず人々の生きた信仰を通して血潮を聖霊により適用して内部の霊魂に恵みを与え、次に外部の身体に及ぼしたもうのである。癒しに対する信仰は決して迷信ではない。これは旧新約一貫して明示されている真理である。ことに主イエスは、御自身が旧約で預言されたメシヤである証拠として至る所で病者を癒したもうただけでなく、弟子たちにも病者を癒す御力を授けたもうたのである。それらの記事は四福音書を見れば、ほとんど毎頁に散見することができる。


  主の癒しには驚くべき慈愛が含まれていることを見るのである。すなわち主がいかに深厚な同情を我らの身体の上に垂れたまいつつあるかを知ることができる。主は気力なく容貌焦惇し心中苦悶する病者に対して、実に満腔の同情をもって顧みつつありたもうのである。そして癒しの福音はこれらの好消息である。また、この主の癒しは人々が神に奉仕するために善用されたことを学ぶべきである。かの無数の悪鬼に憑かれたガダラの狂人を見よ。彼はイエスによって癒された後、その家と親族に行き、主の大いなる恩恵と能力を証しし、主の栄光を現した。これは主の癒しを求める者の法とすべきことである。


  （三）身体の栄化（ピリピ三・二一）


  「彼は万物をおのれに従わせ得る力によりて、我らの卑しき様の体を変えて、おのが栄光の体にかたどらせたまわん」。我らの身体は現状を永遠に保ち続けるものではない。主イエスの再臨の時たちまち栄化されて、朽ちず、汚れず、衰えない栄光の霊体となるのである。「この朽つるものは朽ちぬものを着、この死ぬる者は死なぬものを着んとき、『死は勝ちに呑まれたり』と記されたる言は成就すべし」とある（コリント前十五・五四）。そして身体の癒しは、今地に属するアダムの様を持つ我らをして、やがて再臨したもう天に属する我らの主キリストの様を持たしめる栄光の叙任式を美わしく前影するものである。ゆえに病魔に苦しめられている兄弟は進んで真実の心より癒しを求め、その手に触れていただくならば、健全強壮の者となり、主の栄光を現しつつ、来たらんとする栄化を心から待ち望む者となりうるのである。


  



  未来の備え


  「かくて汝らは我らの主なる救い主イエス・キリストの永遠の国に入る恵みを豊かに与えられん」（ペテロ後一・十一）。


  今日ペテロ後書一章三～十一節、ことに十一節について語りたい。ペテロ書の著者はかの忠実なペテロであって、この書を著した時はよほど年老いていたと思う。かのローマの大迫害のあった時、パウロは斬刑に処せられ、ペテロは逆磔刑に処せられたが、その死ぬ前に著した書である。ペテロは自分の死の近いことを知っていた（ペテロ前一・十四）。普通の人でも死ぬ時の言葉は非常に重いが、ことに聖霊に満たされているペテロの言葉は一句一句重い愛に満たされた言葉である。


  ペテロの最大の願いは、信者が天国に入る時に豊かに入ることであった。裏を返すと、同じ天国に入るにしても豊かに入ることのできない者もいることを示している。それゆえ聖霊はペテロを通して語りたもうた。御承知のように、我らが天国に入ることのできるのはただ恵みである。何の価値もない我ら、生まれながらの怒りの子である我らが、十字架のイエスを信じることによって罪赦され、神の子とされるというのは大いなる恵みであるが、同じ天国に入るにも入り方が違う。もちろん入ってから後も栄光の程度において、すべての点において違う。そして神の願いは我らすべてが豊かに入ることである。しかし、これは我らの態度次第ですべて決まるのである。


  「すなわち汝ら及び我が霊の、我らの主イエスの力をもて共に集まらんとき、主イエスの名によりて、かくのごとき者をサタンにわたさんとす。これその肉は滅ぼされて、その霊は主イエスの日に救われんためなり」（コリント前五・四、五）。


  コリントの教会の内部には未信者でも恥じるようなことがあったから、神はパウロを通して警告し戒めたもうた。「サタンにわたさんとす。これその肉は滅ぼされて、その霊は主イエスの日に救われんためなり」。この世に生きながらえて罪を犯し、神の聖名を汚すような信者は生きていても仕方がないから、神はその人をサタンに渡したもうのである。すなわち、病気あるいは他のものをもってこの世より取り去って、魂を救いたもうのである。人間は死ぬ時に真面目になるから、信者なら悔い改めるので、その人は恵みによって天国にやっと入ることができる。しかし、それは神の御旨ではない。


  「すでに置きたる基の他は誰も据えることあたわず。この基はすなわちイエス・キリストなり」（コリント前三・十一）。


  ここにあるように信者の土台はすべてイエス・キリストである。その後に記されていることは救われた後の生涯を示している。我らはこの土台の上にどんな家を建てているであろうか。やがて各々の業の上に大いなる火の試験が臨むが、もし木草の業ならことごとく焼かれて自分の魂が救われるほか何の報いもないのである。


  皆様、我らは主の前に立つ時どうであろうか。諸君の業は焼失する草であるか。また火に耐える金銀宝石の業であるか。我ら今、主の前で自分を調べたい。


  豊かに入ることについては種々の条件があるが、一口で言うと「キリストに在り、全くなりて神の前に立つこと」（コロサイ一・二八）である。


  「しみなくしわなく、すべてかくのごとき類なく、潔き傷なき尊き教会を、おのれの前に建てんためなり」（エペソ五・二七）。


  我らが潔く尊くなって、しみなくしわなく、はばかることなく新郎なる主の前に立つことを主は願っていたもう。もし草木の業をもって主の前に立つなら、主は失望したもうであろう。例えば職工が反物を主人の前に持って来た時、その反物にしみがあるなら、その主人はどう思うであろうか。


  ではどうしたら主の前に立ち得るか。ペテロはそれについて教えている。


  「このゆえに励み勉めて汝らの信仰に徳を加え、徳に知識を、知識に節制を、節制に忍耐を、忍耐に敬虔を、敬虔に兄弟の愛を、兄弟の愛に博愛を加えよ」（ペテロ後一・五～七）。ここに八つのものが示されている。すなわち信仰から始まって博愛で終っているが、この八つは我らが主の前に立つのに必要なものである。音楽に八つの譜がなければ歌えないように、我らの心中にもこの八つがないなら駄目である。


  信仰、徳、知識、節制、忍耐、敬虔、兄弟の愛、博愛。これだけのものがあるなら、豊かに天国に入る保証となる。「かくて汝らは我らの主なる救い主イエス・キリストの永遠の国に入る恵みを豊かに与えられん」（ペテロ後一・十一）。


  今この八つについて次に述べよう。


  （一）信仰。きわめて容易である。また誰でもできる。すなわち、彼は我らを救うために来られたキリストである。彼は我らのために十字架に釘付けられ、神に頼りたもうた。これはわがためであると受け、彼に頼るのである。


  （二）徳（原語は勇気）。それは実行に移すことである。そうだと思う時に行うことで、これは真の信仰に伴うものである。ペテロは「キリストはわが救い主」と信じた時、何もかも捨てて従った。キリストが「去らないか」と言われた時、彼は「我は汝を離れて何をなさんや」と言った。


  （三）知識。実行したくても知識がないと困る。「されば慎みてその歩むところに心せよ。賢からぬ者のごとくせず、賢き者のごとくし」（エペソ五・十五）。私もこの知識が少ないために神の御旨ではないことをして度々失敗する。ユダヤ人はそれで失敗したのである。しかし、主に求めるなら、この知識は与えられる。


  （四）節制。道理を解し、神の御旨を知っても、肉体を持っている間は節制を要する。例えば競争する人を見よ。彼らは常にすべてのことを慎む。我らは今や神の兵卒として戦闘に加わっているのであるから、非常に慎むことを要するのである。


  （五）忍耐。我らは忍耐しなければならないことがたくさんある。私が結婚した時、ある兄弟が「家庭の秘訣は忍耐である」と言ったが、これは家庭だけでなく、どこに行っても必要である。


  （六）敬虔。忍耐しても神を敬わないなら駄目である。随分自分の意志で忍耐する人がいるが、それだけではいけない。それに神を敬うことを加える必要がある。不敬虔な所から不真面目が出て、種々の悪事が始まるのである。


  （七）兄弟の愛。主は「われ汝らを愛するごとく、汝ら相愛せよ」と仰せられる。もし我らが兄弟を愛せないなら、どうして進んで未信者を愛することができようか。それであるから、第一に兄弟を愛するなら、第二にすべての人を愛することができる。兄弟が罪を犯す時、それを赦すだけではない。進んでそのために祝福を願うことである。いま己を省みられよ。これが備わっているであろうか。もし我らに古い人があるなら、心で願っても行うことはできない。我らが神の命令を行えないのはこの己があるからである。この己があるから兄弟を愛することができない。この己があるから兄弟の徳を立てることができないのである。なぜであろうか。これは聖霊の結ぶ実であるから、聖霊を受けていない人はできなくて当然である。古い人の存在を感じる人々よ、聖霊を受けていないことを感じる人々よ、求められよ。そうすれば、神はさ迷う古い人を取り除き、聖霊を満たしたもうのである。


  また、せっかく聖霊を受けても、聖霊の目的に従わないなら、聖霊を片隅に置くなら、聖霊の実を結ぶことはできない。私の近年の願いは、「どうか主の前にしみなく恐れなく立つことができるよう、今のうちに主のためにすべてを使いたい。自分は無一物になりたい。そうして天国に入る時、豊かに入る者になりたい」ということである。これが私の切なる願いである。我ら今主の前に自分を探られて、捨てるべきものは捨て、受けるべきものは受けて、天国に豊かに入るための準備をしたい。神は我らの要求を満たしたもう御方であるから、我らははばかることなく求めようではないか。


  



  主を迎える準備


  「もし行きて汝らのために所を備えば、またきたりて汝らを我がもとに迎えん。我が居るところに汝らも居らんためなり」（ヨハネ十四・三）。


  「ガリラヤの人々よ、何ゆえ天を仰ぎて立つか。汝らを離れて天に挙げられたまいしこのイエスは、汝らが天に昇り行くを見たるそのごとくまた来たりたまわん」（使徒一・十一）。


  「キリストもまた多くの人の罪を負わんがために一たび献げられ、また罪を負うことなく、おのれを待ち望む者に再び現われて救いを得させたもうべし」（へプル九・二八）。


  我らの主イエスは再び来たりたもう。主御自身と天使と使徒との証しをここにあげた。先に主は自らを低くして僕の形をとって一度地上に下りたもうたが、今度再臨したもう時には、権威と栄光とをもって臨みたもうのである。主の再臨が教会に対し、信者に対し、未信者に対し、どのような関係にあるか等について種々の方面から学ぶべきであるが、今一度この短い説教で述べることはできない。だが、ここできわめて大切な一つの面について諸君に申し上げたい。すなわち、再臨に対する我らの準備である。主の再臨に対する我らの準備として、聖書で五つのことが教えられている。


  第一は、新たに生まれることである。我らはすべて己が犯した罪を悔い改め、この世と肉と悪魔とに全く背を向け、我らのために死んで甦りたもうた主を信ずる時、罪赦されて新しい人とされる。これが再臨の主に対する第一歩である。さて罪を悔い改めることについて、多くの人は神の前で懺悔しさえするなら人の前はどうでもいいように思うのである。しかし、神は悔い改めにふさわしい実を求めたもう。我らは神の前ですべての罪を悔い改めるのと同時に、人の前でもまた成すべきことを成さねばならない。以前盗んだものは返し、借りた分は返却し、争っているなら和睦をし、詫びねばならない所はことごとく詫びることが大切である。このことが明白にならないうちはその人の悔い改めが実を結んだとは言えないから、決して明確な新生の恵みを握ることはできない。どうか各自省みて、自分は確かに新生しているか否かを調べられよ。「人あらたに生まれずば、神の国を見ることあたわず」（ヨハネ三・三）。


  第二は、潔められるべきこと。ただ犯した罪が赦されるのみならず、我らの内の肉の性質が血潮により全く潔められて聖霊に満たされることは第二の準備である。「もし潔からずぱ、主を見ることあたわず」（へプル十二・十四）。


  第三は、常に主にとどまること。我らは毎日の生涯において、時々刻々主にあって歩み、すべてのことで主の御旨に絶対の服従をして進むべきである。「されば若子よ、主に居れ。これ主の現れたもう時に臆することなく、その来たりたもう時に恥づることなからんためなり」（ヨハネ第一書二・二八）。


  第四は、主の来たりたもうを待ち望むこと。多くの人は主の再臨を知っていても、その現れたもうことに対しては誠に冷淡である。聖書に何とあるか。「彼はおのれを望む者に再び現われて救いを施すべし」とある。あなたは主の再臨を真に待ち焦がれているか。主があなたに「幸いなる望み」（テトス二・十三）となっているか。「今よりのち義の冠わがために備われり……すべてその現れを慕う者にも賜うべし」（テモテ後四・八）。おお、この冠はあなたのものか。果たして主の現れを愛慕しているであろうか。「主はいつかは来たりたもうでしょう」くらいに思っていはしないか。「いつ帰って来るかわからないから、家のことはよろしく頼むぞ」と言い残して旅立った夫の留守に、妻なる人が「なーに、いつ帰るかわかりもしないのに」などと言って、冷淡にも夫の帰りを待ち詫びもせず、かえって種々の交際を始め、世俗の楽を事としているとしたら、あなたはこの女をどう思われるか。また夫が帰った時、この不貞な妻をどうすると思うか。主イエスはこの世を去りたもう時、「このゆえに汝らも備えおれ。人の子は思わぬ時に来たればなり」（マタイ二四・四四）と言い残したもうた。おお、あなたはこの主が早く天に所を備えたもうて速やかに来たらんことを楽しみ待っているか。あるいはあなたの心に「実はもう少し主が遅れて下さらねば都合が悪い」と思う所がないであろうか。友よ、君の備えはどうか。


  第五は、我らの信仰が試みられ、鍛練されるべきことである。「汝らの信仰の試しは、朽つる金の火に試さるるよりも貴くして、イエス・キリストの現われたもうとき誉れと光栄と尊貴とを得べきなり」（ペテロ前一・七）とある。信仰を試みられるとは、試みに陥ることではない。種々の試みに会い、これに打ち勝って進むことである。神はこのように我らを鍛練し、どうにかして信任できる者にしようと願っておられる。主イエスはこのようにして信仰を鍛練された完全な花嫁、聖くてしみも傷もない花嫁を娶ろうと欲したもう。「わが兄弟よ、汝ら様々の試みに会うとき、ひたすらこれを喜びとせよ」（ヤコプ一・二）。


  愛する兄弟姉妹よ、以上の五つのことを一つ一つ身に当てはめ、聖霊の光の下で正直に自らを調べられよ。かくて主が今来たりたもうとも、その御前に喜んで舞い出ることのできるよう準備されよ。アーメン。


  



  キリストにあっての完全


  「我らはこのキリストを伝え、知恵を尽くしてすべての人を訓戒し、すべての人を教う。これすべての人をしてキリストに在り、全くなりて神の前に立つことを得しめんためなり」（コロサイ一・二八）。


  キリストにあっての完全！これは我らに対する神の切なる願いである。神が種々の方面から我らを教え、恵み、また懲らしめたもうのは何のためかというと、どうにかして我らをキリストにあって完全な者として御前に立たせるためである。もし我らがやっと滅亡より救われただけで完全にならないなら、神はどれほど失望なさるかわからない。これがために聖霊はパウロの内に働き、また今日我らの内に働いていたもうのである。今日、このことについてしばらく話すことにする。


  （一）これは神の命令である。「さらば汝らの天の父の全きがごとく、汝らも全かれ」（マタイ五・四八）。ある人は「人間が完全になることなど決してない」と言うが、それは人間の考えで、ことに罪を持つ者の言う所である。


  （二）神はこれがために道を備えたもうた。「今は神キリストの肉の体をもて、その死により汝らをしておのれと和らがしめ（これは救いである）、潔く傷なく責むべき所なくして（これは完全である）、おのれの前に立たしめんとしたもうなり」（コロサイ一・二二）。ああ、しかり、主が肉を裂き血を流したもうた御目的は、前述の神の御命令が我らにより成就され実行されるためである。神の命令にはいつでもその実行の道と力が伴っている。


  （三）これは聖徒の経験である。


  パウロは「我らのうちすべて全き者」と言っている（ピリピ三・十五）。ちょっとここで注意されたい。十二節においてパウロは「我すでに全うせられたりと言うにあらず」と言い、十五節において「我らのうちすべて全き者」と言っている。前後撞着するようであるがそうではなく、完全に二種あるのである。十二節の完全は主再臨の時、我らが栄光の体に甦りあるいは化した時に達する完全であって、今日この方を味わいたいと思う。


  さて、現世におけるキリストにあっての完全とは、すなわち愛において完全であることである。前述のマタイ伝五章の神の命令も、「兄弟のみならず敵をも愛せよ。愛において父のように完全になれ」との意味である。


  我らの力量や働きは実に不完全であっても（人より見て）、愛は神の前で律法を全うする（ローマ十三・八）。聖潔とは「この汚れを捨て、かの癖を直し、こうしてはいけない、ああしてはいけない」というような窮屈なことではなく、全き愛により全心全力を挙げて神と人とに向かう心の状態である。ここに自由があり、平安があり、大胆があり、力がある。神は愛であるゆえに、神の子たる我らも愛であるぺきはずである。キリストの御謙卑、御服従、御忍耐、また一切の御働きはことごとく愛である。全き愛より出て来ている。かくて主は、「わが汝らを愛せしごとく、汝らも相愛すべし」（ヨハネ十三・三四）と命じたもうたが、我ら果たして相愛しているであろうか。


  ペテロはなかなか恐心であったが、彼が聖霊を受ける前は愛において完全でなく、「主よ、われ一切を捨て汝に従えり」とは言ったものの、実際は己を捨てていなかったので、いざというとき主を捨てて逃げた。我らもペテロのように自らを欺き、「身も魂も主に献げたい」と言いながら、日常の小さなことでもやはり己を顧みて人を顧みず、いざ十字架となると自らを安楽にするために主を離れ去ることがないであろうか。主の御用に金を出す場合もまた、我らの愛の実を試される時である（コリント後八・八）。


  「愛は寛容にして慈悲あり、愛は妬まず、愛は誇らず、高ぶらず、非礼を行わず、己の利を求めず、憤らず、人の悪を思わず、不義を喜ばずして、真理の喜ぶところを喜び、おおよそ事包み、おおよそ事信じ、おおよそ事望み、おおよそ事耐うるなり」（コリント前十三・四～七）。


  我らは愛において完全であろうか。では我らはいかにして完全な愛を得ようか。聖霊はヨハネ第一書四・七～十一において示したもう。「愛は神より出ず」。「神はその生みたまえるひとり子を世に遣わし、我らをして彼によって生を得さしむ。ここにおいて神の愛われらに現れたり。我ら神を愛するに非ず。神われらを愛し、我らの罪のためにその子を遣わして挽回の祭とせり。これすなわち愛なり」。


  おお、ひとり子をこの好悪暗黒な世に遣わし、彼を十字架に渡したもうた父の御苦痛を思え。神は我らを愛してこの無上の惨苦をも忍びたもうた。「愛する者よ、かくのごとく神われらを愛したまえば、我らもまた互いに相愛すべし」。なおヨハネ第一書三・十六を見ると、「主は我らのために命を捨てたまえり。これによりて愛ということを知りたり」。しかり、我らは神の愛を実際に味わい知った。これは人情の愛ではない。我らが謙遜と信仰をもって十字架に来る時、聖霊は神の愛を我らの心の隅々まで満たしたもう（ロマ五・五）。愛の火を受けるなら、すべての汚れは焼き尽くされ、我らの心は完全になるのである。


  「汝の神エホバ、汝の心に割礼を施し、汝をして心を尽くし、精神を尽くして汝の神エホバを愛せしめたもうべし」（申命三〇・六）。だから誰でも主に来るならば完全になることができる。「私はとてもできない」と言う人は謙遜のようであるが、実は神の力を拒む者である。おお、心の曲っている者、冷ややかな者、欠けている者は来たりて受けよ。すでに愛の火を受けた者はなお愛の増し、かつ満たされんことを求めよ。これは主の聖旨である（テサロニケ前三・十二）。


  なお我らは心を尽くして聖書を調べ、聖旨をわきまえ知り、時々刻々聖霊の声に聞き従い、かつ我が身の上に来たるあらゆる辛苦艱難を神の愛の御彫刻として、また栄光にあずかる階段として歓迎することである。これらはみな我らをしてキリストにあって完全ならしめるものである。


  



  聖霊の降臨


  本日十九日は記念すべきペンテコステ、すなわち聖霊降臨節である（使徒二・一）。主イエスは我らの大敵なる悪魔を十字架において滅ぼしたもうた（へブル二・十四）。悪魔がどれほど暴れ回っても、事実彼はただ敗軍の将であるだけである。長らく我らを苦しめていた罪悪も、十字架上で全く贖われ、何一つ残る所はない（ヨハネ十九・三〇）。しかしこの大勝利、この驚くべき救いについて、当時信者も未信者も悪魔も解することができなかったのである。さて主イエスが死より甦り、天に昇り、父に祈り（ヨハネ十四・十六）、聖霊を父より受けて、待ち望んでいた弟子たちに注いだ時（使徒二・三三）、前述の主の御勝利が現われて信者の経験は勝利となったのである。これがすなわちペンテコステである。


  神はキリストの十字架によって爆裂弾を製造し、聖霊の手によってこれを投じて爆発させたもう。それゆえ我らも聖霊を受けぬ間は、十分に十字架の力を経験することはできない。全き勝利の生涯に入ることができない。「汝ら信者となりしとき聖霊を受けしか」（使徒十九・二英訳）とは我ら各自に向かって、ねんごろにまた厳かに主の問いたもうことである。愛する兄弟よ、姉妹よ、あなたはどうであるか。


  ペンテコステの恵みについて以下に数個の要点を挙げよう。


  （一）聖潔


  悔い改めて罪の赦しを受けただけではまだ全く潔くならない。生来の罪の性質が心中に潜んでいて時々芽を出し、罪を犯させるのである。多くの信者はそのため度々その言葉と平和とを破り去られ、とかく自由と勝利が永続しないことを嘆いている。また、この古い性質すなわち自己はこのような信者の身心を支配し、度々神の御旨はどうかまた人の為になるかどうかを顧みることなく、ただ自分の欲のために労力と時間と持ち物とを使用する。神の名はこのために汚され、主の胸はこのために痛められている。しかし、主はこのような信者を捨てたまわず、大いなる恵みをもって聖霊すなわち火のバプテスマを授けたもう（マタイ三・十一）。兄弟よ、姉妹よ、あなたはその己と肉情肉欲を殺され、焼き尽くされることを願うであろうか。


  （二）慰籍と希望


  人の同情や慰籍には限りがあって度々我らを失望させるが、聖霊は実に安慰と善慰とを与えたもう（ヨハネ十四・十六、テサロニケ後二・十六）。


  「母のその子を慰むるごとく、我も汝らを慰めん」（イザヤ六十六・十三）。


  誠に彼は我らを「懐に置き、これが養育者となり」たもう（ルツ四・十六）。悪魔は種々の事情を用いて我らの弱さに乗じ、暗黒の勢力をもって我らを圧倒し、我らを失望させようとするが、聖霊は常に主の愛と神の力とを示し、栄光の望みを与えて励ましたもう（ローマ五・三～五）。


  （三）黙示と教諭


  聖霊は誠にわれわれの心の目を明らかにしたもう御方である（エペソ一・十七、十八）。彼は我らに主イエスとその栄光とを明らかに示したもう（ヨハネ十五・二六、同十六・十四）。彼はまた聖書の真理を啓示して我らを導き、すべての真理を知らしめたもう（ヨハネ十六・十三）。これまでどんな書物を読んでも、名ある大家に問うてもわからなかった疑問が、聖霊を受ける時たちまち溶け去ることが度々である。


  （四）恩恵と能力


  聖霊は神の愛を我らの心に注ぎ、福音の満ち足りる恵みに浴させたもう。加えて我らに上よりの能力（ルカ二四・四九）すなわち超自然の能力を与えて地の果てまでも主の証人とならせたもう（使徒一・八）。これは主イエスが我らに聖霊を与えたもう目的の主たるものである。主は我ら信者なくしてはその救いを罪人に伝えたもうことはできない。我らは聖霊なくしては効果的に福音を語り、かつ魂を導くことはできない。聖霊がひとたび我らを満たしたもうなら、最も弱い者も、最も卑しい者も、実に驚くべき力ある器となる（士師十六・十五、同七・二一）。特に主イエスの跡を踏んで十字架を負うに耐えしむる能力は、聖霊にのみあるものである。


  ああ、尊い聖霊、「無くてならぬものは多からず、ただ一つのみ」（ルカ十・四二）。


  我らはこれまで何を求めていたであろうか。


  「求めよ、さらば与えられん。尋ねよ、さらば見いださん。門を叩け、さらば開かれん。汝ら悪しき者ながら、良き賜物をその子らに与うるを知る。まして天の父は、求むる者に聖霊を賜わざらんや」（ルカ十一・九～十三）。


  兄弟姉妹よ、世と肉につく糞土のようなものを捨て、全くその身を主に献げ、ひたすら聖霊を求めよ。得るまでは止むなかれ。おお、満たされよ。あなたを愛し、あなたのために己を捨てたもうたイエスを記憶せよ。彼を愛せよ。彼の血を信ぜよ。彼に従え。


  



  我らの望みと準備


  「愛する者よ、我ら今神の子たり。後いかん、未だ現われず。その現れたもう時われらこれに似んことを知る。我らその真の様を見るべければなり。すべて主によるこの望みを懐く者は、その清きがごとくおのれを潔くす」（ヨハネ第一書三・二、三）。


  希望は各自をして活動させる本源である。見よ、農夫は雨中に炎天に収獲の望みを抱いて働く。その他、学生も実業家もことごとく望みに頼って勤め励んでいる。望みと活動とは両車輪のようである。失望は人を殺し、希望は人を生かすものである。しかし、キリスト者の望みは農夫や学生のそれとは同一ではない。望みがはっきりしていないなら、喜びも慰めも能力もない。言いかえると、エペソ一・十七、十八のように心の目が明らかになる時、望みが明瞭になる。望みが明瞭になっていないのは心の目が曇っているからである。


  （一）我らのために美しい場所が備えてあること


  「わが父の家には住み処多し。しからずぱ我かねて汝らにこれを告げしならん。われ汝らのために所を備えに行く」（ヨハネ十四・二）。主イエスは「汝らのために所を備えに行く」と仰せたもうた。そこで我らを永遠に楽しませようとして準備していたもう。兄姉よ、おお、目を上げて、あなた方のために備えられた輝く美わしい神の御国を仰ぎ望め。アブラハムは地上にあっては自ら旅人であり、寄留者であった（へブル十一・十三～十六）。そして遙かに天の古里を仰いで楽しんでいた。地上は決して我らの安息所ではない（ミカ二・十）。信仰の目を上げて、天なるわが家を仰ぎ見て楽しもうではないか。千九百年来神の建築したまいつつある宮殿はいかに壮麗なものか。


  （二）第一に場所はできたが、次に我らの身が美しい者となることである


  「愛する者よ、我ら今神の子たり。後いかん、未だ現われず。その現れたもう時われらこれに似んことを知る。我らその真の様を見るべければなり」（第一ヨハネ三・二）。


  すなわち主が再び来たりたもう時、準備のできている聖徒は神に似た者となるのである。波風荒い暗黒の世から携え上げられてキリストの甦りの姿となり（マタイ十七・二）、変貌の時のようになることである。何と驚くべきことであろうか。単に霊魂のみならず、またこの賎しい身体をもキリストと同じ姿に栄化するのである（ピリピ三・二一）。


  今は未信者と肉体においては別に変わりはなく自然に支配されているが、主はこのままにしてはおかれない。血肉は神の国を嗣ぐことはできないから、栄化されて神の国を嗣ぐのである。何たる幸いであろうか。未信者には奇妙に聞こえることであるが、神によるこの望みは真実であるから感謝し喜ぶべきである。


  （三）天国に行った時に小羊と婚姻することである


  「『我ら喜び楽しみてこれに栄光を帰しまつらん。そは小羊の婚姻の時至り、すでにその花嫁みずから備えしたればなり。花嫁は輝ける潔き細布を着ることを許されたり。この細布は聖徒たちの正しき行いなり』。御使い我に言う、『なんじ書き記せ、小羊の婚姻の宴席に招かれたる者は幸いなり』と。また我に言う、『これ神の真の言なり』」（黙示十九・七～九）。


  ハレルヤ、アーメン。ああ、喜び楽しめよ。小羊（キリスト）との婚姻は今に来る。近づいている。万物が創造された時、神はアダムを造りたもうた。しかし、万物がはなはだ良くても、アダムには何か一つ物足りなく思われた（創世記二・二一～二三）。そこで神は彼の肋骨をもってエバを造り、妻となしたもうたところ、このとき人は幸福な者となった。これはキリストと我らとの型である。今キリストは夫にいましたもうが、何か一つ物足りなく思いたもう。すなわち贖われた聖徒（花嫁）と婚姻せんことを願っていたもう。我らはキリストの肋骨より出されたエバである。我らがキリストを慕うよりも、主は我らを慕って愛していたもう。主は我らの罪を赦し、天国へ迎え入れたもうのみならず、永遠に我らを楽しませようとしておられる。主は今は我らを潔い処女として地上に置きたもうが（コリント後十一・二）、今に我らはキリストと婚姻して、あたかも夫婦が一家を司どるように天地を支配する身分となるのである。何という輝かしい美わしい望みではないか。あまりに事が大きく、あまりに幸いが多くて、真偽をわかりかねるようであるが、聖書に違いない。我らは日一日、時一時とこの望みに近づいているのである。


  以下、少し準備について語ることにしよう。我らはこの世の尊い人の前に招かれる時でさえ、十分な注意と尊敬をもって服装を正し、決して汚衣を着ない。我らは聖い聖い神に召されて近づくのだから、少しでも世につく汚れを心中に持って行くことはできない。おお、兄姉方は神に召される準備ができているであろうか。第一は外部の汚れ、すなわち世につくものを一切捨てることである。第二は内心の汚れ、すなわち性質が潔くされることである。第三はキリストの霊を心中に宿し、キリストの愛に全身を支配されることである。一口で言うと、聖くされること、純粋透明にされて一点の汚れもなくしていただくことである。


  （一）この世は名誉、権勢、財産、快楽、その他種々の見えるもの、肉につくものをもって誘うが、神は輝く聖国と永遠の望みをもって我らを励ましたもう。パウロは人物としては偉大な者であった。


  「我は八日目に割礼を受けたる者にして、イスラエルの血統、ベニヤミンの族、へプル人より出でたるヘブル人なり。律法につきてはパリサイの人、熱心につきては教会を迫害したるもの、律法によれる義につきては責むべき所なかりし者なり」（ピリピ三・五～六）。


  彼の血統、門閥、教育、履歴等、宗教家としても傷のない者であったが、心の目を開かれて生けるキリストを知った時、提灯と釣鐘の比ではなく、これらの世につくものを糞土のように思うと言った。


  俗話に、狐に欺された者の目が覚めたら不潔物の中で楽しんでいたという話がある。このように悪魔に欺かれてこの世の汚れの中に座して平気でしかも喜んでいる者がいる。私も以前は自己の名誉や利欲や快楽のために世のものを追い求めて汲々としていたが、静かに顧みると実に狐に化かされ、否、悪魔に化かされていた一人であった。しかし主イエスの御犠牲と天の望みが見えて来た時、私は喜んで世のものを捨て、この身を主に献げ、主のために罵られ苦しめられることを勲章のように感じるようになったのである。


  まことにこの世の富は糞土である。兄姉よ、この世のものがあなたに慕わしく見えるなら、自省されよ。天のものが何より美しく慕わしく見えるようにならねばならない。


  （二）我らは心中に古い己というものがあるから、どうしても神と全く一致することができず、またしてもまたしても罪を犯す。自らを義として人を議し損なうのもこの己である。我らは自力でこれを取り除くことはできない。しかし、この一物のあることを言い表わし、誠意よりこの己の殺されることを願い、十字架にすがるなら、キリストの血はすべての罪より我らを潔めたもう（第一ヨハネ一・七）。我らはただ信じればよいのである（使徒十五・九）。


  （三）我らはどうすれば神の性質すなわち愛で満たされることができるであろうか。神は我らが己のように隣人を愛し、なお進んで兄弟のために生命を捨てることを望みたもう。神は我らにできないことを命じたもうようなことはない。


  「主は我らのために生命を捨てたまえり。これによりて愛ということを知りたり」（第一ヨハネ三・十六）。


  我らは愛の説明を聞いて愛を知るのではなく、このように愛されて愛を味わい知る時、主のために尽くしたいという心が浮かぶのである。かつ信じる者の心に聖霊は神の愛を注ぎ入れたもう。だから実際に神を愛し、人を愛することができる。


  米国の一人の青年がある処女と婚約して大学を卒業し、なお英国やドイツに留学し、業成っていよいよかの婦人と結婚しようと楽しんで帰国した。しかし、彼女は婚約以来さらに教育を受けることもせず、田舎に引っ込んで気ままな生活をしたので、何の進歩もなく無趣味な婦人となっていた。そのため結婚はしたものの意気相合せず、話も合わず、木に竹をつぎ合わせたようであった。ああ、多年愛したこの婦人のために青年はどれほど失望したことか。そうとは言わなかったが、遂にこのために鬱病のようになって哀れにも死んでしまった。


  世にこのように主を失望させている信者は多くないであろうか。主は神の栄光と魂の救いのために尽くし、永遠のために準備したもうのに、世にある信者が己の欲と地上のことだけを思い、主と結婚して聖国を嗣ぐ準備をしないなら、どれほど主を失望させることであろうか。だから我らは目を覚まして準備せねばならない。


  



  わが身体と主イエス


  「わが肉体は汝を恋い慕う」（詩六十三・一）。


  「身は主のためなり。主はまた身のためなり」（コリント前六・十三）。


  暑中に肉体を不注意に用い、あるいは肉体の休養を図るうちに、知らず知らず悪魔の罠に陥ることがあるから、この際特にわが肉体の何たるかを熱慮したいと思う。


  （一）神の目的と人間の邪悪


  人間は言うまでもなくその霊魂が神の形に造られたのであるが、肉体もまた神の形である最高動物（地上の）にふさわしく造られたのである。


  「神その形のごとくに人を造りたまえり。すなわち神の形のごとくにこれを造り、これを男と女に造りたまえり」（創世一・二七）。


  「エホバ神、土の塵をもって人を造り、命の息をその鼻に吹き入れたまえり。人すなわち生ける者となりぬ」（創世二・七）。


  この霊魂とこの肉とをもって人間は神を代表し、地上で主となって万物を支配し、栄え楽しむはずであった。しかるにアダムとエバの堕落以来、人間はこの神聖な肉体を悲しくも罪と欲との器にした。それゆえ神は彼らをその心の欲を遂げるのに任せて、互いにその身を辱める汚れに渡したのである。「かくのごとく彼らは……その迷いに値すべき報いをおのが身に受けたり」（ロ－マー・二四、二七）。この聖言に照らし、我らの肉体について思い当たることが多くあるであろう。


  （二）キリストの肢体


  神は我らの肉体をいつまでも罪の中に捨て置きたまわず、尊い価をもってこれを買い上げたもうた。「汝らの身は、その内にある神より受けたる聖霊の宮にして、汝らはおのれのものにあらざるを知らぬか」（コリント前六・十九）。


  ここに一つの家屋があって、その内に皇帝陛下が宿りたもうと仮定せよ。我らはその家を汚し、あるいは壊すことをするであろうか。否々。


  「汝らの身はキリストの肢体なるを知らぬか」（コリント前六・十五）。


  我らの肉体はキリストの御体の一部分である。おお、何と神聖厳粛な事実ではないか。我らは皇帝の指一本といえども己のために乱用し、損傷することをするであろうか。主は我らの肉体に対して大いなる希望を持っておられ、我らの肉体もまた主イエスを恋い慕うのである。元来、我らが仁愛、忍耐、忠信、貞節等、聖霊の実を結んで栄光を宿すのも、肉体と大いに関係がある。ことに働きをなすためには肉体が必要である。


  パウロは己の肉体についてこの必要を常に認めていた（ピリピ一・二二、二四）。彼はまた、「われ今なんじらのために受くる苦しみを喜び、またキリストの体なる教会のために、我が身をもてキリストの艱難の欠けたるを補う」（コロサイ一・二四）と言った。実を結び、働きをし、十字架を負う上で、肉体の使命は実に重大である。


  （三）超自然の体力


  我らの肉体の上にこのような大使命を与えたもうた神は、またこれに対する十分な準備を整えたもうた。わが肉体を苦しめ弱める疾病は、十字架の上でことごとく贖われた。


  「これは預言者イザヤによりて『彼は自ら我らの患いを受け、我らの病を負う』と言われし言の成就せんためなり」（マタイ八・十七）。


  この功によって、今や聖霊は甦りの力をもって信じる我らの肉体に働きかけたもうのである。


  「もしキリスト汝らにいまさば、体は罪によりて死にたる者なれど、霊は義によりて命にあらん」（ローマ八・十）。


  「神の大能の勢いの働きによりて信ずる我らに対する力の極めて大なるとを知らしめたまわんことを願う。神はその大能の力をキリストの内に働かせて、これを死人の中より甦らせ、天の所にておのれの右に座せしめ、もろもろのまつりごと・権威・力・支配、またこの世のみならず来たらんとする世にも称うるすべての名の上に置き、よろずの物をその足の下に従わせ、彼をよろずの物の上に頭として教会に与えたまえり」（エペソ一・十九～二二）。


  悩む者よ、疲れた者よ、主に来たれ。そして「わが肉体は汝を恋い慕う」と申し上げよ。炎天に木陰を慕うように主を慕い、来て信ぜよ。安んぜよ。主はあなたを癒し強めたもう。超自然の力があなたのものとならんことを願う。


  「しかはあれど、エホバを待ち望む者は新たなる力を得ん。また鷲のごとく翼をはりてのぼらん。走れどもつかれず、歩めども倦まざるべし」（イザヤ四〇・三一）。


  （四）肉体の望み


  前述のことだけでも身にあまる光栄であるが、主はなおこの上に輝かしい望みを肉体のために与えたもうのである。


  「わが肉体もまた望みの中に宿らん」（使徒二・二六）と言いたもうた主イエスはすでに甦らされたもうたが、「神すでに主を甦らせたまえり。またその力をもて我らをも甦らせたまわん」（コリント前六・十四）。ああ、しかり、主が再び来たりたもう時、この卑しい体は化して主と等しい栄光の体にされるのである（ピリピ三・二一）。この肉体の救われる時、我らは神の子となって神の形を持つのである。これ我らの望みである（ローマ八・二三、二四）。


  



  主の再臨


  主の再臨がいよいよ切迫して来たことは、聖書の預言に従って日々起きてくる種々の世界の出来事、及び聖徒の心に聖霊の暗示なさることにより明らかである。


  さて使徒パウロの書簡中、テサロニケ前後書は主の再臨をことさら明白に説いたものであって、いわば再臨の福音書とも言うべきものであるから、この切迫している時にこれらの書を研究して、再臨に対する準備をすることは大変有益なことと考えるのである。


  前書においては再臨に対する聖徒の準備、信徒と未信徒に関する出来事が記されている。後書においては再臨に関する教理の誤謬を訂正し、あわせて前書の説明の不足を補っている。ここで前書の中から重要な数項目を挙げると次の通りである。


  （一）再臨と聖徒の待望


  米国などには無智と迷信とによるきわめて極端な再臨待望者がいる。すなわち主の再臨の期日を算定し、「何年何月何日に主は必ず来臨する」という偽預言を信じて職業を止め、財産を売り払い、家族を引き連れて野山に行き、今か今かと主の来臨を待ち望んでいたという連中である。彼らは主が来られなかったため失望し、ついには道に躓くという始末で、実に気の毒である。


  それならば、敬虔な聖徒はどんな態度をもって主の再臨を待ち望むべきか。見える所によらず神の言葉に基く生ける信仰によって行動し、時々刻々神を愛し人を愛するがゆえに労苦し忍んで、主の再臨を待ち望むことである。あたかも朝を待ち望むように、切に切に主を待ち望むべきである（テサロニケ前一・三、四、九、十）。


  （二）再臨と報酬


  人が所用で遠方へ旅行するとき、必ずその帰宅の際には最愛の妻子を喜ばせようと相当の土産物を持ち帰るのは人情である。ちょうどそれと同じく、主は再臨の際、その忠実な僕らに対して相当の報いをなしたもうのである。「主人言う、『よいかな、善かつ忠なる僕。汝は僅かなる物に忠なりき。われ汝に多くのものを司どらせん。汝の主人の喜びに入れ』」（マタイ二五・二一）。パウロもまた述べて、「我らの主イエスの来たりたもう時、御前における我らの望み、また喜び、また誇りの冠は誰ぞ。汝らならずや」（テサロニケ前二・十九）。これ主のために労苦した者の受くべき報酬である。


  （三）再臨と聖潔


  「従順なる子らのごとくして、先の無知なりし時の欲にならわず、汝らを召したまいし聖者にならいて、自らすべての行状に潔かれ」（ペテロ前一・十四～十五）。


  しかり、神の子の特質は聖潔である。たとえ天使の言葉を語り、すべての奥義ともろもろの学術に達し、山を移すほどの信仰があっても、潔くなければ神の子供として三文の価値もない者である。さらに「もし潔からずぱ、主を見ることあたわず」であるから、我らは今現に潔いかどうか省みなければならない。しかし、ある人は言うであろう。「私は数年前ある聖別会で潔められた」と。それは真実であったろう。しかし、あなたは今潔いか。過去の経験では駄目である。主の前に恐れなく立つわけには到底いかない。あなたは短気ではないか。偽言を言い、借金をしたり、食物につぶやいたり、人を議したり、あるいは情欲に所を得られるというようなことはないか。たとえそのようなことがなくても、聖霊に満されてすべての人を愛し、敵をも愛するというところまで進んでいないなら、御前に出るとき責め無しとされることはできない。「願わくは主、汝ら相互の愛および全ての人に対する愛を増し、かつ豊かにして･･･汝らの心を堅くし、我らの主イエスの、すべての聖徒と共に来たりたもう時、我らの父なる神の前に潔くして責むべき所なからしめたまわんことを」（テサロニケ前三・十二、十三）。


  （四）再臨と聖徒の携挙


  主の第一降臨の際、天の万軍は大いなる讃美をもって主を地上に奉送したが、罪に眠る地上の人の中にはこれを知る者がはなはだ少なく、ただ粗野純朴な牧羊者数名のみであった。このように主の再臨の時にもそれを知る者は少数である。主は携挙する者を集めるために号令と天使長の声と神のラッパをもって自ら天より下りたもう（テサロニケ前書四・十六）。その時、我ら真実に潔められ、満たされ、主のために尽くしていれば、携挙されて空中で主と会い、こうしていつまでも主と共にいることができる（同十七）。


  ある人はこれらの福音を耳にして、かえって失望するかも知れない。なぜなら、このような大きな祝福にあずかる資格のない弱い薄信の者であると自ら諦めてしまうからである。しかし兄姉よ、失望したもうな。我らが罪から救われたのは決して自分らに取り柄があったからではない。ただ主の大いなる恵みによったのである。再臨の時も同じであって、切に切に主に憐れみを求め、主の再臨を慕っている者に、主はこの幸いにあずかることを許したもうと信じる。


  （五）再臨と未信者


  主は未信者の思いもよらぬ時、盗人のように来たりたもう。また人々が平和無事だと言っている時、滅亡をたちまち来たらせるのである。


  「汝らは主の日の盗人の夜来たるがごとくに来たることを、自らつまびらかに知ればなり。人々の平和無事なりと言うほどに、滅びにわかに彼らの上に来たらん。はらめる女に産みの苦しみの臨むがごとし。必ず逃るることをえじ」（テサロニケ前五・二、三）。これは実に恐ろしいことである。これは信徒には直接何の関係もないようであるが、大いにある。すなわち自らに対しては絶えず目を覚ましていることと、未信徒に対しては常にこのことをもって警告することである。


  「見よ、さばきする者、門の前に立てり」。


  



  神と共なる生涯


  「我らの見しところ聞きし所を汝らに告ぐ。これ汝らをも我らの交わりにあずからしめんためなり。我らは父およびその子イエス・キリストの交わりにあずかるなり」（ヨハネ第一書一・三）。


  この集会における我らの願いは、彼の聖名のためになお深く彼を知ることである。父なる神およびイエス・キリストを知るのに必要な方法は、その交わりにあずかることである。だから我らが彼を知る前に、まず現在、我らは主と一体となって主と共に歩んでいるかという実際問題について調べることにしたい。もしこの点が確実でないなら、外側で成功した働きをしているように見えても、主の前では失敗の生涯であり、また深く主を知ることは到底できない。電車が電線から離れるなら、二、三分は惰力によって動くが、ついには少しも動かなくなる。そのように我らが主との接触を失うなら、初めの間は良いかも知れないが、ついには少しも神の栄光を現わせなくなるのである。「二人もし相会せずぱ、いかで共に歩かんや」（アモス三・三）。神との交わりにあずかることは、我らにとってあらゆる面で堅い基である。我らはこれから聖書によって、キリストとの接触を失う時の状態を調べよう。


  「律法によりて義とせられんと思う汝らは、キリストより離れたり。恵みより落ちたり」（ガラテヤ五・四）。


  「キリストより離れたり」。これは断絶の意味である。表面上罪を犯していなくても、知らず知らずのうちに律法の下に来て、キリストとの接触を失うことがある。その時はもはや恵みから落ちたのであるから、もちろん聖潔もなく、真の生命も、進歩もないのである。しかし救いは失わない。ただ神の働きと力とがなくなるのである。しかし、罪を犯せば聖潔も称義も失い、未信者同様になる。また、空想を描いたり、人に目をとめることによって、キリストとの接触を失う。悪魔はこの手段をもって多くの人々を陥れている。これは誰でも陥りやすい所であるから、よく注意しなければならない。


  「わが愛する者の声きこゆ。見よ、山を飛び、丘を躍り越えて来たる」（雅歌二・八）。


  ここにはキリストと信者との交わりが切れた様が記してある。ここを見ると信者は壁の中にいて、キリストが山や谷を越えて信者の前に立ちたもうた。信者は恵みによって聖なるキリスト、美なるキリストを拝することができたが、キリストと自分との間に壁があって接触することができない。信者はキリストが戸を開けて入って来て下さると思っていた。しかしキリストは、「わが愛する者よ、わが美わしき者よ、起きて出で来たれ」と仰せられた。我らの型の中にキリストを入れるのではない。我らが出てキリストの中に入るのである。おお、これは大いなる福音である。また、キリストは我らを汚れた者と言わないで、「わが愛する者よ、わが美わしき者よ」と呼びたもうた。このような卑しい者も、神の目には美わしく見えるのである。


  「夜われ床にありて我が心の愛する者を尋ねしが、尋ねたれども得ず」（雅歌三・一）。


  ここでは、信者は安逸を貧ってキリストの前に出なかった。そのため、信者はその後キリストを尋ねたが会うことができなかった。そのように我らの献身に全き服従が伴わないなら、主との交わりが断たれてしまう。その時、我らの状態は変わってくる。神の子が悪魔の子に堕落することはないが、我らの身によって神の栄光が現われなくなる。暗黒の力がますます強くなって、再び取り返しのつかない失敗をもたらすようになる。全き服従のない結果がいかに恐ろしいか、これによって学びたい。


  「われは眠りたれども、わが心は覚めいたり。時にわが愛する者の声あり。すなわち門をたたきて言う。『わが愛する者、わが鳩、わが全き者よ、われのために開け。わが頭には露満ち、わが髪の毛には夜のしずく満てり』と。『われすでにわが衣を脱げり。いかでまた着るべき。すでにわが足洗えり。いかでまた汚すべき』。わが愛する者戸の穴より手をさし入れしかば、わが心彼のために動きたり。やがて起き出でてわが愛する者のために開かんとせし時、没薬わが手より、没薬の汁わが指より流れて、関の木の把柄の上にしたたれり。我わが愛する者のために開きしに、わが愛する者はすでに退き去りぬ。さきにその物言いし時はわが心さわぎたり。われ彼をたづねたれども会わず。呼びたれども答なかりき」（雅歌五・二～六）。


  キリストが戸を叩きたもうたのを信者は知りながら、肉体の安楽を求めて戸を開かなかった。その結果、ついに主を見失う悲境に立ち至った。我らの経験でもこのようなことが度々ある。ことに雑談の時に失敗する。チャンバルス兄は「人に話すよりも二倍多く神に話せ」と言われたが、どうか我らももう一度親しく神と話す者となりたいものである。


  以上の諸点を自分に当てはめて、自分の身に欠けた所を見出されたか。おお、苦しまずに真一文字にイエスに出られよ。堕落した人にもイエスは変わらぬ愛をもって臨んでいたもうのである（雅歌二・十三、五・二）。愛の懐に無条件にすがれ。このようにして自分の生涯にキリストを使うのではなく、キリストに使われる者となられよ。このようにすれば、我らが驚くほど働きにも品性にも御自身を現わしたもう。そして父の心とあなたの心が一つとなり、父の願いがあなたの願いとなる。父の苦楽があなたの苦楽となるばかりでなく、歩みにおいても主の足跡を踏むことができる。


  神は万物を造りたもうて七日目に安息に入りたもうたが、アダムのためにこの安息が破られて以後は苦痛の生涯で、キリストの再臨までは安息に入りたもうことはできない。潔められて主と同心となった人は、この苦しみにあずかることができる。しかし自己中心の人は駄目である。


  アブラハムは天にも代えがたい一人子を神の命令のままに犠牲に供した。その時、彼は神に喜ばれる者となった。先年、女宣教師が清国で殺された時、その母はそれを聞くや否やまた自分の次女を宣教のために送ったのである。普通の人ではできないことである。しかし、その母は父と一体となり、父の苦痛、主の苦難がわが物となっていたので、この驚くべきことをもなしえたのである。我らは今、目を覚ましている必要がある。今や世の終りが近づいて来たので、悪魔はその本性を現わそうとしている。使徒時代に悪魔はあらゆる手段をもって使徒たちを苦しめ傷つけた。今のように手ぬるいことはない。確かに真向から打ち込んで来る。その時、我らがキリストと一致結合しているなら、キリストの愛に励まされ、キリストの苦しみにあずかることが特権となり、感謝して受けるに至る。


  また一方に注意すると、一人の霊が救われるなら天に大いなる喜びがあることを見る。その時われらは他人には解することのできない喜びを父と共に味わうことができる。かの放蕩息子が帰って来た時（ルカ十五・十一～三二）、兄は父の喜びに入ることができなかったが、父は「死にてまた生き、失せてまた得られたれば、我らの楽しみ喜ぶは当然なり」と衷心から喜悦を表した。我らも父と共に放蕩息子の帰ったとき喜ぶ者の一人とされることを願うのである。


  おお、我らの上に主イエスの再臨が近づいている。これは我らばかりでなく、少しでも真面目に祈っている人なら感じていることである。シンプソン氏曰く、「千二百六十日（ダニエル十二・七）とは千二百六十年のことである。紀元六百三十年にかのトルコ兵がエルサレムの宮にトルコ神殿を建てた。それから今までにおよそ千二百六十年経っているので、今やユダヤ人の中に大いなることが行われる時である」。しかり、今より十年ほど前から、ユダヤ人の大いなる復帰運動が起きている。過去十年間に、何百年もかかるような事業が彼らのうちになされている。金が出来次第、彼らは国へ帰って集合している。表面上は依然としてトルコ領のように見えるが、実際はもはやユダヤ人のものである。おお、イエスはやがて来たりたもう。されば我らは恐れなく主の御前に立つことができるよう、願わくは主と共なる生涯に入り、主より与えられた使命を残らず果たされんことを。アーメン。


  



  クリスマス聖書研究


  「エホバ新しきことを地に造らん。女は男を抱くべし」（エレミヤ三一・二二）。


  この女とは処女マリヤを指し、男とは主イエスを指して預言したものである。そしてこの章では、主イエスの御降臨と彼の贖いとによって神の民が回復され、救われ、恵まれることが示されている。今ここでこの章全体を研究することはできないが、ただ我らに関する四、五の要点を味わうことにする。


  （一）人生の悲劇


  「エホバかく言いたもう。嘆き悲しみいたく憂うる声ラマに聞こゆ。ラケルその子供のために嘆き、その子供のあらずなりしによりて慰めを得ず」（エレミヤ三一・十五）。


  これはマタイ伝二章十六～十八節にある通り、主イエスが生まれたもうた時、ヘロデが恐ろしい嫉妬と憤怒とにより、ベツレヘム地方の二才以下の嬰児をことごとく殺した時の悲惨な状態を指すのであるが、悪魔はベツレヘムのみではなく、どこでも罪と死の害毒を流している。彼はどうにかして神の恵みが我らに届かないように妨害し、魂を殺しつつ荒らし回っている。我らもかつてはその毒手にかかって悩んでいたものである。「嘆き悲しみいたく憂うる声全世界に聞こゆ」と言っても過言ではあるまい。「人々…嘆き…慰めを得ず」。名誉も財宝も満足を与えず、神仏も朋友も慰めることができず、冴え渡る月を見てさえ悲哀を増し、さえずる鳥の声を聞いてすら物憂く感ずる人がどれだけあろうか。世にあって神なく、キリストなく、望みのない人ほど哀れな者はない。


  「汝は我を懲らしめたもう。我はくびきに馴れざる子牛のごとくに懲らしめを受けたり。エホバよ、汝はわが神なれば我を引き返したまえ。されば我帰るべし。われ帰りし後に悔い、教えを受けし後に我が腿を撃つ。われ若き時の恥を身に持てば、恥じかつ辱しめらるるなり」（エレミヤ三一・十八、十九）。


  これは我らが罪のために失敗し、神の懲らしめを受けて覚醒し、自ら悔い恥じ、砕けた時の祈祷である。


  （二）神の憐れみ


  「エホバ言いたもう。エフライムは我が愛するところの子、喜ぶところの子ならずや。われ彼に向いて語るごとに彼を思わざるを得ず。ここをもて我がはらわた彼のために痛む。われ必ず彼を憐れむべし」（エレミヤ三一・二〇）。


  「遠くよりエホバ我に現われて言いたもう。われ限りなき愛をもて汝を愛せり。ゆえにわれ絶えず汝を恵むなり」（三）。


  ああ、有り難きは親の心である。放蕩息子の父が走り迎え、抱きしめ、接吻したように、神は無限の憐憫をもって哀れな我らを顧みたもう。


  おお、彼の腹を見よ。「我が心わが内に変わりて、我の憐れみことごとく燃えおこれり」（ホセア十一・八）。こうとも知らず、彼に逆らい、彼を恨み通したことの恐ろしさよ。「主の民に罪の赦しによる救いを知らしむればなり。これ我らの神の深き憐れみによるなり。この憐れみによりて朝の光、上より臨み、暗きと死の陰とに座する者を照らし、我らの足を平和の道に導かん」（ルカ一・七七～七九）。


  （三）エホバの非常手段


  「エホバ新しきことを地に造らん。女は男を抱くべし」（二二）。


  「主みずから一つのしるしを汝らに賜うべし。見よ、おとめ孕みて子を産まん。その名をインマヌエルと称うべし」（イザヤ七・十四）。


  「実に大いなるかな、敬虔の奥義。『キリストは肉にて現わされ』」（テモテ前三・十五、十六）。通常の道理から見るなら、我ら罪人が救われて神の子となる等のことは決してできないはずである。「誰一人おのが兄弟を贖うことあたわず。これがために贖い代を神にささげ、これをとこしえに生き永らえしめて朽ちざらしむることあたわず。（霊魂を贖うには費いと多くしてこのことをとこしえに捨て置かざるを得ざれぱなり）」（詩四九・七～九）。「エホバは人なきを見、仲立ちなきをあやしみたまえり」（イザヤ五九・十六）。「それ神はそのひとり子を賜うほどに世を愛したまえり」（ヨハネ三・十六）。「汝いけにえと供え物とを欲せず、ただわがために体を備えたまえり。神よ、われ汝の御心を行わんとて来たる」とはクリスマスにおける主イエスの御叫びである（へブル十・五、七）。いと高く、いと聖き神の化身でいます方が我らのために御卑下してこの御犠牲をなしたもうとは。ああ、神の愛は理想ではなく現実である。その手段は法外であり非常である。有り難い奇跡ではないか。


  （四）贖いと勝利


  「エホバ、ヤコプを贖い、彼らよりも強き者の手より彼を救い出したまえり」（エレミヤ三一・十一）。悪魔の勢力も、罪悪の力も、世の力も、また死の力も、みな我らの力よりも強いが、我が主は我らを「仇の手より救い、生涯、主の御前に、聖と義とをもて恐れなく仕えしめたもうなり」（ルカ一・七四、七五）。


  （五）祝福と慰め


  「その魂は潤う園のごとくならん。彼らは重ねて憂うること無かるべし。その時乙女は舞いて楽しみ、若き者と老いたる者もろともに楽しまん。われ彼らの悲しみをかえて喜びとなし、彼らの憂いを去りてこれを慰めん。われ油をもて祭司の心を飽かしめ、わが恵みをもてわが民に満たしめんとエホバ言いたもう……。汝の声をとどめて泣くことなかれ。汝の目をとどめて涙を流すことなかれ……。われ疲れたる魂を飽かしめ、すべての憂うる魂を慰むるなり」（エレミヤ三一・十二～十四、十六、二五）。


  ハレルヤ、何とねんごろで温かい満ち足りた御恵みであろうか。今日、心の口を信仰もて広く開き、この約束の賜物もて充たされ、雀躍して主を讃美しようではないか。


  （六）新約と永遠


  「エホバ言いたもう。見よ、我イスラエルの家とユダの家とに新しき契約を立つる日きたらん。すなわち、われ我が律法を彼らの内に置き、その心の上に記さん。我は彼らの神となり、彼らは我が民となるべしとエホバ言いたもう。人おのおのその隣とその兄弟に教えて汝エホバを知れとまた言わじ。そは小より大に至るまでことごとく我を知るべければなりとエホバ言いたもう。われ彼らの不義を赦し、その罪をまた思わざるべし……すべての田畑みなエホバの聖き所となり、永遠に及ぶまで再び抜かれ、また倒さるることなかるべし」（エレミヤ三一・三一、三三、三四、四〇）。


  ああ、驚くべき御救いなるかな。神の聖と愛とを我が心に入れ、我をして真に神と一致させたもうとは。世は移り、物は変わるとも、神は永遠に我が神となり、我は彼の民とならんと誓いたもう。


  （七）クリスマスの決心


  これほどまでに恵まれた我らは御恵みに感激して喜び進んで、今日父なる神と共に最愛のものを犠牲に供し、主イエスと共にこの身を生ける供え物として神に献げ、神のため、民のため、亡びる魂のために己を低くし、死に至るまで聖旨に従おうではないか（ピリピ二・八）。


  



  新なり、新なり、新なり


  「伝道者曰く、空の空、空の空なるかな。すべて空なり。日の下には新しきものあらざるなり。見よこれは新しきものなりと指して言うべきものあるや」（伝道一・二、九、十）とは、この世の様を見抜いた名言である。人の心は古さを嫌って新しさを追求するが、やはり罪悪の古着を脱げないで苦しんでいる者がいる。読者諸兄姉も、新しさを慕っているであろうか。神は我らが、


  （一）真に新しくなる秘訣


  を教えていたもう。「人もしキリストにあらば新たに造られたる者なり。古きはすでに過ぎ去り、見よ、新しくなるなり」（コリント後書五・十七）。キリストの外に出ていながら新たになることは不可能である。「見よ、われすべてのものを新たにするなり」（黙示二一・五）。「見よ、われ新しきわざをなさん。やがて起こるべし」（イザヤ四三・十九）。我らではなく、神が新たにして下さるのである。我らはただ主に来て、彼を信じ、彼に所を得させまつるのである。


  （二）新しい契約


  「この杯は我が血によれる新しき契約なり」（コリント前書十一・二五）。「新しき契約を設くる日来たらん。そは小より大に至るまで、皆われを知らん。我もその不義を憐れみ、この後またその罪を思い出でざるべし」（へブル八・八、十一、十二）。旧約すなわち律法は我に命令し、要求し、禁制し、叱責して、死罪に定めた。しかし、新約の血は我を憐れみ、贖い、赦し、救い、更生し、神の子となしたもうた。もったいないことではないか。


  （三）新しい生ける路


  神人の一致は到底人力では望みえないことであるが、主イエスの肉体が裂かれることによって神と人の隔てが除かれたのである（マタイ二七・五五）。それゆえ主は、「われは道なり。我によらでは誰にても父の御許にいたる者なし」と言いたもうた（ヨハネ十四・六）。「されば兄弟よ、我らイエスの血により、その肉体たる幕を経て我らに開きたまえる新しき活ける路より憚らずして至聖所に入ることを得」（へブル十・十九）。ハレルヤ。


  （四）新しい生命


  「我らはバプテスマによりて彼と共に葬られ、その死に合わせられたり。これキリスト父の栄光によりて死人のうちより甦らせられたまいしごとく、我らも新しき命に歩まんためなり」（ローマ六・四）。神の命、甦りの命がわが内にあって働き出したまわぱ、我が生涯は真に新しくされるのである。


  （五）新しい心


  「われ新しき心を汝らに賜い」（エゼキエル三六・二六）。「われ彼らに一つの心を与え」（同十一・十九）。「われ彼らに一つの心と一つの道を与えて常に我を畏れしめん。こは彼らとその子孫とに幸いを得せしめんためなり」（エレミヤ三二・三九）。何とありがたいことではないか。


  （六）新しい霊


  「我、新しき霊を汝らの内に授け」（エゼキエル三六・二六）。古い皮袋に新しい酒を入れることはできないように、人間の生来の心と魂との中に神の霊を宿すことはできない。新しい心と新しい霊とは神の御安所である。また、キリストの良き連れ合いである。


  （七）新しい戒め


  「われ新しき戒めを汝らに与う。汝ら相愛すべし。わが汝らを愛せしごとく、汝らも相愛すべし」（ヨハネ十三・三四）。旧約にも「心を尽くし、力を尽くして、神と隣り人を愛すべし」とあるが、我らはこの戒めを守ることができなかった。新しい戒めはこれと異なり、主がまず我を愛して驚くべきことに我を救い、我が心中に愛を注ぎ、かくて「愛せよ」と命じたもうのである（申命記三〇・六、八）。「その戒めは難からず」（第一ヨハネ五・三）。


  （八）新しい奉仕


  「我らいま儀文の古きによらず、霊の新しきに従いて仕うることを得るなり」（ローマ七・六）。はしためが働くのと妻が働くのとは、同じことをしても心が違う。聖霊は我らを父に対する孝子とし、キリストに対する良妻とし、その心をもって喜んで御用を勤めさせたもう。殊に生命があり、自由がある（コリント後三・六、十七）。


  （九）新しい名


  「汝はエホバの口にて定めたもう新しき名をもて称えらるべし。汝をヘフジバ（わが喜ぶところ）と称え、汝の地をベウラ（配偶）と称うべし」（イザヤ六二・二、四）。「勝を得る者には……我が新しき名と書き記さん」（黙示三・十二）。おお、思い見よ。これが神のつけたもう新しい名である。


  （十）新しい天地


  神の目には、「天燃え崩れ、もろもろの天体焼け溶けん。されど我らは神の約束によりて、義の住むところの新しき天と新しき地とを待つ」（ペテロ後三・十三）。アーメン、ハレルヤ。


  （十一）新しい歌


  かくまで愛され、恵まれた我らは、いかで歌わざらんやである。「新しき歌をエホバに向かいて歌い、喜びの声をあげて巧みに琴をかき鳴らせ」（詩三三・三）。「エホバは新しき歌を我が口に入れたまえり。こは我らの神にささぐる讃美なり。多くの人はこれを見ておそれ、かつエホバに依り頼まん」（詩四〇・三）。パウロとシラスのように（使徒十六・二五以下）逆境にも神を讃美し、御栄えを賛えようではないか。天国に行ってモーセの歌と小羊の歌とを歌う時はいっそう新しいであろう。


  



  断食の生涯


  「されど花婿をとらるる日きたらん、その日には断食せん」（マルコ二・二〇）。


  今ここで言わんとしている断食は、儀式上のことではなく、この世と肉につくものを断つ精神上のことを言うのである。


  昔儀式において、一週に一回あるいは二回の断食をしたが、今我ら信者の生涯において、一年三百六十五日、常に断食の生涯を送る動機として三つある。


  （一）罪と世を憎む心より


  罪がいかに苦しみをもたらすかは誰でも経験したことがある。しかし、「喉元過ぎれば熱さを忘れる」は人の弱味。我らは罪とこの世のいかに憎むべきかを記憶していなければならない。人を憎む者がいるが、しかし罪に対して水火相入れぬほどの敵愾心を抱いている者は果たして幾人いるであろうか。我らの内に罪を憎む猛烈な心がなくてはならぬ。


  コリント後書七章十一～十二節にある憤り（罪に対する）、また「罪を責むる心」のある人こそ潔い人で、罪を入れるに寛容な者は汚れた者である。だから我らは深く自ら省み、神の光に よっておのれを探り、罪を発見したらこれを全く退治し、決していい加減にしておいてはならない。おお、僧らしい罪。罪がかつて我を死の中に閉じ込めていた。罪がわが愛するイエス君を殺したのである。しかもこの罪は今なお生存しており、様々なものを我らにもたらして、再び我らをその中に陥れようと努めている。おお、欺かれるなかれ。この不倶戴天の敵を覚えよ。何物をもって来るとも、いかに愛矯を振りまいて来るとも、決して受けつけてはならぬ。「その肉に汚れたる下衣をも厭え」。


  （二）主イエスに向かう愛（附・天の栄光を思う心）より


  第一は消極的な例、これは積極的な側である。我らは断食できるであろう。キリストの天秤では御自分の生涯よりも我らの方が重かったのである。おお、驚くべき愛。御自身の命よりも我らを愛したもうとは！しかし、これは事実である。この愛を真に悟ったなら、我らの主に対する愛もまたそのようになる（詩六三・三、五、六）。我が命よりもさらに良いものは主の愛である。この愛を思う時、わが魂は大いに恵まれる。そしてキリストを知る者はまた、この愛がわかって来る。讃美歌二百四十六番は、このあたりの消息を伝える美わしい歌である。この愛がわからぬうちは、我らは地上のものより離れることはできぬが、この愛によって我らの心が天に引かれる時、今まで惜しかった名誉も地位もその他この世につくすべての物もいさぎよく捨てることができる（ガラテヤ六・十四）。キリストの十字架は我らを世から断つもので、これによって我らはナザレ人の生涯を送ることができる（民数六・二～四）。パウロはピリピ書三・七～八を見ると断食の生涯を送っていた。そして彼はコリント後書十一章二三～二七節、同前書四章十一節のような大きな艱難に遭遇したが、不景気な顔をして人の同情を買うようなことはせず、かえって大いに勇み喜んでいる。これは彼が主に対する愛に満たされ、その心が天の方に引かれていたからである（コリント後四・十六以下、ローマ八・十六、十八）。


  （三）魂に向かう重荷を感ずる心より


  魂の重荷を真に感ずるならば、肉につくものを断ち得る。イザヤ五八・六、七を見よ。世に悪魔のくびきの下に呻吟している者が多い。彼らを解いて自由を与えてやらねばならない。また、命のパンに飢えている魂、神の家より勘当された貧しいさすらい人、義の衣を着ていない魂の裸の者など、いかに多いことであろう。彼らに食させ、彼らを宿らせ、彼らに着せてやらねばならぬ。決して骨肉の彼らに身を隠して知らぬ顔をするようなことがあってはならぬ。


  「彼ら我に言いけるは、捕らわれ人の残りなるかの州内の民は大いなる艱難に遭い、凌辱に遭う。またエルサレムの石垣は打ち崩され、その門は火に焼けたりと。我この言を聞き、坐りて泣き、数日の間悲しみ断食し、天の神に祈りて…･･･」（ネへミヤ一・三～四）。


  ネヘミヤはエルサレムの荒廃した有様を聞いて数日の間断食した。そしてこれはまた、当今の教会の有様、また亡びる魂の有様ではないか。神の民は大いなる艱難と凌辱に遭っている。


  石垣は保護するものであるが、それが崩れるなら、敵は押し入って蹂躙することができる。門は交通の出入口、また昔は政治を司るところであったが、それは破れている。すなわち秩序はなく、神との交通は断たれている。この有様が真にわかったならば、我らはネヘミヤのように断食して悲しみ、かつ祈るべきである。


  「なんじ行き、シュシャンにおるユダヤ人をことごとく集めて、わがために断食せよ。三日の間夜昼とも食らうことも飲むこともするなかれ。我とわが侍女らも同じく断食せん。しかしてわれ掟にそむくことなれども王にいたらん。我もし死ぬべくぱ死ぬべし」（エステル四・十六）。


  ユダヤ人が皆殺されることに決まった時、それが救われるようになったのは断食のおかげであった。マルコ九章で、弟子らが悪鬼を追い出すことができなかったのは、断食と祈りの欠乏のためであると主はのたもうた。我らこの断食と祈りの精神なくぱ、神の全能を表わすことはできない。おお、亡びる魂の救われるために、我らは常に断食の生涯を送るべきである。


  



  主よ我らに祈ることを教えたまえ


  「イエスある所にて祈り居たまいしが、その終わりしとき、弟子の一人言う、『主よ、ヨハネのその弟子に教えしごとく、祈ることを我らに教えたまえ』。イエス言いたもう、『汝ら祈るときにかく言え、天にいます我らの父よ、願わくは聖名の崇められんことを。御国の来たらんことを。みこころの天のごとく地にも行われんことを。我らの日用の糧を日毎に与えたまえ。我らに負い目あるすべての者を我ら赦せば、我らの罪をも赦したまえ。我らを試みにあわせたもうな･･････』」（ルカ十一・一～十三）。


  我らは愚かであって祈ることを知らない。祈ることを知らなければ、計画も事業も徒労である。だから我ら何事よりもまず聖霊によって祈ることを教えられなければならない。弟子たちが主に願ったように、我らも教えられやすい心をもって主に「祈ることを我らに教えたまえ」と今黙祷のうちに申し上げたい。


  主は弟子たちの願いに答えて次のことを教えたもうた。
 　第一、神のために祈ること。
 　第二、自分のために祈ること。
 　第三、人のために祈ること。
 　最後に、他のものでなく聖霊を求めること。


  （一）神のために祈ること


  「願わくは聖名の崇められんことを」。聖霊の祈りと人心の祈りとは全く異なる。人はまず自分のことを先に祈ろうとする。己の名のためでなくても、己の家名のため、おのが団体の名のため、己の国のためならば熱心に祈り求めるのである。そしてこれは高尚らしくあるが、つまり自己中心の野心でなくして何であろうか。聖霊によって祈る者は、まず父の聖名の崇められんことを祈る。我らはすべての場合に神を第一にせねばならない。


  昔、神の名のある所は神の宮であった（列王上九・三）。新約においては神の宮は我ら信者である（コリント後六・十六）。我らはパウロのように主の名を担う者である（使徒九・十五）。だから我らは「願わくは聖名の崇められんことを」と祈る時に、まず我らのうちに聖名を崇めねばならない。「なんじ心のうちなるキリストを崇むべし」。言いかえれば、我らはまず潔められねばならない。この聖名の崇められることが第一のことである。


  我らは自分の必要から割り出すのではなく、神の側から考えて、神の必要なものを求むべきである。今も、


  「彼らその行くところの国々に至りしが、ついにわが聖き名を汚せり。すなわち人かれらを見て、『これはエホバの民にして、彼の国より出で来たれる者なり』と言えり。ここをもて我、イスラエルの家がその至れる国々にて汚せしわが聖き名を惜しめり」（エゼキエル三六・二〇～二一）。


  とあるように、神の民によって主の大いなる聖名は汚されている。我らが潔められ、満たされるべきは、自分が苦しいためではない。それならば我慢もできるが、我らにとって忍ぶことのできないのは神の聖名が汚されていることである。だから我らは聖名のために潔められんことを求めるのである。ただ我らばかりでなく、また全教会が潔められるのでなければ、聖名は崇められない。ゆえに我らはまず自ら潔められて、全教会のために祈らねばならない。今の時代は使徒行伝にあるように、主の聖名が崇められていない。


  「御国の来たらんことを」。活眼を開いて見れば、今や神の御国は打ち壊されて悪魔がその国を建てつつある。


  「彼はおのれの国に来たりしに、おのれの民はこれを受けざりき」（ヨハネ一・十一）。


  これは千九百年前のことであるが、今はますます甚しい。主は御自身を入れるべき所もなくて馬槽の中に生まれたもうた。そしてその御一生は狐や天空の鳥にも劣って枕する所さえ無かった。これを思えば我らはこの祈りをせずにはいられない。またある信者はイエスを受け入れてはいるが、この通りになっていないのである。


  御国とは王国のことで、キリストの支配したもう所である。多くの信者はキリストを王として受け入れてこれに仕えることをしない。兄姉の時間も、金銭も、持ち物も、家族も、身も、魂も、みなキリストが支配していたもうであろうか。


  「みこころの天のごとく地にも行われんことを」


  私は前には私の願望を通そうと思っていた。そして毎朝口先では主の祈りを唱えていたが、心の中は御旨よりも我意を通すことを願っていた。ゆえに一朝光を受けた時、これが聖潔を求める動機となったのである。兄姉よ、各自の生涯において、すべてのことにおいて神の御旨が行われているであろうか。あるいは、自分の旨か悪魔の旨ではないだろうか。テモテ後書二章二六節には悪魔がその旨を行うことを記している。今日、多くの人は悪魔の手先になり、彼の旨を行いつつある。


  （二）自分のために祈ること（筆記略）


  （三）人のために祈ること


  次に主は人のために祈るべきことを教えたもう。我らは己のためには霊肉の上に日用の糧を与えられれば充分である。しかし主は進んで我らに飢えた魂を示したもう。「夜半に我らのもとに来る飢えた旅人を見させたまえ」とは私の切なる願いである。夜は六千年来更け渡った。今や暗黒である。この暗黒の中に哀れにも旅人さまよい、飢え疲れて我らに助けを乞うている。昨今、未信者の間に渇望が起きていることは我らの熟知するところである。彼らは何かを求めつつある。そして彼らの渇きは非常なものである。彼らは信者が安心を得たということを聞いて、何か助けを受けることができるかも知れないと思って来るが、多くの信者はここにあるように供うべきものを持っていないのではないか。


  罪の雲に道さえも　踏みわけ難き世の中を
 重荷を負いつつ旅人の　覚束なくも辿り行く


  落つれば消ゆる白露を　生命と頼むうつせみの
 空しきからになる迄も　罪の街にさまよえり
 （新選讃美歌九十四番）


  おお、神よ、我が目を開き、この世の夜半の旅人を示したまえ。


  十四、五年前のことであった。アメリカのニューヨークにおいて、クリスチャン・アライアンスの年会があった。例年のようにその最後に宣教会があったが、その時著しい聖霊の働きがあった。閉会後、食堂で多人数の者が会食した時のことである。西洋では食事の時には楽しく語り合うのが恒例であるのに、しかもそのように多くの人が食事するのであるが、その時には誰一人話す者もなく、少しの声もなく、ただ時にフォークやナイフの音がするだけで、人々がただ顔と顔を見合わせては無言のうちにその眼に涙をたたえていた。このように終わりまで一言も発する者がなかった。これはなぜであったか。彼らが亡びる魂を示されたからであった。その年、その団体から百人の宣教師が外国に遣わされたという。亡びる魂を見せられる時、金持ちも金を守っていることができず、事業家は事業を楽しんでいることができず、あらゆるものを献げ、間接的に魂を救わんとするに至るであろう。おお、「我が目を開きたまえ」と我らは祈ろうではないか。


  しかし、我らは自ら魂に与えるべきものを持っていない。我らはまず友に行って求めねばならない。友とは父なる神である。哀れな魂のために神のもとに行って三つのパンを求めよ。三つとは神の数であって完全を表わす。亡びる魂のためにはひとり子をも与えたもう父なる神の愛と、生命をも与えたもう主イエスの愛、及び雌鶏のように覆いたもう聖霊の愛を求むべきである。罪人は実にこの三つのものを要するのである。あるいはまた、この三つをテモテ後書一・七にある力と愛と慎しみの霊として味わっても良い。神と人と自己とを満足させるものは、ただ聖霊に満たされる一事あるのみである。ただ一度願うのみならず、ひたすら求むべきである。多くの人は聖霊を求めるが与えられず、また満たされない。これは懇切に求めないからである。神は惜しみたもうのではないが、我らが果たして何を失うとも聖霊に満たされることを求めるや否やを試みるために、懇切に求めさせたもうのである。だから我らは幾日でも、幾月でも懇切に求むべきである。けれども長びくならば飢えた者は待つ間に死ぬかも知れぬ。我らが真面目になりさえすれば、神は長く待たせたまわない。「起きてその要するほどのものを与えん」。我らが求めるほど、必要なだけ、ことごとく与えたもうのである。今や父は起き上がり与えんとしていたもう。だから我らは信仰をもって懇切に祈り求むべきである。そうすれば天にいます我らの父は求める者に聖霊を与えたもうであろう。


  



  来たらんとする恵みとその準備


  「このゆえに、汝ら心の腰に帯し、慎みてイエス・キリストの現れたもう時に、与えられんとする恵みを疑わずして望め」（ペテロ前一・十三）。


  人は希望あってこそ心勇み、いかなる困難の中でもよくそれを忍びうるものである。実に希望は人の力とも言うべきである。されば神は我らにも望みを与えたもうた。


  「ほむべきかな、我らの主イエス・キリストの父なる神、その大いなる憐れみに従い、イエス・キリストの死人のうちより甦りたまえることにより、我らを新たに生まれしめて生ける望みを抱かせ、汝らのために天に蓄えある、朽ちず汚れず萎まざる嗣業を継がしめたまえり。汝らは終わりの時に現れんとて備わりたる救いを得んために、信仰によりて神の力に守らるるなり」（ペテロ前一・三～五）。


  キリストの十字架の死、我らのための贖罪、これを思えば無限の感謝である。されどただ後を顧みて感謝するのみならず、我らの前にはこの生ける望みがあるから感謝にたえない。彼は死んでしまったのではない。甦り、また昇天したもうたのである。その昇天したもうたのは御自身の楽しみのためではなく、再臨の準備に行きたもうたのである（ヨハネ十四・三）。かの時、我らこのキリストと全く一致するのであるが、単にそれのみならず、聖言に示されたごとく、我らのために蓄えられたる天の財産、永遠に朽ちざる財産を与えられるのである。


  かかる望みを与えられた信者にして、しばしばこの望みについてその目が眩むことがある。教理を受け入れて合点していることと、その希望が明瞭なこととは別のことである。これはあたかも、目があることと見えることとは別のことであるがごとしである。目について聖書の教えるところは、一つは悟り、また一つは望みを意味することである。「目薬を買いて汝の目に塗り、見ることを得よ」（黙示三・十八）。ある人はこの世の事のために心を覆われて、全く盲目になっている。ある者はまた、全くの盲目ではないが、眼病のために見るところが朦朧としている。霊界には心霊上のトラコーマが多い。我ら自ら省みて、もし盲目であるか又は眼病があるならば、よろしく聖霊という目薬を求むべきである。


  主イエスが艱難辛苦のうちによく忍んで馳場を走りたもうたのは、彼の前に望みがあったからである。一例を挙げると、その晩年エルサレムに上りたもう時、そこに行けば必ず殺されると知りながら、その眼前のピラトの庭の辱めや十字架の苦しみを見ずに、その後ろにある栄光を望んで、そこに行くことを堅く決心したもうたのである。福音書記者が、「イエス天に上げらるる時満ちんとしたれば、御顔を堅くエルサレムに向けて進まんとし」と記した通りである（ルカ九・五一）。またへプル書十二・二を見ると、この喜びに引力があって、眼前の苦難を意とせざるに至らしめたのを見るのである。翻って、我ら自身を反省して果たしていかがであろうか。いかなる困難苦痛に遭っても、自ら進んでそれに当たり得るだけ我らの目は明らかになってその希望が明瞭になっているであろうか。


  さて、題詞に取った聖句の中に「来たらんとする恵み」とある。これ我らがすでに受けた恵みである。されどもなお来たらんとする恵みがある。今まで数え尽くせぬほど多くの恵みを受けたが、なお多く残っている。これを思えばどうして喜ばずにおれようか。パウロはここに着眼したのである。「彼は万物をおのれに従わせうる力によりて、我らの卑しき様の体をかえて、おのが栄光の体にかたどらせたまわん」（ピリピ三・二一）。この希望が明瞭ならば、この世のものをすべて糞土と見なしてこれを捨てるは容易であって、また当然である。


  また我らにいかなる苦難があっても、「それ我らが受くる暫くの軽き艱難は、極めて大いなるとこしえの重き栄光を得しむるなり」（コリント後四・十七）である。この世にあってつまらなく感ずるのは、要するにこの望みが不明瞭だからである。


  ローマ書八章を見れば、すべてのものの望みがいかばかり主の再臨と関係しているかを知るであろう（二一・二四前半）。万物があたかも苦悶するがごとくに待てる一事がある。何ぞや。曰く、キリストの再臨の時、悪魔が放遂されて万物が新たにされることである。初めに宇宙万物はことごとく神の栄光のために造られたのであるが、今はこれに呪いが満ちている。されどこの状態から回復され、その創造されし目的のごとくになる時を待っているのである。これまた我ら聖霊の初穂を持てる者の切なる願いである。


  「その日には天燃え崩れ、もろもろの天体焼け溶けん。されど我らは神の約束によりて、義の住むところの新しき天と新しき地とを待つ」（ペテロ後三・十二、十三）。


  これ新天新地の望みである。我らは神の言という望遠鏡を与えられた。これを持って世の終わりのことを見れば、世の人には遥か向こうにあって見えぬことも、信ずる我らには手に取るごとく明瞭に見える。されども、この望遠鏡を手に持つとも、その目が悪ければ見えない。されば望遠鏡と共に目薬を与えられねばならない。


  さらに題詞に返って見るに、そこに「疑わずして望め」とある。目が眩むはすなわち疑心である。全く否定するのではないが「我などはいかなるものぞ」などと言うのは、すでに目が霞んでいるのである。おお、兄姉よ、この恵みはあなたがたのために備えられたものである。疑いの霊があるならば、いま霊の風に吹き払われよ。疑わずして望め。この恵みは赦罪の恵みと等しく、我らの価値によるものではない。ただ神の御恵みのみによる。主はこれを得させんとて、我らを捕えたもうのである。この捕えたまいしイエスを見上げる時に、我らのごとき者にも必ず得させたもうことを疑わず信ずることができる。


  されどここに、その恵みを受けるに足る者となる準備として、我らの忘るべからざる一事がある。他になし。「心の腰に帯し、慎み」とあるこれである。腰に帯することにつきては色々な方面から学ぶことができる。その一つとして、「汝らかくこれを食らうべし。すなわち腰をひきからげ、足にくつをはき、手に杖をとりて、急ぎてこれを食らうべし。これエホバの過ぎ越しなり」（出エジプト十二・十一）。これはイスラエルの民がエジプトを出ようとする時のことである。彼らは腰をひきからげ、急いで過ぎ越しの食事を食したのである。我らもこの世にある間、世に対する態度はこうでなければならない。我らはこの世にあっては旅人、また寄留者である。いかに神がこの世を恵みたもうとも、ここは我らの安息すべきところではない。主の再臨を待ち望む者が、この世にお六いて色々な関係を持てば、それにまとわれて昇ることあたわずして、とやかくする内に取り残されることがある。我らはいつ「新郎来たりぬ。出で迎えよ」との声響くともたちまち出られるよう、常に腰をひきからげているべきである。


  次に「心の腰に帯し」とは、そこにもあるごとく慎むことである。慎むとは油断せぬことである。「よろずの物の終わり近づけり。されば汝ら心を確かにし、慎みて祈りせよ」（ペテロ前四・7）。我らは飲食において、また日常の会話においても、その他万般のことにおいて、この自制と祈りの精神が必要である。「汝ら自ら心せよ。恐らくは飲食にふけり、世の煩いにまとわれて心鈍り、思いがけぬ時、かの日罠のごとく来たらん。この起こるべきすべての事をのがれ、人の子の前に立ち得るよう、常に祈りつつ目を覚ましおれ」（ルカ二一・三四、三）。


  「汝ら腰に帯し、ともしびをともしておれ」（ルカ十二・三五）。


  次に、腰に帯することと関係あることは、ともしびをともしていることである。すなわち、主イエスのために証しし、常にともしていることである。いま我らの腰はどうであろうか。またそのともしびはいかん。深く自省したい。私は今かく語りつつ思い出して恵みに感ずることは、主イエスが我らのために腰に帯して、ともしびをともしたまえることである（ヨハネ十三・四）。腰に帯することは僕の形を取ることである。実に主イエスの御一生は腰に帯せる生涯であった。しかして神の道を証しし、その愛を我らに示したもうた。私はこの頃いまさらのごとくに感じていることは、聖潔とは教理ではなくて神の性質の存在すること、換言すれば全き愛の人となることである。我らはこのキリストの霊を受けて初めて全き愛の人となることができるのである。かくてこそ腰に帯し、常にともしびをともして、主を待つことを得るのである。


  



  キリストの精兵卒


  「汝キリスト・イエスの精兵卒として我と共に苦しみを忍べ。兵卒を務むる者はなりわいのためにまとわるる事なし。これ募れる者を喜ばせんとすればなり」（テモテ後二・三、四）。


  テモテ後書はパウロが死ぬ前に書いたものであって、テモテヘの遺言とも言うべき書である。これを思ってこの書を読むならば、なおさら言々句々千釣の重味あると感ずるであろう。


  パウロはまず一章においてテモテに非常に同情を表わし、二章に入って厳粛に命令する事があった。ことに三節のこの命令のごとき、何と厳かなものではないか。テモテはこの時まだ若かったが、エペソ教会の監督であった。彼は性来豪傑肌の人ではなく、むしろ小心翼々としておのが歩みを慎む底の人で、折々沈みこんだようである。おそらく、この命令が深く彼の心底に徹していたからであると思う。


  さて、我らは皆キリストの精兵卒たる者である。かく言うからには明白なる一事は、戦闘が眼前にあるということである。我らは迫害のある時、または困難な事情に遭遇する時に、キリスト信徒の生涯が戦闘であることを記憶するが、無事である時はともすればこのことを忘れる。さればたちまち失敗するに至るのである。我ら信仰の生涯を送る者は、時々刻々が戦闘であることを記憶せねばならない。敵はあるいは前から、あるいは後から間隙を狙い、いかにしても我らを滅ぼそうとしている。試しに新聞を見れば、始めから終わりまで悪魔が人を害し、殺すために働いているのを見るであろう。あるいは名誉、あるいは財産をもって、あるいはその他様々のものをもって、彼は人を滅ぼさんとして朝夕活動してやまぬのである。かかる世にあることを思えば、我ら戦闘あることを自覚すべきである。されば家族の都合やおのが事情、その他世のことをもって自己を煩わさず、一切を捨てて神のために働く者とならねばならない。


  兵卒たる者の資格として要するものは、全き献身、全き服従、全き犠牲の精神である。先年、私の義兄は日露戦争において戦死した。そして血に染み、寸裂し、所々弾丸のために穴のあいた軍服を郷里にまで送って来たということを聞き、私はまだそれを見ていないが、あたかもそれを目に見るがごとく感じ、私がイエスのためにこの覚悟をもって日々戦闘の生涯を送っているや否やを反省して、まだ呑気な生涯であることを思い慚愧にたえなかった。いまだにこのことを思い出すたびに厳粛な感に打たれる。今や迫害もなく、信仰の生涯を送るのにこれという困難もない。されども霊界の激戦がまだやまない。どうか死に至るまで忠実な者、死を決して奮闘する者となりたい。されど一切を捨てなければ真に奮闘することはできない。兄姉よ、足手まといになるものはないか。何かに後髪を引かれるように感ずることはないか。主イエスはのたもうた、「人もし我に従い来たらんと思わば、おのれをすて、おのが十字架を負いて、我に従え」（マタイ十六・二四）と。「汝らのうちそのすべての持ち物を退くる者ならでは、我が弟子となるを得ず」（ルカ十四・三三）と。されば我ら深く自ら省みて、おのれに属するすべてのものを捨てて主に従う者となりたい。


  次に、積極的に苦しみを忍ぶことである。ある者は消極的に邪魔になるものを捨てるが、苦しみを忍ぶことをせぬ者がある。いざ戦争という時に、苦しみを避けようとして出ることをせぬ者があるならば、これ兵士であって真の兵士ではない。パウロは「我と共に苦しみを忍ぶべし」と言った。勇敢なる大将が真っ先に進んでおのが部下を励まし、「兵士ら続け！」と叫ぶごとくである。コリント後書十一章二二節の中程から二八節までを見れば、パウロが体においても心においてもいかばかり苦難を忍んだかを見るのである。されど彼はキリストの精兵卒として戦場にあったから、よくこれに耐えてかかる大いなる苦しみをも「軽き苦しみ」と言うた（コリント後四・十七）。我らキリストの苦しみを思い、またパウロの苦しみを思うてこの声に励まされ、苦難を覚悟して戦場に進もうではないか。私は今ダピデの部下のことを想起する。彼が山に逃れ、洞穴に隠れた時のことであった。悩める人、負い目ある者、心に飽き足らぬ者らが彼のもとに集まって来た（サムエル前二二・二）。ろくな者は一人もいなかった。しかるに後に至って、これらは能力ある軍勢となったのである。サムエル後二三章にダビデの勇士のことが記されている。その中に、ダビデがベツレヘムの門にある井戸の水を慕ったのに応じた三勇士がいた。彼らはペリシテ人の陣を突き通り、そこの水を汲み取ってダビデに献じた（十三～十七）。彼らは命じられて行ったのではない。ダビデの心中を汲み、その忠誠の心に駆られてやむにやまれず敢えてこのことをなしたのである。ダビデがその故郷の水を慕ったように、主はその故郷とも言うべきこの世の魂を求めたもう。「われ渇く」との十字架上の叫びはまた、魂を慕って叫びたもう御声ではなかろうか。「われ誰を遣わさん。誰か我らのために行くべきか」とは一人イザヤのみが耳にした声ではない。我ら主の御旨をわきまえ知った者は、走って行って敵陣を突き通り、亡ぶる魂を救い取って主のもとに献げようではないか。伝道は戦争である。敵に損失を被らせることであるから、その怒りは必然のことである。されど「慕える者の心を喜ばせん」ため、敢えてこのことをなすべきである。報賞は我らの前にある。よしこれがなくとも、やがて面と面を合わせて主にあいまみえる時、主が喜んで一言の賛辞を賜わるそれのみで結構である。我ら主を喜ぱせまつらんために、苦しみを忍んで奮闘しようではないか。


  



  聖潔の極意


  真面目な信者がたびたび我らに言われることは、「どうも聖潔ということがわからなくなりました。一体、潔められたら是々のことは無くなるはずですが、何々の罪、過ち等のあるのは潔められていないせいでしょうか云々」。この種の信者が随分多くいるようであるから、ちょっと申し上げよう。


  （一）罪の問題


  真に悔い改めて十字架の主に依り頼む者は、過去に犯した罪はもちろんことごとく赦され、現在は神の愛の懐の中で恩恵の義しい支配の下にあるのである（ローマ五・二〇、二一）。


  「汝らは律法の下にあらずして恵みの下にあれば、罪は汝らに主となることなきなり」（ローマ六・十四）。


  我ら各自の経験に照らしても、実際我ら自身が罪深く、力なく、何の取り柄もないことを感じて、主イエスの恩恵の救いに投じた時の精神をもって日を送る限りは、罪を犯さない。これは救われた当座において格別明らかである。これは新生命の力である。「すべて神より生まるる者は罪を行わず。神の種、その内にとどまるによる。彼は神より生まるるゆえに罪を犯すことあたわず」（ヨハネ一書三・九）。


  我らが真に恩恵の下にあるならば、たとえ内心には原罪すなわち古い人があっても、これは圧迫されて罪を犯すまでには至らない。それなら信者がなぜ罪を犯すかというと、恩恵の下より離れて律法の下に来るからである。これは一種の堕落である（ガラテヤ五・四）。「罪の力は律法なり」というわけである。眼中に律法や理想があって自分の力でもがくとき、必ず罪が勝を制する。ローマ書第七章の経験もこれである。信者はこの先この堕落、この心得違いに気づき、恩恵の下に立ち返らなければならない。聖潔（きよめ）は罪を犯す問題よりもむしろ動機の問題である（もちろん、動機は罪を犯すことと関係する）。


  （二）動機の問題


  恩恵によって罪を犯さなくても、内心より果たして絶対の服従をしているか。「我が心のままをなさんとするにあらず。聖旨の天になるごとく、地にも、我が身にもなしたまえ」と心より祈ることができるか。我は全心全力を挙げて神を愛しているか。人を愛しているか。何を思い、何を語り、何をなすにも、神のため、人のためを思う以外の動機はないか。外形はともかく、古い人のある間は実際に動機は絶粋でなく、二心がある。パウロは「我にとりて、生くるはキリストなり。死ぬるもまた益なり」と潔い心より申したが（ピリピ一・二一）、古い人はその反対で「我にとりて、生くるはおのれなり。死ぬるは我が損なり」と申している。我らはこの二心あるのを自ら悟って、神の前にへりくだってこれを言い表し、この原罪のためにも十字架につけられたまいたる愛の主をもう一度見上げるべきである。しかり。見上げながら待ち望んでいるとき、十字架を通して主より我が根底に愛の火が下り来たり、愛ならざるものを焼き尽くし、神と人とに向かう純粋な愛をもって我が心を満たすのである。これがすなわち聖潔である。これに至らないものは聖潔ではない。


  



  神人の満足・ペンテコステ


  「汝ら安息日の翌日より、すなわち汝らが揺祭の束を携え来たりし日より数えて、安息日七つをもてその数を満たすべし。すなわち第七の安息日の翌日までに日数五十を数え終わり、新素祭をエホバに献ぐべし。また汝らの住み処より十分の二をもて作りたるパン二つを携え来たりて揺るべし。これは麦粉にてつくり、種を入れて焼くべし。これ初穂をエホバにささぐるものなり。汝らまた当歳の全き小羊七匹と若き牡牛一匹と牡山羊二匹をそのパンと共に献ぐべし。すなわち、これらをその素祭およびその灌祭と共にエホバにたてまつりて燔祭となすべし。これは火祭にしてエホバに香ばしき匂いとなるものなり。かくてまた牡山羊一匹を罪祭にささげ、当歳の小羊二匹を酬恩祭の犠牲にささぐべし。しかして祭司その初穂のパンと共にこの二匹の小羊をエホバの前に揺りて揺祭となすべし。これらはエホバにたてまつる聖き物にして祭司に帰すべし。汝らその日に汝らのうちに聖会をふれいだすべし。何の職業をもなすべからず。これは汝らがそのすべての住み処において永く守るべき条例なり」（レピ二三・十五～二一）。


  ペンテコステとは第五十日節という義で、イスラエルの民が神の命により毎年守った節（いわい）である。最初の節は過ぎ越しの節、次は初穂の節、この初穂の節の日より数えて安息日七つを経、その翌日すなわち五十日目がペンテコステである。この過ぎ越しの節の真意は、我らの罪のために棄てられ、屠られ、血を流したまいたる小羊イエスを憶えることである。初穂の節は、我らのために甦らされ、神に受け入れられたまいたるキリスト・イエスを示す。ペンテコステとは、イエスの完全なる贖いの効力が現れて、聖霊の降臨となったことを表わすものである。


  御承知のごとく、イエスは甦りて後四十日間地上にいまし、御昇天後十日を経てペンテコステの日に至り、弟子たちに聖霊を注ぎたもうたのである（使徒二・一～四、三三）。この聖霊を受けることによって我らは驚くべき栄光の器とされ、神にも人にも自分にも満足を与えるに至るのである。


  ペンテコステに神の前に供えられた献げ物はよくこれを表わしている。
 　第一　罪祭　レピ二三・十九
 　第二　燔祭　同十八
 　第三　新素祭　同十六
 　第四　初穂のパン　同十七
 　第五　灌祭　同十八
 　第六　酬恩祭　同十九
 　第七　揺祭　同二〇


  一、罪祭


  ここには愆祭がなく、ただ罪祭のみ献げられる。愆祭とは犯した罪過のための贖い、罪祭とは主として生来の罪性の贖いである。主イエスは我らのためにこの二重の贖いをなしたもうた。ペンテコステの恵みを求める者はすでに罪過を赦されているから、いま愆祭を要しない。しかし、なお生来の罪性、すなわち古き人、また「己」があるために神と全き一致ができぬゆえに罪祭を要するのである。


  主イエスは我らのために罪祭となり、おのれの血をもって我らのために罪祭となり、おのれの血をもって我らを潔めんために門の外なるカルバリに於いて十字架の苦しみを受けたもうた（へブル十三・十二）。しかり、我らの古き人は彼と共に十字架につけられている（ローマ六・六）。イエス・キリストの血すべての罪より我らを潔む（ヨハネ一書一・一、七）。この罪祭を我がものと信仰によって受け取る人はたちまち潔くなるのである（使徒十五・九）。愛する者よ、仰ぎ見て確実に握られよ。


  二、燔祭


  これは全き献身、服従、また犠牲を表わすものである。恐れ多くも主イエスはまず我らを愛して、我らのために燔祭となりたもうた。ああ、我らは彼の御謙卑、御熱愛、御最後を思うとき、感恩の情禁じ難く、いかに冷たき我が心も熱せられ、蒸発せしめられる。キリストの愛我らを励ませり（コリント後五・十四）。我らは自ら進んで燔祭となり、生きるにも死ぬにも聖霊の力によってこの身をもってキリストを崇め、神の前にこうばしい香りとなって昇ることができるとは何たる栄光であろうか。


  三、新素祭


  初穂の節にも素祭が献げられたが、ここにまた新たに素祭が献げられる。「素」とは白すなわち聖との意で、前の素祭は主イエスの聖潔を表わし、新素祭はイエスの霊を受けた我らの聖潔を表わすと思う。


  素祭の材料は麦粉と油と乳香と塩とで（レビ二・十一、十三）、これに禁物なのはパン種と蜜とである（同十一）。麦粉は砕かれて真白になり食となるもの、油は聖霊、乳香は祈り、塩は恩恵をもって味をつけかつ腐敗を止めるもの、パン種は偽善、蜜は人情の愛を示すものである。愛する者よ、願わくぱ主、聖霊をもってあなたを新素祭となしたまえ。


  四、初穂のパン


  初穂の節においては初穂一束が献げられた。しかし、ペンテコステの時は初穂のパンである。主が十字架にかかり、また甦りたもうても、聖霊が下らない間は穂の束のごとく、主と信者と、また信者と信者とが一束になっているだけで、やはり穂と粒とが別々で、人は人、我は我というように存在している。しかし聖霊が下る時はもはや穂も粒もなく、主および兄弟姉妹と愛によりて全く結合し、各々自己をなくし、こねられてパンになるのである。命のパンとは勿論イエスであるが、我らも聖霊によりて神と人とに真に満足を与えるパンとされることができる。


  五、灌祭


  これは人のために神の前に注ぎ出される献げ物である。ああ、神たる御身分をも、天の宝座をも、万有の富をも、惜しみなく我らのために注ぎ出したもうたイエスを見られよ。深夜人知れず血の汗のしたたるまで御心を注ぎ出したまえる彼の御祈りを聴かれよ。十字架におのが霊魂を注ぎ出して死に至られた主を仰ぎ見よ（イザヤ五三・十二英訳）。


  我らは彼によりて救われ、潔められ、充たされ、今は我らも灌祭となることができる。パウロはピリピの信者に向かって「汝らの信仰の供え物と祭とに加えて、我が血を注ぐとも我は喜ばん」と言い（ピリピ二・十七）、彼が殉教する前には、「我いま灌祭とならんとす。わが去るべき時は近づけり」と言った（テモテ後四・六、原語の意味）。主よ、我らをも灌祭となしたまえ。アーメン。


  六、酬恩祭


  これは感謝の献げ物である。神の前に最も香ばしいものは感謝と賛美である。主イエスの御一生は感謝の生涯であった（ヨハネ十一・四一）。十字架の御苦しみの中にも彼は神を賛美したもうた（詩二二・三、二四）。彼にある我らの生涯も酬恩祭である。「常に喜べ、絶えず祈れ、すべてのことを感謝せよ」（テサロニケ前五・十六～十八）。歓喜と賛美とはペンテコステの一特色である（使徒二・四六、四七）。


  七、揺祭


  これは神にすべての栄光を帰することである。主イエスは常にかく自己を隠して神を崇めたもうた（マタイ十九・十七）。聖霊に満たされた者は常に揺祭を献げる（使徒三・十二、十六、コリント前十五・十）。「エホバよ、栄えを我らに帰するなかれ。我らに帰するなかれ。汝の憐れみと汝の真とのゆえによりて、ただ御名にのみ帰したまえ」（詩一一五・一）。


  終わりに、ペンテコステの特色は安息することと、貧しき者及び旅人を顧みることである（レピ三・二一、二二）。聖霊は我らより重荷とくびきを取り除き、全き安全と自由とを与えたもうが、なお進んで哀れなる迷える魂のために愛と力とを与えて証しせしめ（使徒一・八）、彼らを救う知者となしたもう。兄弟よ、姉妹よ、あなたがたはペンテコステを経験されたであろうか。


  



  聖職の使命


  「なんじ年若きをもて人に軽んぜらるな。かえって言にも、行状にも、愛にも、信仰にも、潔めにも、信者の模範となれ。わが到るまで、読むこと、勧むること、教うる事に心を用いよ。なんじ長老たちの按手を受け、預言によりて賜りたる賜物をなおざりにすな。なんじ心を傾けてこれらのことをもっぱら務めよ。汝の進歩明らかならんためなり。なんじ己とおのれの教えとを慎みてこれらのことに怠るな。かくなして己と聞く者とを救うべし」（テモテ前四・十二～十六）。


  按手式は実に厳粛なことである。私は今朝もこの厳粛な式のことを思って、聖前に戦慄している。今日この式にあずからんとする兄弟たちよ。あなたがたはこの後いっそうその責任が重くなることを覚悟されよ。


  さて、ここに四つの点がある。


  一、十二節


  品性と生涯において人の模範となるべきことである。テモテ前書六章十一節で、パウロはテモテを「神の人よ」と呼んだ。モーセもエリヤもかく呼ばれた。あなたがたも神を代表すべき者であって、神の人と呼ばれるべき者である。世の人は神を知らず、これによってあなたがたを見る。されば言葉と行いと愛と信仰と聖潔とにおいて信者の模範となるべきである。


  二、十四節


  按手式は空しい様式ではない。これによって神の賜物を受けるのである。テモテ後書一章六節に「このゆえに、わが按手によりて汝の内に得たる神の賜物をますますさかんにせんことを勧む」とある。あなた方はこれによって聖霊を受け、一生の間その賜物をおろそかにせず、これを崇めておのが使命を果たさねばならぬ。


  三、十三、十五節


  専心一意に朗読と勤勉と教訓に努めよ。格別に聖書を読むことを務められよ。この朗読とは原語にては黙想する意味もある。聖書を注意深く読み、静かにそれについて黙想するとき、静かな細き御声を聞くことができる。かくして伝道者の資格が備わり、出ていって専心伝道することができる。


  四、十六節


  常に慎み深くあれ。これはまた人にも関係する。使命を果たすために恐れおののきてこれを尽くせ。「われ神の前また生ける者と死にたる者とを裁かんとしたもうキリスト・イエスの前にて、その現れと御国とを思いて厳かに汝に命ず。なんじ御言を宣べ伝えよ。機を得るも機を得ざるも常に励め。寛容と教えとを尽くして責め、戒め、勧めよ。されど汝は何事にも慎み、苦しみを忍び、伝道者の業をなし、汝の務めを全うせよ」（テモテ後四・一、二、五）。


  常にキリストを己が前に置き、時を得るも得ざるも励みて道を宣べ伝えよ。伝道の働きには必ず苦しみが伴う。人々には誤解され、心において体において種々なる苦痛をなめねばならない。世にありては最も貧乏くじである。されどあなた方の前途には義の冠が備えられてある。これを望んで今しばしこの世の苦痛、艱難に耐え、熱心にその職分を尽くされよ。「ただ聖霊いずれの町にても我に証しして、縄目と艱難と我を待てりと告げたもう。されど我わが走るべき道のりと、主イエスより受けし務め、すなわち神の恵みの福音を証しする事とを果たさんためには、もとより命を重んぜざるなり」（使徒二〇・二三、二四）。


  終わりに一つの話をしたい。スエーデンの皇帝の弟君に熱心な信者があって、各国の有名な説教者がその国に赴くごとに引見された。ある日殿下がある教会において説教された。その前に司会者が殿下を紹介して、「今日は何たる光栄であろう。一国の皇弟たるお方が身を低くして我が教会に来たり云々」と言おうとすると、かたわらにあった殿下が言われた。「いや、私は決して身を低くしてここに来たのではない。神を代表する職責をもって来たのである」と。おお、神を代表するとは何たる特権であろうか。主は「父の我を遣わしたまえるごとく、我もまた汝らを遣わす」とのたもうた。あなたがた各々自重し、もって死に至るまで忠信ならんことを。


  



  憩いのみぎわ


  「エホバは我をみどりの野にふさせ、憩いのみぎわにともないたもう」（詩二三・二）。


  夏の今頃箱根の湖辺に憩うたならば、いかに涼しくまた精神爽快なことであろう。かく神は我らの魂を憩いのみぎわに伴いたもう。「憩い」と記された語には、一は安息、また一は静粛の意がある。神は我らの心がいかに疲れ、またいかに渇けるかを知りたもうて、この真の安息・真の静粛の中に入れて満足させんとしたもうのである。しかして安息の経験に階段がある。一口に言えば、憩いのみぎわであるが、この安息に意味がある。


  一、罪の重荷を下ろした安息


  これについては諸君は既に知るところである。ただここに一つ注意を促したいのは、詩篇二二篇と二三篇との関係である。二二篇は十字架の篇である。冒頭より「わが神、わが神、なんぞ我をすてたもうや」とのキリストが十字架上にて叫びたもうた言葉がある。その篇の中には平安は少しもない。平和も、喜びも、慰めも、全く神に奪われたる十字架上のキリストの御姿である。やせて骨は現れ、舌は渇きであごにつき、肉は砕けて血は流され、左右前後は猛獣なる悪人らに囲まれた恐ろしい有様である。されどその二十二篇から二十三篇が出て来たのである。これは二十二篇とは全く異なり、羊は牧者に導かれて緑の野辺に伏し、憩いのみぎわに憩い、また楽しみと平和とに充ちて満足している有様である。おお、我らはこの世人と異なった平和を持っている。されば我らはこのことを覚えたい。少しも罪がなかった我らの牧者なるイエスが彼のカルバリの丘にて十字架の苦しみを受けたまいたればこそ、そしてその牧者が今われわれの牧者として養っていたまえばこそ、我らは安けくあるのである。どうぞこの恵みを感じていただきたい。もし犯せる罪があって平和を失った者があるならば、速やかにキリストの十字架のもとに来られよ。先頃もある人が来て、おのが煩悶を告白して、「今にして初めて、世に鉄道往生して新聞の三面記事の材料となる人の心の程が汲まれた」と申しました。罪のあるところに煩悶あるは必然である。煩悶する者は特に主に来たれ。


  二、全く神のものとなった時の安息


  「われ平安を汝らに残す。わが平安を汝らに与う。わが与うるは世の与うるごとくならず。汝ら心を騒がすな。また恐るな。今より後われ汝らと多く語らじ。この世の君きたるゆえなり。彼は我に対して何の権もなし。されどかくなるは、我の、父を愛し、父の命じたもうところに従いて行うことを、世の知らんためなり。起きよ、いざここを去るべし」（ヨハネ十四・二七、三〇、三一）。


  キリストの内に平和ありし秘密はどこにあったかといえば、三〇節にあるごとく悪魔と全く関係なく、また三一節にあるごとく父を愛して全く服従しておったことにある。世より全く離れて神のものとなっていたもうたキリストには常に平和があった。そのキリストの平和が我らに与えられることがある。我らは度々「主のやすき、主のやすき、我は内に今もてり」と無意味に歌っていた。されどこれは誠に厳粛なことであって、決して軽々しく口にすべきことではない。まだ半ば世につける者の口にすることのできぬことである。多くの人は第一の赦罪の結果としての平和と、この第二の主の平和とを混同しているようである。主の平安とは悪魔と全く関係がなくなり、彼がいかなる世のものを持って来て誘惑するともそれを愛さず、またそれを全く容れざるところにのみ宿る平和である。もしこの主の平和を今だ心に持たぬ者があるならば、今ありのままをあらわして主の前に出られよ。おのが罪は既に赦され、その点においては喜んでいるが、まだ世のものを心の底に持ち、これから離れようと努めても我が力の不足を感ずるか。今おのが無力をあらわして主のもとに来たれ。主はこの詩篇の言のごとく、憩いのみぎわに伴いたもう。我らは主に引かれていくのである。


  三、十字架を負う者の持つ安息


  「我は柔和にして心低ければ、我がくびきを負いて我に学べ。さらば魂に休みを得ん」（マタイ十一・二九）。


  世より離れて神のものとなれる生涯は気楽なものではない。全能なる神は常にかかる者を順境にのみ置き、すべてのことを都合良くいくようにするかというと、必ずしもそうではない。むしろかえってこれに反することがしばしばある。その生涯は十字架の生涯である。されど我らはその十字架を避けることによらず、進んでそれを負うことによって平安を得るのである。人の世話をし、人のために骨折り、縁の下の力持ちとなって人知れず密室において人のために苦しむことは決して無益なことではない。かかる人こそ、この平安を見出すことを得るのである。この平安が得られないというのは、十字架を避けるからである。柔和にして謙遜なるキリストの足跡を踏まないためである。キリストは罵られても罵り返さず、苦しめられても弱音を吐かず、むち打たれても黙していたもうた柔和なお方であった。しかるに我らが無理を言われた時、これを馬鹿らしく思い、おのが権利を踏みにじられたことを憤り、これを主張したからといって、それで平安を得られるであろうか。否々。かえって今まで持っていた平安さえ失うに至るのである。無理を言われてもそれに服従し、権利を踏みにじられてもただ黙して従う。これすなわち柔和である。また、この謙遜とは格別に人の前でへりくだることである。さればキリストの十字架は重くて、身も心もこれに耐えられないほどに負い難きものであろうか。否々。キリストはかかる十字架を負わせたまわない。我らが進んで十字架を負う時に、人の知らざる平安を得るのである。


  南米に伝道が開始されたのは、英国から四人の青年がそこに行って道のために殉教したことによる。その中の一人は大学卒業の医学者であって、本国にあるならば朝日の東天に昇る勢いにて誉れある地位に昇ることができたのであるが、彼はその地位を投げ打って宣教のためにこの野蛮な地に行ったのである。その頃は定期航海とてなく、英国より永らく食物が来ず、あまつさえ土人のために苦しめられてあちらに逃れこちらに逃れ、ついに岩間において四人並んで餓死したのである。


  神の御用のために行って餓死した。ちょっと考えると馬鹿らしく思われる。彼らの死は犬死にであったろうか。否々。否々。その医学者なる人の証しした日記が今日発行されている。その中に様々なことが記されているが、この時のことを記した所には悲惨な出来事を列記した後に、「世にいかなる所ありとも、我にとってここほど楽しき所はない。何人がここに来て我をここより携え行こうとするも、我はここを去らぬであろう。ここは神が我を遣わしたもうた所なるがゆえである」と記し、しかして最後に「ここは寒く、わが手は凍えて……最早」とまで記されてあった。その人はそこで死んだのであろう。この報ひとたび英国に伝わるや、英国の教会内に大リバイバルが起こった。死に至るまで忠信なりしこの証し人の感化により、多くの人が刺激を受け、多くの青年が外国伝道を志し、ことにその南米に行って開始する者が起こり、今やその所では主の道は勝利を得てその勢いが盛んである。「願わくは汝わが命令に聞き従わんことを。もししからぱ、汝の平安は河のごとく、汝の義は海の波のごとくなるべし」（イザヤ四八・十八）。


  四、栄光の御国に行きたる時の安息


  「今より後、主にありて死ぬる死人は幸いなり。御霊も言いたもう。『しかり、彼らはその働きを止めて休まん。その業これに従うなり』」（黙示十四・十三）。


  この世で忠実に働き終わった者は、その働きを止めて休む時、かしこには驚くべき安息がある。「向こうに安息があるから」とは、度々主にある者が言うところである。主はいま忠実に働く者のために安息をかしこに備えたもうた。されどこの世において忠実に働かぬ者は、かしこにおいて神が安息を賜うとも、その心は休めないのだろうと私は思う。慰労会などで一番快く楽しむことのできる者というのは懸命に働いた者である。狡く構えて働いたような風をしてもその実働かなかった者は、その楽しい席上に出ても心悶々として楽しめないのである。


  「我また多くの位を見しに、これに座する者あり、裁きする権威を与えられたり。我またイエスの証しおよび神の御言のために首斬られし者の魂、また獣をもその像をも拝せず、おのが額あるいは手にその印を受けざりし者どもを見たり。彼らは生き返りて千年の間キリストと共に王となれり。その他の死人は千年の終わるまで生き返らざりき。これは第一の復活なり。幸いなるかな、聖なるかな、第一の復活にあずかる人。この人々に対して第二の死は権威を持たず。彼らは神とキリストとの祭司となり、キリストと共に千年のあいだ王たるべし」（黙示二〇・四～六）。


  これは艱難の時代に殺された聖徒のことであるが、霊的にはこの世において艱難を通り聖国に行った者ならば誰にでも適用しうる、真正の憩いのみぎわのことである。小羊はそこにいます。そは憂きも苦しみもみな忘れ、ただ安慰と平和と喜楽と栄光とのみそこにある。おお、楽しき聖国、主は我らをそこに伴い行かんとしたもう。されど今しばしこの世に置かるる間は、忠実に主の御用を務めたい。


  



  真の美


  美なるものは世界に多くある。その美の力たるや偉大なものであった。人の心を奪うに足る。そして人が一度美に心を奪わるるやその結果は非常なもので、そのために足も動き、手も動き、心にても様々なことを計画する。されば真に美わしきはそも何であろうか。世には景色の美わしいところがあり、建物に美わしきものがあり、姿の美、顔の美、その他さまざまな美がある。しかし果たしてそれは真の実であろうか。咲く花も美わしく、さえずる鳥もまた美わしい。我らはこれによって心を楽しませ、喜ばせることができる。されど真の美とは何ぞや。花か、鳥か、はた人の容色か。


  不幸なことに、人は万物の霊長として生まれ出で、両眼共に開きおるも、真の美を知らない。これ人をしてその生涯を哀れなものたらしむるゆえんである。もし眼が盲目であったならば、その人は実に哀れなる者である。霊眼の盲者がこの世に多い。さればこそ嘆きが絶えぬのである。


  真の美とは何ぞや。主イエス・キリストに他ならない。もしもキリストの美を見ることができたならば、人生の幸福に達したと言うことができる。しかしこの美たるや、人の知識によって得られるものではない。何人も神の前に出て、おのが霊眼の盲目であることを告白し、その開かれることを求むべきである。昔の詩人が歌っている。


  「われ一つのことをエホバに請えり。我これを求む。われエホバの美わしきを仰ぎ、その宮を見んがために、わが世にあらん限りはエホバの宮に住まんとこそ願うなれ」（詩二七・四）。


  エホバの美、これこそ人生の幸福であればこそ、ただこのことを望んだのである。我らもこれを求めたい。求むべきはただこれのみである。美わしき絵は画家の頭脳に描かれた美より生まれる。宇宙万物の美は末のものであり、主イエスこそその美の本体である。すべての受造物、動植物の美はみな、我らにこの本源を指しているのを感じないであろうか。迷いとは受造物の美のために心を奪われていることの意であって、悟りとはすなわちそれを知って本源に帰った状態を言うのである。


  伝道の書と雅歌の区別はここにある。この両書はいずれもソロモンの作であるが、彼がこの世のあらゆるものに失望したことが伝道の書に記され、しかしてただ主イエスによりて心飽き足りしことが雅歌に記される。聖書の配合もまたよろしきにかなえりと言うべきである。


  今一つの例をあげると（伝道二・四～八）、彼は人のあらゆる美を尽くして楽しんだ。実に彼みずから言えるごとく（同二五）、誰かその食うところ、その快楽を極むるところにおいて彼に勝る者があろうか。しかし「これもまた空にして風を捕うるがごとし」とはまた彼の告白である（二六）。風は勢いよく吹く。しかしそれを捕えんとすれば空なるのみ。ソロモンの金殿玉楼も、手を入れて美を極めたる庭園も、多くの妻妾も、山海の珍味も、みなこれ空のみ。彼は受造物に満足を求めたから失望したのである。受造物の美が必ずしも悪いのではないが、それのみでは人の心に満足を与えることはできない。しかるに雅歌五章八節を見よ。ここは彼が主を慕う切なることを表わせるところである。


  「エルサレムの女子らよ、われ汝らに固く請う。もしわが愛する者に会わぱ、汝ら何とこれに告ぐべきや。われ愛によりて病み患うと告げよ」。


  しかるに批評する者あり、曰く、


  「汝の愛する者は他の人の愛する者に何の勝れるところありや。婦女の中のいと美わしき者よ、汝が愛する者は他の人の愛する者に何の勝れるところありて、かく我らに固く請うや」（九）と。されば彼は答えて曰く、「わが愛する者は白くかつ紅にして万人の上に越ゆ･･････」（以下みなキリストの美わしき徳を述べたものである）。


  世にいかに美わしきものがあっても、キリストの右に出ずるものはない。「まことに彼に一つだに美しからぬところなし」。ソロモンの述懐にして、これまことに新婦たる信者の感ずるところである。


  旧約に幕屋のことが記されてある。その構造はキリストの美の予表である。今その一つを言えば、至聖所と聖所の間にあるとばりは、白、赤、青、紫の糸をもって錦のごとく織り、それにケルピムの姿を織り出し、えも言われぬ美を呈したものであった。これはすなわちキリストの美の型である。白はキリストの純白、青はその聖義、また青は天空の色であるからその天に属すること、赤は血の色であるから犠牲、紫は王服の色であるから彼の王者たる気高き品性を持っていることを表わす。このようにすべてのものをしてキリストの美を連想せしむるものである。願わくぱ我らもこのイエスの美わしさを仰ぎ見んことを。いま詳しくここで述べるには限りがあるので、各自吟味していただきたい。


  いま一歩を進めて、主が我らをも美なる者となしたもうことを見よう。「汝の美しさのために汝の名は国々に広まれり。これわが汝にほどこせし我が飾りによりて汝の美しさ極まりたればなり」（エゼキエル十六・十四）。これは信者のことを神がのたもうところである。美の極みとは第一にキリストのことであるが、そのキリストの美が与えられることによって信者個々人も美の極みとなることができる。詩篇に「シオンは美しき極み」という語がある。神は我らをこの美の極みにさせんとしたもうのである。そもそも神はいかにして我々を美なるものにしたまうやと言わば、第一我らの醜きことを知らしめ、次にキリストの美を与え、これを着せて下さる。


  第一はおのれが真に醜いことを認めることである。「われは黒けれどもなお美わし。ケダルの天幕のごとく、またソロモンのとばりに似たり。われ色黒きがゆえに、日のわれを焼きたるがゆえに、われを見るなかれ……」（雅歌一・五、六）。


  あたかも海水浴から帰って来た者のようである。多くの人はこれを思わず、自分が色黒いことを知らぬけれども、神の前によく自分を考えたならば、パウロの言っているごとく性来のままではいささかの善なるところもないのである。「我はわが内、すなわち我が肉の内に善の宿らぬを知る」（ローマ七・十八）。


  しかるに人はなかなか自惚の強いものである。「私にはこれこれの欠点がある」と言ったかと思うと、すぐさま「しかし」と付けて、結論は自分の特長を言うに至るのである。しかも自分の特長は自分には大きく見える。しかし神の前には「我らはみな潔からざる物のごとくなり、我らの義はことごとく汚れたる衣のごとし」（イザヤ六四・六）。


  パウロはダマスコヘの途上、真昼よりも輝く光に打たれて倒れた。彼はその時まで義しい宗教家であるとして自ら任じていたのであったが、この時から彼が晩年に至って述べたごとくに、「罪人のうち、我はかしらなり」との念が起こったのである。彼は真の光に打たれて自分が真黒であったことを悟った。雅歌にある「われは黒けれども」とはすなわちこれである。


  ソクラテスの門弟の中に一人の奇人があって、世の人がみな虚栄に駆られ、奢侈に流れ、つまらぬことのために心を奪われていることを大いに憤慨し、わざわざぼろをおのが身にまとい、倣然として大道闊歩して人々を諷した。師ソクラテスはこれを見て曰く、「その質素なことは誠によい。しかし注意せよ、そのぼろの破れの穴から高慢というものが見えているよ」と。


  ある人はこの弟子のごとく、「自分は他の人のごとく高ぶらないから」と言って自らを高くする。「我が肉の内に善の宿らぬ」とは実に真である。聖霊によって美を与えられなければ、我らには善なるものは寸毛たりとも有り得ない。されどこれを認めて神の前に出て、自分のらい病患者のごとく全く汚れ果てたことを認め、その憐れみを求めるならば、そこに血潮の働きは起こされる。


  ここにおいて次にローマ書十三章十四節を見よう。「ただ汝ら主イエス・キリストを着よ」。殿様の定紋のある羽織でも下賜されたならば、これは何という恩恵であろうか。実に無上の特権である。さてここには主が我らの衣となりたもうとある。前に言える美の極みたるキリストを我らが着ることを得るとは何たる特権であろうか。我らはこのキリストを着て、キリストの美を現すのである。またペテロ前書三章三～四節を見ると、そこには真の飾りについて言っている。「汝らは髪を編み、金をかけ、衣を装うごときうわべのものを飾りとせず、心の内の隠れたる人、すなわち柔和、静かなる霊の朽ちぬ物を飾りとすべし。これこそは神の前にて価貴きものなれ」。


  美しいのは着飾ったことではない。髪を立派に結ぶこともでもない。勿論金の指輪などの贅沢品でもない。美しき飾りは柔和である。謙遜である。これこそ神の前に価貴き飾りである。聖霊は我らにこの飾りを与えんとして働きたもう。そのために主の御血は流されたのである。「このゆえに汝らは神の選民にして聖なる者また愛せらるる者なれば、慈悲の心、仁愛、謙遜、柔和、寛容を着よ」（コロサイ三・十二）。


  これらの諸徳は自ら造りうるものではない。もし自ら造らなくてはならないとしたならば、困難この上もないものであり、到底不可能な業たるを免れないであろう。されどただ、聖霊にところを得させ、信仰によってその働きを受けるならば、これらの諸徳は与えられるのである。


  以上説いたのは品性の美であったが、なお神は働きにおいても我らを美なる者としようとして下さっている。「『ああ美わしきかな、善き事を告ぐる者の足よ』と記されたるごとし」（ローマ十・十五）。人は頭や口を見る。すなわち、その人の思想や弁説を見る。されど神は足を見たもう。足とは歩み、すなわち行いである。また福音を運ぶ足、すなわち導きに従ってたちまち動く使命に迅速なる服従心である。神はこれを見て「美わしきかな」とのたもう。我らはどうぞこのような美しい者とされたいものである。


  



  我が使命


  大きく考えて人類はという話ではなく、「自分は一体何のためにこの世に生活しているのか」という問題である。神をも知らず従って天職をもわきまえぬ未信者ならいざ知らず、信者たる我らがおのが使命を自覚することなく漫然無意味に生活を送ることは、これあるまじきことである。自分の使命を自覚することなく、飲食、交際、労働、その他のことで、まるで車が回るように忙しく、さらに深い意味を持つ一事のために生きるという観念なしに日を暮らすことは、実に空しいものである。私の知人の家の玄関を入ったところに、「Working for Eternity（永遠のために働く）」いう句が書いてあるが、これこそ意味深き生涯である。


  ヨハネ伝二〇章二一節。また同書十七章十六節、十八節。この世はキリストにとって旅の道中であったが、この主が「父の我を遣わしたまえるごとく、我もまた汝らを遣わす」と仰せられた。これにより我らの身分は明らかである。我らがこの世にいるのは御用のためであって、この世は一時来ている旅の上である。されば第一、わが身分を自覚すること、第二、わがなすべき御用を自覚することが大切である。キリストのこの世における職分はただ一つ、すなわち暗黒の世に神を示すことであった。この世には様々なものがあり、悪魔は色々なものをもって誘ってくる。この世には様々なものがあり、キリストにも同じような誘惑があった。けれどもキリストはこの世において名誉を得ようとしたまわず、また地位を得ようともしたまわず、悪魔をして一言の下に退かしめたもうた。


  もしキリストが自らを楽しませようとして、この世の快楽をむさぼり、この世のものに溺れたもうたとすれば、我らの運命は今頃どうなっていたであろう。救わるべき道は杜絶していたに違いない。キリストがこの世にありたもうことは冗談事ではない。厳粛なることを自覚して、それを果たしたもうた。我らにおいてもその通りでなければならぬ。我らの中のある者は、朝早く起きてすぐさま炊事に取りかからねばならぬ。またある者は忙しく勉強せねばならぬ。しかし、もし働きや勉強の奴隷となるならば、これほどつまらぬことはない。そこに大いなる目的がなくてはならぬ。要するに主の御用をせんがためである。そのために勉強する必要も起きれば、また食事をする必要も起きて来るのである。「彼に居ると言う者は、彼の歩みたまいしごとく自ら歩むべきなり」（ヨハネ一書二・六）。これがキリスト者である。これ我らが範とすべきことである。我らの心に使命を自覚して、かかる目的のために生活するのでなくては、金や木の機械と何の異なるところがあろうか。一体我らが信者となったのは決して偶然の出来事ではない。数千年前より神の予定の中にあったのである。これは我らが神の栄光を表す美しき器となるためである。されば漫然と日をいたずらに過ごしてはならぬ。マタイ伝二一章二八節には「子よ、今日、葡萄園に行きて働け」とある。これは愛を含んだねんごろなる親の命令である。兄姉よ、今この聖なる御声が聴こえないであろうか。


  ここに二人の子があった。一人はこの命令を聞いて否と言ったが、後で悔いて行った。一人は行くと約束しながら行かなかった。我らも神の招きを受けておりながら、永らくの間、おのが欲に従って歩み、招きに応じて行かなかった。けれども、今はそれを悔い改めて行くべきである。この主によって覚醒された者は多くある。英国の一人の伝道者は、ある日この言葉によって大いに目覚めさせられ、それまでの無為の生涯より奮然立ち上がって主の御用のために活動するようになった。今は我らもこの聖声を聞きたい。ユダヤでは多くの葡萄を栽培しているが、その実が熟して収獲期になると多くの人手を要し、一日半日を争うということである。なぜなら、ちょっと油断すると、すぐさま実が悪くなくなってしまうからである。ちょうどそのごとく、魂の収獲物は多いが働き人は少ない。我らもこの聖声を聞いて、奮然立ち上って御用を務めなければならない。


  マタイ伝二〇章の初めに、主人が葡萄園のために働き人を雇うたとえがある。朝の九時頃に雇われた者があり、午後の十二時及び午後三時に雇われた者がある。しかして日の暮れんとする五時頃に街に出て見れば、茫然と立っている者がある。主人はこの者に「なぜ終日ここに空しく立つのか」と問うた。これは実に我らを探る言葉である。我らは今まで様々なことをなしたかも知れぬ。けれども神が見たもう時、それは空しいことではなかったか。その人の答えは、「誰も我らを雇わぬゆえなり」であった。これは我らにとっても実際である。


  我らは何の役にも立たぬ者であったが、主は我らをも見捨てたまわず、この主人のごとく「汝らも葡萄園に行け」とのたもうた。神は誰も見捨てたまわぬ。「汝らも行け」と仰せられる。神の御用に用いられぬ人はいない。老若男女、誰でも相応の御用がある。オーストラリヤに一人の婦人がいる。この人は病気のため両手両足とも切断している。今だに少し痛むということである。その人はかかる不具の身でも大いなる御用をしている。自分で義手のような字を書く機械を発明して、ある医者の書記をしているが、そのかたわら書き物をし、小冊子を印刷して諸方へ配布している。その人はかくのごとく書物において、また祈りにおいて、広く世に伝道している。私などもその書物によりて恵まれた一人である。志さえあれば、その仕方は色々ある。何事をなしても主の御用を務めることができる。少なくとも祈りにおいて人を助け、また家族の者に主の愛を表わすなどのことは誰にもできるのである。


  大将ブースがいまだメソジスト教会の牧師であった頃、大病にかかったことがあった。その時しばらく息を引き取って、傍にいる人々もすでに息絶えたと思っていると、しばらくして息を吹き返した。その時、彼は一つの幻を見た。それがあまりに厳粛なため、長らく秘しておいたが、「聖栄えのために言わねばならぬように感じた」とのことで、後で小冊子を出してその時のことを発表している。彼はその時、天国に上ったところ、天国の門前に一人の老女がおり、彼を待っていた。見るところ、その老女はかねてよく知っていた人であった。一通りの挨拶の後、老女が言うには、「時に御身に託しておきましたあの息子はいかにして下さいましたか」。ブースはこの言葉を聞いて返答できなかった。彼は冷淡にして、その老女が世を去る時くれぐれも頼んでいたその息子を救うことができず、今はどこにいるのかわからなくなっていたのである。さればブースはこれを聞いて悲痛やるかたなく、一人もがいていると、彼方より栄光の一群がこちらに向かってやって来た。やがて近づいて彼の前を通ったが、見る者見る者みな美しく輝き、誰も彼も皆ブースを意味ありげに見ていく。彼はもはや「穴でもあれば入りたい」と思って小さくなっていた。やがて、その行列の中央にいたもうた主イエスがその前を通りかかりたもうた。彼は苦しさでいても立ってもいられなくなり、死ぬかのように思っていた。すると恵みの主は憐れみの顔をもって御覧になり、「今一度世に遣わすから、忠実に尽くして来い」と優しく仰せられた。次の瞬間、彼は蘇生したということである。彼は以来大いに活動し、後に救世軍を起こすに至ったのである。おお、君に託された魂はいかに。君しか届かない魂があるが、それはどうなっているであろうか。


  使徒行伝二〇章二四節にパウロの言がある。「されど我わが走るべき道のりと、主イエスより受けし務め、すなわち神の恵みの福音を証しする事とを果たさんためには、もとより命をも重んぜざるなり」。パウロはおのが使命を自覚し、そのために身を献げて尽くしたのである。後、彼はローマにおいて斬首されたのであるが、その晩年は実に勇ましいものである。「我は今供え物として血を注がんとす。わが去るべき時は近づけり。われ善き戦いを戦い、走るべき道のりを果たし、信仰を守れり。今よりのち義の冠がわがために備われり」（テモテ後四・六、八）。何たる勇気、何と勇壮なる凱歌ではないか。主イエスもこの世を去りたもう前に、「我に成さしめんとて汝の賜いし業を成し遂げて、我は地上に汝の栄光をあらわせり」と仰せられた（ヨハネ十七・四）。多くの人はこれと反対に「我に成さしめんとて汝の賜いし業を成し遂げず、我は地上に汝の栄光を汚せり」と言わねばならぬのではあるまいか。おお、どうか主の前に出る時、かかることを言うことのないように、日々おのが使命のために忠実に務めたいものである。


  



  生ける望み


  「ほむべきかな、我らの主イエス・キリストの父なる神、その大いなるあわれみに従い、イエス・キリストの死人のうちより甦りたまえることにより、我らを新たに生まれしめて生ける望みを抱かせ」（ペテロ前一・三）。


  望みがいかに人生に必要であるかは誰も知っている。人は望みによって生き、望みによって力を得、望みによって働いている。けれどもこの望みを失ったら自殺をする者さえある。望みといっても様々ある。考えると各々何か望みを持っている。しかしその望みが神によるものでないならば、それはおのれを欺き、失望に陥らせるものである。なぜなら、ペテロ前書一章二四節に「人はみな草のごとく、その光栄はみな草の花のごとし。草は枯れ、花は落つ」とあるように、人の運命はこれに決まっているからである。誰が何と言っても、この運命から逃れることはできない。万事うまく行っても、ついに草花のごとく枯れて落つる者たるを免れぬ。この天地すらも、キリストの言われたように、ついには廃れるものである。しからぱ、この世のものに望みを置く者は、すなわち失望に終るのみである。かかる者はちょうど目隠しをして淵に向かって進んでいるようなものである。神はこんな望みを与えたまわない。この世の望みは死んだものであるけれども、神の与えたもう望みは生ける望みで我らに生命を与える。これが真の望みで、我ら信者がこの望みについて明らかになれば、きっと引き立つ。何だか病人じみて引き立たぬのはなぜかというと、望みが無いからである。目の前が輝いていないからである。輝いていれば必ず引き立つはずである。されば聖書には望みを目にたとえて、「目薬を買いて汝の目に塗り、見ることを得よ」（黙示三・十八）とある。


  この生ける望みは「イエス・キリストの死人のうちより甦りたまえることにより」起きるものである。もしキリストが十字架上で死んでしまったのみであれば、我らは恩恵に感ずるかも知れないが、悲哀の中に沈まなければならない。ルカ伝二四章におけるエマオ途上の弟子たちは十字架のみを知って甦りを知らぬ人の心の状態であった。彼らの失望は察するに余りがある。しかるに、すでに死せる彼らの心がにわかに復活した。なぜかというと、キリストの復活を知ったからである。望みはこのようにイエス・キリストの甦りたもうた事実を知ったことから出る。十字架は本当は神の大勝利であるけれども、表面上は悪魔の勝利のようである。けれども甦りに至っては表面にまで神の勝利が表われた。悪魔と人とが連合して極刑にしたイエスを神は甦らせ、これを勝利者とし、王としたもうた。この甦りによって我らに新生命が来るのである。


  ただこのキリストが甦りたもうたのみではない。その生けるキリストがこの世に来たりたもう。その時、我らもまた甦らされる。キリストの甦りによって我らの内に甦りの生命が来たり、我らは霊的に甦ったのであるが（コロサイ三・一）、そればかりではない。そのキリストの甦りによって、我らもまた甦る者とされた。キリストの甦りは我らの甦りの保証であり、手付け金である。


  さて、この望みについてペテロ前書の方に示してある。「汝らのために天に蓄えある、朽ちず汚れず萎まざる嗣業を継がしめたまえり」（ペテロ前一・四）。神は我らのために人の知らぬところに財産を蓄えて下さる。地所でも、天地が消える時には失せる。すべての財産には限りがある。けれども我らのために天に蓄えてあるものは、朽ちず、汚れず、萎まざるものである。今ここに我らの前に二種類の産業がある。朽ちるものと朽ちざるもの、我らはこのいずれを選ぼうか。多くの者は朽ちる方を選んでいる。これは先が明らかでないからである。


  次に、「汝らは終わりの時に現れんとて備わりたる救いを得んために、信仰によりて神の力に守らるるなり」（ペテロ前一・五）。これも望みである。神が我らを日々守っていたもうその御目的はどこにあるか。末の時に至らんがためである。その時には何が起きるか。現れんとする救いである。この肉体までも栄化する具体的な救いである。今われらは信仰によりて救われ喜んでいるけれども、悪魔はこの世に跋扈している。美しき山川草木も悪魔のために踏みにじられ、ローマ書八章二〇～二二節にあるごとく万物は呪いの下にある。心ある者がこれを見れば、万物は嘆きの中にあることを見る。これはただ悲観することではない。神の目をもって見ることである。この嘆きはパウロの言ったように、我らの肉体にもある（コリント後五・二、四）。今は我らの魂において喜びと自由とを味わっているけれども、物質界の関係においては「我らも自ら心のうちに嘆きて、子とされんこと、すなわちおのが体の贖われんことを待つ」（ローマ八・二三）ているのである。


  終わりのラッパの鳴る時、すでに死せる聖徒は甦り、この世に生存している準備のできた聖徒はキリストの甦りの身体のごとき栄光ある身体に化して、共に空中に携え上げられ、そこで永らく恋慕っていた主と顔と顔とを相合わせるのである。その時はどんなに幸福であろう。「われ知る、我を贖う者は活く。後の日に彼かならず地の上に立たん。わがこの皮、この身の朽ち果てん後、われ肉を離れて神を見ん。我みずから彼を見たてまつらん。我が目かれを見んに、知らぬ者のごとくならじ。我が心これを望みて焦がる」（ヨブ十九・二五～二九）。


  我が贖い主は十字架上で死んでしまった御方ではない。今も生ける御方で、後日必ず地上に立ちたもう御方である。ヨブはこの肉体において非常な苦痛に遭った。灰の上に座し、かしこからもここからも身体中から膿が出るという有様である。けれども彼はこれを見て失望しない。「わがこの皮、この身の朽ち果てん後、われ肉を離れて神を見ん」と言っている。しかも、その会う者は知らぬ者のごとくではない。肉眼では初めてであろうが、多年恋慕っていた救い主である。おお、我ら何が嬉しいといって我が主イエス・キリストにお目にかかることほど嬉しいことはあるまい。これを思えば我らの望みが輝き、慰めが満ちる。ああ、その時こそ、涙は全く拭われ、悲しみはなくなる時である。


  次に第一章六、七節を見られよ。その中に「誉れと光栄と尊貴を得る」とある。我らがこの世にある間は様々な艱難に遭遇する。聖き生涯を送り、まっすぐに切り込む時は、必ず汚れたる者より憎まれる。これはやむをえぬことである。その他、様々のことにおいて艱難がある。けれども僅かばかりのことで失望してはならぬ。パウロは「それ我らが受くる暫くの軽き艱難は、極めて大いなるとこしえの重き光栄を得しむるなり」（コリント後四・十七）と言っている。海老で鯛を釣るとはこのことである。神はこの大いなる栄光を与えんとして、まず僅かばかりの苦しみを与えたもうのである。「このゆえに、汝ら心の腰に帯し、慎しみてイエス・キリストの現れたもうときに、与えられんとする恵みを疑わずして望め」（十三）。


  この「疑わずして望め」とは、原語では「完全に信ずべし」という意味である。一から十まで「しかり」と全部信ずることである。主の再臨のことを頭で良く理解して合点していても、肝腎な心の方がお留守になっていることが時々ある。それではいけない。もしも君の愛する者が遠方より来るとあれば、君はその日を指折り数えて一日千秋の思いで待つであろう。ちょうどそういう風でなければならない。


  終わりに十四～十六節を見られよ。「従順なる子らのごとくして、先の無知なりし時の欲にならわず、汝らを召したまいし聖者にならいて、自らすべての行状に潔かれ。記して『我聖なれば、汝らも聖なるべし』とあればなり」。つまり、潔き生涯を送っているべきことである。我らが潔き生涯を送っているといないとにかかわらず、キリストは来たりたもう。けれども潔き生涯を送っていなければ決して幸福ではなく、かえって大いなる禍となるのである。「愛する者よ、我ら今、神の子たり。後いかん、いまだ現れず。主の現われたもう時われらこれに似んことを知る。我らその真の様を見るべければなり。すべて主によるこの望みを懐く者は、その清きがごとく己を潔くす」（ヨハネ一書三・二、三）。


  「己を潔くす」とは自分の力で潔くすることができるということではない。潔められて準備をすることである。キリストの血はすべての罪より我らを全く潔める。されば信仰をもってこの聖潔を受けねばならない。聖潔とは詰まるところ完全なる愛である。二二節にある偽りなき全き愛である。これは望みを持っている人の状態である。何か気に食わぬところがあるとか、心の中で誰かを憎んでいるようでは、主の聖前に立つことができぬのである。聖霊は我らを潔めんがために今も働いていたもう。キリストの御血はすでにこのために流されたのである。さればもはや、申し訳は立たぬ。是非、潔くなくてはならない。


  



  エホバ・エレ


  エホバ・エレとは実に感謝すべき名である。我らこの備えたもう神を知りてこれを握れば、豊かなる生涯を送ることができる。不景気な顔をしているのは、この神を知らぬためである。スコットランドに一人の老女がおり、その息子が兵役に取られて印度に送られた。その息子というのは親思いの孝行者であった。ある時、ある伝道者がその老女を訪ねて、「まあ、お寂しいことでしょう。時に息子様よりお便りがありますか」と問うと、老女は悄然として「はい、ありがとうございます。まあ元気だそうです。けれど何も贈ってまいりませんので、私は実に困っております」と言う。伝道者は「あの孝行息子がそんなはずはない」と思い、段々と尋ねてみると、「手紙はよく来るが、金は少しも来ない。ただ、手紙のたびに母に子供がもらうカードのようなものが入っているのみだ」と言うので、「とにかくそれを見せてくれ」と言って出させて見ると、あにはからんや、それは銀行手形で、すでに何枚もたまっており、多くの金額になっていたとのことである。ずいぶん馬鹿げた話ではあるが、これは我らの姿ではあるまいか。世にはこんなお婆さんがたくさんいる。神の言を解せず、またこれを信ぜざるため、やはりこの老女のような困った顔をしている。どうかこんな愚を演ずることなく、我らに与えられた豊かな富を知りたいものである。


  ここの話はアブラハムがその一人子イサクを神に献げた話である。そもそもアブラハムは老年に至るまで子ができなかったが、神は「必ず子を与える。汝の身より出る者が全世界の祝福の元となる」と示したもうた。アブラハムは信仰の人であるから、神の言を受けた時そのまま信じた。そのとき年は八十六。妻のサラももはや老婆で子のできるはずがない。けれども神が約束されたからできると信じたが、待てど暮らせどできぬ。しかし信じて待ち望むこと十四年、ついにできた。彼の喜びはいかばかりであったろう。さればその子はいかほどアブラハムにとって尊いものであったろう。そのイサクが段々成長してこの時はすでに青年になっていたが、ある日のこと神はアブラハムを呼びたもうた。アプラハムが「我ここにあり」と返事をすると、神はその一人子を犠牲に献げるように仰せられた（二節）。昔は羊や牛を屠って犠牲として供える犠式があった。血を流し、またその肉を焼いて、その煙が天に昇る。それが尊いのであった。アプラハムは「イサクを犠牲にして献げよ」との命令を受けたのである。かかる場合、「他の物ならばともかく、こればかりは」と思うのが普通の人情である。が、アブラハムはそんなことは決して言わなかった。彼は多分、夜ひとり静まっている時にこの声を聴いたのであろうが、早速「朝早く起きて」準備し、ただちに出発して三日路もあるモリヤの山に至った。この時、彼の心はどうであったろう。その一足一足、真に死地に引かれる心地がしたことであろう。やがてモリヤの山が見えた時、「かしこでこの愛する一人子を殺すために、今、連れて行くのだ」と思ったら、その心はいかばかり辛かったろう。山の麓に従僕らを残し、二人で共に登った。その手には火と刀とを持ち、イサクに薪を負わせて登って行く。この時、最も無惨なのは親しき間柄の親子の対話である。イサクは父が家で燔祭を献げるのを終始見て知っているゆえ、「父よ、火と薪は有り。されど燔祭の小羊はいずくにあるや」と問う。問われたアブラハムは実に断腸の念がしたことであろうが、その時の彼の心は実に信仰のみであった。「子よ、神みずから燔祭の小羊を備えたまわん」。もし彼が「お前が殺されるのだ」と言ったならば、何ともやり切れなかったろうが、彼は心の中で神を見上げていた。かつてある兄弟が、その愛娘が肺病にかかってもはや世にながらえる望みの絶えたる時、その旨を語り告げる苦しみを話されたことがある。その兄弟がまず娘の臥している部屋に行って語ろうとした。しかし、情が胸に迫ってよく口に出さぬ。部屋を出て妻に「おまえ話してくれ」と頼む。母もその娘の枕元近くまで行ったものの、やはり語り出す勇気がない。また部屋を出て夫婦二人断腸の思いをされたが、「なすべきことをなさねば」とその兄弟は神を見上げて勝利を得、ようやくそれを宣告したということである。これは経験のない人にはわからぬ話であるが、かかる場合、神を見上げないならば決して勝利を得られぬ。アブラハムも神を見上げていたればこそ勝利があったのである。かくて山に登り、イサクを縛って祭壇の上に載せ、また刀を振り上げて殺さんとしたその瞬間、天より声ありて再び「アブラハムよ」と言う。神はただ彼を試みんがためにこれを命じたもうたので、イサクを殺すことを止めたもうた（十二節）。止められて目を上げると、そこに牡羊がいた。牡羊は逃げられぬようその角が樹の枝にかかっていたので、それを捕らえて来てイサクの代わりに献げた。その時のアブラハムの喜び、イサクの喜びはいかばかりであったろう。そこで感謝の記念として、これに「エホバ・エレ」という名をつけた。


  エホバ備えたもう！これはアブラハムのみならず我らにも経験がある。まず初めに、我らはイサクの地位にある者である。このことを味わいたい。我らは罪ゆえに神より何の栄光をも受くるに足らぬ者であった。のみならず、神の聖と義は罪人を切り裂かずぱやまざる両刃の剣のごとく、我らを呪い、我らを殺すはずであった。聖書の中から神の聖と義について記されている箇所を見れば、実に戦慄するのみである。律法の中に「殺すべし」という言葉が一つの章の中に幾度も出てくる所がある。我らはおのが罪ゆえに苦労に苦労を重ね、それのみならずおのが愛する者もすべてのものも取られたとて当然である。また、身も魂も滅亡するのが当然のことで、天を怨むこともできず、人を咎めることもできない。十字架上の盗人が「我らは成しし事の報いを受くるなれば当然なり」と言ったように至当のことである。アブラハムの刃がイサクの胸の上に臨んだごとく、我らの上には神の義の剣が臨んでいたのである。一度その剣が我らの上に落ちていたなら、今頃は望みなき暗黒の永遠の滅亡の中に呻吟していたはずである。けれども、おお、エホバ・エレ！感謝すべきことに、神は備えたもうた。主イエス・キリストが我らのために犠牲として献げられ、我らは救われた。アブラハムはその子を殺さずにすんだが、神は我らを愛するあまり、その愛したもうひとり子を燔祭の羊として殺したもうた。主は我らのために十字架に上り、血を流し、肉を裂き、終わりに「わが神、わが神、なんぞ我を捨てたもうや」とまで仰せられた。「人を救って己を救うことあたわず」という言葉があるが、神はアブラハムの憂き目を救いたもうたが、御自身を救いたまわなかった。どうか我らこの祭壇――十字架の下で感謝を献げたい。すでにキリストを信じた者のためには、信仰の目をもって見上げる時、もはや呪いも罰も一滴もない。あるのはただ恵みばかりである。ミカ書にあるように、神は我らの諸々の罪を海の底に沈めたもうた。太平洋の底に沈めたものを誰も見付け出すことができぬように、神は我らの罪をカルバリ山に埋めたもうた。それゆえ、我らはもはや罪ゆえに罰せられる気遣いはない。


  神は主イエスの犠牲に満足して我らの罪を赦したもうのみならず、それに加えてすべての恵みを与えたもう。ただイエスが我のために備えられたのみならず、イエスにあってすべての物を備えたもうた。されば老女のごとくならず、片っ端から「これは我がもの、これも我がもの」と信じて喜べ。


  まず第一は、すべての霊の恵みである（エペソ一・三）。霊の恵みとは永生をはじめとし、平和もあり、喜びもあり、能力もあり、またキリストの美わしき御品性、すなわち聖潔、愛、寛容、謙遜、柔和、忍耐等、すべてのことである。あなたは霊に関するものを何か願い求めておられると思うが、それはイエスの中に備えられているのである。ただ信じて受け入れさえすればあなたのものになる。エホバ・エレ、感謝すべきかな！


  その次に、肉体に関するものさえ信ずる者のために備えられている（ピリピ四・十九）。これは肉体上必要な物のことである。賛沢のためでなく真に必要な物であるならば、神はイエス・キリストによりて供給したもう。我らは度々それを経験する。もしエホバ・エレという題の下でこの方面の恵みを話すなら、多くの証人が起こり、なかなか面白いことであろう。人に依り頼まず、ただ神を信じ求むる者に、神は必需物を与えたもう（ローマ八・三二）。これは神の態度で、主イエスにある者が所有する豊かな蓄えである。


  けれどもそればかりではない。第三に、神はこの世のみならず来たらんとする世のためにも我らのために備えていたもう（ヨハネ十四・二）。この世の旅住まいも今しばしの間である。かしこには金殿玉楼と言おうか、この世の大高楼に比ぶべくもない栄光の住宅が備えてある。主はそこに我らを迎えんためにまた来たらんと約束したもうた。またペテロ前書一章四節を見られよ。この世の華族の世襲財産どころではない。贖われた者のために朽ちない特別な財産が蓄えてある。おお、兄姉よ、かく教えられながら我らはなお素寒貧な姿をしていられるであろうか。


  ところが、ある人はそれを見せられたばかりで実際に握っておらず、依然として貧相にしている。では、いかにすればこれを握ることができるか。それにはアブラハムと共にもう一度モリヤの山に行かねばならぬ。神がいかなる恵み深き神であるかは誰でも知ってはいる。しかし自分のためにエホバ・エレを知るには、アブラハムと同じ地位を取らねばならぬ。アプラハムはそもそも信仰と服従の人であった。服従とは換言すれば献身である。信仰のない人、献身しない人といえども、頭では合点する。けれども、各自経験的にこの恵みを知るには信仰と服従とである。神はアプラハムの信仰と服従を試さんがために、最も辛いことを持って来たもうた。これまでもアブラハムは服従していたが、神はそれで足れりとしたまわず、一番こたえることに試みの矢を射たもうた。しかし、彼は「それだけはあんまりだ」と怨言しなかった。世には、平常は服従していても思わぬことが起きると神の愛を疑う人がいるが、アプラハムはこれによって全く神に信頼していることを表わした。へプル書十一章十七～十九節を見よ。偉大なるかな、彼の信仰。我らの中に信じていると言いながら絶対の信頼をせず、いまだどこかに文句を言う余地を残している者はあるまいか。また献身のない人は、あるいは霊において、あるいは肉体において、始終なにか足りないものを感じる。兄姉よ、あなたがたが「このものは」と借しんで捨てぬものを神に全く献げよ。神はそれに代えて幾百万倍の恵みをもって満たしたまわんとしている。神の御目的は、神に満てるものを我らにも満たしたまわんことである。


  終わりに、アメリカの一老女の話をしたい。そのお婆さんに二人の娘があり、姉の方が支那に行って伝道していたが、義和団の時に殺されてしまった。残る者は妹ひとり。これはお婆さんにとって杖とも柱とも言うべき者であったが、お婆さんは喜んでその妹娘も支那に遣わした。姉が殺されたその所に遣わしたのである。人情より考えたら、そんなことはできぬ話。私はこれを聞いてその精神を実に見上げた。神の愛を知った人はおのが最も愛する者を神に献げることができる。おのが敵のために最愛の娘さえ差し出すことができるのである。その老女は決して損をしたのではない。その心の中は言うべからざる喜悦と栄光とに満たされたことであろう。


  



  病人への福音


  「汝らのうち病める者あるか。その人、教会の長老たちを招け。彼らは主の名によりその人に油を塗りて祈るべし。さらば信仰の祈りは病める者を救わん。主かれを起こしたまわん。もし罪を犯しし事あらば赦されん」（ヤコブ五・十四、十五）。


  病人なる愛する兄姉よ。ここに主は特に病める者をねんごろに訪ねて語りたもう。私どもも度々、重患にかかり悩んだ者であるから、誠にあなたに御同情申し上げる。どうか御心を開いて主の聖言を受けられよ。


  あなたは日夜さぞ御悩みであろうが、主の愛は少しも減ったわけでなく、かえってこの懲らしめのあるのは父なる神の愛の証しである（へブル十二・六）。「エホバ言いたもう。我が汝らに向かいて懐くところの思いは、我これを知る。すなわち、災いを与えんとにあらず、平安を与えんと思い、また汝らに後と望みを与えんと思うなり。汝ら我に呼ばわり、行きて我に祈らん。我なんじらに聴くべし。汝らもし一心をもて我を求めなぱ、我に尋ね会わん」（エレミヤ二九・十一～十三）。この際、主イエスは確かにあなたの最も近き助けであられ、あなたのために同情をもて祈り、責任をもて働いていたもう。しからぱ今、


  第一、良心の咎むることはことごとく悔い改め、全く主の聖旨に服従せよ。


  第二、生死の問題を全く天父の御手に託し、生命に関する思い煩いと恐怖とを棄てよ。一羽の雀さえも天の父の許しなくぱ地に落ちない（マタイ十・二九）。もし思し召しあらぱ、いつでも天国へ行くのである。また遺族をも主は引き受けて顧みたもう。


  あなたをこの世に置きたもう間、余生をただ主のために送られんことを決心せよ。「今より後、人の欲に従わず、神の御意に従いて、肉体に宿れる残りの時を過ごさんためなり」（ペテロ前四・二）。「我にとりて、生くるはキリストなり。死ぬるもまた益なり」（ピリピ一・二一）。


  病人に対する主の聖旨はどうかというに、冒頭に掲げた聖言によりて分かる。信仰をもて祈られよ。主は必ず癒さんとは聖霊の御奨励である。三十八年病に悩む人ありしが、イエスその臥しおるを見、かつその病の久しきを知り、これに「なんじ癒えんことを願うか」とねんごろに尋ね、ただちに癒したもうた（ヨハネ五・五～九）。また、あるらい病人が主の足下にひざまずき、「御意ならば、我を潔くなしたもうをえん」と言ったところ、「イエス憐れみて、手をのべ彼につけて、『わが心なり、潔くなれ』と言いたまえば、ただちにらい病さりて、その人きよまれり」（マルコ一・四〇～四二）。有り難い聖旨である。主は恐れ多くも自ら我らの患いを受け、我らの病を負いたもうた（マタイ八・十七）。主の御身には癒しの力が充ちている（マルコ五・三〇）。「我はエホバにして汝を癒す者なればなり」（出エジプト十五・二六）。全能の主にとりては、あたわざることはない。いかなる不治の病も聖手ひとたび触らぱ必ず癒される。しかして、「イエス・キリストは昨日も今日も永遠までも変わりたもうことなし」（へブル十三・八）と記された通り、昔も今も同じ愛の生ける主である。彼はもはや肉体をもって我らの間を歩みたまわないけれども、彼の聖名と共に彼の御霊はいまして、我らの霊魂と身体とに救いを施したもう。


  しからぱ医薬は何のためかと言わば、私どもは答える。医薬はやはり神の賜物で、神癒の信仰のない人々及び動物等のために用いるものである。しかし、癒し主イエスの超自然の聖力に依頼委任する信仰ある者には、医薬の必要はない。ある人は医薬を用いながら神に祈る。これは決して悪いことではないが、神癒の信仰とは一段進んで全く主イエスの聖手に任すことである。そこで大切なのは、我らが単純な信仰もて主に頼ることである。「われ汝に、もし信ぜば神の栄光を見んと言いしにあらずや」（ヨハネ十一・四〇）。「我このことをなし得と信ずるか……汝らの信仰のごとく汝らに成れ」（マタイ九・二八、二九）。ああ、人間の不信仰がいかほど主の聖業を妨げていることであろうか。


  幸いに単純なる信仰をもって癒し主イエスに頼る者は、今も昔のごとくドシドシ種々の病より癒されている。私も重き肋膜炎その他より癒され、今まことに健康でいる。肺病、熱病、コレラその他種々なる難病より癒された者が多くある。主は確かにあなたの病を癒し得るお方である。信仰をもて祈られよ。また、できれば神癒の信仰ある伝道者あるいは信者を招きて祈ってもらわれよ。


  終わりに、ヨブ記三三章十九節以下をひもといて読まれよ。これはあなたへの福音である。


  



  聖潔と我らの使命


  「この日すなわち一週の初めの日の夕べ、弟子たちユダヤ人を恐るるによりて、おるところの戸を閉じおきしに、イエス来たり彼らの中に立ちて言いたもう『平安なんじらにあれ。父の我を遣わしたまえるごとく、我もまた汝らを遣わす』。かく言いて、息を吹きかけ言いたもう『聖霊を受けよ』」（ヨハネ二〇・十九～二二）。


  ここにおいて三つのことに注意せよ。第一、生けるキリストの臨在。第二、我らの使命。第三、その使命を果たす力。


  私がここに立っている事よりもなお確実なる事は、主がこの中にいたもう事である。しかして彼はいかなる者に向かっても、「汝は駄目なり、むしろ死んでしまえ」とは仰せられず、「平安なんじらにあれ」とのたもう。これは「願わくぱ平安なんじらに至らんことを」という意味である。「かく言いて、その手と脇とを見せたもう」。我らも今、信仰の目をもってその手と脇の傷跡を見たい。しかしてその傷跡が我らに何事を語るかを注意せよ。


  キリストを殺したるは、直接には四種の人であった。祭司及び学者、ユダ、ピラト、民衆と兵卒がこれである。されど、これらはまた我らの姿ではあるまいか。思えば、キリストは高慢なる祭司や学者の嫉妬によってついに殺されるに至った。しからぱ高慢と嫉妬とが彼を殺せりと言うことができる。もし我らの中に高慢と嫉妬があるならば、これはすなわちキリストの敵、彼を十字架につけなければ止まない性質であることがわかるであろう。


  次に賄賂を受けて主を売れる反逆者ユダである。我らの中に例えば、身は伝道の聖職にあるとも、もしもその内に世を愛する心があり、金銭を慕う心があったならば、これまた憎むべきユダの心である。神と財と二つとも愛することはできない。キリスト者と呼ばれる者の中に、世の財宝、名誉、飲食、その他様々な肉の快楽を愛する者があるならば、これユダの類でなくてなんであろう。おお、兄姉よ、かかる有様であることは恐ろしいことである。


  第三は、優柔不断なピラト。これは真理を教えられ、光を受けながら、しかもおのが地位を失わんことを恐れ、また人を恐れて断固として正義を実行することあたわず、おのが信ずるところによって歩むことのできない徒である。ああ、今日この種の人々のいかに世に多いことであろうか。彼らはおのが尽くすべき道を知りながら、人を憚ってなしえない。人の誉れを求める余り、真理を隠す輩である。この罪こそは昔キリストを敵の手に渡して死に至らしめた罪なのである。


  さらに第四は、雷同的なる民衆と兵隊らである。後先のわきまえもなく、おのが主張、定見もなく、ただ雷同的に事を行い、世の風潮に従って朝に右するかと思えば夕に左する浮草のごとき者。この徒もまたキリストを十字架につける徒である。されば以上のことをよしわきまえたれば、キリストを十字架につけたのは我すなわち我が罪なるを知るであろう。


  かの高慢といい、嫉妬といい、その他貧欲、名誉心、優柔不断などはみなこれの枝であって、その幹はすなわち「おのれ」である。罪の性質である。これ悪魔が人類に投げ込んだ塊である。人は悔い改めて救われただけでも、このおのれを抑えて罪を犯さないでいることができよう。また恩恵の下にいる者は犯罪に陥ることがないであろう。各自救われた当座のことを思えば、極めて単純なる信仰を抱けるその時は、事実罪を犯さなかった。すなわち、救われたる者は罪に勝つことができよう。しかれども心中にこの一物の存する間は、やがて当初の喜悦を失い、再び不満に陥るようになるのである。その性質において相反するものが心中に残っているがゆえに、神との全き一致がなく、あるいは人を愛することにおいて、あるいは祈祷することにおいて満足がない。これ心中に一物が残りおるがゆえである。この一物が時に勃然外部に表れようとする時、よし人の前には表れなくても、神はこれがためにその聖旨を痛めたもうのである。


  過日、ある人が私に向かって「イエスもずい分わがままですね」と告げた時、私は実に辛く感じた。その人は「イエスも」と言った。おお兄姉よ、我らキリストの聖名を担ってより後、決して罪を持っているべきではない。我らが罪を持っているならば、我が主はこれによって敵の手に渡されるのである。過日、また真面目な一信者は、「自分は家族の間に神の聖名を表さず、かえって汚していた」と言って苦しみ出し、「かくてはむしろ死んだ方がましだ。祈り死んでもよい」と決心し、断食して祈った。信者がかく神と人とに対する責任を感じて真面目になるのは実に良い。その人の祈りは答えられ、潔められて恵まれたのである。また、ある宣教師は「人が救われぬ」と言って、祈っては泣き、話しては泣く。これ神の聖名のために悲しむのである。何と神聖な悲しみではないか。もちろん、その人も大いに恵まれた。兄姉よ、我らは神と人とに対する責任を感じて真面目になるべきである。我らが主の聖名を汚しているならば、「禍なるかな、我ほろびん」と絶叫すべきである。されどもその時、主は「平安なんじにあれ」とのたもう。何たる慰籍であろうか。


  目を上げてキリストの手と脇とを見よ。第一ヨハネ一・九。今いかなる罪あるとも、またいかに堕落したるとも、主は「我らの罪を赦し、すべての不義より我らを潔めたまわん」。さらばもはや一点の汚れも残るべきでない。ゆえに今、言い表してこの宝血を受けよ。その脇から流れ出たる血を受けよ。自由と力と命はそこより来る。この時、「弟子たち主を見て喜べり」。君は今、何を見ているか。他のものに目を付けているなら喜悦がないであろう。主を見よ。贖い主なる主イエスを見上げよ。さらば喜悦がある。


  すでに潔めを受けた者で、悪魔のために悩まされて困っておる者もまた多い。私もまたその一人であった。私は明治二十一年十二月三十一日の夜救われ、それより二年後に潔められた。それは間違いではなかった。しかるにその後失敗して全く光を失い、ついには前に潔められたのを疑うに至った。かくて私は"Deeper death to self"（おのれにますます深く死ぬと言う説）を求めたのであった。しかれどもこれは誤りであった。死は一度のものである。（衰弱は漸次のものであるが）死は一度にて瞬間のものである。ただ聖霊の光が来るのに従っておのが有様をますますよく知るに至り、また再び潔めを求むる者があるけれども、これはただ信仰に堅く立って進めばそれでよい。


  この適用例は、かのいちじくの木の記事において見ることができる（マルコ十一・十四、二〇～二二）。翌日ペテロが「ラビ、見たまえ。呪いたまいしいちじくの木は枯れたり」と言うと、主は「神を信ぜよ」とのたもうた。いちじくの木は主が呪われたその時に枯れたのである。葉が青々と見えることがあるけれども、そのために再び根を切ってもらう必要はない。「我らは知る、我らの古き人、キリストと共に十字架につけられたるは、罪の体ほろびて、こののち罪に仕えざらんためなるを……汝らもおのれを罪につきては死にたるもの、神につきては、キリスト・イエスに在りて生きたる者と思うべし」（ローマ六・六、十一）。これは信仰の勧めである。見えるところはいかなるも、聖旨によれば我らの古き人はすでに十字架につけられたのである。これを信ずるか。さらばその時、「おのれ」はすでにキリストと共に十字架上にて死んでいるのである。ゆえにその信仰に堅く立って進み行くべきである。進み進みて、品性において、言行挙動において、主のごとくなるべきである。


  おお、神を信ぜよ。キリストの十字架の効力を信ぜよ。聖霊の働きを信ぜよ。キリストは我らのために十字架上において働き終えたもうたばかりでなく、勝利をもって甦り、天に昇り、天の父より栄光を受けたもうた。このイエスを見よ。神は彼に天にても地にてもすべての権を与え、彼を主となし、救い主となし、彼の名によって何事も行われぬことなきまでになしたもうた。このイエスを見よ。これは我らのものである。このイエスはいま父なる神より聖霊を受けて、現世の我らの上に注ぎたもう。諸君にいかなる要求があっても、それを満たして余りあるのはこの聖霊である。弱き者の力、痛める者の慰め、愚かなる者の教師、暗き者の光である。この聖霊をキリストはいま父より受けて注ぎたもう。我らは聖霊の傾注を祈る。未信者のためには待たなければならないが、我らのためには待つ必要がない。主はいま注いでいたもうゆえ、我らは信仰によってこれを受くべきである。ことにここで慰められるのは、二度「平安なんじらにあれ」と言われたことである。初めのは救いに関して、後のは使命に関してである。ペテロは前に三度も主を知らずと言ったことを思い起こし、おのが失敗を省みて、「我のごとき者はいかなる大使命にもふさわしい者ではない。我はとても駄目である」と沈み込んでいたことであろう。されど主は「平安なんじにあれ」とのたもうた。兄姉よ、君は罪を犯したことはないか。主の聖名を汚したことはないか。そのために自分は駄目だと思ってはいないか。主は「平安なんじにあれ」とのたまい、なお「父の我を遣わしたまえるごとく、我もまた汝らを遣わす」と仰せられる。キリストは悩める者を慰め、迷える者を尋ね、失われたる者を求め、亡びたる者を救わんがために来たりたもうたが、この同じ使命を我らに授けたもうた。我らの技能によるにあらず、履歴によるにあらず、神がご自身の権能をもって我らを選びたもうたのである。「汝ら我を選びしにあらず。我なんじらを選べり」（ヨハネ十五・十六）。キリストの遺業を嗣ぐ者はあなたがたである。人を導く者は実にあなたがたをおいて他に無いのである。これは天使といえどもなしえぬ職である。私はかつてある医師からこれを聞いた。チフスを患いし人の血はチフスの細菌を殺す能力があると。壮健な人の血にもこれがないでもないが、これを患った人の血には三倍以上の能力があるという。これぞ神が罪人を導く責任を天使に負わせず、かつて罪を犯したことのある我らに貴き職を託したもうゆえんである。


  さて、我らはこの使命を果たすためには聖霊を要する。兄姉よ、君は聖霊を受けられたか。「我キリストと共に十字架につけられたり。最早われ生くるにあらず、キリスト我が内に在りて生くるなり」（ガラテヤ二・二〇）と言い得るであろうか。今日満たされているか。しからずぱこの大使命を全うすることはできない。聖霊を受けよ。さらば謙遜の人、愛の人、柔和の人、寛容の人となる。兄姉よ、我らはやがて主にまみゆべきはずである。さればなにとぞ各々おのが使命を果たし、おのが責任を全うし、かくてその聖前に進んで行きたいものである。最後に一つの話をもって終わりたい。


  支那の義和団騒動の時のことであるが、十二才の少女があった。かねて日曜学校に行っていたが、「天に冠そなえあり……」の歌を愛唱しておったということである。この少女は老父と二人きりで人里離れた山奥の部落に住んでおったが、その頃にわかに義和団の迫害が起こって、ある日二人の女宣教師が避難して来た。そこで老父は彼らを誰にも知られぬよう穴蔵に隠し、娘に向かって言った、「この人々は遥か故国を離れ、我が国に来て神のために働く人々であるから、我らはこの際この人々のためにできるだけのことをしなければならない。あそこに隠したから決してわからないであろう。我らは誰にも告げまい。彼らを是非助けたいものである」。少女は老父が言い終わるのを待って「冠そなえありですね」と言い、老父はそれが何の意味か尋ねて笑って話しておった。かくて何知らぬ顔で少女は食事の用意に取りかかり、老父もまた仕事に取りかかった。食事ができて膳に向かったが、二人のことが思いやられて食べることもできない。そうこうするうちに暴徒の一群がドヤドヤと走って来て方々を探し、家内に押し入って、「どこに隠したかを語れ。我らは李（先には信者であったが、このとき堕落して宣教師らの避難場所を敵に漏らした者）の言によりてここに来たのであるから、ここにいるに相違ない。さあ、出せ」としきりに叫んだ。しかし、老父は泰然として「言うことはできない」とただ一言断言した。「言うことができない？」。彼らは聞くより早くそう言って、梶棒をもってこの白髪の老人を打ち殺した。彼らは次に少女に尋ねたが、弱きこの少女も毅然として「言うことはできない」と答えた。暴徒らは怒ってさんざん殴り、もはや死んだと思ってそこを去った。そこに近所の人々が来て哀れんでいたところ、少女が少時息を吹き返し「天に冠そなえあり。かしこに冠あり。我がためにも備えあり」と歌ってこと切れたということである。聖言に「なんじ死に至るまで忠実なれ」とあるが、この二人は愛のために一時死んだのである。おお、我らもかくありたいものである。兄姉よ、我らはやがて主にまみえん。さらば永遠の栄光を望んで進み行け。後ろを顧みていたずらに嘆くことを止めよ。主はあなたの失敗とすべての罪を赦し、もろもろの不義を潔めたもう。ゆえに今日、全く身も魂も投げ出し、今日信仰をもって聖霊を受けよ。しかして満たされよ。さらば主はあなたを忠実な証人となしたもう。


  



  聖霊の交わり


  「願わくは主イエス・キリストの恵み・神の愛・聖霊の交わり、汝らすべての者と共にあらんことを」（コリント後十三・十四）。


  聖霊の交わりとは、聖霊が我らと交わりたもうことではなく、聖霊が働いて我らを父なる神あるいは主イエス・キリストと交わらしめたもうことである。コリント前一・六、ヨハネ第一書一・三をも見られよ。この「交わり」または「共に」というのはみな同じことである。我らをして父および主イエスと交わらしめたもうことは聖霊の働きである。


  「交わり」とは上辺のことでなく心が一致することである。すなわちヨハネ第一書の方にあった「同心」という字はよくその意味を表わしている。心が通うところに真の楽しさがある。人間の間でも心が通わぬことほどつまらぬことはない。ことに明け暮れ顔を合わせている親子または夫婦が心が合わなければ実に苦しいことである。我らと神との関係もその通りである。あるいは聖書を見、あるいは祈りをし、または教会の用をなすに当たって、無理に義務的にやっているようなことはないか。これつまり聖霊の交わりが欠けているからである。この交わりのある時は、例えば電車が電流に感じているようなものである。しかし、それが一度停電するなら、もはやどうすることもできぬ。聖霊というこの電流が流れていなければ、いかなる名士の説教も、いかなる著書を読むことも、全く駄目である。なくてはならないのはこの電流である。諸君の中に停電している者はないか。ある人は停電していることを感じないでいる。しかして自分で押して動かしているから、苦しいのはもっともである。けれども停電していることに気づき、自分でもがくのを止め、聖霊の交わりを求めるならば、この電流はすぐに来る。この電流が来なければ能力がない。もしそれでもなお動いているならば、それは肉の力か、または惰性である。かかる人は外に向かって喜楽を見せかけてはいるが、その実、内には有り難いという感謝が欠けている。理屈はわかっているが心に潤いがない。あるいはまた、諸君の中に全然停電はしておらずとも、ともすれば止まることはないか。神の御用をしてはいるが、義務的に感じておらぬか。諸君は真に神の御用を歓迎してこれを務めておられるか。「共に」とは例えば二つの車輪が同じ方向に向かって一緒に回転しているようなものである。ところが同じ方向に回転するにも、一方は速く回るのに、こちらではゆっくり回っているようではならぬ。また、神の車輪と反対に回転しているのももちろんいけない。心の中に肉があればいつでも反対に回る。ルカ伝十五章の放蕩息子の兄は、弟のごとく放蕩もせず義しい行いをしていたのであるが、その心が父と通じていなかった。父が喜んだ時にかえって怨み言を言った。これは以前から心が合っていなかったからである。日頃心が通じていなければ、いざという場合に衝突する。


  聖霊の働きによって起きる心の結合は、木を竹に接いだようなものではない。我らの中に肉の思いがあるならば、一致できぬ。これはローマ書八章七、八節に「肉の思いは神に逆らう。それは神の律法に従わず、否したがうことあたわず。また肉におる者は神を喜ばすことあたわざるなり」とある通りである。しかし聖霊が働きたもう時、一致できるようになる。聖霊が来たりたまわぱ、肉とその情および欲とは焼き尽くされ、また神の性質を与えたもう（ペテロ後一・四）。神の性質とは、あるいは聖潔、あるいは愛などである。神の聖きがごとく我らも潔くされ、神が愛なるがごとく我らも完全な愛を与えられる。ローマ書五章五節を見よ。神の愛とは父なる神の愛である。この愛はあまりに高く届かなかったのであるが、これが表れたのが、すなわち第八節にあるごとく十字架である。ここに神の愛が手に取るように表われた。しかし、ただ表れたというのみであれば何でもないが、その驚くべき愛が 聖霊によって我らの心に注がれる。すなわち我らも愛に満たされるようになる。聖霊の働きはかくして我らを愛の人とするのである。愛の人とはおのれのない人である。「愛はおのれの利を求めず」とある通りである。主のために働くにも色々な動機で働くことができるが、愛の動機なくして働いているならば堕落しているのである。聖霊の交わりがなくなれば、愛のなくなるのはてきめんである。なにとぞ自ら省みたい。


  聖霊の交わりはちょっとしたことで断絶することがある。聖霊が逃げ去るのではない。その交わりが絶えるのである。雅歌一章二節「願わしきは彼その口の接吻をもて我にくちつけせんことなり。汝の愛は酒よりもまさりぬ」。これは主を愛していながら交わりが断絶している有様である。しかしそれに気づいて願うならば、ただちにその答えが来る。「王われを携えてその後宮に入れたまえり」（四）。すなわちここで愛の交わりの深みに入ったのである。いま詳しく語るわけにはいかぬが、ただ二、三のところを見よう。二・九、十―自己中心という家の中にいれば、中は冬の生涯である。主は外より、「起ちて出で来たれ」と仰せられる。また五・二～八―これは主イエスを恭っておれど、その心が主に通じず、つまらぬ有様である。これは新婦たる信者が献身を取り落としたからである。聖霊の聖声に従わず、王イエスの霊を憂えしめるならば、もちろん交わりは切れる。これは亡びるか否かという問題ではない。これはまた理屈のことではなく、時々刻々我らの霊において経験することである。


  ヨハネ伝十五章十五節を見ると、主はその弟子らを友と呼びたもうた。アブラハムは「神の友」と呼ばれているが、ここでは弟子らも主の友として扱われている。キリストはかかる態度をもって出られるのであるから冗談事ではない。大いに本気にならなければならぬ。パウロはピリピ書三章十節において、丁度世の中の人が金を貪るようにキリストと共に苦しみたいと言っているが、これが聖霊の交わりに入った人の願いである。「もっとキリストの苦しみにあずかり、魂を救いたい」というのがその切なる願いである。なにとぞ、かかる聖霊の交わりに入られよ。


  



  天を思う生涯


  「汝らもしキリストと共に甦らせられしならば、天にあるものを求めよ。キリストかしこにありて神の右に座したもうなり。汝ら天にあるものを思い、地にあるものを思うな。汝らは死にたる者にして、その命はキリストと共に神の内に隠れあればなり」（コロサイ三・一～三）。


  まず初めに記憶すべきは我らの身分である。「汝らもしキリストと共に甦らせられしならば」とある。これは世の人、一般の人々に言われたことではない。世の人に向かって「地の事を思うな、天の事を思え」と言っても、それはできぬ。けれどもキリストを信ずる者は二章十二節にもある通り、死んでしかして甦った者である。もはや古い身分の者でなく、新しい身分になった者である。ゆえにそのつもりで暮らせというのはもっともなことである。信者たる者は、ついこの間救われた者でも、みな甦った者である。もはや悪魔の子ではない。さらば神はあなたにも「天にあるものを求めよ」と仰せられる。


  キリスト信者の一つの特色は天に属していることである。この世につかず、地につかず、霊につき、神につき、天についている。これは仏教の僧侶のように世から逃げ去ることではな く、俗務より離れることでもない。身は依然として俗界にあり、様々な雑務をしていても、心が天にあることを求めているのである。どうかここでキリスト信者の心得を知りたいものである。


  第一に「汝らもしキリストと共に甦らせられしならば」とある。私どもは無理に天のことを思うのではない。これはむしろ当然である。なぜならば、キリストがかしこにいますからである。天下だれかキリストのごとく我を愛してくれた者があろう。我がために天を下り、すべてのことを犠牲とし、生命をも捨てたもうた主は、いま天にいます。昔、キリストの墓を重んずるあまり、十字軍が起こったことがある。もちろんこれには信仰の誤審はあるが、キリストのためという心がけは殊勝 なことである。けれども現在、キリストは果たしてその墓にいますであろうか。かつて金曜より日曜の朝までそこにいましたことはあったが、今はそこにいたまわない。今、キリストは天にいたもう。ゆえにキリストのいますところが天であることを真に記憶しているなら、私どもも思わずかしこに心が向く。詩篇七三篇二五、二六節を見よ。「汝の他に我たれをか天にもたん。地には汝の他にわが慕うものなし。わが身とわが心とは衰う。されど神はわが心の岩、わがとこしえの嗣業なり」とある。実にそのごとくである。ムーデーがよく言われたことに、「自分の娘が向こうの家に嫁いでから日に何度となく向こうの方を見る。別に用があるわけではないが、ついその家の方に目がつく」と。これは愛する者がそこにいるからである。私どももそのごとく、別にこれという用事のない時でも、常に天のことを思うようになって来る。上の方を向いていれば心の中に天のことが映り、下を向いていれば地のことが映る。


  次に、私どもに先立ち行きし聖徒が天にいるからである。彼らは涙もなく悲哀もなき栄光の中に楽しんでいる。「（彼らは）このゆえに神の御座の前にありて、昼も夜もその聖所にて神に仕う。御座に座したもう者は彼らの上に幕屋を張りたもうべし。彼らは重ねて飢えず、重ねて渇かず、日も熱も彼らを侵すことなし。御座の前にいます小羊は、彼らを牧して命の水の泉に導き、神は彼らの目よりすべての涙を拭いたもうべければなり」（黙示七・十五～十七）。彼らは永遠の慰めの中にいるのである。このことを思えば、我らもまた慰められるではないか。今朝も、先日息子を失なったある兄弟が来られて、「人情としては悲しいけれども、慰籍がある。一晩悲しんだけれども、後は慰籍となった」と申された。先年私の知人が亡くなったが、その臨終のとき家族の者が泣くと、「私はいま上へ行くのに、お前らは下を向いているのだ。上を向け、上を向け」と、今や死なんとする兄弟が家族を慰めた。兄弟は「自分は墓に入るのだ」などと考えず、「天に行くのだ」と望みをもって輝いていた。しかるに家族の者は「肉体が死ぬ、肉体が死ぬ」とばかり思っていたから悲しんだのである。おお、天のことを思う、神のことを思う、そこに勝利がある。パウロは「わが願いは世を去りてキリストと共におらんことなり。これ遙かに勝るなり」と言った（ピリピ一・二三）。


  いま一つは、天に我らのために住まいが備えてあることである。「わが父の家には住み処多し。しからずば我かねて汝らに告げしならん。われ汝らのために所を備えに行く。もし行きて汝らのために所を備えぱ、また来たりて汝らを我がもとに迎えん。わがおる所に汝らもおらんためなり」（ヨハネ十四・二、三）。これが永遠の住まいである。キリストがこの世を去って天に昇りたもうた一つの目的は、私どものために所を備えたもうことである。御昇天から今に至るまで千何百年、キリストは忙しく私どものために所を備えていたもうのである。黙示録の終わりにある住まいの美は品性の美を指したものであるが、また実際住まいの美麗なことをも指すのである。へプル十一・十三～十六に「彼らはみな信仰を懐きて死にたり。いまだ約束のものを受けざりしが、遥かにこれを見て迎え、地にては旅人また宿れる者なるを言い表せり。かく言うは、おのが故郷を求むることを表すなり。もしその出でし所を思わぱ、帰るべき機ありしなるべし。されど彼らの慕う所は天にあるさらに勝りたる所なり。このゆえに神は彼らの神と称えらるを恥としたまわず。そは彼らのために都を備えたまえばなり」とある。これが信仰の人の足跡である。地にあってはほんの一夜の宿であることを思って、天の美しき住まいを求めたい。私どもの心が天に向いているならば、この世のつまらぬ物を貧るようなことはまずない。例えば何かの用でどこかに行く旅人が、道中に大きな良い家があるからといってそれを買ったりはすまい。雨露さえしのげればよしとして、あるところをもって足れりとするのである。おお、私どものためにこの世のものよりもさらに幾層倍も美しいものが天に備えられてある。これに目をつけて進みたい。


  終わりにもう一つ大切なことを申し上げたい。天のものを求めよと言っているその後に、三章より四章にかけて色々なことを言って、夫婦、親子、主従の関係にまで及んでいる。ずっと高い天の理想を示しておいて、今度は台所の隅まで届くようなことを記している。色々な仕事や雑務をする時も、永遠のものに目を向け、霊的なものに目を向けていかねばならぬ。まず三章にある第一のことは、私どもの品性の問題である。地につける淫行、汚れ、情欲、悪欲、また貪り等は霊の剣、十字架の刀にて殺し、十二節にあるごとき慈悲、仁愛、謙遜、柔和、寛容などの衣を着よとある。これみなキリストの姿である。この世の美服ではなく、これらはみな、天にまで行くキリスト信者の美服である。


  金銭のことについても、キリストのごとく天に財を蓄えることが天にあるものを求める人のなすべきことである。箴言にも「貧しき者に施すはエホバに貸すなり」とある。天に目を向けている人はこのことをするはずである。また仕事に従事するにも、永遠に目をとめるべきである。する仕事は何にせよ、たとえ雑巾がけでも、神のことを思いながら、また人のために、神の栄光のためにという心がけでなすべきである。しかしてかかる動機の下ですべての仕事にあたることが肝要である。ある人の家に「永遠のために働く」と書いてあったが、「神の栄光のため、人の益のために」と思って働く働きは永遠まで残るのである。冷水一杯でも愛のために人に与えるなら、それは天にまで至るのである。


  



  イエスの御体


  兄弟姉妹よ、もう一度クリスマスを迎えるにあたり、お互いに今更のごとく神の愛に感じ、救いの奥義について味わいたいと思う。


  一、人なき世に出たる人


  世に幾億万の人間はいるが、人らしき人は一人もいないことは神の大いなる御嘆息であった。「エホバは人なきを見、仲立ちなきを怪しみたまえり」（イザヤ五九・十六）。「われ一人の人の国のために石垣を築き、我が前にあたりてその崩れ口に立ち、我をしてこれを滅ぼさしめざるべき者を彼らのうちに尋ぬれども得ざるなり」（エゼキエル二二・三〇）という句がある。孔子も釈迦もソクラテスも完全な人ではなく、我ら人間のために神の前に立ちて執り成す資格がない。それゆえ、神はやむをえず御子を降したもうた。「肉によりて弱くなれる律法の成しあたわぬ所を神は成したまえり。すなわちおのれの子を罪ある肉の形にて遣わし、肉に於いて罪を定めたまえり」（ローマ八・三）。「（我らの大祭司は）罪をほかにしてすべての事、我らと等しく試みられたまえり」（へブル四・十五）。彼は女より生まれ、律法の下に生まれながら（ガラテヤ四・四）、律法を全うし、神と人間とに対して人の本分を全うしたもうた（マタイ五・十七）。これが真の人である。


  二、醜貌美徳


  主は世界でもローマやアンデスのような大都会の帝王貴族の宮殿に生まれたまわずして、独立国でもないユダヤの寒村ベツレヘムの馬槽に生まれ、卑しめられたるナザレの貧家において「乾きたる土よりいずる樹株のごとく育ち」たもうた。「我らが見るべき麗しき姿なく、美しき形はなく、我らが慕うべき見栄えなし。彼は侮られて人に棄てられ、悲しみの人にして病患を知れり。また顔を覆いて避くることをせらるる者のごとく侮られたり。我らも彼を尊まざりき」（イザヤ五三・二、三）。されど見る人は見、識る人は知る。彼は神、また命なる道の化身にましまし、この上もなき栄光ある美わしき御方であった。ヨハネは彼を見て言った。「言は肉体となりて我らのうちに宿りたまえり。我らその栄光を見たり。実に父のひとり子の栄光にして、恵みと真理とに満てり」（ヨハネ一・十四）。


  三、我らの兄弟


  主イエスが神の体を脱ぎたまいし時、天の使いの体をとらず、さらに降りて人間の体をとりたもうたのは、主ご自身のためには畏れ多いことである。「実に主は御使いを助けずしてアプラハムの末を助けたもう。子らは共に血肉をそなうれば、主もまた同じくこれをそなえたまいしなり。（彼は）彼らを兄弟と称うるを恥とせずして言いたもう」（ヘブル二・十六、十四、十一）。彼は我らのごとく飢え、我らのごとく疲れ、我らのごとく泣き、我らのごとく哀悲叫祈したもうた（マタイ五・二、ヨハネ四・六、十一・三五、へプル五・七）。「すべてのことにおいて兄弟のごとくなりたまいしはうべなり。主は自ら試みられて苦しみたまいたれば、試みらるる者を助けうるなり」（ヘプル二・十七、十八）。天に昇り栄光を受けたまえる今も、なお主は人として父の前に我らのために仲保したもう（テモテ前二・五）。彼は我らにとりて最も親密なる兄弟、この上もなき同情者でありたもう。


  四、不死者の死


  永遠無窮の命を保ちたもう主はもちろん死せず、死ぬことあたわざる御方である。しかし、彼はどうしても我ら罪人を救わんために死にたまわねばならない。この恐るべき必要はつい に彼をして肉体をとらしめたのである。この肉体ありて彼は初めて死にうる御方となり、その肉体の死によりて彼は、


  （一）、神の義しき怒りを鎮めたもうた。「万軍のエホバ言いたもう、剣よ起きて、わが牧者、わが共なる人を攻めよ。牧者を撃て」（ゼカリヤ十三・七）。実にこの剣は彼を刺し通した。


  （二）、神の愛を現したもうた。「されど我らがなお罪人たりし時、キリスト我らのために死にたまいしによりて、神は我らに対する愛をあらわしたまえり」（ローマ五・八）。


  （三）、悪魔の頭を砕きたもうた。「これは死の力を持つ者、すなわち悪魔を死によりて滅ぼし」（ヘブル二・十四）。


  （四）、ユダヤ人と異邦人との間の隔てを取り除きたもうた。「様々の戒めの則より成る律法を廃して二つのものを一つとなし、怨みなる隔ての中垣を毀ちたまえり」（エペソ二・十四）。


  （五）、我らを死の恐怖と律法の束縛より解放したもうた（ヘプル二・十五、ローマ七・四）。


  （六）、我らをして完全無欠の聖徒として神の前に立たしめたもう。「今は神キリストの肉の体をもて、その死により汝らをしておのれと和らがしめ、潔く傷なく責むべき所なくして、おのれの前に立たしめんとしたもうなり」（コロサイ一・二二）。


  （七）、単に我ら人間のみならず、天上天下の万物をして神と和らがしめたもう（コロサイ一・二〇）。


  ああ、驚くべき主イエスの御肉体である。かくも絶大なる御目的をもってこの世に降臨し、その大使命を果たしたまいし主の導きよ。「キリスト世に来たるとき言いたもう、『汝……わがために体を備えたまえり。神よ、われ汝の御意を行わんとて来たる」（へプル十・五、七）。「イエスその葡萄酒を受けてのち言いたもう『事おわりぬ』。ついに頭を垂れて霊を渡したもう」（ヨハネ十九・三〇）。


  五、甦りの頭


  我らの罪のために死にたまえる主は、死より甦りて我らの義となり（ローマ四・二五）、かつ眠りたる者の甦りの頭となりたもうた。「それ人によりて死の来たりしごとく、死人の甦りもまた人によりて来たれり。すべての人、アダムによりて死ぬるごとく、すべての人、キリストによりて生くべし」（コリント前一五・二一、二二）。この甦りの力は聖霊によりて今も我らの身体に働き、あるいは病を癒し、あるいは弱りたる者を強めたもうが（ローマ八・十一）、やがて主の再臨の時は、先に眠れる聖徒を甦らせ、かつ生存する我らを栄化せしめたもう（コリント前十五・五一、五二）。実に大勝利ではないか。


  六、主の神秘体


  前段に述べたのは主の身体のことであったが、この肉体より一つの大いなる神秘体が生まれ来たった。「我らは彼の体の肢体なり」（エペソ五・三〇）。「この教会は彼の体にして」（エペソ一・二三）。この教会とは宗派や団体に関係なく、世の始まりから終わりまで世界万国の聖徒を一括して称したもので、これがキリストの花嫁たるべきものである（エペソ五・三一、三二）。これが神の家また真理の柱である（テモテ前三・十五）。これが山の上に建てられたる城である（マタイ五・十四）。天の使いらも教会を見て神の驚くべき知恵を嘆賞しているのである（エペソ三・十）。


  七、キリストの肢体


  体は一つであるが肢体は多くあり、各個人はキリストの肢体である。「汝らはキリストの体にして、各々その肢体なり」（コリント前十二・二七）。これは単に我らの霊魂を指すのみではなく、また我らの身体をも意味している。「汝らの身はキリストの肢体なるを知らぬか」（コリント前六・十五）。味わい来たりてここに致らぱ、我らの身も霊も実に高貴で、神聖で、厳粛で、幸福なものではないか。今ここに長く述ぺる余白はないが、我らはこれを心に喜びかつ恐れ、


  （一）、自己を潔くし、キリストの体を汚さないように心がけよう（コリント前六・十五以下）。


  （二）、信仰と愛によりて、常に主なるキリストと結合し、かつ体の中が分かれることなく、諸々の肢体たがいに顧み助け合おう（コリント前十二・二五）。


  （三）、神の栄光のために全力を注ぎ出し（コリント前六・二〇）、パウロのごとく福音のために受ける苦しみを喜び、我が肉体をもてキリストの御体すなわち教会のために、その艱難の欠けたる所を補いたい（コロサイ一・二四）。しからば我らもまたキリストと共に栄光を受けることができる。ハレルヤ、アーメン。


  



  英国における告別説教


  余が御国を去る時が近づいて来た。主ゆるしたまわぱ八月四日にロンドンを出立し、シベリヤを経由して、同月二十一日頃日本に着く予定である。今朝、余は祈りの時に、御国にある愛する諸君一人一人の名を主の聖前に覚えておった。どうか主があなたと御家族、あなたの同胞及びあなたの働きを祝福したまわんことを祈る。主イエスは信ずる我らにとって、いかに現実でまた貴い御方であろうか。その愛する聖名はほむべきかな。余は暫く御国にいて真に楽しくあった。主はここで余に会って下さって、色々と余を恵んで下さった。あなたの心の中に注がれている神の愛のために、余は誠に神を賛美する。余が御国にあって受けた印象をただ一語で言えば「愛された」ということである。「恵みにより導かれ、はかりなき愛をもって愛されぬ……せき止めあたわざる愛の中に、我は彼のもの、彼は我のものなり」。


  我らが使徒ヨハネのように主の御懐に寄りかかって、その愛の「広さ、長さ、深さ、高さを知る」ときに、ヨハネと共に神の道とキリストの証しのためにパトモスヘまでも喜んで主に従って行くようになる。主は我らのために「おのが霊魂を傾けて」（英訳は、注ぎ出して）死にいたらしめたもうた。されば我らは必ずパウロと共に「キリストの愛われに迫れり」と叫ぶことができる。どうか我らも使徒パウロのごとく、世にあって神なく望みなく今死の陰に座している多くの尊い霊魂のために、「灌祭」として（テモテ後四・六原語の意味）「注ぎ出される」ことを（ピリピ二・十七原語の意味）喜びたいものである。イエスは彼らのために死にたもうたのである。


  余は主が御国の多くの聖徒に与えておられる祷告の霊について深く印象を受けている。我らはあなたのこの隠れた御用を誠に尊ぶものである。余は御国にかく忠実に綱を持っていて下さる御方があることを知って、もう一度「下りて行く」ことを大層励まされている。余は王の「来たりたもう」ことが真に近く、したがって我らの地上における生涯がただ「一時」にすぎぬことを感ずる。悪魔は信者の中にも未信者の中にも今までにないほど力を持って働き、この世は全速力をもって「末時」に向かって走っている。我らがあまねく世界を回ってすべての人に福音を宣べ伝え、新婦をして「新郎に会う」備えをせしむる我らの大使命を果たすために突進していく時に、戦いの激しいことを感ずる。罪と聖潔の衝突、肉と霊との戦い、欲と愛との戦い、死せる形式と生命ある現実との戦い、長たらんことを欲する欲望と奉仕の精神との戦いなどが、ますます劇烈になって来る。神よ、願わくぱ我らを助け、偽りなきことを証しし、終わりに至るまで忠実ならせたまえ。


  黙示録十二章十一節に、勝利の秘訣である三つのことがある。すなわち、（一）小羊の血、（二）我らの証しの言、（三）すべてのことにおける――生命そのものさえも捨てる――犠牲の精神、これである。英国においても、日本においても、リバイバルのために多くの祈りが献げられたことであるが、なぜリバイバルの起きるのが遅いのであろうか。それには色々な理由があろう。されども、もし我らが忠実に我らの分を尽くすならば、神は速やかにその御約束を成就してその霊を注ぎ出したもうことを我らは知っている。余は我ら日本の信徒がいまだ国民の底岩（Bedrock）を打ち砕くに足らぬことを言うのを恥ずかしく思う。願わくは、ただ地に落ちるのみならず実際に死に、かくて多くの実を結ぶ一粒の麦たらんことを。おお、どうぞ死ぬ時までのみならず、死に「至るまで」（until）祈り、説教し、与え、また働くペンテコステ的説教者たらんことを。もし我らが主に信頼し、また服従すれば、内在の聖霊は信者各自をかかる者となしたもうことができるのである。主は実に我らのうちに行う能力に従って、我らの求めるところ、思うところよりもいたく優れることを行いうる方である。愛する兄弟姉妹よ、お互いに大いに祈ろうではないか。どうか余のために続けて祈っていただきたい。どうか忠実にして生ける我らの神を進んで信じたい。我らが生命を捨てて主の命に従えば、必ず勝利を得られ、また大いなるリバイバルが起きるのである。それなのにいまだ我らは生命を惜しんで、我らの王なる救いの君の御命令に従うことを躊躇するのであろうか。


  終わりに愛する兄弟姉妹よ、我らは少なくともこの五つの特色を持っていたい。


  （一）、血潮の潔める力に関する明白な聖書的教理。


  （二）、いづこにおいても証しをもって鳴り響く心と生涯の純潔。


  （三）、神との断えざる交通。


  （四）、聖徒の一致。


  （五）、内地においても外国においても救霊のための熱烈なる祈りと進撃的伝道。


  ことに第四の点を高調したい。数年前のこと、ある日余が書斎においてひとり神を待ち望んでいた時に、ヨハネ伝十七章十一、十二節を通して「我らのごとく彼らをも一つとなしたまえ」という主イエスの衷心の叫びを聞いた。我らは主を満足させているであろうか。それとも悲しませてはいないであろうか。主が諸君を恵まれんことを。さようなら。


  



  すべての恵みを与える神


  （一）、罪の問題について神はすべての必要を満たしたもう。第一は犯罪、次は罪の根である。これについて解決がついていなければ、他のことはみな無益である。もし君の腹の中に自己中心なものがあれば、潔められねばならない。キリストは君の罪をことごとく赦し、またその罪の根なる肉より全く自由なる者にせんとて、血を流したもうたのである。「もし神の光のうちにいますごとく光のうちを歩まば、我ら互いに交わりを得、またその子イエスの血、すべての罪より我らを潔む」（ヨハネ第一書一・七）。すなわち、罪という罪、あらゆる罪より釈放したもう神である。「このゆえに彼はおのれによりて神に来たる者のために執り成しをなさんとて常に生くれば、これを全く救うことえたもうなり」（へプル七・二五）。この「全く」とは「極端まで」という意味である。かかる完全なる救い主、また潔め主を受け入れよ。


  （二）、信者の歩みをして完全ならしめんがために、神はすべての必要を満たしたもう。「アプラハム九十九才の時エホバ、アプラハムに現れてこれに言いたまいけるは、我は全能の神なり、汝わが前に歩みて全かれよ」。


  君は信じて潔められたかも知れぬ。密室において、あるいは集会において、潔められたと信じたであろうが、それで満足してはならぬ。人はそれで承知しない。歩みを見る。神もまた我らが祈りから立ち上がっていかに歩むかを見たもう。アブラハムはハガルを妾に入れてイシマエルを生んだが、その子は彼の家族を苦しませた。神は彼に約束を与えて、以来十四年間、彼をしてただ神にのみ頼ましめんとして、彼が肉的か霊的かを試みたもうたのであったが、彼はかく肉的で失敗した。その後、この言が与えられた。全能の原語は"All sufficient"にして、満たして余りある神として現れたもうたのである。我らが神以外の何かに頼り、半霊半肉の間はだめである。歩みのためにこの全能の神にのみ頼られよ。


  「幸福な生涯」の著者スミス氏はある時、不具の子供だけがいる学校の体操を参観したが、みな頓珍漢なことばかりしている中に、ただ一人教師の号令通りに動いている子供がいた。よく見るとその子は骨無児で、教師が後ろから号令通りに動かしていた。これだ。我らはとうてい神の命令通りに行える者ではないのに、なまじっか自分の力でやろうとするから駄目である。ただ聖霊を信じ、この全能の神に頼ればよい。


  （三）、善事をなすことにおいては神はすべての必要を満たしたもう。「神は汝らをして常にすべての物に足らざることなく、すべての善き業に溢れしめんために、すべての恵みを溢るるばかり与うることを得たもうなり。記して、『彼は散らして貧しき者に与えたり。その義しきはとこしえに残らん』とあるごとし」（コリント後九・八、九）。


  ここに英語で「すべて」という字が七つある。我らにはこの無尽蔵の財源が控えている。「ほむべきかな、我らの主イエス・キリストの父なる神。彼はキリストによりて霊のもろもろの祝福をもて天の所にて我らを祝し」（エペソ一・三）。


  君にいかなる恵みが要るにしても、すべての恵みは天の所においてすでに与えられている。さればそれを信仰によって取り、愛にて施すべきである。さればその恵みを経験する。


  先日、大阪のある熱心な信者が井戸について感想を述べた。「私の家の井戸は浅いが、汲めば汲むほどよく水が出る。さればとて汲まねば溢れ出るわけでもない。その水は池の所に行く。そのように何でも御栄光のために使うに限ります」。


  （四）、キリストの苦しみにあずからせんために神はすべての必要を満たしたもう。「もろもろの恵みの神、すなわちとこしえの栄光を受けしめんとて、キリストによりて汝らを召したまえる神は、汝らがしばらく苦しみを受くる後、汝らを全うし、堅うし、強くして、その基を定めたまわん」（ペテロ前五・十）。


  苦しみにあずかることについては二章でも言っているが、四章で繰り返し言っている。恵みを受けて喜ぶのもよい。されども、それより高い恵みはキリストの苦しみにあずかって喜ぶことである。どうか来年は今年よりももっと主の苦しみにあずかりたい。苦しみにあずかる者は現世においては主との深い交わりに入り、主の再臨の時には主と共に栄光の中に入るのである。


  



  人なるキリスト・イエスとキリストにある人


  「それ神は唯一なり。また神と人との間の仲立ちも唯一にして、人なるキリスト・イエスこれなり」（テモテ前二・五）。


  「我はキリストにある一人の人を知る。この人、十四年前に第三の天にまで取り去られたり（肉体にてか、われ知らず。肉体を離れてか、われ知らず。神知りたもう）」（コリント後十二・二）。


  もう一度クリスマスを迎えるに当たり、愛する兄姉と共に新たに我が主イエスを味わい知り、彼を愛し、彼を崇めたく祈っている。兄姉よ、祈りのうちに以下の諸点を黙想してもらいたい。


  人なるキリスト・イエス


  （一）、大いなる奥義


  「実に大いなるかな、敬虔の奥義。『キリストは肉にて現され』」（テモテ前三・十六）。「彼は神の形にていたまいしが、神と等しくある事を堅く保たんとは思わず、かえっておのれを空しうし、僕の形を取りて人のごとくなれり」（ピリピ二・六、七）。畏れ多き極みである。なんという御下降ぞ。いかばかりの御変化ぞや。御聖旨の奥義を問えば、「神すなわち愛なり」（出エジプト三・七、八）と言う他はない。


  （二）、道の化身


  古来種々の宗教や法話も出で来たったが、その言葉や道理に人を救う力はない。しかるに人の光なる生命の道が今や「肉体となりて我らのうちに宿りたまえり。我らその栄光を見たり。実に父のひとり子の栄光にして、恵みと真理とにて満てり」（ヨハネ一・四、十四）とは、実に望みなき者の望みである。


  （三）、人に対する神の一致


  人は自己を高めて神と一致することはできぬ。それゆえ、神ご自身が低くなって人と一致したもうた。「子らは共に血肉をそなうれば、主もまた同じくこれをそなえたまいしなり。実に主は御使いを助けずしてアブラハムの末を助けたもう」（へプル二・十四、十六）。彼は我らのごとく飢え（マタイ四・二）、我らのごとく疲れ（ヨハネ四・六）、すべてのことに我らのごとく誘われて苦難を受けたもうた（ヘブル四・十五、二・十八）。彼は真に我らの弱きを知り、同情の助けを与えたもう御方である。彼はまた神の子としてこの世に立たず、人の子として御一生を送りたもうたから、全く依頼服従の人であった。「わがおのれによりて何事をもなさず、ただ父の我に教えたまいしごとく、これらのことを語りたるを知らん」（ヨハネ八・二八）。


  （四）、完全なる供え物


  「このゆえにキリスト世に来たるとき言いたもう、『汝いけにえと供え物とを欲せず、ただ我がために体を備えたまえり。なんじ燔祭と罪祭とを喜びたまわず。その時われ言う、神よ、我なんじの御意を行わんとて来たる。我につきて書の巻に記されたるがごとし』。この御意に適いてイエス・キリストの体のひとたび献げられしによりて我らは潔められたり」（へブル十・五、七、十）。「（神は）おのれの子を罪ある肉の形にて罪のために遣わし、肉において罪を定めたまえり」（ローマ八・三）。ああ、実に恐れ多く痛ましいことである。神と我らとの間にある大いなる隔ての幕を取り除かんがために、主の御体は釘もて裂かれた（へブル十・十九）。我らの罪が赦され、かつ我らが全く潔められんがために、主の宝血は十字架の上で流された（へブル九・二二、十三・十二）。死することあたわざる神が死ぬるために肉体を取りたもうたのである。「これ神の恵みによりて万民のために死を味わいたまわんとてなり。これは死の力を持つもの、すなわち悪魔を死によりて滅ぼし、かつ死の恐れによりて生涯、奴隷となりし者どもを解き放ちたまわんためなり」（へブル二・九、十四、十五）。かくのごとく主の玉体の御犠牲は、神に対しては人間のための完全な供え物となり、悪魔と罪悪とに対しては破壊的ダイナマイトとなり、我らに対しては驚くべき救いの力となったのである。


  （五）、栄光の人


  主イエスは単に人として死にたもうたのみでなく、人として甦りたもうた。「我が手わが足を見よ。これ我なり。我を撫でて見よ。霊には肉と骨となし。我にはあり」（ルカ二四・三九）。今も人なるキリスト・イエスとして神と人との間に立ち、仲立ちをなしたまいつつある（テモテ二・五）。彼こそは真に神の形にかたどられたる人でありたもう。彼は完全なる我ら人間の代表者、同情者かつ理想者でありたもう。再臨の時にも彼はなお人性を備えて現れたもうであろう（ゼカリヤ十二・十、十三・六）。


  キリストにある人


  人なるキリストが不思議であるごとく、キリストにある人は実に驚くべきものである。我らは恵みに感じ、神を崇めたい。


  （一）、神の子なり


  神の子キリストは信ずる我らを神の子とし（ヨハネ一・十二）、主の兄弟となし（ヘブル二・十二）、神に向かいて「アバ父よ」と呼ばしめたもう（ガラテヤ四・六）。一躍なんたる変化であろうか。


  （二）、キリストと一体


  「我らは彼の体の肢体なり」（エペソ五・三〇）。また主が頭、我らは彼の体である（エペソ一・二二）。この主は我らに向かい「われ生くれば汝らも生くべければなり」と言いたもう（ヨハネ十四・十九）。


  （三）、神性を有す


  「これは汝らが世にある欲の滅びをのがれ、神の性質にあずかる者とならんためなり」（ペテロ後一・四）。聖霊はこれがために我らの内に宿り、神の聖きと愛を与えたもう。人間の性質が豚の性質と違うように、信者の性質は不信者の性質と違うはずである。もし異ならないならば、それは我らがなお不信仰と高慢と不従順とのために全心に受け入れないからである。


  （四）、キリストの心を有す


  「我らはキリストの心をもてり」（コリント前二・十六）。これは霊眼のであって、これによりて我らは神の深き所をも究め知り、神の奥義を悟り、神の霊の情をわきまえることができる（コリント前二・十、七、十四）。


  （五）、キリストの平安と喜びを有する


  「われ平安を汝らに残す。わが平安を汝らに与う」（ヨハネ十四・二七）。「我これらのことを語りたるは、我が喜びの汝らにあり、かつ汝らの喜びの満たされんためなり」（ヨハネ十五・十一）。


  （六）、キリストと同使命を有す


  「平安なんじらにあれ。父の我を遣わしたまえるごとく、我もまた汝らを遣わす」（ヨハネ二〇・二一）。兄姉よ、思い見よ、我らがこの世に生きながらえる一日一日はいかに貴く重きものであるかを。


  「人もし我に従い来たらんと思わば、おのれを捨て、日々おのが十字架を負いて我に従え」（ルカ九・二三）。


  （七）、キリストの苦しみにあずからん


  「かえってキリストの苦しみにあずかれば、あずかるほど喜べ。汝ら彼の栄光の現れん時にも喜び楽しまんためなり」（ペテロ前四・十三）。「勝ちを得る者には我と共に我が位に座することを許さん」（黙示三・二一）。


  神、人と一つになり、人を神と一つになしたもうのである。


  



  教役者の自任


  ――コリント後書における伝道者の三つの名


  コリント後書三章より六章までに三度伝道者のことについて述べられている。


  一、三章六節　新約の奉仕者


  二、五章二〇節　キリストの使者（全権大使）


  三、六章四節　神の奉仕者


  この一つ一つに非常な意味がこもっており、教訓が多くてすぐには味わいきれないが、今その概略を語ろう。


  パウロは「新約の奉仕者」という時には特別に霊について語り、「キリストの全権大使」という時にはキリストの代表者であることに力を入れ、「神の奉仕者」という時には父なる神を代表する者であることを述べている。すなわち、パウロは三位一体の神を代表しているのを見るのである。


  一、新約の奉仕者


  これについては二、三、四章にかけて述べられている。第一に、二章の終わりでパウロは我らは神のために「キリストの香ばしき香」であることを述べて、「救わるる者にも滅ぶる者にも、我らは神に対してキリストの香ばしき香なり。この人には死より出づる香となりて死に至らしめ、かの人には生命より出づる香となりて生命に至らしむ」と言っているが、すなわち新約の奉仕者には人を生かし、あるいは殺す権能があるのである（二・十五、十六）。


  例えば、光線が一方においては動物を生かすと共に、他方にては細菌を殺す力があるごとくである。この奉仕者の宣べ伝える福音を受け入れる者は永生に至るが、これを受け入れぬ者は永遠に滅亡する。これを思うとき、我らの責任の重大なることを思わざるをえない。ことにこの「香」というのが面白い。香は隠れたもので目には見えず、手でさわれないものであるが、さればとてこの良い香はとうてい隠すわけにはいかない。旧約にキリストは香ばしき香であることが記されているが、我らもまたかかる身分の者である。すなわち、何時でもどこでも香を放ち、その香がある人をぱ生かし、ある人をぱ殺す身分の者である。この力ある身分を自覚して、我らは非常に責任を感ずる。大手術を施す医者は、寒中でも汗を流し、また手が震えることがあるそうであるが、これはその責任を感ずるからである。スポルジョンは有名な雄弁説教家であるが、講壇に立つ前はいつも恐れおののいたという。伝道者はかくなくてはならない。世人が演説するような調子であってはならぬのである。まあ、この身分を自覚するとき、パウロがここで「誰かこの任に耐ええんや」と言っているのも無理はない。自分はちっともできない。到底この重大な任務を果たしきれない。しかし、三章に入って「神は我らを新約の奉仕者となるに足らしめたまえり」と言っている（三・六）。これは"Able minister" すなわち「やり手の奉仕者」という意味である。我らは神によりやり手の奉仕者たるべきはずである。聖霊は我らをかくなしたもうのである。


  三節を見ると、我らは人の心の肉碑に神の言を記す者である。記すには霊を筆として記すのである。福音を語っても、もしそれがただの形式や文句にすぎないなら、それは儀文となったのである。しかし、霊によってこれを人の心の肉碑に記すとき、大いなる力が現れる。この霊は人を生かすものだからである（六）。新約の奉仕者が宣べ伝える新約の福音は、第一には生かすが次には義とする（九）。しかしてこれは永らえるもので（十一）、我らより顔おおいを除くものである（十六）。かくして主の栄光を拝するを得るに至り（十八）、かつキリストの形に同化され、モーセにも優りて品性が光るに至る。かく述べて、四章でその光について述べている（四・六）。これは聖霊の働きによる。


  二、キリストの全権大使


  キリストの全権大使については、まず四章十節に「常にイエスの死を我らの身に負う」とある。これがキリストの全権大使の始まりである。これは古い人の死ではない。古い人はすでに十字架に付けられて死んでいるが、我らは日々おのれに打ち勝っておのが十字架を負って主に従うべきである。


  またパウロは「汝のために我らは、終日ころされて屠らるべき羊のごとき者とせられたり」（ローマ八・三六）と言っているが、ここに言う「イエスの死を身に負う」とは、すなわちこれと同じことである。我らは自分を犠牲にすることでしか人に命を与えることはできない。おのれの肉を人に食わせてはじめて人を養うことができるのである。この死の経験のある者は次に主と共に甦ることができ（十四）、ついには極めて大いなる永遠の重き光栄を受けるのである（十七）。十字架を負い、おのが身に主の死を経験する者にのみ、この栄光が現実になるのである。パウロはキリストのために大いなる苦しみを受けているから、それを言う力がある。彼の前にはこの栄光が輝いているから、この栄光のためにいかなる苦痛も忍んでいけるのである。どうか我らキリストの全権大使としてこの方面の経験を得たいものである。


  五章に入ってもその思想を受けて十四節に至り、「キリストの愛われらに迫れり。我ら思うに、一人すべての人に代わりて死にたれば、すべての人すでに死にたるなり」と言っている。ああ、この愛、キリストの愛、すべての人のためにおのれを捨てる身代わりの愛。これがすなわち彼の秘密であった。この愛によってキリストのために残りの生涯を送る決心をすることが次節に記してある。しかして十六節では、人に対する際の心構えについて述べている。「されば今より後われ肉によりて人を知るまじ」。すなわち人に対する時、肉体を見ず、霊魂を見る。王を見てもその権勢によって心を奪われず、また乞食を見てもその服装によってこれを判断しない。誰に対しても、ただ霊魂のいかんによりて評価を定める。これがすなわち霊魂に対して目の開かれた人である。


  神はかかる人に、十八～十九節にあるように、和らがしむる務めを授け、和らがしむる言を委ねたもう。パウロは「されば我らはキリストの使者たり」と言っているが（二〇）、すなわち人を神と和らがしむることがこの全権大使の使命である。神の方ではすでにキリストのゆえに和らぐ道を開いていたもうのであるが、人の方が罪を捨てずに和らがないでいるから、神はこの貴い職分を我らに託したもうのである。パウロはこの大使命を目覚して「我らキリストに代わりて願う。汝ら神と和らげ」と言っている（二〇）。この「願う」とは"pray"すなわち「祈る」という語で、切なる願いを示す。キリストの全権大使はこの職分のために身命を献げ、このために力を尽くして労するのである。


  三、神の奉仕者


  六章に来るとパウロは「神の奉仕者」と言っている。これは実に厳かなる所である。まず第一節で「神と共に働く」と言っている。神の奉仕者は自分勝手に働いているのではない。神の最大事業は罪人を救うことであるが、その事業のために召された我らは神と共にこの目的のために働くのである。


  かつてある人がこの句を捉えて説教をし、「神が我らと共に働くのではなくて、我らが神と共に働くのである」と力を込めて語った。多くの人は主客転倒して自分勝手なことをしながら、神が共に働いていたもうかのごとく言っているが、これは間違っている。我らは神の目的のために、神の事業のために、神と共に働くのである。


  次に三節に「何事にも人をつまずかせず」とある。すなわち神の奉仕者は義しき者であるべきである。


  第一の霊による新約の奉仕者というときには生命について語り、第二のキリストの全権大使というときには愛について語り、第三の神の奉仕者というくだりについては義に関して高調している。


  何事にも人をつまずかせないというこの聖書の標準まで来なければ駄目である。欠点を人より大目に見てもらわなくてはいけないようでは、人は神の奉仕者たる資格はない。


  パウロはここで「かえってすべての事において神の奉仕者のごとくおのれをあらわす」と言った後、四節と五節で様々な困難逆境について語り、そして六節より八節においてその逆境の中にもポロを出さず、かえって「廉潔と知識と寛容と仁愛と聖霊と偽りなき愛と……云々によりて表す」と述べている。ここが人々の敬服するところである。彼はこの終わりの句を繰り返し言っている。我らは量においてパウロの真似はできずとも、質においてどうかこの聖書の標準まで上りたいものである。


  



  神の約束の成就


  「神の約束は多くありとも、然りと言うことは彼によりて成りたれば、彼によりてアーメンあり、我ら神に栄光を帰するに至る。汝らと共に我らをキリストに堅くし、かつ我らに油を注ぎたまいし者は神なり。神はまた我らに印し、保証として御霊を我らの心に賜えり」（コリント後一・二〇～二二）。


  約束の成就と油を注ぐ神


  ここを一通り解釈しよう。神の約束は聖書の中に幾千もあるが、それが一つ残らずことごとくキリストにあって「是」、「然り」となり、また「アーメン」、「誠に然り」となるというのである。すなわち、キリストにあって神の約束通り成就するのである。その結果、我らにより神の栄光が現れるに至るのである。ここにおいて約束はその目的を遂げたのである。ただ我らが恵まれただけでは、目的が成就したことにはならない。これによって神の栄光が現れなければならない。


  神は我らをキリストの中に入れたもうたが、その神はまた我らをしてキリストの中に堅くしたもうのである。しかしてその神が、また我らに油を注ぎたもう。元来キリストとは油を注がれた者という意味である。であるから、キリストというのはやはりそういう意味である。油とは神のものとして聖別するもの、またあるいは王、あるいは予言者に注いで資格を与えるものである。これは昔の儀式であったが、今は実際に神の使者、神の代表としての資格ある者とするのである。


  聖霊の印


  霊の今一つ有り難いことは印であるということである。印といえぱ"Seal"すなわち封印である。初めに蝋を柔らかく溶かして、そこに印を押せば印の通りの形となる。印とはこれである。まず固く冷たい我らをキリストの愛をもって溶かし、もしそこに砂か石があるならそれを除き、すなわち罪を除いて、そこに霊の印を押したもうのである。このときキリストの形が我が内に成るのである。これは我らが修養鍛錬して向上した結果得られるものではない。


  手付け金、御買上済


  その聖霊がまた我らのために質となるのである。「質」とは「手付け金」という意味である。我らはやがてキリストの再臨の時に大いなる栄光を受ける。この卑しき体は化してキリストのもとに昇り、キリストと共に神の国を嗣ぐ。この驚くべき栄光があり、また無限の富がある。その栄光の一部を取って、手付け金として今ここに与えたもうのである。例えば十円の品物を買うのに、その内の一円だけを手付け金として渡しておくという風である。そのように神様は我らに手付け金を与えたもうのであるから大丈夫である。我らは現世から天国を味わうことができるのである。この手付け金を持つ者がキリストの再臨の時に携挙されるのである。一人は取られ、一人は残される。何をもってこのように区別するのかというと、この手付け金を持っているか否かである。学問の有る無し、地位の有る無しではない。おお、皆様、あなたの心に印は押されているであろうか。今日キリストが来たもうならばどうであろう。例えば、陛下が上野の博覧会においでになってある品物を御買上になるならば、御買上済という印が押される。そうすることにより博覧会の後、その品は必ず御殿に持って行かれる。あなたは果たして御買上済であるか。あなたに手付け金がなければ、そのとき残されるであろう。


  嘆かわしいこと


  またここで警戒すべきことは、エペソ書で初めに「印を受けし者なり」と言った後、「神の聖霊をして憂しむることなかれ」と言っていることである。印を受けた者でも、その印が消えてしまえば駄目である。


  かつて那須野のある老人の信者のもとに一人の人が行き、リバイバルの様を告げて、「多くの人が聖霊を受けた」と申したところ、その老人曰く「なるほど、しかし霊を憂えしむる者の多いことは嘆かわしいことである」と。もちろん、霊はちょっと罪を犯したからといって、すぐさま去ってしまうような短気な御方ではない。霊は抜け出してしまうのではないが、赤々と燃え上がるべき霊が憂いてくすぶってしまいなさることがある。これは注意すべきことである。


  約束の中の約束


  神の約束の成就とは要するに霊を受けることである。約束中の約束と言うべきもの、"The promise"とは聖霊を受けることである。約束の地とは聖霊を受けた生涯、聖霊に満たされた生涯である。


  今日の目的は信者が潔められること、また進んで聖霊に満たされることであるが、もしもそこまで至っていない者、なお心中に罪を持っている者はまず悔い改めよ。どうか目を上げてキリストを見上げられよ。


  旧約においては、神の律法を行えぱこれに万事をしてやると約束されたが、我らは神の律法を成就せず、かえってこれをみな破ったのである。しかしキリストが我らのために律法を全うし、我らのために律法の呪いを受けたもうたのである。神はこのキリストを通して我ら人間を御覧になる時、我らを祝さずにはいられない。キリストは今、神の御前に立って、その約束の成就を迫っていたもうのであるから、キリストの神にある者は神の恵みの雨に浴することができ るのである。


  聖潔とは全き愛


  また、罪の性質があり、信仰と経験とが一致せず、神は愛なのに自分は欲であって煩悶している者がある。おお、聖潔とは全き愛である。教理を受け入れたことが聖潔ではな い。「神のため、人のために、どうなってもさしつかえない」という愛の心に満たされるのが聖潔である。これがためにキリストは血を流したもうた。我らの力では駄目である。私はしばしば話すように、もがいてもがいて全く失望したが、自分に全く失望したとき、神が潔めて下さったのである。「イエス・キリストの血すべての罪より我らを潔む」。おお、どうかこの点に明白になられよ。いい加減では駄目である。


  「おのれ」の死


  昨夜、ヨシュア記一章を読んで大いに励まされた。一章二節より飛び飛びに見よう。（6節まで朗読）。


  「モーセ死ねり」とは律法が終わったことである。その時に、「起て」、「渡れ」、「行け」、「踏め」と仰せられる。ヨルダンを渡るとはガラテヤ書二章二〇節の経験である。聖潔とは一方より言えば死である。おのれが死ぬことである。キリストの十字架によって「おのれ」が全く殺されることがヨルダンを渡ることである。おお、起ちて十字架に飛びこみ、聖潔の生涯に入られよ。聖霊は使徒行伝に書いてあるように今キリストのゆえに注がれている。


  逆戻りした二支派半


  ここで注意すべきは、ルベンとガド及びマナセ半支派の二支派半は一足カナンの地に入るには入ったが逆戻りしたことである。「川のこちら側の地は牧草に良い。聞くところによれば、川の向こうには七族とやらがいるそうで、かかるところに行くよりはこちら側の方がましだ」ということで、戸毎に主人一人だけは行って戦争に参加したが、妻子はこちら側に置いていたので戦争が済んだら帰って来た。これは家族の中に誰か潔められた人がいるものの、家族全体としてはいまだ潔められていない人のことである。この二支派半はこんな位置を取ったせいで、その後終始敵に襲われ、他の支派の重荷となった。おお、かかる人は潔められた民の重荷となっているのである。この二支派はキリストの当時、非常に堕落していた。かのガラダ人がすなわちそれであ る。日曜だけは川の彼方の生涯を送るようでは駄目である。みな、妻子、家畜、すべてを携えて向こうに行かなければならない。肉にとってはこちらの方が楽であろうが、進んでキリストと共に苦しむ生涯に入らなければならない。


  踏め


  次に「踏め」とある。平地なら、目のよい人は三里くらい先も見えるかも知れない。けれどもそこを踏まなければ駄目である。ある人は聖書を見て、カナンすなわち恵みに満たされた生涯について見る。しかし踏んでいない。これでは駄目である。踏むのは一歩一歩である。三丁も五丁も一足飛びに行けるものではない。カナンの地に入った者は、奥の方にいる者も入口にいる者もみな、「進め、進め」と勧告されている。見るのは踏むための用意にすぎない。おお、品性において、働きにおいて、ますます進まねばならない。標準としてキリストが示されている。その品性、愛、柔和、謙遜、忍耐、その他の美徳を、あなたは幾らか得たであろうか。もしあなたに謙遜が足らないか、または忍耐の徳が足らないなら、「おお神よ、私にはこの徳が欠けています。しかし、主イエスの功績によって、また聖霊の力によって、この徳を私に与えたもうことを信じます」と一つ一つ信仰によって取り引きをする、これが踏むことである。


  完成された信者


  我らは自分の品性について無頓着ではいけない。完成された信者でなければならぬ。人はともすると自分の欠点を大目に見ていろいろ理屈をつけるが、我らは自分の欠点を大目に見てもらわなければならないような者であってはならぬ。


  神は我らの連戦連勝を期してそのために恵みたもう。ここに「心を強くし、かつ勇め」と三度も示されている。かつて中田兄弟が松江の聖別会でここを話されたが、兄弟はもはやその話を忘れてしまっておられるであろうが、私はそのとき大いに励まされた。ここに示されているのは聖言に従うことである。これなくしていかに心を強くしても駄目である。


  弓と矢


  働きについて言いたいことは、ゼカリヤ書九章の十三節、十四節の両節である。十三節には「我ユダを張りて弓となし、エフライムを矢となしてこれにつがえん。シオンよ、われ汝の人々を振り起こしてギリシャの人々を攻めしめ、汝をしてますらおの剣のごとくならしむべし」。


  聖霊があなたの中に入って働きたもう時、ある人を弓とし、ある人を矢として用いたもう。弓は手に残るものでグッと曲げられる。矢は飛んでいくものである。すなわち、ある人は敵陣に飛び入って御用をする者となり、ある人は後方にあって十字架を負って働く者となる。あるいは祈りの中に苦戦し、あるいはせっせと働いて金儲けをして献金する。私の家内は家の中にあって家のことをなし、私に後顧の憂いなく働かしめ、私は家内のために出て説教して回ることもできる。すなわち私は矢であり、家内は弓になっているのである。弓であっても矢であっても、いずれにしても実に幸福なことである。


  上よりの矢


  十四節に「エホバこれが上に現れて、その矢を稲妻のごとくに射いだしたまわん」とある。


  我らが矢すなわち証人となって彼方此方に行くのみならず、神が上より矢を射たもう。かのギデオンの時も、「これはエホバの剣なるぞ、ギデオンの剣なるぞ」と叫んで敵陣に突進し、神の力が表われた。我らがちょっと言った言葉によって人々が恵まれ、あるいはまた言葉以外に霊の働きがあるのは、神が上より矢を放ちたもうからである。


  冠の玉、雨の時


  十六節には「彼らは冠の玉のごとくなりて、その地に輝くべし」とある。英国の博物館に先帝の冠がずらりと並んでいる。その一つ一つに実に立派な玉がついているが、我らはそれよりも立派なものとなるのである。我らが愛に満たされ、知識に満たされて人を導く時、また色々な美徳に満たされる時、この玉のごとく輝くのである。


  十章一節に入って、「汝ら春の雨の時に雨をエホバに乞え。エホバ稲妻を造り、大雨を人々に賜い、田野において草を各々に賜うべし」とある。


  これは神の約束である。今はこの後の雨の時である。どうか目を上げて大胆に祈りたい。自分の欠点を見出したら、今ここでおのれを放り出して祈られよ。なお働きについてこれではいけないと感じておられるなら、おのれを投げ出して今ここで祈られよ。


  



  家庭のキリスト


  ルカ伝十九章一～十節。


  順序としては、第一キリストは我ら個人の心の中に受け入れられ、愛され、崇められるべきもの、次には我らの家庭において受け入れられ、愛され、崇められ、その結果、公 の集会においてキリストが真に受け入れられ、愛され、崇められる。これは自然である。


  さて、このザアカイは金銭には何不自由のない身であったが、その心は飢え渇き、金では到底だめであると悟り、恥も外聞もかまわずに桑の木に登り、一目なりともキリストを見ようと思った。彼はキリストとは一面識もなかったが、キリストは幾千とも知れぬ人々の中から彼一人を抜いてその名を呼び、「ザアカイ、急ぎおりよ」と仰せられた。彼はさぞかし驚いたことであろう。しかしてこの一言によって悔い改めたのであろう。彼の心もこの時、高慢という木から下りたであろう。


  キリストはまた、その家族に目をとめて、「今日われ汝の家に宿るべし」とのたもうた。天皇陛下が我らの家に宿りたもうことは願っても決してできぬことであるが、キリストは願わざるその家族を救うために来たりたもうとは！


  この日キリストが来て宿りたもうたことによって、彼の家族は救われることができた。どうか我らはキリストをただ個人の救い主として受けるのみならず、さらに家族の主人として受け入れたい。キリストはこの時、滅びの道に迷い金銭の中に埋もれて失われていた彼とその家族を救うために来たりたもうたのである。


  家庭はもとより、くつろぐ所であろう。されど真にくつろぐにはキリストを我が心に受け、キリストを我がホームとしなければ駄目である。座敷が立派だとか、着物が美しいとか、食物が良いなどでは駄目である。キリストはその弟子に「我と共にしばらく淋しきところに行きて休むべし」と仰せられたことがあった。イエスの中にこそ安息がある。イエスのいまさぬところに安息はない。外形の家、親しい家族のみでは、必ずしも我らに安息を与えるものではない。


  要するに我らの喜びの中心はイエスでなくてはならない。金が儲かった、衣服を新調した、人から誉められた等のことが喜びの中心となったならば最後である。これはキリスト者の家庭にあるべきことではない。我らの小さな家庭といえども、これ地上の天国たるべきものである。地上の天国は個人の心の中に存する。されど家庭はさらにそうなのである。


  人は我らの心の中に立ち入って見ることはできないけれども、我らの家庭には入って見ることができる。しからぱ我らの家庭は家庭としての光を発しているものでなければならない。私が家庭を持って以来、始終大黒柱のごとくなり、またそれによって探られている聖句は、「それ神の国は飲食にあらず、義と平和と聖霊によれる喜びとにあるなり」（ローマ一四・十七）との言である。しかして主は我らの家庭をかかるものの完備せるところとなしたもうのである。


  また我らの心すべきはコリント前書十三章の愛である。未信者の家庭でも、人情の愛によって円満に治まっているところがある。けれども信者の家庭においてはそれでは駄目である。信者は未信者よりも光が鋭いから、ややもすれば人を議する。実際に信者は未信者よりも厄介なところがある。そして未信者よりも取り扱い難いものである。家庭においても、信者の家庭は未信者の家庭より醜いところがある。不平がかえって多いところがある。武士道をもって教育され、女子大学でしつけられた未信者の家庭が実に立派であるのに対して、信者の家庭においては妻君が（妻君を攻撃するのではないが）すぐさま聖書を引いて夫を攻撃し出すのである。ひとり婦人においてのみならず、男子においてもまたこの流儀である。ああ、これ実に嘆かわしいことである。かくて武士道で教育された者と果たして何が違うか。かえって劣っているのではないか。「学者とパリサイ人の義よりも、汝らの義、勝らずば必ず天国に入ることあたわじ」。要するに愛がないからである。各自コリント前書十三章の愛をもって一つ一つ調べるべきである。


  私自身のことを告白すると、家庭において失敗するのはいつもこの愛が欠け、この愛の中にいない時である。外出する時は神の御用のために出かけるのであるから、身を堅 めて出て行くが、家に帰ってやれやれと思ってくつろぎ（くつろぐことは悪くないが）、自分のためについ他人のことを忘れ、このコリント前書十三章の愛を離れるのである。されば、帰って楽しいはずの所がかえって苦になることがある。我らはこのことを覚えておきたい。家庭は自分だけくつろぐところではなく、家族と共にくつろぐ所であることを。しかして妻は夫を、夫は妻をくつろがせ、父は子に親切を尽くし、子は父を安心させるべきものである。「このようではせっかく家に帰ってもくつろげないのではないか」と懸念する者があるか。さらば試みられよ。あなたが一人自分の都合しか考えない振る舞いをして、果たして真にくつろげるや否や。これは信者たる者には少しもできないことを発見するであろう。これに対して、互いに顧み、互いにくつろがせようと努める時は、いかに幸福を感ずることであろうか。


  第二の要点は、衣食住についてである。これについては長く語る必要はないと思う。かかる万事において主を信仰することが肝要である。生活難は今日一般の苦痛であるが、我ら信者はこの点において生ける信仰を抱かねばならない。思い切って信じてみよ。神は魂のみならず、身体のことをも顧みたもう御方である。もし衣食住についてさえ神を信用できないなら、どうして他のことにおいて神を信用できるであろうか。我らは食うにも飲むにも何事をするにも神の栄光のためという動機からせねばならない。滋養物を摂るのは神の栄光のためである。


  また、金を使うことや品物を用いることにも祈り深く注意せねばならぬ。おのれのものと思って勝手に用いてはならぬ。この点において極めて厳密であらねばならぬ。格別にこれについてはまず受け方も大切である。すなわち信用によって受けなければならないが、ことに使い方に注意せねばならない。必要があって祈っても与えられないのは、この出し方に過剰なところがあるからである。さればかかる時は自ら深く省み、今まで出し方において間違いがなかった かと考え、もしあったなら直接悔い改めよ。されば必要は与えられる。これ私の経験であり、また多くの人の経験である。もとより十分の一を献げるは言わずもがなである。


  第三は交際である。家庭は始終いろいろな人の入り来る所である。我らが人に接する時は、わが家庭は神の国の型であるから、誰が来ても何らかの祝福を受けるよう心がけていなければならない。だからといって、人の来る毎に一々説教をするのではない。これは考えものである。もとより証しはすべきであるが、何かにつけて親切を尽くし、その人の心に温かみを感じさせるべきである。主人も妻君もこれを心がけて人に接せられよ。ことに旅人をねんごろにもてなすべきは聖書のしばしば教えるところであって、キリスト者の家庭の一つの特色としたい。私が先年洋行した時、外国の兄弟姉妹の優待は実に心底に徹した。我ら信者の家庭においては、御馳走を出せぱ良いというものではない。話においても、未信者のようにつまらない世間話ではなく、主を崇め人の徳を建てることを心がけられよ。


  また我らは聖書において家庭が教会となっていることを見る。プリスキラとアクラの家庭がそうであった。これは幸福なことである。家庭において家族の者がみな恵まれていれば、人が来ても恵まれ、また未信者も来て救いを得るに至るであろう。プリスキラとアクラは天幕造りの労働者であったが、主のために実に熱心な者であった。彼らは伝道者アポロが巡回に来たのを家に招いてもてなし、一平信徒の身でありながらこの成功した伝道者をもさらに深い恵みに導いた。


  我ら互いに主イエスをわが家庭に受け入れてかかる家庭をつくりたい。


  



  犠牲の愛


  「されば汝ら愛せらるる子供のごとく、神に倣う者となれ。またキリストの汝らを愛し、我らのためにおのれを香ばしき香の献げ物とし、いけにえとして神に献げたまいしごとく、愛のうちを歩め」（エペソ五・一、二）。


  昔は燔祭、酬恩祭等が焼かれてその香が芳ばしかったとあるが、これはキリストの模型であって、キリストの愛より出た犠牲であった。ここではそれを述べて、親に似た子になれと勧められている。今朝、キリストがどれほど我らのために犠牲となりたまいしか、すでに知っていることではあるが今一度それを味わいたい。


  ことにゲッセマネにおいて非常に苦しみ給うた。彼は神に服従するのが厭ではなかった。我らと同情同感なる主は、神より呪われたまわねばならなかった。これが肉体を持つ彼には辛かったのである。我らは愛の懲らしめを受けたことはあるが、いまだ罰を受けたことはない。ゆえにその味はわからないが、彼はこれを受けてはなはだ苦しみたもうた。もしそれが辛いことでなかったなら、それは贖いとはならなかったのである。


  「血の汗」とはギリシャ語では「血の塊」という字である。極度の悲痛が心臓を狂わせ、全身血の循環にまで影響して、毛穴より血の塊が出るとは実に何ごとぞ。けれどもその中にあっても「されど我が意のままを成さんとにあらず、御意のままを成したまえ」と祈りたもうた。さらにまた十字架の苦痛はというと、唯一の慰めなる父なる神より捨てられ、向けられた顔は怒りの顔であった。「わが神、わが神、なんぞ我を見捨てたまいし」。おお、いかばかりの犠牲ぞや。


  さて、神の救いの目的はただ我らを刑罰より救うのみならず、ローマ書八章にあるごとく「同じ形」に化せしむるためである。そのために色々なものが働いている。その中に大切なものが四つある。第一、十字架。第二、聖言。第三、聖霊。第四、摂理。これらが始終一つの目的のために働いている。いま言っているのは、その第一の主題についてである。


  十字架はただ我らを罪より救うのみでなく、また我らをキリストの形に化せしむる能力である。我らはいかにもがいても、キリストの真似をしようとしても、それは不可能のことで、猿が人間の真似をするよりも難しいことである。しかし恩恵により信仰をもってキリストの御体と御血を受ける時、その中に化せしむる能力がある。それを信ぜよ。普通のものでも、そうである。野菜を食う虫は野菜と同じ色になり、樹皮を食う虫はその樹皮と同じ色になる。食べる食物がその動物に影響するのである。霊界においてもこれと同じ法則が働くので、我らがキリストの肉と血を信仰をもって味わう時、それが我らをキリストと同じ形にする。自己中心だった者も、全く自己のことを忘れて、キリストのために、人のために働く愛の人となる。この砕かれた御体を受ける時、あなたの固い心も砕かれ、しかしてこの血があなたに犠牲の愛を与える。パウロの中にこのキリストの形がいかに成っていたかを思え。


  一例を挙げると、テサロニケ前書二章八節、ピリピ書二章六節、ローマ書九章二、三節などはそれである。我らを化せしむるために今も聖霊は働いていたもうがゆえに、これを信じて今この聖餐を受けよ。


  



  個人伝道に関して


  キリストはある時は大勢に向かって説教されたが、格別に個人伝道をされた。ヨハネ伝には特に主の個人伝道が多く記されている。説教なら伝道者しかできないこともあるが、個人伝道は誰にでもできる。平信徒は始終これを心がけて務めなければならない。


  個人伝道をするには、まず第一に神の愛を自ら経験していなければならない。そうでなければ、学者が倫理の講議をするのと同じものになってしまう。昔の経験もよいが、それがまた今の経験でなければならない。すなわち、現在まで継続している経験でなければならない。かのペテロが「金銀は我になし、ただ我にあるものを汝に与う」と言ったように、いま自分が持っている恵みを人に語らねばならない。


  魂に向かう愛がなければならない。説教なら愛がなくてもただ面白ければ人が聞いてくれることもあるが、個人伝道はこれがなければ少しもできない。これは我らが以前の有様を思い、また感恩の情に溢れてさえいれば、同病あい憐れむ的に、救われた者なら誰にでもあるはずのものである。昨日救われたばかりの者でさえ、自分の知己友人を招いてくる者がいる。これはお互いに与えられているのだから、その愛に支配されてすればよい。


  言うまでもなく、聖霊に頼っていなければならない。人を救いに導くのは人間業ではない。全く神の愛の働きである。我らはただその管となるに過ぎない。このことを覚えて、話している間も心の中で祈っていなければならない。


  神の言葉を用いなければならない。ペテロの説教を見ても、彼は始終聖句を用いて論じている。他のどんな聖人賢人の言葉でも駄目である。孔子やソクラテスが何と言っていても、それは人を救いに導くことはできない。他の言葉は説明するだけであって、相手の人に受けさせるのは神の言葉である。


  常識を用いなければならない。これは説教の時よりも個人伝道の時、格別に必要である。真っ向から「君は罪人だ」等と言っては、相手を怒らせてしまう。キリストはかのサマリヤの女に向かって頭ごなしに「汝は罪人だ、悔い改めよ」とは仰せられず、水のことより話を起こし、まず「飲ませよ」と求めていたもう。キリストがいかに常識に富んだ御方であるかを見よ。当時の風習によればユダヤ人はサマリヤ人とは交際しないのに、ことに男が女に物を頼むとはあまりに意気地ないようである。けれども、主はその哀れな女を救うために下手に出られたのである。個人伝道では格別に口を開く時が肝腎である。一番最初に話しかける言葉に大いに注意が必要である。もとより一概にどう言わなければならないというわけではないが、丁寧に話しかけて相手の人に近づくことを心がけなければならない。


  余計なことを話して不得要領に終わらないように注意を要する。相手の人に要点を握らせることだ。私は色々なことから話して、とにかく安心したいと言うようになった人には「君はこの三つのことさえわかればよい」と言って三つのことを順序立てて話している。すなわち、神、おのれの罪、救い主のことである。


  相手の人の要求を知ることが大切である。我らは霊魂の医者であるから、医者と同じことである。医者は病人の言うことを一つ一つ聞く。そして十分容態を聞いて診察する。ちょうどそのように、相手の魂の状態をまず良く知ることが大切である。ただむやみにこちらだけ話してはいけない。争ってはならない。これは議論の勝ち負けのことではない。攻撃的になってはいけない。迷信を笑うような態度をしてはならない。相手の人を気の毒に思って、丁寧にその迷信なることを説いてやらねばならない。


  神のこと、罪のこと、救い主のことについて順番に話す際、むやみに多くの聖句を引用してはかえって迷わせる。一つの題目に関して一つの引照で十分であると思う。例えば神のことについては、ローマ書一章十八～二〇節でたくさんである。いかなる学者に対してもこれでたくさんである。


  罪のことは悪いことであるが、ぜひはっきりと言わなければならない。「私は君を攻撃するのではない。君の罪を攻撃するのだ」と罪を攻めることに容赦してはならない。しかしそれには言い方に注意しなければならない。まず人の罪、自分の罪（以前のことを証しして）を語って、「君はいかに」という風にもって来る。この順序で行けば相手が怒るようなことはない。


  時に、伝道するのかされるのか判らないような、よくしゃべる人に接することがある。この場合、心の中で祈りつつ、機を見て話の主導権を取らなければならない。「ちょっと待って下さい。その点に関してちょっとお聞き下さい。そもそもキリストの教えでは……」という風に。


  しかし他方、あまりこちらばかり話してもいけない。相手を刺激して願いを起こさせることだ。「どうです、それについて君はどう感じられますか」と、時々相手が返答しなければならないように仕向ける。そしてそれに応じて話を進めて行くべきである。


  神のことがわかり、自分に罪のあることがわかったら、神の愛の結果であるキリストの救いを明白に説くことである。そしてそれに自分の証しを少し添えて、その救いの力の実際なる事を説く。十字架と甦りとを必ず説かなければならない。そして信仰を促して共に祈るのであるが、もし十字架がわからなければ、「それではそれが君にわかるように祈りましょう」と言って祈る。次に、「とにかく君にわかる範囲でいいですから、罪を悔い改める必要があります」と悔い改めの祈りをするように教えるべきである。


  



  われ誰を遣わさん


  第一に神の重荷、第二に人の貧しきこと、第三に我はいかにすべきか、この三点を考えたい。


  まず初めに神が世人をいかに見たもうかを見よう。イザヤ書一章二節～九節にそれが書いてある。また、出エジプト記三章七節を見られよ。


  「エホバ言いたまいけるは、我まことにエジプトにおるわが民の苦患を見、また彼らが追い使う者のゆえをもて叫ぶところの声を聞けり。我かれらの憂いを知るなり」とある。神はかく人々が罪に悩む有様を見そなわし、ついに非常手段をもってその御子イエス・キリストを降し、その十字架の死によりて救いの道を開きたもうた。


  かつてある兄弟が箱根の湖辺を通りかかると、大勢の人々が群がり集って騒いでいる。「何だろう」と近よって見ると、二人の子供がたらいに乗って遊んでいたのが、いつの間にか沖へ出て、ふとした拍子にたらいが転覆し、一人の子供は何かにつかまったが、いま一人は浮き沈みして溺れかかっているところである。その子の母は地団太踏んで助けを求めたけれども、誰一人助けてやろうとはせず、あれよあれよと騒ぎ叫んでいるのみである。


  その池は度々人が溺死したところで、その辺の者はみな迷信的に一種の恐れを抱いていたのである。兄弟はすぐさま着物を脱いで水中に飛び入り、なるほど泳ぐのは辛かったが、祈りに祈って、ついにその子を救い上げて親のもとに渡した。


  「その時の親の狂喜する様といったらなかった」とのことであるが、さもあらん。ちょうどこれは、亡びる魂が浮きつ沈みつしているのを親心深き神が見て悶えていたもう有様とよく似ているのである。


  第二、しかるにその湖辺の群集のように飛び込んで救おうとする者がいない。「また群衆を見て、その飼う者なき羊のごとく悩み、かつ倒るるをいたくあわれみ、ついに弟子たちに言いたもう『刈り入れは多く、働き人は少なし』」（マタイ九・三六、三七）。主の嘆きはこの嘆きである。働き人が少ない。「人は皆イエス・キリストの事を求めず、唯おのれの事のみを求む」（ピリピ二・二一）。


  多くの人はおのれの事には熱心である。よく商売もし、勉強もする。けれども主のために働く者はまことに少ない。祈ることさえ度々自分勝手である。


  ある貴族の息子は家の外を遊び歩き、家に帰るのはただ金をもらいに帰るときだけというが、我らはその息子のようではならぬ。主の重荷を見てそのために祈り、また働かねばならぬ。


  第三、「我またエホバの声を聞く。曰く、『われ誰を遣わさん。誰かわれらのために行くべきか』と。そのとき我いいけるは、『我ここにあり。我を遣わしたまえ』」（イザヤ六・八）。


  この章はイザヤが潔められた章で、彼が罪の根を潔められ、自己中心の生涯から離れた時に、「我たれをか遣わさん」との声を聞いたのである。


  「我ここにあり」とは原語では「我を見たまえ」ということだという。「自分は弱い、また力がない、こんな欠点もある、足らない者です。けれども我を見て遣わしたまえ」。これが彼の祈りである。


  我らもまたイザヤのごとくきよめられ、神の御声を聞きたいものである。「われ福音を宣べ伝うとも誇るべき所なし。やむをえざるなり。もし福音を宣べ伝えずぱ、我は禍なるかな」（コリント前九・十六）。


  



  聖霊を受ける必要


  分解


  一、神のため
 　(１) 聖名のあがめられんため（二）
 　(２) 御国の来たらんため（二）
 　(３) 聖旨の地上に行われんため（二）


  二、我ら自身のため
 　(１) 日々の満足、力をえんため（三）
 　(２) 罪に対する勝利をえんため（四）


  三、迷える人のため
 　(１) 夜半の旅人（五）
 　(２) 我らの無能（六）
 　(３) 聖霊の必要（六）
 　(４) 主イエスの内意（七）


  四、祈りと確信
 　(１) 熱祷の必要（九）
 　(２) 信仰、服従、待望（十）
 　(３) 天父の聖旨と聖霊の賜物（十一、十三）


  御覧の通り、この一段はキリストが祈ることを教えられた所である。弟子たちはへりくだって「祈ることを教えたまえ」と言った。我らは度々見当違いな祈りをすることがある。不要なものを求め、必要な物を求めないことがある。へりくだって求めると、主は祈ることを教えたもう。ただ言葉のみならず、精神を教えたもう。


  十章の終りでは「なくてならぬものは一つだ、マルタよ、一つだぞ」と言っておいでになる。マリヤは他のことを忘れて、一心にこれを求めている。「マリヤは善き方を選びたり。これは彼より奪うべからざるものなり」。種々のものではなく、主ご自身こそ求むべきものである。名誉、金、地位、これらを求めることも悪いことではないけれども、これは第二、第三のもので、なくてはならぬ第一のものは聖霊である。昨晩も述べたように、棄てるべきものは欲と傲慢、受けるべきものは愛と謙遜である。多くの人はこれを良くわかっているけれども、できない。いかにすればよいか。欲を焼き尽くし、傲慢を打ち砕き、愛の人となり、謙遜の人となるには、どうしても聖霊がなければならない。


  未信者のみならず信者の中にも聖霊を受けていない者がある。ピリピがサマリヤに行って伝道したとき、多くの人々がキリスト信者となったけれども、ペテロ、ヨハネが行って祈るまでは聖霊を受けなかった（使徒八・五～十七）。ある人は救われた時に聖霊を受けたと思っているけれど、事実はそうではない。もとより我らが罪を悟らされ、悔い改めてキリストを信じ、神の子とされたという確信は、言うまでもなく聖霊の御導きによるので、我らはその感化を受けたに違いないけれども、これはペンテコステの聖霊とはちがう。そこをよく弁別せねばならぬ。


  本日の要項はこの所にあるように


  （一）、これらのことが神のことでなければならない。


  （二）、聖霊を受けなければ、ある時は喜んでいるが、その次は不可。罪に打ち勝って全き勝利を得るためには、是非とも聖霊が必要である。


  （三）、家族、親族、世の人を導くためには聖霊がなければならないから、求めよと仰せられる。求めないから与えられないのである。


  （四）、祈りと確信である（分解参照）


  一、神のため


  （二節）朝起きた時、一番先に「今日はこうなったらいい、こうして欲しい」ということは何か。終日仕事をする間、一番欲しいものは何であるか。真っ先に「聖名をあがめさせたまえ」であるか。あるいは自分の名が上げられることであるか。「御国」すなわち愛と和と聖霊による喜楽が人々の心の中、家庭の中、すべてのところに建設されるために祈るべきであるのに、自分の勢力範囲を広げたい、事業を拡張し、自分の国を拡張したいという心はないか。「聖旨の天に成るごとく」多くの人はおのれの心が遂げられることを願う。おのが心を今日も行おうとしている。これでも信者であるか。我らは心を察したもう神の前に聖名のあがめられることを願っているか。聖国の来たることか、自分の勢力範囲の広がることか、聖旨か、我が旨かを探られたい。なぜそんなに間違った考えを持っているのか。それは腹の中に「おのれ」があるからである。


  私はこのことについて諸君を叱るのではない。自分の経験を話したい。私は明治二十一年米国に行き、その年の暮れに救われた。その時一種の平和があった。二十二年、二十三年を越えて二十四年の春になるまで信者であり、教会にも出席し、祈りもする。実際信者にちがいなかった。私は当時キリスト教主義のある学校にいたが、毎朝礼拝には必ず主の祈りをする規則だったので、私もこれを行った。ところが二十四年の春のある朝「聖旨の天になるごとく」まで祈ったが、その後の句が続けられない。神様は私の心を刺したもうて、「口先だけか、腹の中からか」とささやきたもうた。私は当時、神の聖旨が成るよりは、我が心の成ることを思っていた。どこまでも自分の志を遂げようと思っていた。これは未信者より見れば実に美しいけれど、神より見れば自己中心である。金、名誉、肉体の楽しみ、その心棒はおのれである。神は「お前は毎朝その祈りをしているがそれで良いか」と言いたもうたようである。私は主の祈りをすることが恐ろしくなって言えない。けれども学校の規則だから言わねばならぬ。苦しくてたまらぬ。そこで友人に言ったら「僕もそうだ」と言う。しかし彼はそう苦しく感じないらしく平気で続けている。私は伝道師らに告げたが「仕方がない」と言われた。ついにひとり野原に行って神に求めることにした。そして毎晩毎晩、野原に出て祈ったがいくら祈っても潔くならない。聖霊を受けられない。悪魔は「駄目だ」と言った。聖霊は来ない。実に悲しい。駄目なのか。到底だめなのか。実に悲しい。空を仰いでぼんやりとしていた。もう祈ることもやめてしまった。しかし満足できない。なすところを知らない。せんかたつきた……


  その時、神が私の目を開いて下さった。その時、主の愛を知った。「お前の心が苦しいのは、目のつけどころが違うからだ。おのれを見、世を見るからだ。主がどれほど愛して下さったかを見ないからだ」という声を聞いた。その夜、私は主の愛を考えた。また私が主を愛したかを考えた。主は私を愛するために天を辞し、人となりたもうて、ついに十字架の死さえ受けて下さった。私に届くために、私の沈んでいた所よりもっと下に降って下さった。「悲哀の人にして病を知れり。また顔をおおいて避くることせらるる者のごとき」。御生涯、「狐は穴あり、空の鳥は巣あり、されど人の子は枕するところなき」御苦労を、みな私のためにして下さった。恥ずかしめられ、捨てられ、呪われ、キリストの方から献身して下さった。これを思った時、キリストの愛が私に焼きついた。御恩に感じた。


  「私はキリストのものだ。買い上げられたものだ。心得違いであった。しからばあなたのために何をいたしましょう。生死共にあなたのために過ごしますよ」と申し上げた。忘れもせぬちょうど学校卒業前だったが、私は「紙屑買いをしても、百姓をしてもよろしゅうございます」と申し上げた。その晩より一途な心となり、恩によって以後ずっと一途な心で今日に至った。元より無知によって歩み損なった時には御心を痛めたこともあるけれども、その時よりいかなる時にも「主のため、人のため」ということ以外に心がなくなった。これは私が誇るのではなく、主の血、聖霊の火の力である。それから後、心より主の祈りができるようになった。


  聖名、聖国、聖旨が具体的に成就されるのは、主の再臨の時である。我らはかの日に携え挙げられて千年王国時代の幸福に入る準備として、今聖霊を受けておかねばならぬ。


  二、我ら自身のため


  （三、四節）「我らの日用の糧を日毎に与えたまえ。我らに負い目あるすべての者を我ら赦せば、我らの罪をも赦したまえ。我らを試みにあわせず、悪より救いたまえ」。


  霊魂に絶えざる糧を与えられるよう、肉体のために三度の食事をして働き得るよう、満足して力ある生涯を送れるよう、終日「与えたまえ」と祈るのである。おのれがおれば聖霊の交わりはない。祈りは外にそれる。聖書を読んでいても糧が来ない。聖霊が父と子と交わらしめ、聖書を開きたまわなければ、真から開けて文字以外の意味を悟ることはできない。


  罪に対する勝利。人の罪を赦すことはその入口である。主の祈りをするにはまず、ここから片づけていかねばならぬ。諸君はいかがか。腹の中はいかがか。


  「我らを試みにあわせず」は「我らを試みに陥らせず」の意である。試みに出合わぬわけにはゆかぬ。「負けないように、陥らないように、勝ちますように」という祈りであ る。これは外から来るものについてではない。肉にある悪の精神、自己中心よりの救いである。ローマ書七章に「ああ、われ悩める人なるかな。この死の体より我を救わん者は誰ぞ」とあるその「救い」と、ここにある「悪より救いたまえと」の「救い」とは同じ文字が用いてある（英訳参照）。火が通らなければならない。腹の中が焼かれて、欲が去らなければならない。罪に対する全き勝利の生涯は聖霊を受けなければ送ることができない。


  三、迷える人のため


  （五節以下）夜半の旅人は世の中の人である。今は夜の時で、かって江戸の市中を白昼ちょうちんを灯して暗いと叫んで歩いた者があったとのことだが、実際そうである。政治界、実業界、家庭、まかり間違えば教会も暗い。しかし格別未信者の間である。六千年来、暗闇はますます暗さを増して来ている。その暗い中を重い荷を負って、路を失って来た。その上、彼は飢えている。しかも責任が我にある一人の友で、我をおいて他に頼るところのない者である（英訳参照）。


  世の中の人はこれだ。彼らは神を知らないゆえに神に直接行けない。神を知らず、キリストを知らない。そこでキリスト信者に来る。ところが信者は何を与えるか。「おのれ」を持っているために哀れな未信者をつまずかせ、失望させている。怖ろしいことである。以前マントル氏が来朝したとき、救主教会でお話しになった。英国に一人の頑固な求道者があった。伝道者はこの人がキリストを信ずるように尽くすけれども、中々信じない。この求道者の親は信者であったから、彼は常に一緒にいる父のことを持ち出して、「キリスト教がこういうものなら、キリスト者になりたくない」と言った。親の生涯が子の障害となっていた。我らはその種のクリスチャンになりたくない。世の人は上辺だけ見ていない。足元を見る。裏面から観察する。飾っても駄目である。交際しているうちにポロがでる。潔くなければ実に災禍である。家庭の者、親族、友達、隣家の人も、自己中心な振る舞いをしている時、つまずいている。心すべきことである。


  「供うべきものなし」。書物を読む。理屈を知っている。しかし、それは人に真の満足を与えぬ。真の愛、神の力を要する。人物じゃない。孔子でも孟子でも満足しない。聖霊である。愛の人、潔き人のみが霊魂に満足を与えうるのである。このことを真に悟り、「供うべきものなし」と自分の姿を知った者は幸いである。


  気が付いてどうする。「我に三つのパンを貸せ」と叫び、放っておけぬ。キリストのところへ行くのだ。この三つのパンには色々な意味があろう。三位一体の神の霊を指すという者があるが、私の味わっているのは、力と愛と慎みの霊（健全なる理性、健全なる良識）としてである。これは聖霊によって来るもので、我らはただ願えばよい。「おお神よ、三つのパンを与えたまえ」と。


  （七節）主はこのようなことを決して仰せられない。（八節）その人の価値によらない。ひたすら乞い、必要に迫っている。「神よ、みすみす見殺しです」と一生懸命に祈るゆえ、「求めの切なるにより、起きてその要する程のものを与えん」と言いたもう。


  四、祈りと確信


  主はここで締め括って言いたもう。（九節以下）戯言ではない。一生懸命に祈らなければならない。「求めよ、さらぱ与えられん。尋ねよ、さらぱ見出さん。門を叩け、さらぱ開かれん」と流行語のようになっている。しかし「求めよ」、ないからである。「尋ねよ」、失われているからである。「叩け」、熱心でなくては得られないからである。


  ある冬のこと、私は一人の青年とこたつで話したことがある。その青年はキリストを信じて品性を高くし、大いなる人物になろうとしたことが、自己中心であったことを話して、「このままでいるなら、死んだ方がましだ」と言った。私は色々話したが、その青年は「聖霊を与えたまわねば取り去りたまえ」と祈った。彼はついに聖霊を受けて、一変した生涯に入った。


  （十節）「すべて求むる者は得」。一人残らず得る。必ず得る。「尋ぬる者は見出し」。尋ねるものはどうやって見出せるのか。その条件を尋ねて服従することである。罪の懺悔、全き服従、全き献身、すべてを献げて聖旨の通りにすることである。「あれこれ申しません」と言え。「叩け」。これは待ち望むことである。信じつつ、信仰をもって待ち望め。祈り続けて待ち望む者は必ず受ける。


  （十一節以下）子供を持っている方は子供のことを思われるであろう。昨日××さんから受け取った私の家からの手紙に、「美和（私の子）がいつもパパのことを話す」と書いてあった。そして美和からパパへの伝言がある。「大阪から帰る時はバナナを持って来て下さい」と。私はどれほど高くても買って帰ってやろうと思う。「まして天にいます汝らの父は」我らのためになるものは聖霊だと知っていなさる。これさえあれば愛も、力も、潔めも、忍耐も、謙遜もでき、神の栄光となることを知っていなさる、それゆえ、「求むる者に聖霊を賜ざらんや」と言いたもう。誠心をもって求めたい。これは何を得るよりも幸福である。いかなる熱心をもって求めておられるか。ぜひとも聖霊を受ける必要がある。祈りましょう。


  



  いかにして我らは聖降誕を祝すべきや


  一、ザカリヤの感謝をもって


  「ほむべきかな、主イスラエルの神、その民をかえりみて贖いをなし、我らのために救いの角を、その僕ダピデの家に立てたまえり。これぞいにしえより聖預言者の口をもて言いたまいしごとく、我らを仇より、すべて我らを憎む者の手より、取り出したもう救いなる。これ我らの神の深き憐れみによるなり。この憐れみによりて朝の光、上より臨み、暗黒と死の陰とに座する者を照らし、我らの足を平和の路に導かん」（ルカ一・六八～七八節）。


  ああ、我が前生涯はいかに暗く、いかに苦しく、いかに危なかりしことぞ。主は我が苦難を見、我が叫びを聞き、我が憂苦を知り、親しく降りて救いたもうた（出エジプト三・七、三）。


  あしたの光に照らされつつ正道を歩む身の幸福よ、平和よ。


  二、エリサベツの信仰の喜びをもって


  マリヤに会ったエリザベツは「聖霊にて満たされ、声高らかに呼ばわりて言う『女の中にて汝は祝福せられ、その胎の実もまた祝福せられたり。わが主の母われに来たる、われ何によりてかこれを得し。信ぜし者は幸いなるかな、主の語りたもうことは必ず成就すべければなり』」（ルカ一・四一～四五）。


  ここには一つの不信仰も嫉妬もなく、ただ主の言に絶対の信仰と踊り立つばかりの歓喜のみがあった。我らもこの種の喜びをもってクリスマスを祝そうではないか。


  三、博士らの礼拝をもって


  切に主を慕い求めた博士らは、不思議な星の導きにより主の居所を発見し「家に入りて、幼子のその母マリヤと共にいますを見、ひれ伏して拝し、かつ宝の箱をあけて、黄金、乳香、没薬など礼物を献げたり」（マタイ二・十一）。この博士らはまだ主の御伝道をも贖いの聖業をも目撃していなかったが、彼らはこの時はや黄金を献げて「主なるイエス」を拝し、乳香を献げて「祭司の長なるイエス」を拝し、没薬を献げて「贖い主なるイエス」を拝した。その謙卑、その信仰、その礼拝の美わしさよ。乞う、我らをして博士らと共にただちに伏し、わが贖い主、わが祭司の長、わが王なるイエスを礼拝してクリスマスを祝さしめよ。


  四、マリヤの献身をもって


  ヨセフと婚約をなせるのみにていまだ結婚せざりし処女マリヤが妊娠の身となることは、人情としていかばかりの苦痛なりしことぞ。当時、悪魔はマリヤの耳にささやいたことであろう、「さすれぱ汝は必ず愛するヨセフに棄てられ、家族、親戚、朋友、世人の蔑視するところとなろう。誰か汝の罪なきことを証明しうる者があろうか。誰がその胎児が神の聖者なることを信ずるであろうか」と。されどマリヤの心はすでに定まった。彼女は静かに天使に答えて曰く「我は主のはしためなり。汝の言のごとく、我になれかし」と（ルカ一・三八）。


  兄姉よ、我ら主イエスを我が内に宿しまつり、わが全霊、全身、全生、彼の占領するところとなり、主の生きる事を我らに現れしむるためには、身の安逸をも、愛する者をも、おのが名聞をも、一切犠牲に供する覚悟もて献身しようではないか。


  「御使い、処女のもとに来たりて言う『めでたし、恵まるる者よ、主なんじと共にいませり』」（ルカ一・二八）。


  さらば我らもマリヤと共に、「わがこころ主をあがめ、わが霊はわが救い主なる神を喜びまつる。全能者われに大いなる事をなしたまえばなり」（ルカ一・四六～四九）と証言することができよう。


  五、ヨセフの愛護をもって


  マリヤの懐胎はヨセフにとっても等しく大苦痛であったろう。悪魔は彼の感情を激興させ、マリヤを辱めて棄てさせようと試みたであろう。かの胎児を厭い呪わしめんとしたであろう。されど神を恐れ人を敬うヨセフは神の黙示を受けてただちに「主の使いの命ぜしごとくして妻を納れたり。されど子の生まるるまでは、相知る事なかりき。かくてその子をイエスと名づけたり」（マタイ一・二四、二五）。


  何たる信仰、何たる果断、何たる同情、何たる制欲であろうか。ヨセフのこの結婚こそ、純然主のためにマリアを愛護せんためであった。主の御誕生の時および御幼児の時代にも、ヨセフはいかばかり主のために尽くしたことであったろう（マタイ二・十四、十九）。


  願わくぱ我らヨセフの心をもって主を迎え、かつ、主の宿りたまえる我が兄弟姉妹をかくのごとく愛せんことを。


  六、天使の賛美をもって


  「たちまちあまたの天の軍勢、御使いに加わり、神を賛美して言う、『いと高きところには栄光、神にあれ。地には平安、主の喜びたもう人にあれ」（ルカ二・十三、十四）。


  神、人となりて現れたもうた！これは世の成らざりし前より隠れたりし奥義であって、天使らも知らんことを願った。彼らはひとり子を賜うほど世を愛したもう神の愛に驚嘆して、覚えず「いと高きところには栄光、神にあれ」と叫んだ。平和の君（ソロモンはその型）なるイエスが地に降りて真の平和を与えたもうを見、人間に向かう神のかたじけなき大御心がここに表彰されるを見て、天使らは「地には平安、主の喜びたもう人にあれ」と賛美せざるをえなかった。傍観者たる天使すらなおしかり、いわんや恵みの目的者たる我らをやである。


  七、牧者の伝道心をもって


  天使より救主降臨の福音を聞いた牧者らは「急ぎ行きて、マリヤとヨセフと、馬槽に臥したる嬰児とに尋ね会う。すでに見て、この子につき御使いの語りしことを告げたれば、聞く者はみな羊飼いの語りしことを怪しみたり」（ルカ二・十六～十八）。


  牧者らは狂うばかりに喜びまわり、会う人ごとに「恐るな、見よ、この民一般に及ぶべき、大いなる喜びのおとずれを我なんじらに告ぐ。今日ダビデの町にて我らのために救い主うまれたまいて、我らは目の当り彼を見まつりたり。信じて喜べ」と告げたであろう。我らもかくしてこのクリスマスを祝そうではないか。


  



  至誠と信仰


  へブル書十章二二節に「真（まこと）の心と全き信仰とをもて神に近づくべし」とあり、二四節には、「互いに相顧み、愛と善き業とを励まし」云々とある。この誠真（まこと）と信仰は神に対する心遣いで、愛と善き業は人々に対する心遣いである。


  「誠真」とは原語直訳すると「ゼヌイン・ハート」すなわち「正物で、贋物ではない心」という意味である。また信仰にも色々あって、ともすると「しかし」と言い出す信仰では何にもならぬ。ここの信仰は「フル・アシュアランス・オブ・フェイス」で単に消極的に疑いを抱かないのみならず、積極的に確信をもって満ちている信仰である。この信仰はその心の至誠であるか否かに大いに関係があって、至誠でない人すなわち混じり気のある人がいかに信ずると言ってもその信仰は駄目である。換言すれば、砕けた霊魂でなければ真の信仰は起きるものではない。自分では信仰を持っているつもりでも、誠の心が欠けているなら、それは自ら欺いているので、その信仰はいざという時に間に合わない信仰である。


  さて、我らをして誠真の心と全き信仰を抱かしむる理由は、その前の方に述べてある。十九節以下に神は我らに四つのものを示していたもう。（一）砕かれしキリストの御体、（二）流されしキリストの御血、（三）開けたる新しき道、（四）大いなる祭司。この四つのものは他の人のためでなく、お前のためであると我らの前に突き付けられている。（中略）


  新しき道とは前にはなかったもので、十字架によって新たに開かれた道である。罪人が神に近づくことは夏の虫が灯火に近づいて自分の身を滅ぼすのと同様で、ただ滅ぼされねばならぬのであるが、ここに我らのために新しき道が開かれた。その道は生ける道で、その上を歩む我らに命を与える。昔は東海道五十三次をわらじ懸けで一歩一歩あるいたものであるが、今は汽車に乗ってさえおれば、寝ていても走って行く。かように昔の時代には思いもよらなかった新しき道が開かれて、罪ある我らが神に近づくことができるようになった。これは何たる幸福であることか。


  だがそればかりでなく、そこに大いなる祭司がいます。もしこの御方がおられないなら、神の前に出して載くのはありがたいが、恐れ多くて少しも物が言えない。人間同志の間柄でも、あまり身分の高い人の前に出る時は何となく心が臆するが、もしそこに向こうの人の友達でまたこちらの知己がいて紹介してくれると自由に話ができる。大いなる祭司イエスはこの紹介者なのである。


  今や乃木大将の至誠に日本国民はこぞって動かされている。自殺はもちろん神の前に間違ってはいるが、その至誠や実に感ずべきの至りである。乃木大将はキリスト信者ではなかったが、かくまで至誠の人であった。我らの至誠はこれに比していかがであろう。「我なんじに告げん。学者とパリサイ人の義よりも汝らの義しきこと優れずぱ必ず天国に入ることあたわじ」。乃木大将をしてかく至誠の行為を行わしめたものは、寛大なる明治天皇陛下の御恩であった。我らも神の御恩を受けているゆえに至誠でなければならぬ。「われら世にありて殊に汝らに対し、神の清きと真実とをもて、また肉の知恵によらず、神の恵みによりて行いし事は、我らの良心の証しする所にして、我らの誇りなり」（コリント後一・十二）。この「清き」とは「至誠」と同じ字である。今、軍人の中また政治家の中の至誠なき者は、乃木大将のそれに比較されて攻撃を受けているが、神の軍隊の中にも至誠のない者が多くあるのではあるまいか。我らこの際大いに反省すべきである。


  ある人は「至誠さえあればよい」と言うが、決してそうではない。その次には信仰を要する。精神一到何事か成らざらんと至誠に頼って何でもできると思うのは未信者のことである。何でもできるのは信仰で、全能の主に信頼してこそはじめて万事できるのである。救いも聖潔も自力でなく、わが功績でもなく、主イエスの功績によってできるのである。


  砂に混ざっている金を吹き分けるのは骨が折れないが、他の石と混ざっているのを吹き分けるのはなかなか難かしいということである。だんだん熱くなっていく炉を通して吹き分けていくので、多くの手数を要するということである。その吹き分ける時に火花の散る間はまだ混り物があり、火花がなくなった時こそ純金になった時であるという。さて、われらの信仰もその通りで、純粋でなければ神は我らを炉の中に入れたもう。炉とは苦しみである。種々の苦しい所を通されるが、癇癪、短気、懐疑などの火花が散って、傍らにいる人にずい分迷惑をかける。その火花の散る内はまだ駄目なのであるから、そんな人はさらに熱い炉を通される。神はかくして我らを純粋な者となしたもう。


  次には人に向かう態度である。この「互いに相顧み」とあるのは、「注意して人のことを思う」という意味を持つ字である。神に向かって至聖となる同じ心は、人に向かっては愛となる。神に近づいている時のみ、人の魂に近づきうる時である。愛の結果は善き業となって人を励ます。我らが人のために尽くす時、人々はいかにそれによりて励まされることであろうか。乃木大将の行動によりても、いかばかりの人が励まされることであろうか。我らは日々主の再臨の時に近づきつつあるゆえに、いよいよ互いに相顧み、愛と善き業に励まねばならぬ。


  



  夜半の叫び


  「夜半に『新郎きたりぬ、出で迎えよ』と呼ばわる声す」（マタイ二五・六）。


  夜半といえば暗い、また多くの人の眠っている時であるが、その時「新郎きたりぬ、出で迎えよ」との呼び声がある。さて今の時代は丁度夜半で、罪悪は横行して世は真暗である。しかるに多くの人はその危険をも知らずに眠っているという有様である。この時においてこの叫びを聞きたい。


  この「新郎きたりぬ」という訳は少し訳しすぎで、英語では「見よ、新郎来たる」とある。しかしこれも語を入れており、直訳では「見よ新郎」となる。「来たりぬ」といえば来たことになるが、これはそうではなく、来る間際の叫びである。この夜半の叫びは現今聞こえるではないか。キリストの再臨に関して以前からこれを信ずる者がなかったわけではないが、特にこの四、五十年というもの、諸方においてこれが説かれ、叫ばれて来た。これは普通のことではない。バプテスマのヨハネが荒野に呼ばわる声としてキリストの先駆者となったごとく、この叫びは再臨の主のいよいよ間近いことを示すものである。


  この十人の処女はみな燈火を持っていた。すなわち、みな光とされた信者で、しかも十人とも新郎を待っていた者、すなわち主の再臨を信じこれを待ち望んでいた者である。しかるに、みなまどろんで寝てしまった。この「まどろみて」とは、全く眠りに落ちたことではなく、眠るべきでないときに眠気がさして、起きている姿勢を保ちながら半醒半睡の状態でコックリ、コックリしたことを言う。その次の「寝ぬ」とは、いよいよ本式に気を許して寝てしまったことである。この「まどろみて寝ぬ」とは堕落の二段階を示している。


  ある人は全く堕落しているわけではないが、まどろんでいる。聖霊を受けた者でもまどろんでいる者がある。態度は崩さない。依然として覚めているようであるが、その実、心は眠っている。説教を聞いても耳に入ることは入るが、心にまで徹しない。こういう半醒半睡の状態の者は目を覚ますべきである。


  七節に「ここに処女みな起きてその燈火を整えたるに」とある。またルカ伝十二章三五節を見ると、「なんじら腰に帯し、燈火をともしておれ」とある。この二ヶ所の句から、第一は起きること、第二は腰に帯すること、第三は燈火を整えることについて学びたい。


  第一、起きること


  この起きるとは、いわゆる十分目を開けて全く覚めることである。仮に夜半に突然「火事だ」と叫び声があれば、眠っているわけにはいかない。あるいはまた、盗賊でも来たなら、どんな寝坊でも目が全く覚めるに相違ない。ちょうどそういう風に、全く起きなければならない。兄姉よ、あなたは眠気がさしてまどろんでいないか省られよ。肉にところを得させたり、安逸に耽ったり、世に心が向いたり、何か偶像を愛したり、または祈りを怠ったり、聖書を読むことを怠ったりすれば、まどろむようになり、ついには深い眠りに陥るようになる。おお、目を覚ませよ。


  第二、腰に帯すること


  これには多くの意味がある。一つは出エジプト記にある過ぎ越しの食事をした時、腰をひきからげて食したことである（出エジプト十二・十一）。我らもエジプトを出ようとするイスラエル人のごとくかくあらねばならぬ。今は呑気にしている時でもなければ、この世はそういう所でもない。まさに刑罰が下らんとしているこの世にあって過ぎ越しの小羊の肉を食うに当たっては、よろしくこの世の生涯に対しては旅装束でなければならぬ。


  もう一つはペテロ前書一章十三節である。「汝ら心の腰に帯し、慎みてイエス・キリストの現れたもう時に、与えられんとする恵みを疑わずして望め」。「慎みて」とは真面目であることである。腰に帯した生涯とは真面目なる生涯である。


  次にコロサイ書三章十四節「愛は徳を全うする帯なり」これである。「神のため、人のためのみ」と思うこと、これが帯である。様々な徳があるが、そのすべては愛である。愛の生涯を送ることが腰に帯することである。


  ヨハネ伝十三章四節「手ぬぐいを腰にまとい」。これもまた一つの帯である。これは僕の姿を示すものである。腰に帯するとは、僕になって人に仕える生涯である。自分を落として、しなくても良いことをするのである。人の土足、汚い所をも洗ってやることである。しかるにある人は人の過ちを噂してまわるが、我らはその人のもとに行ってその汚れを洗ってやらねばならぬ。教会全体は一つの体であるから、人が汚れていることは自分の恥で、足を洗わないのは自分の怠慢であると思わねばならぬ。


  第三、燈火を整えること


  ただ燈火を持っているだけではいかん。また油を携えていても燈火を整える必要がある。すなわち、燈火が徐々に大きくなるよう始終注意し、芯を切り取ってよく光るようにすることである。


  昔、祭司は幕屋で朝夕燈火を整えることが一つの務めであった。イザヤ書四二章三節に「ほの暗き燈火」という言があるが、聖霊なる油を受けていない人はもちろんであるが、受けている人でも油と芯との間に故障があればほの暗くなる。燈火は芯が大きくなれぱなるほど、火が小さくなって芯が見えるようになるのである。すなわち、我らの古い経験が見えだすと光が薄らぐ。もちろん我らは受けた恵みの経験を証しせねばならぬが、始終、新しく油注がれ、新しく恵まれていないと、古いものが邪魔になる。


  兄弟姉妹、主がいつ来たりたもうても、我らは差し支えないであろうか。自分の魂、また自分に託された魂の準備はできておられるか。


  



  エノク


  一、家庭の人


  「エノク六十五才に及びてメトセラを生めり。エノク、メトセラを生みし後、三百年神と共に歩み男子女子を生めり」（創世五・二一、二二）。


  彼は独身者ではなかった。神と共に歩むことは家庭を持った者には困難で到底できないことであると思うのは間違ったことである。独身者でなければできないと思うのは、自分の力で行おうと思うからである。


  二、信仰の人


  「信仰によりてエノクは死を見ぬように移されたり。神これを移したまいたれば見出されざりき。その移さるる前に神に喜ばるることを証しせられたり。信仰なくしては神に喜ばるることあたわず。そは神に来たる者は、神のいますことと神のおのれを求むる者に報いたもうこととを、必ず信ずべければなり」（へブル十一・五、六）。


  信仰の生涯とはおのれを頼まぬ生涯である。全く神に依り頼む生涯である。信仰の人を見たいならば幼児を見ればよい。彼は父母に全く依り頼んで少しの思い煩いもしない。信仰とは信心、信向、信頼、信任、信用を総括した意味があると思う。


  三、高潔なる実行の人


  「エノク、メトセラを生みし後、三百年神と共に歩み男子女子を生めり。エノク神と共に歩みしが、神かれを取りたまいたればおらずなりき」。


  彼は地にありながら、天にある歩行をした人である。我らも地につける者、世の者ではない。さればエノクのごとく歩むべきである。神を離れたならば、どこに行っても、何をもってもだめである。「汝の法は命よりも勝れるゆえに」神の行きたもう所には、どこにでも行くというようでありたい。父を失ったある子供が母を慕って、便所にまで従い行くのを見て非常に感じたことである。


  共に歩むとは、ただ同じ方向に進むというばかりでなく、互いに心が通い親密に語ることをも含んでいる。「エノク、メトセラを生みし後、三百年神と共に歩み」。子供ができてから、彼は非常な責任を感じた。これが神と共に歩むようになった助けである。子供は親の言う通りにしない。親のする通りにする。蟹の親がその子に「縦に進め」と言っても、自分が横に歩んでいれば、子蟹も横に歩むのと同じ道理である。


  四、予言者


  「アダムより七代に当たるエノク彼らにつきて預言せり。曰く『見よ、主はその聖なる千万の衆を率いて来たりたまえり』。これすべての人の裁きをなし、すべて敬虔ならぬ者の不敬虔を行いたる不敬虔のすべての業と、敬虔ならぬ罪人の、主に逆らいて語りたるすべてのはなはだしき言とを責めたまわんとてなり」（ユダ書十四、十五）。


  これはエノクの予言である。真の敬虔家は審判を恐れ、人々を警戒する者である。


  五、当時比較的短命の人


  「エノクの齢は都合三百六十五才なりき」（創世五・二二）。当時の人々は八百年、千年近くも生存した。それに比較してエノクの三百六十五年は誠に短い。まだ青年である。しかしこの世におることが短かければ、先方（天国）に行ってから長い勘定である。パウロは「死ぬるは最も善きことなり」と言い、また「死ぬるは我が益なり」と言った。ダラダラな生涯ではなく、他の人が長くかかるところを短い時間でやった。我らも御用事をセッセとやって早く先方に行きたいものである。三十代に死んだ人に偉人が多い。キリストでも、ヨハネでも……


  六、死せずして昇天せし人


  「エノク神と共に歩みしが、神かれを取りたまいたればおらずなりき」（創世五・二四）。


  「神かれを取りたまいたればおらずなりき」。これは生きながら天に移されたのである。人は「生者必滅しょうじゃひつめつ、会者定離えしゃじょうり」と言うが、心ばかりではいけない。生けるそのまま昇天したのである。エリヤもそうであった。我らもまた末のラッパの鳴る時、たちまち瞬間に化するのである。ハレルヤ。我らは堕落した天使と死せずして昇天したエノクとを対照して学ぶとき、大いなる教訓を得るのである。


  七、神と共に歩む道


  ついでながら、神と共に歩む道について学ぶことにしよう。


  （一）、信仰によりて（へブル十一・五、六）


  これは前に学んだごとく、自分の力によってではなく、頼り縋って行くのであるから、できることである。


  （二）、謙遜によりて（ミカ六・三）


  能力のない、意気地のない、弱い者は都合が良いわけである。


  （三）、正義をもって（ミカ六・三、マタイ二・六、創世六・九）


  神と一致のあるところに平安がある。正義がある。


  （四）、全き愛をもって（ミカ六・三、黙示三・四、ヨエル三・三）


  白衣は全き潔め、全き愛である。全き心をもって神を愛し、人を愛することである。アモス書の「合する」の語は英語では「一致する」の意である。心が一致しなければ神と共に歩むことができない。「神はすなわち愛なれば」愛なくぱ神と一致することができない。


  



  主の御愛


  今日の題は主の愛である。諸君は昨晩聖潔について教えを受けられたが、この聖潔には消極と積極、つまり裏と表がある。消極とは何かと言うと性来の罪の性質が取り除かれることであるが、これだけではいまだ潔められたとは言えない。積極的に神の性質に満たされねばならない。ただ古い人が取り除かれただけでは不十分で、もっと進んで全き愛が心に満ちなければならない。この変化がなければ決して聖潔められたと言うことはできない。これは他の語で言うなら、自己中心が変わってキリスト中心になることである。


  しからば全き愛とは何であるかと言うと、それは動機が愛より他にない、欲が動機になっていないということである。これは決して不可能なことではない。聖霊が我らの内に住みたもうとき、この欲は全く焼き尽くされる。そして神の性質が我らの心に来る。これは人から見てどうかという問題ではない。人から見ればかれこれと批評されるところがあるかもしれないけれども、事実神から見られる時に、恥ずかしくない、心の中が愛の人となっていることである。


  であるから、聖めを求める者は消極と積極、すなわち引き算と足し算を求めなければならない。器は小さくともよい。小さい心でもいっぱいに愛が満ちれば、それが全き潔めである。教理がわかっただけではあてにならぬ。性質が変化したか、これが問題である。


  私はこの点について幾年来も重荷をもって祈っている。それはなぜかと言うと、ちょうど教会の中に救いを経験していない者がいるように、聖潔を標傍している者の中に事実潔められていない者があるからである。これは実に厳かなものである。実際潔められているならばそれでよいが、そうでないならばへりくだるべきである。


  さらば我らはいかにして真の潔めを経験することができようか。


  それはまず第一、キリストの御形――キリストの愛を心に示されること。キリストの御形は骨董品のようにただ眺めているだけではならない。しかし実際このキリストの御形が我らの心の目に現される時、我らの心にある雑物を取り除いて、そこにその御形が映るのである。


  私は時々写真のことで励まされるが、写真を撮る時に必要なものは諸君の熟知のごとく、レンズとフィルムである。ここに光線が働いて人の像がフィルムに映る。ちょうどそれと同様に、神は「聖言と聖霊」の御働きでキリストの御形をフィルムなる我らの心に映して下さるのである。


  我らの心が本当に砕けて血潮が掛かる時、我らの心は御形の映るフィルムとなる。しかし、それで何もかも完成したというわけではない。なお仕上げに多くの労力を費やさねばならぬことはもちろんである。


  このように我らがキリストの御形を見る時、一瞬に腹の底から変わって来るのである。しかしその際、我らとキリストとの間に少しの幕もあってはならぬ。


  私は今より二十四年前、この聖潔を受けるために一週間も苦しんで祈った。自分にはまだ憎むべき自己というものがある。二心がある。考えれば考えるほど苦しくなって、長らくの間祈った。ある時のこと、野原で祈って失望せんとしている時、十字架のキリストがありありと現れて、そこで全く変わった。


  おお、兄弟よ、姉妹よ、切に祈られよ。切に祈らぬところに聖潔はない。ただ聖潔の学者であってはならない。聖潔がキリストを君の心に黙示するまで、祈らねばならぬ。「神よ、どうかキリストを見せたまえ」と祈ることである。今、心の中で主を求められよ。さすれば聖霊によってキリストを示される時が来る。この示される時に愛の人となるのである。


  今、私は黙示録一章五節に基づいて、主の愛を三つに分けて学びたいと思う。


  一、主の愛の御性質


  二、主のなしたまいしわざ


  三、主の賜物


  一、主の愛の御性質


  神は愛なりとはわかりきったことであるが、しかしそれを一つ一つ味わわなくてはその味を知ることはできない。


  旧約でモーセが神に「あなたの名は何とおおせられますか」と尋ねた時、神は「我は在り――エホバと称うる者である」と仰せられたが、もし我らが新約で主イエスに「あなたの御名は何と申しますか」と尋ねたならば、おそらく「我は愛という者である」と答えたもうことと思う。エレミヤ書三十一章三節に「遠くよりエホバ我に現れて言いたもう。われ限りなき愛をもて汝を愛せり。ゆえに我たえず汝を恵むなり」とあるが、この「限りなき愛」とは永遠の愛である。すなわち、永遠の昔から神は我らを愛して下さったのである。またこの「遠くより」は「昔から」という意味で、神は久しい間、遠い時から御自身の御心を示されたのである。英訳では "Yea I have loved thee" となっていて、"Yea" というのは「そうだとも、そうだとも」という強い意味である。「たえず」はいつまでも続く、幾年経っても変わらない愛である。時々恵むのではなく、絶えず恵むのである。ちょうど金持ちが乞食を恵むようではなく、絶えず恵むのである。ああ、これは実にありがたいことである。世は移り変わるが、変わらぬものは主の愛である。私がちょっとアメリカに行って来た間に変わったことがあった。人が死んだ。知人がいなくなった。しかし変わらざるは主とその愛である。「ゆえに我たえず汝を恵むなり」は「このゆえにわれ恵みをもて汝を引けり」で、もう遠方には置いておけない、傍に置きたいというので引き寄せたというのである。愛というのはこういうものである。何とか理屈をつけて傍に引き寄せてしまうのである。これは主の愛である。この主はただ我らの生まれた時、また主イエスがこの世においでなされた時から我らを愛したというのではない。山いまだ成り出ず、川いまだ成らざる先に、我らをちゃんと愛していたもうたのである。これは不思議なことである。しかしキリストは「これは我が宝である」として我らを慈しんで恵んだのである。かの箴言八章三〇節、三一節を見ると、キリストは創造者として人間を楽しんだと記してある。ちょうど人間が子供の産まれた時に喜ぶように、キリストはこの世の人を愛で慈しみたもうた。これすなわちキリストの御心である。


  かのイザヤ書九章六節を見ると、キリストは「永遠の父」とあるが、実にキリストは永遠の父として我らを顧みたもうのである。この世の肉体の父は、彼世に行ってもなお我らを顧みることはできない。父が子を養うのは実に僅かな年月である。けれどもキリストは永遠の父として我らを恵みたもうのである。


  なお、キリストの御性質が雅歌に現れている。「わが愛する者は白くかつ紅にして万人の上に越ゆ。その頭は純金のごとく、その髪はふさやかにして黒きこと烏のごとし。その目は谷川の水のほとりにおる鳩のごとく、乳に洗われて美しくはまれり。その頬はかぐわしき花の床のごとく、香り草の壇のごとし。その唇はゆりの花のごとくにして没薬の汁をしたたらす……誠に彼には一つだに美しからぬところなし」（五・十～十六）。


  「紅」とは愛の心、すなわちち赤心。「純金」とは聖なる愛で、栄光を示すものである。「その目は鳩のごとく」はキリストの柔和を示したもので、「谷川の水のほとり」とは柔和なる御目に同情の涙のあることを表したもの、「乳に洗われて」はキリストの目に養いのあることを言ったものである。我々がキリストの目を見る時、養いを受ける。すなわち、キリストは愛の目をもって我らを養いたもう。我らが目をもって彼の目を見る時、何か我らの方に来るものがある。数年前にフランソンという人が来た時、彼は「キリストを見る時、霊魂に養いを受ける」と言われた。しかしもし我らと主との間に紙一重なりとも隔てがあるなら、この養いを受けることはできない。


  「その唇はゆりの花のごとくにして没薬の汁をしたたらす」。キリストの口より出る言は実にかたじけない。かのキリストが十八年病んだ人を癒したもうた時、人々はかたじけなさに感じた。またナザレに行きたもうた時にも、人々は彼の口より出る恵みの言葉を聞いて彼を賛めた。彼の内には恵みが満ちていたゆえに、これが外にしたたったのである。ああ、この姿の美しさがわかったなら、我らは他のすべてのものから離れて主を愛することができるであろう。しかし、言だけでは主の愛がわからない人は祈られよ。求められよ。さすれば神は聖霊によってそれを示して下さる。かくして得たキリストは本物である。もちろん、我らが彼を知る量は我々の成長の度に比例するものである。それゆえに我らは精密にキリストを知るよう力を尽くすべきであって、ここに霊性の進歩がある。


  二、主のなしたまいしわざ


  この第二点はあまりに項目が多くてことごとくこれを語ることはできないから、どうか諸君はこの点について黙想を願いたい。


  私は今、便宜上この主題を四つに区分する。それは、


  イ、主の御降臨


  ロ、地上における御働き


  ハ、主の贖いの愛


  二、主が今なしつつある御業


  イ、主の御降臨


  私の言葉はとても到らないので、どうか祈ってもらいたい。この点についてはピリピ書二章を見られよ。この二章六～八節を昨日は主の御謙遜として味わったが、今はこれを愛の方から味わってみたい。


  いったい主をして何がこの地上に降らしめたかというと、それは愛である。もしキリストが天にいましたなら、決して我らに届くことはできない。それゆえ降りたもうた。神の形では我らに近づくことはできない。それゆえ人間の形をとりたもうた。もしキリストが神の形で降りたもうたなら、肉眼で太陽を十分見ることができないように、我らは主を見ることも、これに近づくこともできないのである。それゆえ主は御栄光を脱いでこの世に降りたもうた。これは私のためであった。また諸君のためであった。


  ロ、地上における御働き


  主が地上に降りたもうてどんな御生涯を送りたもうたかというと、我らの言葉では決して言い尽くせない生涯を送りたもうたのである。どうかこのキリストの御生涯をよく思い巡らしていただきたい。主は我らを愛するあまり、あのような生涯を送りたもうた。彼は様々な苦痛を忍びたもうた。時には涙を流して祈りたもうた。また彼は罪人を尋ねて歩きたもうた。牧者が失われた羊を尋ねまわるように、否、それよりも聖い御同情をもって哀れな迷った羊を尋ねたもうた。他人から誤解されても、ご自分はどうなっても良いという御考えで、我らのために尽くしたもうた。実に主の御一生は愛をもって貫かれた御一生であった。実に主の御生涯は、これを一言で言うと、愛である。愛のゆえに労し、愛のゆえに忍びたもうた。


  ハ、主の贖いの愛


  その次にキリストは十字架の上で我らのためにいかなることを成したもうたか。彼が神たる身分を捨てて降られただけでも非常な愛であるのに、なお彼は一生のあいだ恐れない生涯を送りたもうた。のみならず彼は十字架の上にもあがりたもうた。そしてそこで大いなる業を成して下さった。何人もできないことを御自身で成し遂げて下さった。


  私は諸君よりも一、二日先にここに来て祈っていたが、その時に私の心を溶かしたものはこの贖いの愛であった。私の愛する歌は、あの「インマヌエルの傷口より流れ出る血潮の泉あり」という歌である。私はひとりでいる時はいつもこの歌が口から出るのである。特に3節の


  信仰によりて汝が血潮したたる傷口の
 この泉を供給することを知りてより
 汝の愛は我が歌の主題となり
 かくて死ぬるまで我が歌とならん


  は私の愛するところで、実はこの愛は我らの柱また杖である。おお、兄弟よ、姉妹よ、この愛こそ御位を捨てて我らを贖いたもうた愛である。


  ソーントン氏によると、ギリシャ語の「贖い」には三通りの意味があって、第一は「買う」、第二は「市場より取り出す」、第三は「解き放つ」で、日本語ではどれも「贖い」と訳されているそうである。人間はちょうど品物のように市場で売買されることがある。黙示録にはバビロンで人の魂を売買したとある。けれどもキリストはこの市場から我らを買って下さる。このあいだ、有馬でソーントン氏のこういう話があった。


  昔、アメリカでまだ奴隷売買が行われていた時、北部のある白人が南部のある町に行き、そこで奴隷市場を見物に行った。するとそこに黒人が売物のようにずらっと並んでいた。そして人々はそれを品物のように競売している。実に何とも言えない光景である。この白人は非常に心を痛めてそれを見ていたが、その中に一人の婦人奴隷が特に目立って見えた。というのはこの奴隷は白人との混血のようで、他の奴隷とは少し趣きを異にしている。だから彼女は売買されるのを非常に恥かしく思い、顔を下げて、もうどこも見ずにいた。やがてこの婦人の売られる番が来たが、この白人はこれを黙って見ていることがもうどうしてもできなくなり、とうとう高い高い金を出してこの婦人を買い取った。普通ならそこにいる書記がその奴隷の買い手の名前を書いて知らせることになっているので、書記はその人の前に進んでいって「あなたの御名前は何と申されるか」と尋ねた。するとその白人は「買い手の名前をあの婦人の名にせよ」と言った。書記は「それはおかしい」と言ってこの白人と争ったが、どうしても白人はきかない。やむをえず、書記はその奴隷の名前を買い手の欄に記して、それを奴隷のところに持って行った。けれども婦人はもう恥ずかしくてこれを見ようとしない。けれども書記がしつこく促すので顔を上げて見ると、買い手は自分の名になっている。彼女は喜びのあまり、


  神を賛めよ、私は自由の身である


  と叫んだ、そしてその白人の後を追って行って、土の上に座り、その白人の足にしがみついて、「あなたは私を自由にして下さいましたが、私は一生涯あなたの奴隷でございます」と言ってその感謝の意を表わした。


  これは実際アメリカであった話だそうである。我らはちょうどこの世の市場で売られて、日々悪魔の手に治められていたのである。けれども、キリストはこれを痛ましく思い、血をもって我らを買い上げて下さったのである。自由の身として下さったのである。


  おお、我らはこの奴隷のようにキリストに抱きついて、「生涯われを奴隷となしたまえ」と言いたいものである。かの出エジプト記にも、「僕が妻子を愛して一生主人のもとを離れない場合、耳を柱に付けて、これに錐を刺し通せ」とあるように、我らは一生涯キリストを離れず、これに仕えたいものである。


  二、主のなしつつある御業


  第四はキリストの祷告の働きである。この祷告の働きは実に重い奉仕である。祷告の御用を務めた方は経験しておられるであろうが、遠い道を歩いたり説教をすることは比較的やさしい。けれども、責任をもって他人のために祈ることは実に骨が折れる。この働きは一番難しい働きである。だがキリストは天において今この働きをしていたもう。


  イザヤ書を見ると、「我たなごころに汝を彫り刻めり」とあるが、キリストは一つ一つ名を挙げて我らのために祈って下さる。「あの人が罪を犯しました。どうぞお赦し下さい。だれそれが今苦しんでいます。どうぞお助け下さい」と祈って下さる。どんな境遇にいても、生活困難の中にあっても、すべての状態に応じて祷告して下さるのである。


  イザヤ書四十九章の十五節には、「女その乳飲み子を忘れておのが腹の子を憐れまざることあらんや。たとい彼ら忘るることありとも、我は汝を忘るることなし。我たなごころに汝を彫り刻めり。汝の石垣は常にわが前にあり」とあるが、これはキリストの祷告を描いたものである。


  三、主の賜物


  かつてウイルクス師が「愛というものは与えないでいられるものではない」と言われたが、愛は与えなければ苦しくてならないものである。神は愛なるゆえに我らに各様の賜物を与えたもうた。主イエスもまた同じく与える方で、与えるのが主の御奉仕である。主はかのサマリヤの女に向かって「汝もし神の賜物を知り、また『我に飲ませよ』と言う者の誰なるを知りたらんには、之に求めしならん。さらば汝に生ける水を与えしものを」と仰せられた。これ実にキリストの願いである。しかし我らは命の水を持つ御方を知らずに、これを悪しざまにあしらった。けれどもキリストは「自分を知ってほしい、そして賜物を自分のものにしてほしい」と我らに願っていなさる。


  神の賜物は実に多くて並べだしたらきりがない。だがどうか一つ一つ味わっていただきたい。またわれらはこれを受ける値打ちはないのであるが、主はこれを我らに与えたもうた。主の愛は大きいゆえ、またその賜物も大きい。自分のために、事業のために、神の与えたもうたものは実に大なるものである。


  第一にそれは限りない命である。これは他の人の決して与えられるものではない。第二は平安である。この世の波風がいかにはなはだしくても、この心の中に主の平安があれば大丈夫である。第三は聖霊の賜物である。この賜物はあまりに大きくかつ深くて味わいきれない。しかしこれは実に驚くべき賜物である。これは賜物の中の賜物である。この賜物が与えられた目的は何かというと、これは我らに神との交際を与え、共に住み、共に忍び、共に嘆き、共に働き、共に死ぬためである。またこれは我らに神の性質を与えるためであった。


  次は、主は我らを王となし、祭司となしたもうことである。キリストは現在、王また祭司である。それゆえキリストは我らを王なる祭司なる御自身と共に座せしめておられる。今は我らは人の下にあるが、霊は上にある。我らは世の王候貴族の上に立って彼らを治めているのである。やがて我らは具体的にこの世を支配するに至るのである。キリストは祭司である。そして神と人との間の仲立ちをする御方で、民を代表して神に祈りたもうのである。このように我らもキリストと共に祭司の職を与えられた者である。それゆえ、自分の家族を代表する責任がある。家族に罪がある時はその責任を負わねばならない。また祭司は神の言を語る者であって実に驚くべき務めである。


  主はこのように愛によって我らに大いなる賜物を与えたもうた。しかし我らはこの愛を人間の能力によって悟ることはできない。それゆえパウロはエペソ書三章十八、十九節で、我らがこの愛を悟るように祈っている。「すべての聖徒と共にキリストの愛の広さ、長さ、高さ、深さのいかばかりなるかを悟り（しっかり握らしめ―直訳）、その測り知るべからざる愛を知ることを得しめ、すべて神に満てるものを汝らに満たしめたまわんことを」（エペソ三・十八、十九）。


  



  主の御苦しみ


  「ただ御使いよりも少しく低くせられしイエスの、死の苦しみを受くるによりて栄光と尊貴とを冠らせられたまえるを見る。これ神の恵みによりて万民のために死を味わいたまわんとてなり。それ多くの子を光栄に導くに、その救いの君を苦しみによりて全うしたもうは、よろずの物を造りたもう所の者にふさわしき事なり」（ヘブル二・九、十）。


  キリストの御苦しみを味わうには心の準備がいる。ただ彼の苦しみが我の感情に触れたからといって何の益があろうか。彼の苦しみを我々の霊に刻みつけられ、彼と共に苦しむ生涯を送らねばならぬ。また、キリストの死はただ単に命を捨てたもうたのではなく、彼は我らのために大いなる苦難をなめたもうたのである。もしキリストが数十秒のうちに斬首されて死にたもうたとすれば、その死たるや決して人類の贖いとなるべきものではない。彼は苦しんで死の味をなめたもうたゆえに、これによりて贖いが成就したのである。かの兵卒どもはキリストを十字架につける前に彼の苦しみを和らげようと没薬を酒に和してこれを飲ませようとしたが、彼は決してこれを受けたまわなかった。もしキリストがこの酒を受けておられたなら、彼は決して十字架の上で死の真正の苦痛を味わうことができなかったのである。かくして、彼は終わりまで鋭敏な感覚をもって死の苦しみを味わいたもうたのである。これキリストの十字架に贖いの能力あるゆえんである。


  私はある時、医師から血精治療に用いる血精の製造法を聞いたことがある。これによって我らはキリストの苦しみの一端を知ることができると思う。


  血精を得るには、まず健全な牛を取ってこれに病毒を移殖するのである。すると病毒は体内に吸収されてこの牛に病気を引き起こすが、その健康が強いので僅か数日にして全快するのである。かくてこの牛は免疫性の牛となり、病毒を殺す能力を有するのである。そしてこれを人体に注射する時、体内の病毒は死んでその病は全快してしまう。これ血精療法の原理である。


  されどこの牛の血精をとる時、この牛を殺してから取ると無効になるから、まずある動脈を切断し、そこから少しずつ流れ出る血を器に取らねばならない。しかしこの血をことごとく絞ろうとすると、かなり長時間を要する。ゆえにこの時の牛の苦痛は非常なものであって、到底形容することができない、ということである。


  キリストの苦しみもまたかくの如くである。我らはこれによって主の御苦しみを味わわねばならない。主は傷なき、しみなき御方であるが、我らのために罪という病毒を移殖され、罪人とされたもうた。されど彼は罪に打ち負けたまわなかった。これは彼の血が我らを罪から救うゆえんである。実に彼の血は彼の苦しんだ時に流れ出た血である。彼の流れる血の一滴一滴が我らの罪を赦す原因となったのである。


  兄姉よ、このことを心に記憶せよ。また聖霊によってこの真相を知られよ。また、これによって我らは罪の真相を知ることができるのである。何となればキリストは我らの罪ゆえにかかる苦しみを受けたもうたからである。また我らはこれによってキリストの愛の大いなることを知り得るのである。されど我らはここに止まるべきではない。なお進んで彼を愛し、彼の苦しみにあずからねばならぬ。そうでなけれぱキリストの苦しみを知ったとて何の益もない。宗教は決して道楽ではない。祈り祈ってここに到るべきである。


  今キリストの苦しみを三方面から見ることにする。
 　一、人間の罪ゆえに
 　二、悪魔及び暗黒の力によりて
 　三、神より呪われたるにより


  一、人間の罪ゆえに


  私は幼時、火刑また磔刑の話を聞いたことがあった。罪人が磔刑に処せられる時、二人の死刑執行者が両方から罪人の目前で槍をカチリと合わせ、そして後、双方の脇腹から槍を刺し通し、その槍が体内でガッチリと相合うようにするというのである。我らはこれを聞くのみで十分である。しかるにキリストは人、悪魔、神の三方面から刺されたもうた。されどこの苦しみは聖霊によらなければ決して悟ることができないから祈って聞かれたい。


  第一、人間から苦しめられた事を分類すると、キリストは
 イ、人間の罪ゆえに寂莫を感じたもう
 ロ、悲しみと苦痛
 ハ、迫害
 ニ、同情の悩み


  多くの人はこの点（イ）に注意せぬが、キリストにとってこの一事は大なる苦しみでありたもうた。すなわち彼は人間との交通（フェローシップ）を失いたもうた。かのアダムとエバが罪を犯した時、神は大いなる寂寛を感じたもうた。あたかも子供を失った親のごとき淋しさを感じたもうた。かの鶏がその失ったひなを探す時、悲しげな声を出してこれを探すように、キリストは罪人を集めようとしてこれがために泣きたもうた。されば我らの心と離れている時、神は大いなる淋しさを感ずるのである。何となれば神が人類を造りたもうた目的は、これと交通して楽しみたまわんがためだからである。


  この点について多くの信者は心得違いをしている。神は信者と交通をしようとしているのに、彼は他事に心を奪われてこれを忘れつつある。これ神にとって決して小さい苦しみではない。


  このあいだソーントン氏は有馬において次のような話をされた。氏は四十才の時に母を亡くしたが、父は伝道者で心を尽くしてその子らを愛した。かの国では少年時代から交際を重んずる慣わしがあってソーントン氏もその友に誘われてある夜さる会合に出席した（むろん汚れた交際ではない）。家を出る時に父は、「今夜は是非とも早く帰宅せよ」と言った。氏はこれを心に留めてそこに至ったが、思わず遊びすぎて十一時になってしまった。そこで氏は驚いてその旨を友に語り「すぐ帰宅しよう」と言ったところ、友達は大いにこれを嘲弄して「父の乳を飲もうとしてそう言うのであろう」と言われたところから氏は反動心を起こし、二時に至ってようやく帰宅した。ようやく家に近づくにつれて父との約束を違えたことを思い出し、会合で吐いた大気炎はどこかに失せ去り、「どこか隠れる穴でもあったら入りたい」と思ったほどであった。家に帰ってみると、いまだ父は戸を閉めず、氏を待っていたが、見ると父の顔は青ざめてやつれており、何とも形容のできない淋しい顔であった。けれども父は大声で叱責せずに、ただ「お前は父を失望させた」と言いながら涙を流した。氏はこのとき深く自己の罪を悟り、全く心砕けて父に赦しを求めたという。


  人は神の御前にあって神を喜ばせるべきなのに、かえって身体も時間も自己の楽しみに使用し、神をただ一人淋しく残しておくのである。人々が平気で暮らしている間、キリストは苦しみかつ涙を流していたもうのである。有馬において多くの人々はこの話を聞いて心砕かれたのである。


  （ロ）悲しみと苦痛


  （イ）のところで言ったように、我らが別に悪い行いをしなくても、我らが主と交通せずに暮らしている時、主は淋しさを感じ、また苦しみたもう。そして我らが罪を犯す時、それが一々釘のようにまた槍のように主の胸に刺さって行くのである。今いちいちその罪名を挙げなくても、主は我らの罪のゆえに苦しみたもう。格別に主は我らの不信仰の罪のゆえに痛みを感じたもう。不信仰の罪とは昨日、御牧師の言われた「主を知ろうと欲せず、主を愛そうと欲せず、主に服従しようと欲せざる罪」であり、この罪のゆえに主は大いなる悲しみを感じたもうたのである。かのアダムとエバも不信仰の罪ゆえに恵みより落ちてエデンの園より追い出された。彼女は神の言を信じなかったから、神が「必ず死ぬ」と仰せたもうたことを「おそらく死ぬであろう」と思い違いしたのである。そこで悪魔は巧みにこれを「必ず死ぬことはない」と変更した。


  あるところに一人の子供があったが、彼は菓子を食べたいあまり、母親に告げずに他人より銭をもらい、それで菓子を買って食べた。その時は母親は気付かなかったが、後でこのことをその人より聞いて母は泣き悲しんだ。そしてその子に向かい「なぜ母様に言わなかったか、なぜこの母様に言わなかったか」と言って、母の愛を信じない子供の心を悲しんだということである。我らは人知れずこのように神に幾度か悲しみを与えた。我が魂に苦しみのある時、神に行かずに他人のところに行き、度々この世のもとに行った。こうして神の愛、神の富、神の力を信じなかった。神はこのためにいかに悲しく感じたもうたことであろう。


  このあいだ、有馬で祷告会の司会を青木氏に託そうとしたが、兄弟は謙遜な御方ゆえこれを受けなかった。しかし、委員のゆえをもって強いて願ったところ、しばらく無言であったが、ついに「あまりに重くして負い切れないから」と言って辞退された。しかしなお強いて依頼したところ、氏は朝の三時より起きてこのために祈られた。しかし氏は疲労のため眠りに入り、一つの異象を見たのである。その異象では、キリストが右の手で冠を氏に差しのべ、左手で御自身の胸を押さえておられた。なぜであろうと熟視すると、主の心臓には一つのナイフが刺さっており、またその周囲にはイガの様なものが無数に刺さっているのが見えたのである。主はそれを左手で隠しておられたが、これを見た氏は「主よその針は何人のものでございますか」と問うと、主は「これはお前の罪である」と言われたという。我らは半信者の時にナイフのようなものを主の胸に刺した者であるが、信仰の道に入ってもなお針のような多くのものをもって主の御胸を痛め奉って来た。おお、兄弟よ、姉妹よ、罪はどれほど主の御心を痛ませるか、実にわれらの想像以上である。


  （ハ）迫害


  次は外面に現れた迫害である。主が地上におられた時、世の人は真っ向からキリストに反抗した。そして主を憎むべき、厭うべき者のように扱った。あるいは石をもって打とうとし、あるいは「悪魔に憑かれた者なり」と言い、ありとあらゆる辱めを加えたのである。のみならず、かの恐るべきピラトの庭、カルバリーの丘まで彼を曳いて行った。実に人間がキリストになした扱い方はあまりに言外であった。しかしわれらの知らざるべからざることは、その当時の人々は我らの代表にすぎなかったことである。人類は皆このようにキリストを扱った。実に彼は我らからも迫害されたもうたのである。


  （ニ）罪人に対する同情


  イザヤ六十三章九節を見ると、世の人がその罪に苦しむ時、神もまた苦しみたもうと記されている。これもまた主イエスの苦しみの一つである。聖書には「汝らを打つは我が眼の玉を打つと同様なり」と記されているが、世の人の苦しみは、また主の苦しみである。それゆえ罪人の苦しむ時、主は眼の玉を打たれたように苦しみたもうのである。また人々が罪人に同情を表わさない時も、主はこれに同情を寄せてこれがために悩みたもうのである。


  第二、暗黒の力に苦しめられたもう


  ルカ伝二二章五三節。これ悪魔の最後の襲撃で、また悪魔との最後の決戦であった。これまで悪魔はしばしば神の遣わしたもうた預言者を殺したが、このたびは子なる神がこの陣頭に立って、すなわち神と悪魔との大決戦となったのである。さればその陣頭に立って戦いたもうたキリストの御苦戦は非常なものであった。


  かの詩篇二二篇十一～十三節はすなわちこの苦戦の写真である。ある人はこれを暗きの力であると言っている。ここで何とも形容しえない悪魔の勢力がキリストに押し寄せて来たのである。悪魔は一生懸命戦った。けれどもキリストは遂に彼をここで破りたもうた（ヘブル二・十四）。


  実にキリストはゲッセマネの後、祈りに祈り抜いて遂にサタンの頭を砕きたもうたのである。


  第三、神より捨てられたもう


  我らはここを恐れおののいて聞かざるをえない。「キリストのゲッセマネの苦しみは何か、カルバリーの苦は何か」という質問に対して、ある大家が説教で詩篇六九篇の一、二節を引用してその解答としているのを見た。


  これキリストの十字架の予言であって、神のたえがたい苦痛を描き出したものである。すなわち彼は我らのために罪人として扱われたのであって、キリストは実にゲッセマネの園から神より罪人として扱われたのである。すなわち神はキリストに対して怒りの態度を取りたもうたのである。さらに神は律法に定めたもうた正しい怒りをもってキリストに対したもうたがゆえに、主はその苦しさにたえられず叫びたもうたのである。彼は恐ろしい深い泥の中に沈められ、罪のために神から捨てられた苦味をなめたもうたのである。ゆえに彼はこののしかかる苦しみの中でもがきたもうた。


  私はこれを思って今さらのように畏れ多く感ずる。おお、兄弟姉妹よ、イザヤ書五三章を見られよ。「エホバ彼を砕くことを喜びたまえり」と記されているのではないか。神はここにキリストの上に律法の厳かな鉄槌を下したもうた。もしかくなしたまわなかったならば、神の聖きは決して立ちたまわなかったのである。


  詩篇二十二篇一、二節を見られよ。キリストはゲッセマネにおいて三度も祈り、また十字架上において叫びたもうた。しかし、少しも神の愛の顔を見ることができず、下るものはただ神の怒りのみであった。かくして彼は死の味をなめ、悪魔を砕きたもうた。


  また詩篇二二篇十四節を見ると、キリストは苦しみのために節々の骨は外れ、六時間のあいだ手足を釘に刺されたままで苦しみたもうた。かくて彼の心臓は苦しみのあまり破裂した。それゆえ兵卒がその脇腹を槍で刺した時、血と水が流れ出たのである。ああ、これいかに畏れ多いことぞ。彼がここでいかほど苦しみたもうたかは我らの想像も及ばない。我らこれを知って主の御苦しみを憶えたい。


  我らは今日ここでキリストの御苦しみを親しく教えられた。しかし肝要な点は我らはいかにこのキリストに対しているかということである。我らはこれを単なる出来事として対岸の火事視するか。否々、もしクリスチャンたる我らがこの主をそのように扱うなら、さらに禍である。我ら主の苦しみを知ったからには、全く砕けて自己の罪を嘆き、彼を仰ぎ見て、我らが不信仰なる世を愛している罪を嘆くべきである。おお、兄弟姉妹よ、この主の御苦しみを覚えて全く砕かれよ。


  しかし決して失望すべきではない。この苦は我らが聖き者となるための苦しみである。わがためになしたもうた苦しみである。さればこの信仰を得た者は進んで主の御声を聞かれよ。かのペテロは砕けて主の御声を聞いた。すなわち主は「わが小羊を飼え」と彼にのたもうた。ペテロはこの時まで遊び歩くような生涯を送っていたが、これより主のために命を捨てる生涯を送ることができた。されば我らも主の声を聞いて十字架を負わねばならぬ。主はこの私どもに「我が受けんとする杯を飲むや」と厳かなる御声をかけたもうた。この世で成功するのではない。「バプテスマすなわち死を受けうるか」と主はヨハネとヤコブに尋ねたもうた。我らは決して人の罪を贖うことはできない。しかし他人の罪のために悲しみ、またこれに同情して祈ることができる。人々が罪を悔い改めて安心を得るまでは苦しみ祈ること、これすなわちキリストの苦しみである。時間も金も惜しまず、身体も労力も惜しまず、人々からの誤解や迫害を恐れないでサタンと戦うべきである。もし我ら忠実にこれを尽くすなら、なお多くの苦しみを受けるであろう。


  私はこのように巡回にあっても集会の中にあっても、耐え切れずに倒れそうになることが時々ある。この時、自分としては主の前に倒れてそのあわれみを乞うのであるが、主は私を起こして能力を与えて下さる事を幾度も経験させられた。


  コロサイ一・二四、ピリピ三・十を見られよ。我らはこのように主の力によって主の苦しみにあずかり、教会の苦難の欠けたところを補うべき者である。


  



  主の御栄光


  「この世の司にはこれを知る者なかりき。もし知らぱ栄光の主を十字架につけざりしならん」（コリント前二・八）。


  今日の題はあまりに大きくかつ多くのことがあるから、これをまとめるのに困難を感じている。それゆえ、ただ要点のみをわかりやすく申し上げることにするから、なにとぞ祈ってもらいたい。


  今朝私は神の前に跪いた時、出エジプト記三章十八節の「願わくは汝の栄光を我に示したまえ」という聖言を思い出して、神に「わが兄弟姉妹にこの光を示したまえ」と祈った。モーセがここでこの祈りをすると、神は「わが顔を見ると死ぬ。それゆえ、岩の間にいて我が背後を見よ」と答えられた。


  けれども新約においてはこれと全く異なり、言葉は肉体となって我らのうちに宿りたもうた（ヨハネ一・十四）。コリント前書にも「神、肉体となりて現れ」（三・十六）と記されている。我らから昇って行ったのではなく、神御自身が下に降って来て下さったのである。かくして我らは主の顔を拝することができるようになった。


  すなわち栄光が隠されたので、肉眼で見ることができるようになった。そしてどんな人でもこれを拝することができる。旧約時代は見ることのできなかった御方が見える方として御自身を現したもうた。


  そして初めは普通の人のようであったが、段々とその御真相を現して下さった。これはさらに有り難いことである。それゆえわれらは今朝、霊をもってこの主の栄光を拝したいものである。そうするにはただ、私の話に感じただけではならぬ。聖霊の働きによって拝さねばならぬ。


  今、主の栄光を大別して、
 　第一、御品性の栄光
 　第二、職権上の栄光
 とする。主の御性質はすなわち主の栄光で、主御自身が何ともいえぬ栄光である。第二の栄光は王であり救い主である栄光である。しかしこれをわかりやすくするには、むしろ時代で区分して語った方がよいと思う。


  これを時代から申し上げると、
 　（一）、世の始めから持ちたまいし栄光
 　（二）、地上にありたまいし時の栄光
 　（三）、甦りて天に昇りて受けし栄光
 　（四）、再臨の栄光


  （一）、世の始めから持ちたまいし栄光


  「父よ、まだ世のあらぬ先に、わが汝と共に持ちたりし栄光をもて、今御前にて我に栄光あらしめたまえ」（ヨハネ十七・五）。


  「彼は神の形にていたまいしが、神と等しくある事を固く保たんとは思わず」（ピリピ二・六）。


  「初めに言あり。言は神と共にあり。言は神なりき。この言は初めに神と共にあり。よろずの物これによりて成り、成りたる物に一つとしてこれによらで成りたるはなし。これに命あり。この命は人の光なりき」（ヨハネ一・一～四）。


  これらの箇所を見ると、キリストは造物主、光、また命でいます。この世には命も光もあるが、それは物質世界の命また光で、彼はこの物質世界の造り主、また霊界の光、また命である。のみならず御自身の言でこの万物を支えておいでになる。世にはこの意味においてキリストの栄光を知らない者がたくさんいる。新神学の人達もその通りで、彼らはキリストを担ぎ回っていても、キリストの栄光を知らない。しかし幸いにも聖霊は我らにこのキリストの栄光を示して下さるのである。コロサイ書一章十七節を見ると、「彼はよろずの物より先にあり、よろずの物は彼によりて保つことを得るなり」とあるが、事実キリストはかかる御方である。


  （二）、地上にありたまいし時の栄光


  「言は肉体となりて我らのうちに宿りたまえり。我らその栄光を見たり。実に父のひとり子の栄光にして、恵みと真理とにて満てり」（ヨハネ一・十四）。


  ヨハネのようにこの栄光が見える人は幸いな人である。これすなわち主イエスの真相で、彼は幾年見ていてもこれで満足のいく、切りのない御方である。日光の日暮らし御門は見ていると日が暮れるというけれども、我らが見てもそれほど立派なものとは思わぬ。けれどもキリストについてはそうではない。どうか我らはヨハネのようにキリストの真相を知りたいものである。


  キリストが地上におられた時の栄光は、その御品性の栄光で、彼の謙遜、彼の愛、苦難を忍びたまいしこと、みなこれ彼の栄光である。聖ヨハネはこれを新しく見たのである。


  ある人は勲章でもブラリと下げることが栄光であると思っているが、それは真正の栄光ではない。品性こそ無上の栄光である。キリストの栄光はすなわち品性の栄光で、キリストの性質そのものが栄光である。


  ある人は「キリストの栄光は服従にある」と言われたが、実にその通りである。ピリピ書二章にあるように、死に至るまで服従されたのがその栄光である。すなわち彼の驚くべき柔和、忍耐が栄光である。人間も同じことで、金や、衣服や、住み処や、食物はその人の栄光ではなく、その人物、その品性が栄光である。


  イザヤ書四〇章五節を見ると、「かくてエホバの栄光あらわれ、人みな共にこれを見ん」とあるが、これはキリストがこの世に現れることを指したものである。


  出エジプト記二八章には祭司の長の衣のことが記してあるが、この衣の美はキリストの品性の美の模型で、彼は父なる神より称賛と栄光とをお受けになった。かのキリストがバプテスマを受けたもうた時、天より声があって「これ我が心にかなう我が愛子なり」と言われた。またかの変貌の山においても、彼は父なる神より栄光を受けたもうた。ペテロはこのことをペテロ後書一章十六、十七節で述べている。


  キリストは地上において罪人の地位につき、人間としてヨハネよりバプテスマを受けようとして来たりたもうた。これ実に畏れ多いことである。しかし神はその時、鳩のように聖霊を降してこれに栄光を与えたもうた。多くの人は他人の上に立ち、獅子なる霊を受けたがるが、これは栄光ではない。


  また、かの変貌山において、モーセとエリヤと主との談話は十字架の話であった。彼はエルサレムに行って罪人のために死ぬ間際に高く上げられた。キリストの栄光はすなわちこれである。彼は誤解され、殺され、辱められようとする時に高く上げられた。


  また、彼の栄光は奇跡において現れた。水を酒に変えた時、一言の下に病人を癒したもうた時、死人を甦らせた時、その栄光が現れ、人々は神を賛美した。


  （三）、彼が昇天の時に受けし栄光


  「このゆえに神は彼を高く上げて、これに諸々の名にまさる名を賜いたり」（ピリピ二・九）。


  彼は十字架において、人より罪人の頭として殺されたもうた。けれども神はこれを甦らせ、御自身の右に座せしめたもうた。彼は三十三年の間、この世にあって悪と戦いたもうたが、ここで凱旋して驚くべき栄光を受けたもうた。なにとぞ我らはこのキリストを見たいものである。キリストの十字架は実に大事なことであるが、しかしそれだけでは十分ではない。それは半分であって、我らは福音を全て知ろうとするなら、この高く上げられたキリストを知らねばならぬ。我らがこの栄光を知れば知るほど、経験は高くなる。また自分の置かれた地位の高さを自覚する。黙示録を見ると、彼は諸々の王の王、主の主である。またキリストは祭司の長である。昔、祭司の長は実に貴い役目であって、神より命ぜられた者でなければこの役目に着くことはできなかった。それゆえ、キリストも自らすすんで祭司の長とはなりたまわなかった。神が彼を立てて祭司の長となしたもうたのである。


  （四）、再臨の栄光


  この再臨の栄光は未来に現れるべき栄光であって、キリストは前にこの世において踏みつけられたもうたが、今度は神たる御栄光をそのまま帯びてこの世に降りたもうのである。すなわち、彼は潔められた者を救うために、これを迎えに来られるのである。この時、潔められた者はその朽ちるべき肉体を栄光の形に化せられ、この主にまみえるのである。おお、実に嬉しい。


  今われらはその御言をもって、また聖霊によって主を拝している。けれどもその時は顔と顔を合わせてお目にかかることができる。ハレルヤ。このことを思うと我らの心は引き立って来る。この主にお目にかかる時、すべてのことが解決する。おお、ハレルヤ！


  そしてかのヨハネがヨハネ第一書三章一～七節で言うように、この望みを持つ時に聖別されて、その御品性に化せられるのである。


  しかし、この主は不信者にとっては実に恐ろしい御方である。かのテサロニケ後書一章七節を見ると、この世のよこしまな人に対しては恐るべき方であることがわかる。テサロニケ後書二章三節を見ると偽キリストのことが書いてあるが、キリストは再臨の時、その御栄光をもって彼を滅ぼしたもうのである。また地上にいる民に対しては黙示録十九章十一～十六節を見られよ。この時、英国でもドイツでも神に反抗している国はみな拭い去られる。この時こそキリストが諸王の王、諸主の主として世界に君臨される時である。この時、彼を知る者は彼と共に王となることができる。おお、ハレルヤ。このキリストを知りたい。さすれば我らは高く天にまで挙げられるのである。これ神の言である。彼の言には少しの偽りもない。


  のみならず、このキリストは新天新地において新しい栄光を持ちたもうのである。黙示録二一章二二～二三節を見られよ。ここは愉快きわまるところである。義しき者はここに住むに至る。かのソロモンの神殿は実に栄光あるものであった。しかしこの新しいエルサレムとその宮殿はこれに遙かにまさって立派である。その町の路は黄金である。ある人は「金なんかいらない。天国に行ったら踏んで歩くのである」と言っていたが、実際そうである。石垣の基を見ても最も高価な宝石で造られている。


  アメリカのある所では、「大木の真ん中を馬車が通って行く」と言って威張っているが、そんなものは何でもない。ここでは一つの真珠で一つの門ができている。ハレルヤ。この美わしい町に宮殿があって、その宮殿はすなわち神とキリストである。またその光もキリストで、彼は我らの全き光である。


  さて、ここで起きてくる問題は、我らはこの栄光の主をいかに迎えるかである。


  この間、御牧氏が鎌倉において皇太子殿下が人力車にお乗りになるのを見たそうである。その時、車夫は殿下のお乗りなさるまでは地に頭をすりつけんばかりにして平身低頭して待っていたということである。しかし神が高く上げたまいしキリストは、殿下よりなお尊い御方である。であるから、主イエスの前にすべての者がみな膝をかがめると記してある。だがこの栄光を知らぬ人はキリストの前に出ても知らずに突っ立っている。


  へブル書一章を見ると、キリストは神の真の形であると記している。そしてこの御方に各様の天使が仕えているのである。


  またマタイ伝二八章十六～二〇節を見ると彼の権威が記してあるが、これを思うならどんな所でも我らには決して恐ろしくない。彼は在さざる所なき御方である。この御方こそ甦って高く上げられ、約束の聖霊を父より受けてこれを我らに注ぐ御方である。それゆえ我らがこの聖霊を受け入れ、我らのものとする時、ペンテコステとなるのである。この父より高く上げられたイエスは権力の右に座したもう御方であるゆえに、悪魔はいかに力を尽くそうとも、そんなことに頓着なく約束通りに聖霊を下し、これによって我らを全く愛の人となしたもうのである。


  我らの信ずるキリストはかかる御方であるがゆえに、我らは自分のために信ずるのみならず、我が国のために信じて祈りたい。「主よ、信じます。あなたにおいては成しあたわざるところなしです」という風に信じて祈りたい。さすれば必ずリバイバルが起きる。我らは今までいかほど祈ったかわからないが、その答の来ないのを見て、悪魔が神より強いように思ったかも知れないが、実際はそうではない。彼は栄光を受けた主、勝利の主、栄光の主である。それゆえ信じれば必ず後の雨が降る。


  また、このキリストはメルキゼデクのような御方である。へブル書七章を見ると、このメルキセデクはサレムの王でキリストの模型であるということである。


  詩篇二四篇は昇天の予言であるが、我らはこれを心にあてはめて、今わが心を開いてこの栄光の主を入れ奉りたい。ヨハネ伝十七章二二節を見ると、主は弟子たちに栄光を与えたもうた。この栄光とは何であるか。一口で言うと聖霊である。その通り彼は我らの心の中にこの宝を入れ、そして天の所に彼と共に座せしめたもうた。のみならず、エペソ一章の十八節にあるように、極めて大いなる力、すなわち主の甦りの力が我らに働いているのである。そして我らが彼の形に化し、花嫁となるまでこの力が働くのである。されば我らはなお一層、彼の苦しみにあずかり、また現れようとする栄光を受けたいものである。


  



  顔覆いを除け


  「されど彼らの心にぶくなれり。キリストによりて顔覆いの廃るべきを悟らねば、今日に至るまで旧約を読む時その顔覆いなお残れり。今日に至るまでモーセの書を読むとき、顔覆いは彼らの心の上に置かれたり。されど主に帰する時、その顔覆いは取り除かるべし。主はすなわち御霊なり。主の御霊のある所には自由あり。我らはみな顔覆いなくして、鏡に映るごとく主の栄光を見、栄光より栄光にすすみ、主たる御霊によりて主と同じ形に化するなり」（コリント後三・十四～十八）。


  ここに顔覆いという字が幾度も出ている（十四、十五、十六、十八）。この短い箇所に四度も繰り返されている。神は今朝、主との交流について教えたもうたが、私はこの午後その交通の妨害となる顔覆いについてお話ししたいと思う。第一に顔覆いのある生涯について考え、第二にその顔覆いを取り去られる道、第三に顔覆いを取り去られた結果、すなわち変貌の状態について語りたい。


  この頃、私は日本のリバイバルのために祈っているが、祈るにつけ「お前はどうだ」と尋ねられ、私自身のことについて大いに教えられている。私をはじめ、我ら聖潔の群れはどうか。私はこのことを考えている。今回ここで美しい御言を聞いて、喜んで山を下っただけでは駄目である。諸君は聖潔の群れの中でも毎日ごちそうになっている。いろいろ賜物のある僕を遣わされて、色々な方面から教えられている。諸君ほど幸福な者はない。しかし、そこに責任があることを忘れてはならない。多く与えられたならば多く求められる。このたび特に私は実際問題について考えたい。高い理想、美わしい言、これはもちろん必要であるが、これだけでは駄目である。私はこの頃深く教えられている。今日は諸君に説教するというよりも、むしろ私の懺悔として聞いていただきたい。


  一、顔覆いのある生涯


  第一、十四節「されど彼らの心にぶくなれり。キリストによりて顔覆いの廃るべきを悟らねば、今日に至るまで旧約を読む時その顔覆いなお残れり」。また十五節に「今日に至るまでモーセの書を読むとき、顔覆いは彼らの心の上に置かれたり」。これはユダヤ人のことであるが、我らの間にもこの顔覆いが残っていることがある。これは事実である。空想ではない。さてその顔覆いの者を大別すると三種類ある。第一に未信者、第二にまだ潔められていない人、第三に聖潔の恵みから落ちた人である。


  救われていない者はもちろん、神と自分との間に顔覆いどころではない、恐ろしい障壁がある。ここに書いてあるユダヤ人の顔覆いは己の義と不信仰のためであった。であるから救いさえ得られない。顔覆いどころか、大変なものが神と自分との間にあるのである。


  第二、まだ潔められていない人は、救われているが、やはり顔覆いがある。何だか神と我との間に妨害がある。薄紙がかかっているようである。夜のようではないが、明々と輝いている太陽を仰ぎ見るようにはいかない。ちょうど曇天のようである。その妨害の第一は己の意志である。私がやられていたのもこれであった。神が私に向かって矢を引きたもうた時、狙いをつけられたのはこれであった。「御旨を成したまえ」と祈りはするが、心の中はまさにそれができなかった。全き服従ができないのはつまり、この己の意志が心の中にわだかまっているからである。全き献身ができないのも心の中にこれがあるためである。おお、この妨害物があってはならぬ。我らの霊魂は鹿が谷川を慕うように生ける神を慕っているであろうか。「すべての妨害を全く取り去られ、主と真正に親密に、今朝教えられたように楽しい高い生涯に入りたい」と、あなたは切に願っているであろうか。バックストン教師は今朝、表から話されたが、私は裏から話そう。神は「隔てのない水入らずの交際のうちに楽しく暮らしたい」と願っておられる。共に楽しみ、また共に苦をなめたいというのが、我らの新郎たる主イエスの御願いである。隔てがあっては大変である。これは潔められていないからである。ぜひ潔めてもらい、妨害物を全く取り去ってもらって、主と全く一つにしてもらいたい。


  第三種の人は潔められたけれども、その恵みから落ちた人である。この点について私は一番憂えている。元来潔められた経験があると、そこに弛みが生じて、聖潔より落ちていながらそれを知らない人がいる。落ちていながら進歩しようと思っている。しかし落ちている人はまず回復する必要がある。救いでも聖潔でも資格と状態とは違う。一度悔い改めたらその人は救われ、生まれ変わって、神の子たる資格がある。されども、その後のその人の状態が大切である。上辺から見ると、やはり未信者と同じではない。しかしその人は資格まで失ったかと言うと、そうではない。その人は状態において落ちたのである。聖潔においてもその通りである。真正に徹底した聖潔を受けたなら、あなたの罪の性質は十字架につけられ、あなたの「己」は死んだのである。一度死んだなら、死んだり生き返ったり、また死んだり生き返ったりするものではない。聖霊が一度臨みたもうなら、永遠に宿りたもう。これは資格である。こちらの行いによって得られるものではなく、またこれは一瞬になることで、一度で十分である。幾度も幾度も潔められなければならないというものではない。聖霊を一度受けたなら、後はただ何遍でも満たされるのである。しかし資格はあっても、状態においては昨日は潔くて明日は駄目かもしれない。多くの人は聖潔の資格を得たことで安心し、状態を失っていても安心している。おお、諸君、我らお互いに今はどうか、それを省みたい。聖潔の状態を失っているなら、聖霊を受けていても主と自分との間に何か隔たりがある。


  それではどうして聖潔の状態から落ちるかと言うと―― 一、律法の下に首を突っ込んでもがくと落ちる。ガラテヤ人が落ちたのもこれであった。我らは恵みによって救われ、また潔められた。その後の恩恵の完成もやはり純粋な恩恵である。しかるにこれを忘れて下手をすれば、律法の下に入って自分の力でもがきだす。パウロはその愚に陥ったガラテヤ人に向かって「汝らはかくも愚かなるか。御霊によりて始まりしに、今肉によりて全うせらるるか」（ガラテヤ三・三）と言った。律法は実に道理にかない、また立派なものであるが、それに首を突っ込んで、純粋に神の力によらず自分の力で己を仕上げようとすれば、必ずもがくものである。我らがユダヤ人の顔覆いの中に首を突っ込むことは余計なことである。ローマ書七章はその律法の下に首を突っ込んだ生涯である。潔められた後でも律法の下に首を突っ込めばやはり同じことで、「ああ、われ悩める人なるかな」と叫ばければならない。


  二、次に献身を取り戻すと聖潔の状態から落ちる。レピ記二七章二八節「ただし人がそのすべて持てる物のうちより取りて永くエホバに納めたる奉納物は、人にもあれけものにもあれその遺業の田畑にもあれ、一切売るべからず。奉納物はみなエホバにいと聖き物たるなり」。神に献げた物はこれを売ることもできないし、代価を出して払い下げを願うこともできない。物品でも人間でも、決して取り戻してはならぬ。これはあってはならぬことであるが、事実あることである。時間の用い方にしても、あるいは金銭の用い方にしても、神の御旨でないことをする。夜にならないから安心しているが、曇天である。献身を取り戻しているなら、どんなに威張ったところで駄目である。聖潔は祭壇の上にのみある。そこに火が燃えているのである。


  三、不従順だからである。イザヤ書二九章九、十節を見られよ。「汝らためらえ。しかして驚かん。汝らほしいままにせよ。しかして目くらまん。彼らは酔えり。されど酒のゆえにあらず。彼らはよろめけり。されど濃き酒のゆえにあらず。そはエホバ酣睡うまいの霊を汝らの上に注ぎ、しかして汝らの目を閉じ、汝らの顔を覆いたまえり。その目は預言者、その顔は先知者なり」。神より何か御声がかかった時、ことに我らの犠牲を求めたもうた時、自分に損になること、また辛いことが来た時、頭から不従順は出ないものの、ためらう。神からの声であるから、すぐさま実行しなければならないのであるが、躊躇する。「そうすればこういう損をする。それは苦しいことだ」などと悪魔がささやく。そこでためらうのである。であるから酣睡うまいの霊が注がれるのである。これは黙示の霊とは反対である。黙示の霊なら、天の栄光、霊的意義がどしどし示されるのであるが、その反対で酣睡するのである。兄弟姉妹よ、黙示と了解とは違う。詩人がいわゆるインスピレーションを受けるようなことなら、罪人でもできる。これは決して黙示ではないのである。我らの身体に電気をかけても、もし電流を妨げるものがあるなら、いくら経っても決して流れない。しかしそれが取り去られるなら、ピシビシ電気が流れる。そのように顔覆いが取り除かれるなら、黙示の霊に満たされることができるのである。


  四、いま一つは肉に所を得られることである。我らは聖潔められても肉体はある。これがあるのでキリストの再臨まで決して油断してはならない。この肉体は神の器にもなれば、また悪魔の器にもなる。であるから、この肉体の用い方に注意しなければならない。例えば、安逸、快楽等に所を得られると、聖潔の状態から落ちる。快楽といってもその中には罪にならない快楽もあるが、それをむさぼり、それに耽ると恵みから落ちる。雅歌五章を見ると、キリストは外に立って新婦を呼んでいたもうのに、新婦は家の中で床に入っていた。そのため、ついにキリストは立ち去ってしまわれたので、新婦が大騒ぎしたことが書いてある（二～六）。パウロはこの点について非常に警戒していた。「わが体を打ち叩きてこれを服従せしむ。恐らくは他人に宣べ伝えて自ら棄てらるる事あらん」（コリント前九・二七）。肉体は罪ではない。それゆえ殺すべきものではない。しかし肉体のしたい放題にしてはならない。我らの肉体は神に献げた生ける神の宮となっているはずである。


  五、いま一つは愛の実を失う時である。例えば人の噂をする時、その恵みを失う。これはお互いに注意せねばならぬことである。祈りのために言うのならともかく、重荷に感じて祈りのためにというのならよいけれども、そうでないのに噂するのはよくない。また、当人に向かって言う時でも、夫婦の間でも、主人と下女の間でも、言葉を慎まないとちょっとしたことから隔てができる。ガミガミ言った時、どうであるか。実際すぐさま祈れるであろうか。理屈の上ではこちらが正しいにせよ、心の中に輝きが消え去る。多くの人が憂うべきことは、太陽を見失いながら永いあいだ問題に慣れてしまって、夜でないからといって曇天で安心していることである


  六、密室の生涯を怠ると隔てができる。聖書を読むこと、祈りをすること、主を求めること等をするのはするが、ただお茶漬けで、サッサとやって他の事をする。そして「忙しいものだから」と口実を言うけれども、それでは魂は決して承知しない。


  七、もう一つは偶像があるからである。ヨハネはその書簡で深いことを言って、最後に「子よ、自ら守りて偶像に遠ざかれ」と言っている。主に全身の愛を献げることができず、あるいは妻子、あるいは事業、あるいは伝道さえも、あるいはまた我が教会、我が団体が偶像になる。ある人は自分の趣味が偶像になっている。その方にその力が奪われる。この間、私は旭川で電灯が一晩消えたことを聞いて、「なるほどそれだ」と思った。旭川中の電灯がどこもにわかに消えてしまったので、皆が大騒ぎをした。会社でもいろいろ調べてみたが一向にわからない。そのため、とうとうその晩一晩、旭川の町は暗闇の夜で、その晩は泥棒が諸方で働いたそうである。翌日初めてその原因がわかった。発電所から町に行く途中、十一才くらいの子供がいたずらで針金を電線にひっかけ、その一端を地上に入れたのである。そのため、一万五千ボルトの電流が町へ行く途中でみな地面の中に入ってしまったのだとわかったそうである。ああ、偶像とはこの子僧である。聖霊は一万五千ボルトどころでなく、何億ボルトあるかわからないが、偶像のあるところではどれほどあっても駄目である。我らもどこかに漏れがないか省みたい。


  八、もう一つは主以外に目を向けることである。主以外のものに目を向けるなら、我らは決して満足できない。ペテロは主以外のものに目を向けたところ、沈みかけた。そのとき主は「何ぞ疑うや」と仰せたもうた。多くの人もぺテロのように、主以外のものに目を向けて疑い、その次に恐れる。そしてキリストとの交通が切れる。


  九、もう一つは、やはりペテロから学ぶべきことであるが、肉の力に頼ることである。今朝バックストン師の話を聞いていた時、私は教えられ、また警戒させられたところが あった。あの三人の弟子のうち、ペテロは主を離れていた。ゲッセマネにも行き、祭司の長の庭にも行ったが、主と離れていた。主は人を救うために死のうとしておられたのに、ペテロは逃げてしまった。肉の元気に頼っていたからである。


  その他まだまだ多くあるが、今、時間はないし、一々詳しく言うことはできぬ。例えば少しでも虚言を言えば、すぐさま主との間に隔たりができる。大虚言でなくても小虚言でもすぐさま主との交通が断たれる。おお、我らは自ら省みたい。


  二、顔覆いを取り去られる道


  第二の点はその顔覆いを除かれることである。十四節の終わりに「キリストによりて顔覆いの廃るべき」とある。ご承知の通り、キリストが十字架の上で死にたもうた時、エルサレムの至聖所の前にあった隔ての幕が上から下に裂けた。これは実に畏れ多いことである。キリストの御身が裂かれた。そのために神との交通が開かれたのである。へブル書十章にそのことが述べられている。「その肉体たる幕を経て我らに開きたまえる新しき生ける路よりはばからずして至聖所に入ることを得」（二〇）。神は罪を知らない者を我らの代わりに罪となしたもうた。神はさながらキリストの体を罪の塊、罪そのもの、邪魔物のように取り扱われ、そのキリストの御体を裂いてしまわれた。その時、あの幕が上から下まで裂かれたのである。実に畏れ多いことである。イザヤ書二五章七節を見ると「またこの山にてもろもろの民のかぶれる顔覆いと、もろもろの国の覆える覆い衣を取り除き」とある。天下万民が待ちわびていた救い主が現われて、カルバリで顔覆いを取り除きたもうた（六～九参照）。これは神の側である。それでは我らはどうすればよいか。コリント後書三章十六節に「されど主に帰する時、その顔覆いは取り除かるべし」とあるように、主を信ずる時にそれが取り除かれる。これは実に実験である。我らの行くべきところは唯一ヶ所、すなわち十字架の麓である。それ以外に行くところはない。砕けた心をもってここに行く時に取り除かれる。私は長らく顔覆いがあって苦しんでいたが、ここで取り除かれた。その後、私は聖潔めの恵みから堕落したこともあったが、やはりここに来てここで恵みに満たされ、再び主との交通に立ち帰る事を得た。今日ここにいまだ潔められていない兄弟姉妹や、また聖潔の恵みから落ちている方があれば、他に行くのではなく、ただ十字架の下に行けば解決がつく。キリストによって顔覆いは取り除かれ、キリストの御顔を拝することができる。天よりの電流をピシピシ感じるようになる。


  三、顔覆いを取り去られた結果


  第三は、その妨害のなくなった結果である。十八節「我らはみな顔覆いなくして、鏡に映るごとく主の栄光を見、栄光より栄光にすすみ、主たる御霊によりて主と同じ形に化するなり」。これは進歩である。恵みから落ちている場合、まず回復して初めて進歩する。他方、すでに潔められている場合、あるいはまた堕落した場合は、それから進歩する。神の栄光を見ることにより、我らも同じ栄光に進み行く。神が柔和であるように我らも柔和になり、神が愛であるように我らも愛深き者となり、また神の忍耐、寛容を我らにも与えられる。そのために聖霊は働いていたもうのである。「栄えに栄えいや増してそれと同じ形に化する也」。ちょうど神が我らを鏡となして、我らに神が映りたもうようなわけである。その鏡を見ると、我らではなく、すなわち鏡ではなく、その中に映っておられる神の栄光が現れる。


  時間がないので他の点について言うことはできないが、三章十七節に自由がある。四章6節を見ると光がある。「神の栄光を知る光」。またその七節に力がある。十、十一節に命がある。イエスの命が我が身を通して現れるのである。もちろんこれは我らがイエスの死を身に負う時、すなわち犠牲となる時、その命が我らの身を通して現れるのである。


  今日ここで深く省みたい。まだ顔覆いが残っていないであろうか。残っているのならば、十字架の下に来て今除いてもらわれよ。そしていよいよ進歩したいものである。


  



  十字架


  「『キリスト・イエス罪人を救わんために世に来たりたまえり』とは、信ずべく正しく受くべき言なり。その罪人のうちにて我は頭なり」（テモテ前一・十五）。


  今夜私の願いは、聖霊の御力によって我らが我が罪とキリストの愛とを深く味わうことである。


  パウロは聖霊の光に照らされて、「その罪人のうちにて我は頭なり」と叫んだ。「あの人は実に大いなる罪人である。我はあの人ほど悪くない」とは言わなかった。これ聖霊に感じた証拠である。願わくば今夜、我ら聖霊に感じ、各々他人を評することをやめ、己が罪人の頭なることを悟りえんことを。


  ペテロ前書四章三節においてペテロは悲しんで懺悔の告白をして曰く「汝ら過ぎし日には、異邦人の好む所を行い、好色、欲情、酩酊、宴楽、暴飲、律法にかなわぬ偶像崇拝に歩みて、もはや足れり」と。私自身過去を顧みるとき、実に耐え難い重荷であって、悔やみ、悲しみ、沈み、キリストがなければ実に一刻も生きていることができない感がある。我らの隠れた思いをも見知りたもう神よ、願わくは我を探って我が心を知り、我を試みてわが諸々の思いを知りたまえ。願わくは我に邪なる道のありやなしやを見て、われを永遠の道に導きたまえ（詩一三九・二三、二四）。アーメン。


  罪というものは人の前でも実に恥ずべき、厭うべきものである。けれども神の前では、我らの罪は実に何とも言えないほど醜く悪いものであることを見るであろう。パウロは「律法によれる義につきては責むべき所なかりし者」（ピリピ三・六）だったが、「その罪人のうちにて我は頭なり」と言った。これなぜであろうか。思うに、罪の罪たる真義と神の愛とを知ろうとするなら、「世の罪を除く神の小羊」を見よ（ヨハネ一・二九）。


  父の懐におられたかの至愛の御ひとり子が、汚れもなく罪も知らない御身でありながら、なぜ慈父の懐より離れ、住み慣れた天の御国より出て、この汚らわしい浮世に下りたもうたのであろうか。我らが神に逆らって罪を犯し、欲を重ね、滅亡しかけていたがゆえに、主は静座黙視するに忍びず、我らを救うため宝座を捨てて下りたもうたのではないか。我が罪は実に彼を天の聖位より引き下ろしたのである。彼はご自身の造りたもうた国に来られたのに、入る家がなかったのは（ルカ二・七）、なぜであろうか。我らが己の欲のため、自ら全くこの世を横領し、我が主を拒んだためではないか。されど主は忍んで馬槽に伏したもうた。以来、辛酸なる生涯をなめたもうて、「狐は穴あり、空の鳥は巣あり、されど人の子は枕するところなし」と言いたもうに至った。これは我らの罪のために、主は一刻も安んじたもうことができなかったからである。


  「彼は悲しみの人にして病を知れり」（イザヤ五三・三）。栄光の主でありながら、打ちしおれて見る影もない御姿となり果てたまいしはなぜであるか。その背の上と胸の中の重荷は何であろうか。夜静かに人眠る時、ひとりゲッ セマネの園で号泣苦悶したもうのは誰であろうか。「イエス憂い悲しみ出でて言いたもう、『わが心いたく憂いて死ぬばかりなり』」（マタイ二六・三七、三八）。「イエス悲しみ迫り、いよいよ切に祈りたまえば、汗は地上に落つる血の雫のごとし」（ルカ二二・四四）。「まことに彼は我らの病を負い、我らの悲しみを担えり」（イザや五三・四）。彼は天より十二軍余の使いを呼び降し、己に敵する万人を瞬く間に殺しうる御身でありながら、力尽きて助けもない盗人のように渡されたもうたのはなぜであろうか。我らの罪が彼を捕らえる縄となり、愛なる我が主はこれを断ち切って我らを捨てることをよしとせず、我らのために甘んじて縛につきたもうたのではないか。「彼は苦しめらるれども自らへりくだりて口を開かず、屠り場に引かるる小羊のごとく、毛を切る者の前に黙す羊のごとくしてその口を開かざりき」（イザヤ五三・七）。ピラトが怪しむほど主が黙したもうたのはなぜか。主は聖き神の御前に立って、我らの罪のため胸ふさがり、悄然服罪したもうたからではないか。


  「されこうべと言う所に至りて、イエスを十字架につけ、また悪人の一人をその右、一人をその左に十字架につく」（ルカ二三・三二）。ああ、これは何たる光景であろうか。天地万有の造り主、王の王、主の主たる神が、無残にも異邦の人の手に渡され、盗人の真中に置かれ、最も恥ずべき、最も苦しい、最も恐ろしい十字架の刑を受けたもうとは。「われ水のごとく注ぎ出され、わがもろもろの骨は外れ、わが心はろうのごとくなりて腹の内に溶けたり。わが力は渇きて陶器のくだけのごとく、わが舌は顎にひたつけり。なんじ我を死の塵に伏させたまえり。そは犬われを巡り、悪しき者の群れわれを囲みて、わが手およびわが足を刺しつらぬけり。わが骨はことごとく数うるばかりになりぬ。悪しきもの目をとめて我を見る。彼ら互いに我が衣を分かち、我が下着をくじにす」（詩二二・十四～十八）。ああ、十字架の木は我らの呪いを示している。主を十字架につけた者は私である。主の御手と御足を貫いた釘はわれらの罪である。私は十字架を仰ぎ見、その麓にひれ伏し、栄光の主を釘付けにした我が罪を思い、何ともこの感動を言い表すことができない。願わくは聖霊、今われら各自にこの罪の何たるかを示したまわんことを。声あり、聴け。イエス言いけるは「父よ、彼らを赦したまえ。そのなすところを知らざるがゆえなり」。兄弟よ、彼の尊い体が裂けたのを見よ。「これは汝らのための我が体なり」（コリント前十一・二四）。兄弟よ、彼の宝血が流れ下るのを見よ。「これは契約の我が血なり。多くの人のために、罪の赦しを得させんとて流す所のものなり」（マタイ二六・二八）。「イエス世にある己の者を愛して、極みまで之を愛したまえり」（ヨハネ十三・一）。「昼の十二時より地の上あまねく暗くなりて、三時に及ぶ。三時頃イエス大声に叫びて『エリ、エリ、レマ、サバクタニ』と言いたもう。わが神、わが神、なんぞ我を見棄てたまいしとの意なり」（マタイ二七・四五、四六）。この黒暗は何か。我らの罪である。「エホバの手は短くして救い得ざるにあらず。その耳は鈍くして聞こえざるにあらず。ただ汝らのよこしまなる業、汝らと汝らの神との間を隔てたり。また汝らの罪、その御顔を覆いて聞こえざらしめたり」（イザヤ五九・一、二）。主が父より捨てられたまいしは、我らの罪のためではないか。主が苦痛の極み「われ渇く」（ヨハネ十九・二八）と言いたもうたのは、我らの罪の炎すなわち地獄の火が主イエスを焦がしたことによる。この時、罪人は渇きを増す酢を与えた。我らは主の苦しみを減ずることを少しもなさず、ただ増し加えるのみであった。「イエス再び大声に呼ばわりて息絶えたもう」（マタイ二七・五〇）。ああ、汚れも咎もなき神の御ひとり子はみうせたもうた。人殺しどころか天地の主なる神の命を取ったのである。ああ、これより大いなる罪はどこにあろうか。「その罪人のうちにて我は頭なり」。「それ義人のために死ぬる者ほとんどなし。仁者のためには死ぬることを厭わぬ者もやあらん。されど我らがなお罪人たりし時、キリストは我らのために死にたまいしによりて、神は我らに対する愛をあらわしたまえり」（ローマ五・七、八）。「キリスト・イエス罪人を救わんために世に来たりたまえり」。感謝すべきかな。「こと終わりぬ」（ヨハネ十九・三〇）。


  終わりに味わいたいのは、我らに賜うところの聖霊によって、神の愛が我らの心に注がれることである。なつかしくもみうせし主は、甦り来たりて我らの中に立ち、少しも我らの罪、失敗、不忠実を責めたまわず、彼はそのようなものを全く記憶したまわないのである。ただ釘の跡のある御手と脇とを示し、マリアのように失望している者にも、ペテロのように主を否んだ者にも、トマスのように不信仰な者にも、「平安なんじらにあれ」とこの上もない慰めを与え（ヨハネ二○・十九、二一、二六）、「信ぜぬ者とならで信ずる者となれ」（ヨハネ二〇・二七）、「我が手わが足を見よ。これ我なり」（ルカ二四・三九）と言いたもうのである。兄弟よ、一言一句呼吸ことごとく愛ならざるはない。兄弟よ、我らは自己の愛なきを嘆き、悩むには及ばない。主はいま愛の息を吹きかけ、「聖霊（すなわち愛なる神）を受けよ」と命じたもう。我らはただ彼を吸入せよ。ただ信じて生きよ。己には冷淡なる感情あるとも、これに頓着せず、我は神を愛し、また人を愛すと信ぜよ。また神は他の兄弟をして同じく神と人とを愛させたもうことを信ぜよ。さらば我ら皆、聖霊に満たされるであろう。


  



  ペンテコステの火 約束の聖霊


  「なんじら信者となりしとき聖霊を受けしか」（使徒十九・二）。


  あなたがたが義と不義とをわきまえ、己の罪を悔い改め、イエス・キリストを信じるようになったのは、まさに聖霊の働きによる。けれども、これは聖霊の感化の一部にすぎず、この恵みの賜物はすべての人（特に未信者）にも及ぶのである。されど約束の聖霊すなわち円満なる神体は信者にのみ与えられるもので、聖霊御自身を受けることは聖霊の感化とは異なる。言葉を変えて言うと、神の恵みを受けることと神（約束の聖霊）を受けることとは大いに異なるのである。


  約束の聖霊とは何か。主イエスが渡されたもうた夜、弟子たちに別れを告げて曰く「われ父に請わん。父は他に助け主を与えて、とこしえに汝らと共におらしめたもうべし。これは真理の御霊なり。世（不信者）はこれを受くることあたわず。これを見ず、また知らぬによる。汝らはこれを知る。彼は汝らと共におり、また汝らのうちにいたもうべければなり」（ヨハネ一四・十六、十七、二六、同十五・二六を見よ）。また曰く「われ真を汝らに告ぐ。わが去るは汝らの益なり。我さらずば助け主なんじらに来たらじ。我ゆかば之を汝らに遣わさん。かれ来たらんとき、世をして罪につき、義につき、裁きにつきて、あやまてるを認めしめん。罪につきてとは、彼ら我を信ぜぬによりてなり。義につきてとは、われ父に行き、汝ら今より我を見ぬによりてなり。裁きにつきてとは、この世の君さばかるるによりてなり。我なお汝らに告ぐべき事あまたあれど、今なんじら得耐えず。されど彼すなわち真理の御霊きたらん時、汝らを導きて真理をことごとく悟らしめん。かれ己より語るにあらず。おおよそ聞くところの事を語り、かつ来たらんとする事どもを汝らに示さん」（ヨハネ十六・七～十三）。これすなわち主イエスが弟子らに約束したもうた聖霊である。


  主イエス、死より甦らされたもう時、再び言いたもう「エルサレムを離れずして、我より聞きし父の約束を待て。聖霊なんじらの上に臨むとき、汝ら力を受けん。しかしてエルサレム、ユダヤ全国、サマリヤ、及び地の極にまで我が証人とならん」（使徒一・四、八）。かくて弟子たちは心を合わせて常に祈りにつとめたので、「五旬節の日となり、彼らみな一所に集いおりしに、烈しき風の吹きたるごとき響き、にわかに天より起こりて、その座する所の家に満ち、また火の如きもの舌のように現れ、分かれて各人の上にとどまる。彼らみな聖霊にて満たされ、御霊の宣べしむるままに異邦の言にて語りはじむ」（使徒二・一～四）。これすなわち約束の聖霊が彼らに臨みたもうたのである。


  ペテロが十一人と共にイエスを殺したユダヤ人に向かい、主の十字架と甦りとを説いた時、彼らはこれを聞いて心を刺されるような思いをしたのである。時にペテロは彼らに悔い改めるべきことを諭し、イエス・キリストを信じよと命じたので、この日弟子に加わった者はおよそ三千人であった。これより福音は四方に伝播して今日に至り、遂にほとんど全世界に及んだ。ああ、父、子、聖霊なる神に栄光あれ。アーメン。


  今、この約束の聖霊、すなわち永遠に共にいまして内に宿りたもう慰め主を受けることについて説こう。


  再び問う。兄弟姉妹よ、なんじ信者となりし時、聖霊を受けしや。君は絶えず神と共にあるか。実際のところ、ただ主イエスの名の中に入れられてバプテスマを受けただけで、いまだに聖霊を受けていない人がいる（使徒八・十六）。このような信者はある時はキリストに従い、ある時は悪魔に従う。彼らは内心では神に従うことを願い、これを努める。しかし悲しいかな、彼らは絶えず境遇の奴隷となり、悔い改めてはまた罪を犯し、また悔いては罪を犯す。意志と言行との間に常に衝突が生じ、常に義との衝突を生じる。そのため彼らは世の光、地の塩となることができないばかりか、ますます未信者に疑いを抱かせ、つまずかせることになるのである。ゆえにかかる信者の心中に平和円満がなく、喜楽も永続することはないのである。


  昔イスラエルの民は、神に導かれて暗黒無道なるエジプトの国よりのがれ、たえなる聖霊によって紅海を通過した。しかし、その全霊全生全身を全く神に帰服させることをしなかったので、一直線に信仰によって歩むことができず、常に境遇の奴隷となった。少し飢えを感じただけでたちまち不平をならして神を怨み、渇きを感じた時には神の僕モーセに迫ってこれを罵り恨んだ。あるいは暗黒なるエジプトに帰ることを願い、不義の財産を慕い、一時の肉欲に耽ろうとし、あるいはかの金像を拝してエホバの神を拝さなかった。けれども恵み深い神は常に忍んで彼らを顧み、昼は雲の柱、夜は火の柱をもって彼らを導き、また日々彼らのためにマナ（食物）を備えたもうた。しかるに彼らはなお神を疑い続け、私欲のために義なる神の命令に背き、とげある鞭を蹴り、自ら求めて辛苦をなめるに至ったことが度々あった。このようにアラビヤの荒野をさまようこと四十年、しかして後、ようやくかの乳と蜜の流れる神の約束の地なるカナンに入ることができた。兄姉よ、君はすでに一たび悔い改めてエジプトを出て、主キリストを信じて紅海を通過した者であろう。されば実際、君の罪は赦されて救われたのである。けれども君はなおアラビヤの荒野をさまよっているのではなかろうか。君は果たしてすでにカナンに入ったか。全知全能の神は知りたまわぬことはない。君は全く潔くあるか。また心を尽くし、意を尽くし、力を尽くして主なる汝の神を愛しているか。己のごとく隣人を愛しているか。常に喜び、絶えず祈り、すべてのことについて感謝しているか。兄弟姉妹よ、君はいまだに全く潔くなく、その潔くない心で計画した事業を行って神を喜ばせようとするのか。もしまことに神のみを喜ばせようするならなおよい。けれどもその内心の一部は密かに肉の利益を求め、世人の名誉を慕っているのではなかろうか。その事業を行うのは神を喜ばせようとすることよりも、むしろ己を喜ばるためではないか。その潔くない手で己の業をなし、聖き神の栄光を現そうとするのか。見よ、君は白く塗った墓のように、その内部の汚れを包み隠し、わずかに外面を飾り、しかして揚然自得の色あって、神に栄光を帰すよりも己に栄光を帰しているのではなかろうか。


  さらに一例をあげるなら、ペンテコステ（約束の聖霊が弟子に下った日）以前のペテロはすなわちこれであった。眼前に敵なく、苦難いまだ来たらず、他の弟子たちと共に主の前にあった時、ペテロは血気にはやって奮発し、「主よ、我は汝とともに獄にまでも、死にまでも行かんと覚悟せり」（ルカ二二・三二）と断言した。しかし数時間後、敵が襲ってきて、主は捕らわれて引いて行かれ、弟子たちは離散するに至った時、ペテロは果たしてその言葉のように主と共に行ったか。否々、彼は遠く離れてイエスに従った（マタイ二六・五八）。これに加えて、敵の一人のはしためがペテロを見、「この人も彼と共にいた」と言った時、卑怯にもペテロは禍いが身に及ぶのを恐れて、愚かにも神より人を恐れ、ついに偽って「女よ、われ彼を知らず」と言った。さらに他の人の前で主の弟子であることを再び否み、三度目にまた別の人の前で主を罵り、拒んだのである。やがて鶏が鳴き、主が身を翻してペテロを見たもうに至り、彼は外に出て激しく泣いたのである（ルカ二二・五六～六二）。


  ああ、兄弟よ、今君はどうか。君はペテロではないだろうか。時として遠く離れて主に従ってはいないか。今、君のために鶏が鳴く。今、主は君を見たもう。君の良心は叫び、君に警告しているのではないか。今、君はその場にいたたまれず、ペテロと共に外で激しく泣こうとしていないか。「わが欲する所の善は之をなさず、かえって欲せぬ所の悪は之をなすなり。ああ、われ悩める人なるかな。この死の体より我を救わん者は誰ぞ」（ローマ七・十九、二四）とは君の衷情の叫びではないか。


  兄姉よ、君はキリストに属する者ではないか。君を悩ますものは何か。肉の心すなわち本性の己に他ならない。根があれば芽を生じ、また枝葉を生ずる。一時その芽あるいは枝葉を切り取っても、根がある間はまた生じ、また切ってもまた生ずる。君が罪を犯してやまない理由は、内に罪の根があるからである。いわゆる肉の心すなわち本性の「己」がまだ死んでいないことによるのである。「肉の思いは死なり。霊の思いは命なり、平安なり。肉の思いは神に逆らう。それは神の律法に従わず、否したがうことあたわざるなり」（ロマ八・六、八）。主は明らかに言いたもう「人は二人の主に兼ねつかうることあたわず。あるいはこれを憎み彼を愛し、あるいはこれに親しみ彼を軽しむべければなり。汝ら神と富とに兼ねつかうることあたわず」（マタイ六・二四）。


  兄姉よ、君の内に絶えず戦いがある理由は二主に仕えようとするからである。ただ主イエスの名の中に入れられただけで、いまだに聖霊を受けていないからである。内心では神に従うことを願い、時々聖霊の感化を受けるが、実際に全霊全生全身を神に献げていないからである。聖霊ご自身がその円満なる神体をもって君の内に住もうとされてもその場所がないため、君は絶えず神と共にいることができないのである。


  神命じて言いたもう「人もし我に従い来たらんと思わば、己をすて、己が十字架を負いて、我に従え」（マタイ十六・二四）。神断言して言いたもう「我よりも父または母を愛する者は、我にふさわしからず」（マタイ十・三七、三八）。兄弟よ、今、神の光が君の身と心を照らしている。君は言い逃れできない。されば今おのれを捨て、地に属するすべての肉の欲念を絶ち、しかして十字架を取って主に従われよ。「見よ、われ戸の外に立ちて叩く。人もし我が声を聞きて戸を開かば、我その内に入りて彼と共に食し（すなわち永住）」（黙示三・二〇）。今、君の心の戸を叩いている者はすなわち約束の聖霊である。今その戸を開き、身も、魂も、時も、財も、力も、名望も、みな神に献げ、聖霊に自由にこれを使用してもらわれよ。兄弟よ、君はキリストの血をもって買われた者であって、君は君のものではないことを知らないのか。「己が身を神の悦びたもう潔き生ける供え物として献げよ。これ霊の祭なり」（ローマ十二・一）。


  君はすでに神の光によりその戸を開くべきことを悟ったが、これを開く力がないのか。己という肉の心を殺すことを願っていても、これを殺すことができないのか。憂うるなかれ。労して効なき自己の力を用いることなかれ。静まって誠意の目を上げ、世の罪を負う神の小羊を見よ。主イエスは我ら罪人を救うため、天の聖座と万軍の栄光をも惜しまずに捨て、自ら卑下して罪人の形となり、我らの中に来たりたもうた。主はかって言いたもうた「狐は穴あり、空の鳥はねぐらあり、されど人の子（主イエス御自身を指したもう）は枕する所なし」（マタイ八・二〇）。「彼は侮られて人に捨てられ、悲哀の人にして病を知れり」（イザヤ五三・八）。ゲッセマネの園でその汗が血のしたたりのように地に落ちた時の御悩みはいかばかりであったろう（ルカ二二・四四）。カルバリの十字架上で「わが神、わが神、なんぞ我を見捨てたまいし」と叫びたもうた時の御苦しみはいかばかりであったろうか（マタイ二七・四六）。兄姉よ、祈りのうちに目を開き、詩篇第二二篇を見られよ。これ主イエスの十字架の写真である。「われ水のごとく注ぎ出され、わがもろもろの骨は外れ、わが心はろうのごとくなりて腹の内に溶けたり。わが力はかわきて陶器のくだけのごとく、わが舌はあごにひたつけり。汝われを死の塵に伏せたまえり。そは犬われを巡り、悪しき者の群れ我を囲みて、わが手及びわが足を刺し貫けり。わが骨はことごとく数うるばかりになりぬ。悪しきもの目をとめて我を見る。彼ら互いに我が衣を分かち、わが下着をくじにす」（詩二二・十四～十八）。「それ義人のために死ぬる者ほとんどなし。仁者のためには死ることを厭わぬ者もやあらん。されど我らがなお罪人たりし時、キリストは我らのために死にたまいし」（ローマ五・七，八）。いかばかり我らを愛したもうことであろうか。「キリストの愛われらを励ませり」。兄姉よ、これほど君を愛したもう主イエスのために、君は何を惜しむ所があろうか。しからば今こそ喜んで身も魂も主に献げ、「主よ、汝のものなる我なれば、どこへでも、何の働きでも、御旨のままに我を用いたまえ。主よ、我ここにあり、我を遣わしたまえ」と祈り、しかして今、祈りのうちに神の御言葉を聞け。君は神にはできないことはないことを信じるか。「その子イエスの血、すべての罪より我らを潔む」（ヨハネ第一書一・七）。君はこれを信じるか。「もし己の罪を言いあらわさば、神は真実にして正しければ、我らの罪を赦し、すべての不義（本性の罪の根）より我らを潔めたまわん」（ヨハネ第一書一・九）。君はこれを信じるか。今、人を見ず、己を見ず、事情を見ず、ただ神を見て、誠意より「主よしかり、われ信ず」と言え。アーメン。


  愛する者よ、それで良い。「主イエス息を吹きかけ言いたもう。聖霊を受けよ」（ヨハネ二〇・二二）。君の戸はすでに神の大能により開かれた。君の肉の心はキリストの血により潔められたのである。今、聖霊は君の内にあって、君の身をその宮となしていたもう。「汝は聖し、全く聖し」（ヨハネ十三・十）。「見よ、我は世の終わりまで常に汝らと共にあるなり」（マタイ二八・二〇）。兄姉よ、君は「バプテスマを受けしとき、彼と共に葬られ、また彼を死人の中より甦らせたまいし神の働きを信ずるによりて、彼と共に甦らせられたり」（コロサイ二・十二）。また罪と世とに死別して、新たに生まれて今はただ神に仕える者である（ローマ六・十一）。「我キリストと共に十字架につけられたり。最早われ生くるにあらず、キリスト我が内に在りて生くるなり。今われ肉体に在りて生くるは、我を愛して我がために己が身を捨てたまいし神の子を信ずるによりて生くるなり」（ガラテヤ二・二〇）。「世の初めの前より我らをキリストのうちに選び、我らが受くべき嗣業の保証（来たるべき幸福栄光の確証の手付）なる約束の聖霊をもって我らを印し」（エペソ一・四、十三）たまいたる父なる神の恵みはほむべきかな。願わくは栄光かぎりなく主イエス・キリストにより父なる神にあらんことを。アーメン。


  



  主の再臨


  主に愛されている者よ。余が今ここで述べようとしていることは、諸君各自の禍福に直接関係する一大問題であるから、祈りのうちに謙遜、厳粛、かつ熱心な誠意をもってこれを読み、主の告げたもうところを聴かれよ。


  一、聖書を貫徹する一大要目


  主イエスがまさにこの世を去りたまわんとするにあたり、弟子らに告げて言いたもう「われ汝らのために所を備えに行く。もし行きて汝らのために所を備えば、また来たりて汝らを我がもとに迎えん。わが居るところに汝らも居らんためなり」（ヨハネ十四・二、三）。主が死より甦って四十日後に天に昇りたもうた時、そこに集った者が仰ぎ見ると、「白き衣を着たる二人の人かたわらに立ちて言う、『ガリラヤの人々よ、何ゆえ天を仰ぎて立つか。汝らを離れて天に上げられたまいしこのイエスは、汝らが天に昇りゆくを見たるそのごとくまた来たりたまわん」（使徒一・十一）。ペテロ曰く「汝ら心の腰に帯し、慎みてイエス・キリストの現れたもうときに、与えられんとする恵みを疑わずして望め」（ペテロ前一・十三）。ヨハネ曰く「若子よ、主に居れ。これ主の現れたもう時に臆することなく、その来たりたもう時に恥づることなからんためなり」（ヨハネ第一書二・二八）。モーセ（申命三三・二）、ダビデ（詩篇十二・十六）、イザヤ（イザヤ五九・二〇、六〇・一）、エレミヤ（エレミヤ二三・五六）、ダニエル（ダニエル七・十三）、ゼカリヤ（ゼカリヤ十四・四、五）、その他すべての預言者も使徒も、口をそろえて主の再臨を説いた。目を開いて聖書を読むと、旧約聖書においては主の初降臨（千八百余年前に成就せり）の預言よりも、むしろ再降臨（なお未来にあり）に関する預言の方が多く、新約聖書に至っては、各書に懇々反復、主の再臨を説かないものはない。聖書を読みながらこの一大事を悟らない者は、軽々しく神の言を読み過ごす人でないなら、茫漠なる自己の憶説をもってみだりに聖書を解釈する人である。諸君、諸君はこのような人になってはならない。諸君をしてこの一大事業を対岸の火災視させ、慰楽も痛痒も感じさせないようにする者は、これ実に悪魔であると知ってもらいたい。


  二、主の再臨は死と異なる


  ある信者が言うには、「我らは各々一度死ななければならない。その日、我らの霊魂はこの波風の荒い浮世を脱し、照り輝く主の御前に行って楽しむであろう。これすなわち各自の上に主が来たりたもうことであって、その後のことは我らの知るところではない」と。ああ、これあたかも神道の高天原、仏教の極楽説のようなものである。神の子たる我らは異邦人の教旨を受けてはならない。すべからく主の言を聞いて、これを受け入れるべきである。ルカ伝二三章三四節から、信者がこの世を去る時、その霊魂は主と共にパラダイスに行くことは明らかである。信者の死はもちろん悲しむべきことではない。主にあって死ぬ死人は幸いである。「御霊も言いたもう『しかり、彼らはその労苦をやめて休まん。その業これに従うなり』」（黙示十四・十三）。されどその報いを受けて楽しむのは甦りの時である。「正しき者の甦りの時に報いらるるなり」（ルカ十四・十四）。これすなわち主イエスの来たりたもう時である。「大牧者の現れたもう時、萎まざる光栄の冠を受けん」（ペテロ前五・四）。「今よりのち義の冠わがために備われり。かの日に至りて正しき裁き主なる主、これを我に賜わん。ただに我のみならず、すべてその現れを慕う者にも賜うべし」（テモテ後四・八）。ゆえに各信者および教会が楽しんで待ち望むべきものは、死ではなく主の再臨である。我らはこの幕屋の中で重荷を負って嘆いているが、これを衣のように脱ぐことを願うのではなく、彼を衣のように着ることを願う。「これ死ぬべき者の命に呑まれんためなり」（コリント後五・四）。なお次を熟読し、主の来たりたもう時、死なずに天に昇る人がいることに注意されよ。


  三、聖徒及び教会の望み


  「愛する者よ、我らいま神の子たり。後いかん、いまだ現れず。主の現れたもう時われら之に似んことを知る。我らその真の様を見るべけれぱなり」（ヨハネ第一書三・二）。我らが常に最も愛する主の晩餐は何のためか。「汝らこのパンを食し、この杯を飲むごとに、主の死を示してその来たりたもう時にまで及ぶなり」（コリント前十一・二六）。「この奥義は汝らの内にいますキリストにして栄光の望みなり」（コロサイ一・二七）。ここで注意すべきは、甦り及び主の来たりたもうことは、死後各人各々の上に別々の日時や方法で霊魂的に無形に成就するものではなく、有形の一般的な出来事であることである。「それ主は、号令と御使いの長の声と神のラッパと共に、自ら天より降りたまわん。その時キリストにある死人まず甦り、後に生きて残れる我らは、彼らと共に雲のうちに取り去られ、空中にて主を迎え、かくていつまでも主と共に居るべし」（テサロニケ前四・十六、十七）。「見よ、われ汝らに奥義を告げん。我らはことごとく眠るにはあらず。終わりのラッパ鳴らん時みなたちまちまたたくまに化せん。ラッパ鳴りて死人は朽ちぬ者に甦り、我らは化するなり」（コリント前十五・五一、五二）。その時、我らは声を合わせ、「死よ、汝の勝はいづこにかある。死よ、汝の刺はいづこにかある」と歌いつつ天に昇る。ああ、我らシナイ山より発する律法の光の下で既成の罪悪を思い起こすなら、身も心も砕かれるようであるが、カルバリ山上で十字架の麓にひれ伏すなら、感恩の涙とどまるところを知らない。まさに栄光をもって再び来たり、シオンの山に立とうとしておられる主を待ち望むその快楽は、言い難くかつ栄光である。ハレルヤ、主イエスよ来たりたまえ。アーメン。


  四、この世の末期


  ここでまたある多数の信者が言うには、「この世界はますます文明が発展し、キリスト教は全地に普及し、ついに万民みな悔い改めて神を信じキリストを信ずるに至り、これによりいわゆる黄金世界が現出する。これすなわち神の聖国である」と。ああ、これ彼らの空想であろうか。ああ、この種の人に限って、主の再臨の一事を決して深く念頭に留めないのである。聖霊は教えて言いたもう「末の世には嘲る者あざけりをもて来たり、おのが欲に従いて歩み、かつ言わん『主の来たりたもう約束はいずこにありや。先祖たちの眠りし後、よろずのもの開闢の初めと等しくして変わらざるなり』と」（ペテロ後三・三、四）。「悪しき人と人を欺く者とは、ますます悪に進み、人を惑わし、また人に惑わされん」（テモテ後三・十三）。「ノアの時のごとく人の子の来たるもしかあるべし。かつて洪水の前ノア方舟に入る日までは、人々飲み食い、めとり嫁がせなどし、洪水の来たりてことごとく滅ぼすまでは知らざりき。人の子の来たるもしかあるべし」（マタイ二四・三七～三九）。「汝らは主の日の盗人の夜きたるがごとくに来たることを、自ら詳細に知ればなり。人々の平和無事なりと言うほどに、滅びにわかに彼らの上に来たらん」（テサロニケ前五・二、三）。兄姉らよ、悪魔が写し出す蜃気楼を夢見て、欺かれることがあってはならない。この姦悪なる世は速やかに滅ぼされるべきものなのである。福音を伝え、悔い改めを命ずる理由は、あたかもこれ難破舟中の乗客に助け綱を投げるように、まさに来たらんとする大いなる禍患からどうにかして彼らを救うためである。主イエス再臨の時、すなわちこの世の末期の時、稲妻が東から西まで閃くように（マタイ二四・二七）、忽然として主は来たり、不義者は不義のまま、聖者は聖者のまま、各人に報いたもうのである（黙示二二・十一、十二）。「そのとき大いなる艱難あらん。世の初めより今に至るまでかかる艱難はなく、また後にもなからん」（マタイ二四・二一、黙示六・十二～十七）。「そのとき二人の男畑におらんに、一人は取られ一人は残されん。されば目を覚ましおれ、汝らの主の来たるは、いずれの日なるかを知らざればなり。汝らこれを知れ。家主もし盗人いずれの時きたるかを知らぱ、目を覚まし居て、その家をうがたすまじ。このゆえに汝らも備えおれ。人の子は思わぬ時に来たればなり」（マタイ二四・四〇～四四）。兄姉らよ、我らは用意がすでに備わっているであろうか。おお、主よ、我らを探り、調べたまえ。君はどうか。君は今のままで恐れることなく主の御前に立ち得るであろうか。もし主の再臨が君にとって世界の一大事であることを知りたけれぱ、熱心に聖書を研究されよ。今、次に掲げるところは主の再臨について聖書研究の端緒を開くものであるから、祈りのうちに引照を熟読されよ。


  主に愛されている者よ、ここで我らが翻って顧み、醒めて覚えるべきは、二十世紀の今日に生きている我らの地位である。ある人は言う。「主の来たりたもう日は誰も知らない。今日か、明日か、あるいは数百年後か、全く知ることはできない」と。これは神の言と己の言葉とを混同したものである。何日の何時に主が来たりたもうかは、我らの知るところではない（マタイ二四・三六）。主はダニエルにより詳細にこの世の歴史を予言して、世の終わりのことに及んでいる。「悪しき者は一人も悟ることなかるべし。されど悟き者は悟るべし」（ダニエル十二・十）。


  黙示録二章、三章に記されている教会歴史の予言はすでに着々と成就しており、今日の教会はまさに最後のラオデキヤ教会である。冷たくもなく、熱くもない者よ、汝の戸の外に立って叩く者は誰か。汝を呼ぶ者は主イエス・キリストではないか。テモテ後書三章の末世の日の予言は、これ今日の写真である。マタイ伝二四章で主が告げられた世の末のきざしである戦争、飢饉、疫病、地震、キリスト信者の迫害、多くの偽預言者の出現など、ことごとく我らはこれを目にし、耳にするところである。予言の年期とユダヤ人の運動とは、異邦人の時（ルカ二一・二四）がまさに満ちようとしていることを示しており、主の再臨の日が切迫していることを告げている。主は言いたもうた「いちじくの樹よりのたとえを学べ。その枝すでに柔かくなりて葉芽ぐめば、夏の近きを知る。かくのごとく汝らもこれらのすべてのことを見ば、人の子すでに近づきて門口に到るを知れ」（マタイ二四・三二、三三）。かくて我らもし「主の来たる日なお遠し」と言わば、主言いたまわん「汝ら空の景色を見分くることを知りて、時の徴を見分くることあたわぬか」と（マタイ十六・三）。「斥候よ、夜は何の時ぞ。斥候よ、夜は何の時ぞ。ものみ答えて言う、朝きたり、夜また来たる」（イザヤ二一・十一、十二）。やがて曙の明星（黙二二・十六）一たび現れるなら、聖い神の民には喜びの朝となるが、神を敬わない悪者には苦悩の夜となるであろう。「汝ら時を知るゆえに、いよいよしかなすべし。今は眠りより覚むべき時なり。夜ふけて日近づきぬ」（ロマ十三・十一、十二）。


  兄姉らよ、今わが良心は聖霊に感じて、主の民を思うこと切である。願わくは主、諸君の心を開き、この一大事が眼前に迫っていることを信じさせ、その備えをさせたまわんことを。「すべて主によるこの望みを懐く者は、その清きがごとく己を潔くす」（ヨハネ第一書三・三）。「幸いなるかな、心の清き者。その人は神を見ん」（マタイ五・八）。「されどもし潔からずぱ、主を見ることあたわず」（へブル十二・十四）。兄姉らよ、諸君は全く潔いであろうか。もし一点でも汚れがあるなら、いま世と肉とに付くものを全く捨てて、すべての罪より潔めるキリストの血（ヨハネ第一書一・七）を信じて、主の聖潔を受けられよ。諸君は絶えず目を覚まして祈っているか。今もし主が来たりたまわぱ、不意を打たれ、夜盗人に会うような感はないであろうか（テサロニケ前五・二、四）。マタイ伝二五章一～十三節を見て、自己を戒めよ。その器に聖霊なる油を持っているか。神を愛し隣人を愛する熱火は汝の燈火を燃やし、輝かせているか。「主人が時に及びて食物を与えさするために、家の者の上に立てたる忠実にして智き僕は誰なるか。主人の来たる時、かくなしおるを見らるる僕は幸なり」（マタイ二四・四五、四六）。「われ新しき戒めを汝らに与う。汝ら相愛すべし。わが汝らを愛せしごとく、汝らも相愛すべし」（ヨハネ十三・三四、三五）。「願わくは主、汝らの相互の愛およびすべての人に対する愛を増し、かつ豊かにして、我らが汝らを愛するごとくならしめ、かくして汝らの心を堅うし、我らの主イエスの、すべての聖徒と共に来たりたもう時、われらの父なる神の前に潔くして責むべき所なからしめたまわんことを」（テサロニケ前三・十二、十三）。


  主は命じて言いたもう「全世界を巡りてすべての造られしものに福音を宜べ伝えよ」と（マルコ十六・十五）。ああ、飼う者のない羊のように悩み、また散らされているこの哀れな衆人をどうするべきか。彼らのために泣きたもう主を見上げるなら、我らはどうして黙していることができようか。おお、主よ、我ここにあり、我を遣わしたまえ。兄姉らよ、時はすでに切迫している。主は言いたもう「道や間垣のほとりに行き、人々を強いて連れきたり、我が家に満たしめよ」（ルカ十四・二三）。「御国のこの福音は、もろもろの国人に証しをなさんため全世界に宣べ伝えられん。しかしてのち終わりは至るべし」（マタイ二四・十四）。一人の霊魂が福音を耳にするたびに、主の来たりたもう日が近づくと知れ。その人が救われるならなおさらである。兄弟よ、主に従え。彼と共に悲しみの人となり、ゲッセマネの園にも行け。カルバリの山にも上れ。常に主にとどまれ（ヨハネ六・五六、同十五・五）。励み起って信仰の道を守り、善い戦いを戦い、走るべき途程を尽くせ。主は言いたもう「見よ、我は世の終わりまで常に汝らと共にあるなり」（マタイ二八・二〇）。兄弟よ、たとえ人は君を技能ある成功した伝道者と賞揚しなくても、君が主の御前に立つ時、彼は君を見て喜んで言いたもうであろう「よいかな、善かつ忠なる僕。汝は僅かなる物に忠なりき。われ汝に多くのものをつかさどらせん。汝の主人の喜びに入れ」と（マタイ二五・二一）。その時、君がかつて人知れず主に導いた霊魂は君の冠の玉となり、世々に照り輝くであろう。「汝らも耐え忍べ。汝らの心を堅うせよ。主の来たりたもうこと近づきたればなり」（ヤコプ五・八）。「いま暫くせば来たるべき者きたらん、遅からじ。我につける義人は、信仰によりて生くべし。もし退かば、わが心これを喜ばじ」（へプル十・三七、三八）。「これはキリストと共に栄光を受けんために、その苦しみをも共に受くるによる。われ思うに、今の時の苦しみは、われらの上に現れんとする栄光にくらぶるに足らず」（ロマ八・十七、十八）。「願わくは平安の神、みずから汝らを全く潔くし、汝らの霊と心と体とを全く守りて、我らの主イエス・キリストの来たりたもうとき責むべき所なからしめたまわんことを。汝らを召したもう者は真なれば、之を成したもうべし」（テサロニケ前五・二三、二四）。「これらのことを証しする者いいたもう『しかり、われ速やかに至らん』。アーメン、主イエスよ。来たりたまえ」（黙示二二・二〇）。


  



  ヨセフの話


  死んで高く上げられたキリストの模型


  創世記四二章～四五章


  四二章五節で「飢饉」があった。兄弟たちの困難がここから始まる。七節「ヨセフその兄弟を見てこれを知り」。我らが苦しむ時、主イエスは我らを見てこれを知っておられるのである（八節前半）。しかし「知らざるごとくして荒々しくこれにもの言う」（七節）。「汝らは必ず間者なり」（十六節）。敵のように扱う。「三日のあいだ捕らえおけり」（十七節）。兄弟らは思いもよらないことを言われ、意図しない辛苦をなめた。また、逃れ去ろうとしてもできなかった。我らが主の懲らしめに会う時、実にこの兄弟らのように感じるのである。十九節、懲らしめの中でも一方において寛容を示される。しかし別節において、さらに一層困難なことを命じられる。二一節、困難に直面して目覚め、自らを顧み、罪あることを知った。「我らは弟の事によりて真に罪あり……その心の苦しみを見ながらこれを聞かざりき。ゆえにこの苦しみ我らに臨めるなり」。


  二三節、彼らは内側では心に責められ、外側では困難に遭い、当惑して悩み、互いに語りあったが、その言葉をヨセフは解した。しかし彼らはこれを知らず、通訳を用いたのである。我らもこのような場合に臨むとき、主はよく我らの一部始終と我らの独り言とを解したもうが、我らは自ら親しく直接主と交わり、その聖旨を知り、聖声を聞くことができず、他の兄弟の祈りまた勧めに頼る。


  二四節後半「ヨセフ彼らを離れて行きて泣き」。ヨセフは七度泣いた（創世四二・二四、四三・三〇、四五・十四、四六・二九、五〇・一、五〇・十七）。我らが懲治に会う時、しばしば神は愛であることを疑いはしなくても信じないことがある。あるいはまた、神の愛を疑い、神を自己に対して厳酷な主人のように感じることがある。しかしこれは大きなはなはだしい誤解であって、我らを懲らしめたもう主の御目は、我らの悩みに対して同情と哀憐の涙で満ちているのである（へブル四・十五前半）。ただしばらくの間、我らが真に罪に服して悔い改めの実を結ぶまで、我らの益のためにその温顔と涙とを我らから隠したもうのである（へブル十二・五）。二四節後半、シメオンを縛った。内心涙を流しつつ、なお懲治の手を下したもう。


  四三章一節。なお続いて試みの中にある。十一節、十二節。我らはなんとしても主を喜ぱせて和らげようと、自分の良いと思う犠牲や働きで神に贈り物をしようとする。しかし、神が求めておられるのは従順である。


  十三節、十五節。（十四節は信仰の祈り）。従順になってベニヤミンを携えて行った。これは実に彼らにとって幸福の門であった。見よ、この章では彼らがヨセフの前に立った時に受けた待遇は前章とは全く異なっている。十六節、二三節、二四節の厚遇、二七節、二九節の温言は、実に兄弟らの意表を突いた。かつ、通訳なしでヨセフと兄弟らは直接会話し、共に食した。


  三〇節「ヨセフその弟のために心焼くるがごとくなりしかぱ、急ぎてその泣くべき所を尋ね、室に入りてそこに泣けり」。彼が泣いたのは贈り物のためではない。弟のためであった。神が我らに対して指名された人は主イエスである。我らが主イエスを我らの先に立てて神の前に出る時、神は主イエスのために我らを厚遇したもう。これに加え、神の御心は感動し、喜びのあまり泣きたもうのである。三一節「顔を洗いて出で、自ら抑えて」。なお試みの中にある。試みられる我らよりも、試みたもう主の御心中はいかばかりであろうか。


  四四章十二節、十三節。兄弟たちは夢を見たように感じたであろう。その驚き、その当惑、苦痛、実に思いやられる。しかしこれはみなヨセフの計画から出たものであった。最後の試みとして、彼らをこのように扱ったのである（ペテロ前四・十二、コリント前十・十三）。どんなことが我らの上に下って来ても、すべて神の御計画中にあるゆえ、われらは当惑するには及ばない。


  十六節「神、僕らの罪を表したまえり。されば我ら……主の奴隷となるべし」。以前ヨセフに対して殺意を抱き、これを売り、また父を欺いた大罪を深く感じ、義なる神はどうしても自分たちを逃したまわざることを知り、自ら罪を認め、刑罰に服する覚悟をした。これこそ真の砕かれた魂である。


  三一～三三節。十字架の麓に伏す砕かれた魂は、自ら人を愛する。我らが重荷を下ろした場所は、他人のために重荷を受ける場所である。以前は嫉妬によりその兄弟骨肉なるヨセフを憎んで殺意を抱き、これを奴隷に売りとばし、またその父の悲痛を少しも顧みなかった惨逆冷淡なユダが、今は悔い改めの実を結び、その父を深く思い、その兄弟を厚く愛し、自らその身を犠牲にしてその難を救おうとした。ヨセフがそれまで長らく自らを抑え、涙を飲んで懲らしめを重ねたのは、ただこの悔い改めの実を見るためであった。


  四五章一節「ヨセフその側に立てる人々の前に自ら忍ぶあたわざるに至りければ、『人みな我を離れて出よ』と呼ばわれり」。我らが懲らしめに会い、ただちに悔い改めの実を結ぶ時、主は自ら忍ぶことができず、その真の姿すなわち完全な愛である御自身の姿を現したもうのである。そしてこれは常に傍に他人がおらず、ただ主と我らだけがいる時にである。


  二節「ヨセフ声をあげて泣けり。エジプト人これを聞き、パロの家またこれを聞く」。どれほどの感動、大声か。兄弟らの感動よりもヨセフの感動の方が遥かに深く強かった。放蕩息子の父の感動もまたこうであったろう。主はこの恩愛の感動をもって我らに問いたもう。


  四節「我はヨセフなり」。これまで厳酷な主のように見えていたその人が自ら名乗り出たところ、わが骨肉であった。これ我が親愛なる主イエスであった。


  四節。ヨセフ言いけるは「請う、我に近よれ」。五節「憂うるなかれ。身を恨むるなかれ」。


  八節「我をここに遣わしたる者は汝らにはあらず、神なり」。神の摂理の御手は我らの意の外にあって、人の失敗の中でも神の成功の車輪は絶えず回転している。ハレルヤ。


  十五節。まず和らぎ、次に交わりに入る。二二節。新しい命を与えられる。今、兄弟らの身分は宰相の骨肉であるゆえ、威厳があることは当然である。


  ヨセフはいったん穴すなわち墓に投ぜられた後、甦って栄光を与えられたのである。甦ったヨセフにあって、兄弟らもまた甦って新しい生涯に入った。その生涯とはすなわち、
 　第一、栄光の主なるヨセフの近くで暮らす生涯（四五章十節）
 　第二、天の所の福祉を所有する生涯（四七章十一節）
 　第三、ヨセフより養われる生涯（四七章十二節）
 　第四、敵人のエジプト人に囲まれて常に危難が迫っているけれども、ヨセフの保護により安全な生涯（四六章三四節）
 　第五、皇族としてヨセフの栄光の中にあって高く上げられた生涯。


  この生涯は信仰によって受くべし（四五・二八）。見ずに満足するのが信仰である。


  



  陪食の栄光


  堂々たる一国の宮内省よりの使者が突然来て、我ら庶民の門戸を叩き、皇帝陛下の特旨をもって「本日陪食を命ぜられたから、即刻参内して恩典にあずかるべし」と伝達して来たならば、我らは驚喜感恩、家業の纏綿てんめんをなげうち、事務の繁忙をも排して、ただちに恩命に応ずるであろう。もしこのような恩命を受けながら正当な理由もなく、些事にかまけて、この恩命に従うことを拒んだならば、その不敬忘恩の罪はいかばかりであろうか。


  今や全世界の王の王、主の主たる神が、無上の恩典をもって我ら罪人のために饗宴を設けて我らを招き、神の国において陪食の栄光を賜ろうとしておられる。聖霊はすなわちその勅使であり、聖書はすなわちその勅命書である。読者諸君、あなたがたも確かにこの恩命を受けた者である。余は信ず、あなたがたはすでにこの命を聞ける者であることを。


  しかるに一方において、俗界の王ともいうべき悪魔は、また地上に一つの饗宴を設けて我らを招くのである。雑多な誘惑は悪魔の使いである。また書状である。あなたがたも折々これを受けたであろう。


  しかし、神の饗宴には我らのために罪の贖いをなしたもうたイエス・キリストの肉と血がある。これを飲食する者は永生に至り、王国の光栄を受けるのである。悪魔の饗宴にはこの世の宝、名誉、罪の楽しみ等がある。これに耽る者は滅亡に至る。われら一つの心、一つの身をもって神と悪魔とに兼ね仕えることはできない。両宴にあずかることはできないのである。神に従わない者は、すなわち悪魔に従うのである。おお、兄弟姉妹よ、我らは誰に従い、誰と共に食しつつあるか。世の帝王に対する不敬の罪が恐るべきものであるとするなら、神に対する不敬不順の罪はなお悪である。もし我らが折々良心に責められ神の言に照らされて自己の罪悪を感じ、また主イエスの贖いを聞かされて彼が救い主であることを認めているにもかかわらず、あるいは利欲のため、あるいは罪の楽しみのため、あるいは交際のため、あるいは他の何かのため、事をなおざりにして悔い改めを実行せず、イエス・キリストを信じず、彼に従わないなら、その不幸は実に測り知れない。神の怒りはこのような人の上に下り、限りない罰苦はこのような人の上に待ち構えている。ああ、兄弟姉妹よ、あなたがたがもし今までこのようであったならば、乞う、今日覚醒せよ。悪魔の宴より出よ。悔い改めをもって速やかに神の御命に従い、イエス・キリストを信じて神の饗宴に連なれ。神の饗宴の場所はあなたがたから遠くない。否、今神自らあらゆる恩恵を携えてあなたがたの心の戸を叩き、呼ばわり告げたもう。「なんじ励みて悔い改めよ。見よ、われ戸の外に立ちて叩く。もしわが声を聞いて、戸を開く者あらぱ、我その人のところに至らん。而してその人と共に、その人は我と共に食せん」（黙示三・十九、二〇）と。


  これがすなわち神の陪食であり、我々の無上の光栄である。願わくはあなたがたも私もこれにあずかる者とならんことを。


  



  ただ神の国を求めよ


  われらが祈り求めるものは神の聖旨であって、主イエスも「求めよ、さらば与えられん」（マタイ七・七）と教えたもうた。しかし愚かな我らは求めるべきものを知らず、あるいは金銀財宝、あるいは肉体の快楽、あるいは浮世の名誉、あるいは人の前の成功を求める。使徒ペテロもヤコブもヨハネもかつて愚かな祈りをした。「汝らは求むる所を知らず」とはこれ主の御歎息である（マルコ九・五、六、同十・三七、三八）。


  主は今われらに求めるべきものを教えて言いたもう。「ただ神の国を求めよ」（ルカ十二・三一）。これ我らが求め得る最上最大の賜物である。ためしに考えてみよ。我ら庶民に一大王国が与えられるとするなら、これは空前絶後の大恩賜ではないか。神は実際にイエスを高く上げて天地万物の永遠の王とし、天国の嗣子とされた。かつ彼を信じる者を高めて彼と共に万有をつかさどらせ、共に神の国を嗣がせようとしておられる。神は我らが進んで獲得することを望んで、熱心に懇切に「ただ神の国を求めよ」と命じたもうのである。これほど我らに高尚遠大な願望を抱かせるものはない。では神の国とはそもそもいかなるものか。これはもとより筆舌に尽くせないものであるが、神と、無限の栄光と、聖さと、永遠の命と、祝福と、聖徒と、天使と、潔められた万有とから成るものであろう。これは未来において確かに信者が獲得するものであるが、現世において神の国を受け始めるのである。神はローマ書十四章十七節で我らに示したもう、「神の国はただ義と和と聖霊による喜びにあり」と。キリストはすなわち我らの義であり（コリント前一・三〇）、キリストはすなわち我らの和であり（エペソ二・十四）、キリストの喜びは聖霊によって我らの喜びとなるのである（ヨハネ十五・十一）。ゆえにキリストを受け入れた者は神の国を得た者である。キリストは今、聖霊により来たり、我らの心身を御住居となし、神の国を我が生涯に建設したもうのである。されば兄姉よ、「ただ神の国を求めよ。汝らの父は喜びて国を汝らに与えたまわん」（ルカ十二・三一）。「汝らの父は求むる者に聖霊を与えざらんや」（ルカ十一・十三）との御約束を信じて受けよ。しかして聖国にとどまれ。進んで聖国を拡げよ。


  



  世の罪を担う神の小羊を見よ


  昔ユダヤ教の儀式では、罪を犯した人が悔い改め、神からその罪の赦しを受けようとする時、一頭の小羊を引いて来て、神前でその罪を言いあらわし、手を小羊の上に置いて己の罪をこれに負わせ、その後、祭司はその小羊を屠って、その人のために罪の贖いをなし、これによって罪の赦しを宣告したということである。これはもとより一つの儀式であって、畜類が人間の罪を贖えるはずはないが、神はこれを用いてキリストの贖いを説明されたのである。


  小羊というものは潔く無害で、極めて柔和従順である。それが屠られるときも、狂暴な動作は少しもなく、声さえ出さずに倒れるのが常である。キリストはすなわち小羊であって、我らの罪の贖いの犠牲として神が備えたもうたところのものである。彼は神の子であられ、もともと全く潔く、罪を知らない方である。彼がこの世におられた時、人間はあらん限りの言葉と手段とをもって彼を辱め、彼を苦しめたが、彼は少しも人を害したまわず、それゆえ当時の裁判官ピラトもびっくりしたほどである。こうして彼は遂に十字架に付けられ、その肉は裂け、その血は流れ、我ら人間の受けるべき神の刑罰をことごとく御身に負い、測り知れない苦痛を忍び、「こと終りぬ」との一声の下に息絶えたのである。ゆえに言う、「世の罪を担う神の小羊を見よ」と。愛する友よ、我らが不完全であること、徳義上罪人であることは明かである。しかし世人は往々にして罪の罪たることを感じず、義なる神の審判と刑罰の恐ろしさを悟らず、依然として日々罪悪を重ねつつある。これあたかも欺かれて毒酒を飲み、恍惚として日を送る者のように、覚えず知らぬうちに速やかに死に近づきつつあるのである。しかり、滅亡に近づきつつある。神は我らの危機をご覧になり、我らを憐れみ、我らを救うために御愛子イエス・キリストを降して、我らの贖いの小羊となしたもうた。彼を信じる者は罪の赦しを得、神の子とされ、限りない命を受けるが、信じない者はその罪すでに定まり、滅亡に至るのである。余は大いなる罪人であったが、憐れみ深い神はイエスによって余の罪を赦し、以来実に平和の内に世を送らせ、また来世の輝く望みを与えたもうた。我が友よ、あなたは救いを求めているか。あなたの罪をことごとく十字架上で担われた神の小羊イエス・キリストを信じよ。そうするなら、あなたとあなたの家族も救われるであろう。


  



  恩寵と真理


  第一章　悔い改めにふさわしい実


  「さらば悔い改めにふさわしき実を結べ」（マタイ三・八）。


  我らは永らく剛腹で悔い改めない心に従い、己のために神の怒りを積むのみであったが（ローマ二・五）、神はその聖霊と御言をもってねんごろに我らを諭し、悔い改める心を与えたもうた（テモテ後二・二五）。そして「神の求めたもう祭物は砕けたる霊魂なり」（詩五一・十七）とある通り、神はこの悔いくずおれた心を軽しめたまわず、喜んで迎え入れたもう。これは大いなる御恵みである。


  なお、悔い改めとはただ過去のことを後悔するだけでなく、また今後勉めて善行をなそうとすることでもなく、実際に罪悪と悪魔とを捨てて真の神に帰服することである。


  使徒行伝二〇章二一節を見ると、


  一、「神に対して悔い改め」とある。多くの人の悔い改めは自分や人に対する懺悔で、一時の気安めである。彼らは神が満足したもうか否かを考えない。神に対する悔い改めとは、


  （イ）、神に逆らった己の罪を認めることである。昔ダビデ王は姦淫と殺人の大罪を犯し、人に対して無上の罪人となったが、彼の悔い改めの祈りには「ああ神よ、我はわが咎を知る。わが罪は常にわが前にあり。我は汝に向かいて、ただ汝に罪を犯し、聖前に悪しきことを行えり」と言った（詩五一・一、三、四）。罪の恐ろしさは人を害することよりも、また己のために不都合な結果を生じることよりも、神に逆らって神を傷めまつることにあるのである。我らはこの意味において深く己の罪を悲しみ、憎み、悔い改めるべきである。


  （ロ）、エホバを恐れて悪を離れよ


  罪は我にとって不倶載天の敵である。我が罪を滅ぼさなければ、罪は我を亡ぼす。我らは神の光に照らされた善なる良心の声に従い、わが身心にまといつく罪悪を退治しなければならない。「それ神に従う憂いは悔いなきの救いを得るの悔い改めを生じ、世の憂いは死を生ず。見よ、汝らが神に従いて憂いしことは、いかばかりの勉励（厳密に注意して己の罪を見出すこと）、また怒り（悪魔と罪悪に対し）、また恐れ（神に対し）、また恋慕（義と聖とを）、また熱心、また罪を責むる心などを汝らのうちに生じたりしかを。汝らかの事につきては全く潔きことを表わせり」（コリント後七・十、十一）。ついでに言うと、罪を離れると同時に罪を共にした朋友にも悔い改めを勧め、もし彼らが悔い改めなければきっぱりと彼らから離れ、主にある友達を求めるがよい。


  偶像、仏壇、神棚およびこれに付帯する一切の物をきっぱりと捨てるべきである。「これは汝の神エホバの憎みたもう者なればなり。恐らくは汝もそのごとくに呪わるる者とならん。汝これを大いに忌み、いたく嫌うべし。これは呪うべきものなればなり」（申命七・二五、二六）。これらの物を売り払い、また人に与えてはならない。そうするなら人を害する。ぜひとも焼き、また壊すべきものである。エペソの悔改者は魔術に関する書籍銀五万を人々の前で焼いた（使徒十九・十九）。これは良い模範である。「先祖代々家付の物である」とか「世間に対して憚られる」といった口実は神の前に通用しない。位牌を先祖だと思ってこれを拝し大切にすることも迷信である。しかし、墓地には実際に先祖が埋葬されているのでこれを大切に保管すべきであるが、神社や寺院および偶像信者との宗教上の交際は断絶すべきである。人や場所によってはこれはかなり困難なこともあるが、全智全能の神は我らと共にいますことを信じ、彼の能力によって断行すべきである。「『われ更に汝を去らず、汝を捨てじ』と言いたまいたればなり。されぱ我ら心を強くしてかく言わん『主わが助け主なり。我おそれじ。人われに何をなさん』と」（へブル十三・五、六）。


  次に悔い改めにふさわしい実とは、


  二、人の前に自己を低くすることである。自分一人で神に祈り、その罪を悔い改めていても、人に対してなすべきことをなさない人が多くいるが、それは全き悔い改めではない。


  （イ）、罪の告白。ヨハネのもとに来てバプテステを受けた人々は己の罪を告白した（マタイ三・六、使徒十九・十八）。神に対してはもちろんであるが、人に対しても少なくとも己の罪に関係ある人（被害者）に告白して謝罪すべきである。「その罪を隠す者は栄ゆることなし。されど言いあらわして之を離るる者は憐れみを受けん」（蔵言二八・十三、ヨハネ一書一・九）。これは場合によっては実に苦しく感じるが、神に従って断行しなければ平和が来ない。しかし、ある場合には知恵が必要なので、伝道者に相談すると良い。


  （ロ）、人と和らぐこと。自分に対する人の罪を心から赦し、打ち解けなければならない。これは我らの罪の赦しと密接に関係する（マタイ十八・三五）。また人から恨まれていることを思い出したら、すぐさま行ってその人と和らぐべきである（マタイ五・二三、二四）。神と和らぐにはこれが必要である。


  （ハ）、正当な賠償を行うこと。人の物を盗むことはもちろん、払うべきものを払わないこと、借りた物を返さないこと、また人のものを無断に使用することは、みな罪である。必ず返却または賠償しなければならない（レビ六・一～五、ルカ十九・八）。


  第二章　救いを得る信仰


  「イエス女に言いたもう『汝の信仰なんじを救えり。安らかに行け』」（ルカ七・五〇）。


  天の下には誰一人、己の行いによって神の前に義とされ、救われる者はいない。しかし神は我らに難かしい行いを要求したまわず、ただ信仰によって我らを救いたもう。これは大きな恵みである（エペソ二・八）。しかし信仰にも色々あって、何でもかんでも矢鱈に信じても救われない。ある人は「鰯の頭も信心次第」と言うが、どれほど熱心に鰯の頭を信仰したとしても何の巧徳もあるはずがない。それで功徳があったと思うなら、これは迷信である。我らが霊魂の救いを得、限りない命を受けるのは、唯一の生ける神と救い主イエス・キリストを信じることによるのである。迷信とは己の心の思いや人の言葉や死物を信じることで、真の信仰とは生ける神とその御言を信じることである。


  「それ神は唯一なり。また神と人との間の仲立ちも唯一にして、人なるキリスト・イエスこれなり。彼は己を与えてすべての人の贖いとなりたまえり」（テモテ前二・五、六）。


  今の世には似て非なるキリスト信者がかなり多くいる。キリストを歴史上昔の大人物として、聖賢として、理想模範として仰ぐことは真の信仰ではない。真の信仰は次のように信じることである。（一）、イエスは神の子、すなわち神である。（二）、イエスの十字架は我らの罪の贖いである。（三）、イエスは甦って今も生きておられる我らの救い主である。


  （一）、子なる神イエス


  真の神は三位一体と言って、父、子、聖霊なる神である。イエス・キリストは子なる神であられ、父なる神と一体なる御方である（ヨハネ十・三〇）。彼は永遠の昔から存在したもう御方で、天地万物はキリストによって造られ、また全てのものが今まで存在しているのもキリストによるのである（コロサイ一・十五～十七）。このことを信じないでイエスをただの一介の人間とする者はキリストの敵である（ヨハネ一書四・二、三）。クリスマスを祝う時も、我らに近づくためにこれほど御自分を低くされた主の御恩を深く味わい感謝したいものである。


  （二）、十字架の贖い


  イエスの品性は実に高潔である。彼の生涯は真に美わしい。しかしこれらのものは我らの救いにはならない。我らに罪の赦しと天の平和とをもたらすものはイエスの死である。彼の十字架である。「これは契約のわが血なり。多くの人のために、罪の赦しを得させんとて流す所のものなり」（マタイ二六・二八）。「今は神、キリストの肉の体をもて、その死により汝らをして己と和らがしめ、潔く傷なく責むべき所なくして、己の前に立たしめんとしたもうなり」（コロサイ一・二二）。


  （三）、甦ったイエス


  イエスは我らの罪のために死にたもうたが、我らが義とされるために甦らされたもうた（ローマ四・二五）。彼は甦った後、四十日間も人々に現われ、神のことについて語り、その後天に昇りたもうた（使徒一・三、九）。我らが信じる者は昔の死んだ人物ではなく、今も生きておられる救い主である。イエスの甦りによって彼の神性は証明された（ローマ一・四）。イエスが生きておられるから、彼を信じる我らに命があるのである。この甦りの力により、我らはこの世において悪魔と罪悪とに打ち勝って進むことができるのである。またイエスの甦りによって、我らは未来に対する生ける望みを得たのである（ペテロ前一・三）。なおこれについては後に詳しく語ることにする。終わりに、真の信仰の行いについて述べよう。


  信仰というものは、見えるものによらず、感情にもよらず、また理性にも関せず、ただ我らの心霊が意志をもって動くことである。この信仰は神の言を聞くことにより起きるもので（ローマ十・十七）、その要点は、


  （イ）、受け入れること。「されど之を受けし者、すなわちその名を信ぜし者には、神の子となる権を与えたまえり」（ヨハネ一・十二）。「おおよそ幼子のごとくに神の国を受くる者ならずば、これに入ることあたわず」（マルコ十・十五）。すなわちイエスを我が救い主として受け入れることである。


  （ロ）、依り頼むこと。「他の者によりては救いを得ることなし。天の下には我らの頼りて救わるべき他の名を、人に賜いし事なければなり」（使徒四・十二）。己にも人にも物にも依り頼まず、ただ主にのみ依り頼み、今（後と言わず）我が心身を彼に任せ、安んじ、信ずる信仰――このような信仰には少しも自ら誇るところはない。


  （ハ）、服従すること。「その御名のために諸々の国人を信仰に従順ならしめんとて」（ローマ一・五）。物体に影が伴うように、信仰には服従が伴うのである。救助船に乗せてもらった人は船の行く通りに進む。我らもそのように主に従うのである。


  （ニ）、告白すること。「それ人は心に信じて義とせられ、口に言いあらわして救わるるなり」（ローマ十・十）。心に信じても人を憚ってその信仰を隠している人は救いを全うすることができない（マタイ十・三二、三三）。主の恵みを味わった我らは誰の前でも高らかに主の御名を語るべきである。


  第三章　救われた者に与えられた恵み


  「それ人の子（キリスト）の来たれるは、失せたる者を尋ねて救わんためなり」（ルカ十九・十）。


  我らは主イエスに尋ね出され、悔い改めて神に立ち帰り、心から神の子キリストをわが救い主と信じて依り頼んだが、憐れみに富む神はすぐさま我らを救いたもうた。「汝らは恵みにより、信仰によりて救われたり。これ己によるにあらず。神の賜物なり」（エペソ二・四、五、八）。今ここで、救われた者は神からどのような恵みを与えられたかを聖書から学び、恩に感じて神をあがめたいと思う。


  （一）、罪を赦された。「イエス彼らの信仰を見て、中風の者に言いたもう『子よ、心安かれ。汝の罪ゆるされたり』」（マタイ九・二）。ああ、これは罪深い我らに対する何と有り難い御声ではないか。永らく恐れていた神の怒りはかの十字架の上にすでに注がれ、いま父は我を抱いて接吻し（ルカ十五・二〇）、「我もその不義を憐れみ、この後またその罪を思い出でざるべし」と言いたもう（へプル八・十二）。これより我が上に下り来るものは審判の刑罰ではなく、恩恵と憐れみだけである。「エホバは我らの罪の量に従いて我らをあしらいたまわず。我らの不義の量に従いて報いたまわざりき」（詩一○三・十）。


  （二）、義とされた。「すべての人、罪を犯したれば神の栄光を受くるに足らず。功なくして神の恵みにより、キリスト・イエスにある贖いによりて義とせらるるなり」（ローマ三・二三、二四）。「我ら信仰によりて義とせられたり」（ローマ五・一）。神は我らを「赦された罪人」の地位にとどめておかれず、進んで我らを「義人」と称したもう。義人とは生まれてから罪を犯さず、義のみ行って来た人である。我ら人間の力では義人は一人もいないが、これは神の賜物である。イエスは死によって罪というわが汚衣を脱がせ、甦りによって義という新しい衣を我に着せたもうた（ローマ四・二五）。これは天使に見せても恥ずかしくない着物である。


  （三）、神と和らいだ。「我ら…我らの主イエス・キリストにより、神に対して平和を得たり」（ローマ五・一）。「汝らもとは悪しき業を行いて神に遠ざかり、心にてその敵となりしが、今は神キリストの肉の体をもて、その死により汝らをして己と和らがしめたり」（コロサイ一・二一、二二）。敵対していることがいかに恐ろしい結果を生じたか、講和がいかに喜ばしい結果をもたらしたかは、日露戦争から明らかである。神の敵となる恐ろしさ、神と和らぐ嬉しさよ！今は恐れずに憚ることなくわが神に近づき、親しみ交わることができる。


  （四）、新たに生まれた。主イエスは「人あらたに生まれずぱ、神の国を見ることあたわず。人は水（神の言）と霊（神の霊）とによりて生まれずば、神の国に入ることあたわず」と言いたもうた（ヨハネ三・八）。我らはどうしても自分で更生することはできないから、神の霊が不思議な働きをもって我らを更生したもうのである。「およそイエス（人となって現れ、かの十字架に付けられ、甦ったイエス）をキリスト（神が遣わされたわが救い主）と信ずる者は、神より生まれたるなり」（ヨハネ一書五・一）。「汝らバプテスマを受けしとき、彼（キリスト）と共に葬られ、また彼を死人のうちより甦らせたまいし神の働きを信ずるによりて、彼と共に甦らせられたり」（コロサイ二・十二）。（ついでに言うと、バプテスマは死と甦りを表わす儀式で、水を墓として用いる。これは主の御命令で、各信者が受けるべきものである。マタイ二八・十九）。


  （五）、神の子とされた。「これ（キリスト）を受けし者、すなわちその名を信ぜし者には、神の子となる権を与えたまえり」（ヨハネ一・十二）。我らはもともと悪魔の子であったが（使徒十三・十）、今は神の子と称えられているとは何という御愛か（ヨハネ一書三・一）。我らはいくら願っても世の帝王の子となることすらできないのに、天地の王なる神の子とされるとは！もったいなくありがたいことである。「かく汝ら神の子たるゆえに、神は御子の御霊を我らの心に遣わして『アバ、父（おとっつあん）』と呼ばしめたもう」（ガラテヤ四・六）。これは空想ではなく事実である。聖霊は我が心にこれを証明したもうのである（ローマ八・十六）。


  （六）、永生を与えられた。「罪の払う価は死なり。されど神の賜物は我らの主キリスト・イエスにありて受くる永遠の生命なり」（ロ―マ六・二三）。「わが言を聞きて我を遣わしたまいし者を信ずる人は、永遠の生命を持ち、かつ裁きに至らず、死より生命に移れるなり」（ヨハネ五・二四）。「われ神の子（キリスト）の名を信ずる汝らにこれらのことを書き送るは、汝らに自ら永遠の生命を持つことを知らしめんためなり」（ヨハネ一書五・十三）。秦の始皇帝は不死の薬を求めて得なかったが、我らはイエスによって遥かに優れたものを得た。我らもはや死を恐れない。


  （七）、天国の望みを得た。我らは神の子であるから、将来は神の後継ぎ、すなわちキリストと共に後継ぎとなる者である（ローマ八・十七）。我らはいつ死んでもすぐさま楽園に上り、主イエスの御側へ行くことができるのである（ルカ二三・四三）。また我らが生きている間に主が再臨されるなら、我らは死ぬことなく生きたまま天に昇るのである。これについては後段で詳説しよう。ああ、楽しいかな、我が望み。ああ、慕わしいかな、天津古里あまつふるさと。


  第四章　聖書を探索すること


  「汝らエホバの書をつまびらかに尋ねて読むべし」（イザヤ三四・十六）。愛なる神は天地万物を我らに与えたもうたが、今日目にする賜物の中では聖書が最大の賜物である。聖書はみな神の黙示である（テモテ後三・十六）。「人の心より出でしにあらず。人々聖霊に動かされ、神によりて語れるものなればなり」（ペテロ後一・二一）。我らの信仰の基礎は聖書に記された神の言である。聖書はまた乳房のようなもので、謙遜と祈りとをもってこれに吸い付くなら、我らの霊魂を養う恵みの乳がたくさん出て来る。おお、兄弟姉妹よ、聖書を読まれよ。たとえ少しずつでも毎日必ず読まれよ。さがして味わわれよ。頭で理解するだけでなく、信じて心に受けられよ。


  



  聖書の目的


  



  これを略説すると、第一われらに光を与えるため、第二われらに命を与えるため、第三われらに栄光を与えるためである。すなわち父なる神は聖書によって御自身の聖なる光を発し、子なる神は聖書において御自身を現して我らに命を与え、聖霊なる神は聖言と共に我らの内に働いて栄光を与えたもうのである。


  （一）、光。「神は光にして少しの暗き所なし」（ヨハネ一書一・五）。神は人間が思うよりも遥かに聖い御方である。聖書はこの聖なる神を現す光である。「それ戒めはともし火なり。掟は光なり」（蔵言六・二三）。この光によって我らは己の罪を悟ることができるのである。「心はすべての物よりも偽るものにして、はなはだ悪し。誰かこれを知る得んや。我エホバは心腹をさぐり、腎腸を試み、おのおのにその道に従いその業の実によりて報ゆべし」（エレミヤ十七・九、十）。「神の言は生命あり、力あり、両刃の剣よりも利くして、精神と霊魂、関節と骨髄を透して之を分かち、心の思いと志とを試すなり」（へブル四・十二）。我らが聖書を読み、深く己の罪と醜い姿とを悟ったなら、聖書の第一の目的は遂げられたのである。


  聖書はまた暗いこの世の旅路を照らす光である。「汝の聖言は我が足のともし火、わが道の光なり」（詩一一九・一〇五）。されぱ我らは日々聖書を読み、心の中にも言行の上にも十分神の光を受けるべきである。


  （二）、命。神は光を照らし、罪を示して、我らを悔い改めに導きたもうのみでなく、進んで救い主キリストを我らに現したもう。我らを罪より救い、我らに永生を与えたもう方はキリスト以外いないが、聖書はそのキリストを手に取るように現したもう。主は言いたもうた「聖書は我につきて証しするものなり」と（ヨハネ五・三九）。創世記の初めから黙示録の終わりまで、聖書を一貫するものはキリストである。もちろん、旧約は種々の模型と予言によってキリストを示しているが、調べれば調べるほどキリストの愛、力、知恵、徳、栄光、御旨、御業などを驚くほど拝することができる。このキリストは昨日も今日も（昔も今も）永遠に変わらない御方である（へブル十三・八）。聖書を読んで到るところにキリストを見出し、信仰によって彼をわがものとする者は幸いである。


  （三）、栄光。キリストを信じる者は罪を赦されるだけでなく、罪の性質から潔められて神の性質を受け、聖と愛と全ての美わしい徳と上よりの権能とを与えられることができる。これはすなわち聖霊のバプテスマである。この聖霊はやはり聖書の言を通して働きたもう。


  キリストは言によって教会を潔め、汚れなく皺なく全てそのような類なく、聖なる傷のない栄光の教会を自らの前に建てたもうのである（エペソ五・二六、二七）。聖書は我らを教え、また責め、我らをあらゆる良いわざに間に合う完全に整えられた者とする（テモテ後三・十六、十七）。されぱ我らは幾度となく聖書を読み、よく聖言を服膺（ふくよう）し、聖言に浸され（コロサイ三・十六）、心の思いも口の言葉も身の行いも全く聖書に支配され、聖書に従って動くべきである。


  



  聖書を読む時の心得


  



  （イ）、敬虔な思いをもって。聖書は前述したように神の貴い聖言であるから、人間の書いたものを見る時とは違って、我らは聖書を開く時、神を恐れ、自己を低くし、謹んで拝読し、常に無条件に神の言に服従する態度を取るべきである。


  （ロ）、祈りの精神をもって。「神よ、今われに語りたまえ。我を教え、我を導き、我を祝して、聖名の栄光を現したまえ」と聖書を読む前も、読んでいる時も、読んだ後も祈るべきである。


  （ハ）、信仰と喜びをもって。神の御言はことごとく真理である。少しもごまかしは無い。またこの言葉は我に与えられたことを信じるべきである。また神の約束はキリストによって我が身の上に成就したこと、これによって聖栄えが現われるようになることを喜ぶべきである（コリント後二・二〇）。


  第五章　祈ること


  「絶えず祈れ」（テサロニケ前五・十七）。


  「われ望む。男はいずれの所にても潔き手をあげて祈らんことを」（テモテ前二・八）。


  



  祈りの必要


  



  聖書は食物のようであり、祈りは呼吸のようであって、この二つのものは我らの霊魂の命を維持するために一日たりとも欠かせないものである。祈らない人は窒息した人である。祈りは単に我らのために必要であるだけでなく、また神をあがめ主を喜ばせたてまつる方法である。それゆえ祈りは我らの義務でもあるが、また人生最高最大の特権でもある。我らの多くは一生に一度もこの世の帝王と語ることはできないが、祈りの中で我らは王の王、主の主なる神と日に幾度でも談話することができる。されぱ我ら朝晩は言うまでもなく、その他いつでも祈るべきである。


  



  祈りの人なるイエス


  



  我らと同じ肉体をとり、この世の波風にさらされたまいし主イエスの御一生は、全く祈りの生涯であった。彼はこの世に来る時に祈りたもうた（へブル十・～七）。バプテスマの後、祈りたもうた（ルカ三・二一）。また朝早く人のいない所に行って祈りたもうた（マルコ一・三五）。十二使徒を召す前に山に行って終夜神に祈りたもうた（ルカ六・十二）。働いている時も（ヨハネ十一・四一、四二）、喜びの時も（ルカ十・二一）、悲しみの時も（ルカ二二・四四）、苦しみの時も（ルカ二三・三四、マタイ二七・四六、ルカ二四・四六）、主は常に祈りたもうた。今もなお昼夜父の前で祈り続けていたもう（へブル七・二五）。主イエスでさえこれほど祈りたもうたなら、まして弱い我らはどうして祈らずに立つことができようか。


  



  祈りの真意


  



  は何かと言うと、


  （一）、礼拝。これは被造物が造物主を崇め、彼を真に己の神として拝し、彼の聖栄、聖さ、美わしさ、愛、徳、知恵、力、富、尊貴を仰ぎ、真の尊敬をもってひれ伏すことである（黙示五・十一～十四）。


  （二）、感謝賛美。これは父なる神と主イエス及び聖霊が我らのためになしたまえる恩愛の奇しき聖潔と彼の驚くべき賜物とを思って、心から感謝賛美することである。ことに十字架の御恩を知る我らは日夜感謝賛美しないではいられない。


  （三）、懇求。主の御言に「求めよ、さらば与えられん。汝ら悪しき者ながら、善き賜物をその子らに与うるを知る。まして天にいます汝らの父は、求むる者に善き物を賜わざらんや」とある（マタイ七・七、十一）。有り難いことではないか。我らは少しも遠慮せず、大いに父上に求めるべきである。懇求に二種類ある。一は自己のため、二は他人のためである。自己のために聖と愛と智と力とその他霊肉の全ての必要物を求めるのは当然であるが、進んで自己を忘れ、他人の霊肉の欠乏や苦痛を己の重荷となし、彼らのために切に祈り求めることは、さらに幸福である。もう一種類の祈りは、再び来ようとしておられる主を招き奉ることである（黙示二二・二〇）。


  （四）、交わり。これは特に願い求めることがない時でも、何もかも父上にお話しし、かつ聖声を聞くことである。時には無言でただ主と我と互いに顔を合わせ、心情が通じて喜ぶこともある。これは実に幸いなことである。いずれにしても祈りの大目的は主が仰せられたように（マタイ六・九、十）、神の聖名が崇められること、聖国が来ること、聖旨が成ることである。我らのうち、己の名の崇められること、己の領分勢力が大きくなること、己の志望が成就することを願って祈っている者はいないか。


  



  祈りの秘密


  



  どうかよく注意されよ。


  （イ）、聖霊に感じて。「御霊も我らの弱きを助けたもう。我らは如何に祈るべきかを知らざれども、御霊自ら言い難き歎きをもて執り成したもう……御霊は神の御意に適いて聖徒のために執り成したまえばなり」（ローマ八・二六、二七）。己の騒がしい心に従って口やかましくやたらに祈るのは駄目である。まず静まって、この祈りの霊が働かれるのを待ち、聖霊に感じて祈るべきである（ユダ二〇）。


  （ロ）、イエスの名により。「汝らが我が名によりて願うことは、我みなこれをなさん。父、子によりて栄光を受けたまわんためなり」（ヨハネ十四・十三）。イエスの名を用いる人は、もちろんイエスの心を心とする者に限る。イエスの名によって祈ることは、もはや我らの願いだけでなくイエスの願いをもって父の前に出て行くことである。それゆえ、何事でも聞き届けられるのである。


  （ハ）、明確に。暖昧な捉え所のない祈りは駄目である。あなたの必要を明白に言いあらわされよ（マルコ十・五一）。


  （ニ）、信仰をもって。「疑うことなく、信仰をもて求むべし。疑う者は主より何物をも受くと思うな」（ヤコブ一・六）。「祈りのとき何にても信じて求めば、ことごとく得べし」（マタイ二一・二二）。


  （ホ）、気落ちせずに。「また彼らに、気落ちせずして常に祈るべきことを、たとえにて語り言いたもう」（ルカ十八・一）。「主の耳は義人の祈りに傾く」（ペテロ前三・十二）。答えは遅くても必ず来る。ますます励んで祈るべきである。（終）
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